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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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超まえがき

第五話「フェリタニア絶対防衛戦」

ＩＮＴＥＲＬＵＤＥ

第六話「ファントムレイダーズ」




　超あとがき＋解説











超ちようまえがき






　突とつ然ぜんですが、クイズです。

　ある法ほう則そくで文字を並ならべると―――




「は」＝「Ｓ」「な」＝「Ｓ」「あ」＝「？」「ふ」＝「Ｗ」




　―――となります。

　では、この「？」に入るアルファベットはなんでしょう。




　……すいません、簡かん単たんすぎました。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　―――というわけで、きくたけです。

『アリアンロッド・サガ』……通つう称しよう・サガ無印リプレイ第三巻かんをここにお届とどけします！

　昨年（二〇〇八年）の八月、無印リプレイの一巻と『アルディオン大陸ガイド』が同時に発売され、新大陸への扉とびら……『アリアンロッド・サガ』の世界は開かれました。

　同年十月には『リプレイ・アクロス』の第一巻が、同十二月には『リプレイ・ブレイク』第一巻がリリース。そこで三つのシリーズがすべて出そろい、同じ世界を舞ぶ台たいに物語を紡つむぎ、からみあっていく三つのギルド＆十二人のキャラクターたちが生まれました。




　最初のリプレイであるこの「無印」シリーズで描えがかれるのは、赤せき竜りゆう王おう国こくレイウォールのプリンセスでありながら陰いん謀ぼうに巻まき込こまれて国を離はなれた少女・ピアニィの物語です。

　国を追われてのちに知り合った三人の仲間と共にフェリタニアなる新国家を興おこし……未み熟じゆくながらも女王となった彼かの女じよの生き様を描いています。




　二番目のシリーズである『アクロス』は、帝てい紀き八〇七年―――すなわち「無印」シリーズから見て五年前のアルディオン大陸を舞台とした物語です。

　一見すると、「無印」とはなんの[image: ]つながりもないように見えますが、その主なる舞台となるのは、今では地図から消えてしまった国家アヴェルシア王国―――すなわち、ピアニィの母親の故こ郷きようです。ピアニィの興したフェリタニアは、この旧きゆうアヴェルシアの一角に建国されており、その[image: ]がりは「無印」の第一巻でも描かれている通りです。

　また、『アクロス』に登場するＰＣのひとり・エルザはピアニィの騎き士したるアル・イーズデイルの実じつ姉しでもあります。




　三番目のシリーズとなる『ブレイク』では、レイウォールのライバル国家たる白竜王国グラスウェルズをその舞台としています。

　これまた一見すると、ピアニィの母国のライバル国家を舞台にしているだけで、無印シリーズとはなんの関係もないように見えます。

　が……実は、このリプレイの主要人物たる少女ナーシア・アガルタと、先ほど話に出たピアニィの騎士たるアル・イーズデイルは共に戦った過か去こを持っていることが、小説……『アリアンロッド・サガ①　ルーズ・ソードマスター』で描かれています。

　さらに、ナーシアと同じギルドに属ぞくする魔ま術じゆつ師しカテナは、元はレイウォールの貴き族ぞくであり、加えて……五年前を舞台とした『アクロス』シリーズではアヴェルシア側に雇やとわれた傭よう兵へい団だんの隊長を務つとめていたりします。




　このように、これまで三つのシリーズはつかず離れず……一定の距きよ離りを保たもってリンクし続けてきました。

　が！　本書ではとうとうプレイしたセッションの結果、「無印」シリーズと「ブレイク」シリーズのコラボレーションが実じつ現げんすることとなりました。

　いったいどのような形で「ブレイク」シリーズのＰＣが登場するのか、またなぜそのようなことになったかは、本ほん編ぺんで確たしかめていただきたいと思います（笑）。




　もちろん、『アリアンロッド・サガ』の各シリーズをすべて読んでいない方でも、本書は楽しめるように描かれているのは言うまでもありません。

　ですが、ノベルを含ふくめて「サガ」の各シリーズは深いところで密みつ接せつにからみあっています。あなたがこれまでに、どれかひとつのシリーズしか読んでいなかったのなら……ぜひとも、ちがうシリーズを手に取ることをお勧すすめします。

　本書に登場する多くのキャラクターたち、事じ件けんのこれまでの経けい緯いなど「あ、これとこれはこう[image: ]がっているのか！　もしかしてこれとあっちのシリーズのこの人って……」―――と、単品を読んだだけではわからない、新たな楽しみ・面おも白しろさ・興こう奮ふんをそこにみつけることができるはずです。

　……さて、能のう書がきはこのへんにしておきまして、そろそろ本編の方にまいりましょうか。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ③　殺意のエトワール』……




　―――ここに開かい幕まくです！






































































　帝てい紀き八一二年一〇月―――。

　元レイウォール王国の末姫ひめピアニィが興おこした小国フェリタニアは、自分の足で歩き始めた。




　グラスウェルズ王国による、突とつ然ぜんのメルトランド王国侵しん攻こうはピアニィらを突つき動うごかした。女王スリスの危き機きに、ピアニィらはかの国へと赴おもむく。グラスウェルズ最強にしてピアニィの婚こん約やく者しやを名乗る騎き士し・リシャールを退しりぞけ、一行はスリスを救出するが……それは、次なる戦いの序じよ章しように過すぎなかった。

　グラスウェルズ軍がメルトランドの蹂じゆう躙りんを続ける中、ナヴァールはフェリタニアの未来を案じ、独どく断だんでスリスに一通の書しよ状じようを書かせる。それはレイウォール王国第一王子ヒューバード宛あての書状だった。スリスの名においてナヴァールが提てい示じしたのは、メルトランドを譲じよう渡とする代わりにフェリタニアの北に広がる旧きゆうアヴェルシア領りようをフェリタニアに引ひき渡わたすこと―――そして、グラスウェルズの侵攻戦に介かい入にゆうすること。

　だが、ヒューバードの打った手は、ナヴァールの予想を超こえていた。

　旧アヴェルシアを譲ゆずり受うけるという書状を持ってフェリタニアへの帰き途とを急ぐナヴァール。それに差し向けられるレイウォールの刺し客かく。フェリタニア本土を奇き襲しゆうするレイウォール軍。

　そして、ピアニィらは知る。

　レイウォール……ヒューバードの背はい後ごに、バルムンクなる謎なぞの組そ織しきが蠢いていた事実を。











ＰＲＥＰＬＡＹ









　グラスウェルズ白はく竜りゆう王国の王都ベルクシーレ、ひとつの破は壊かい音が街まち並なみを揺ゆるがした。




　フィリップ国王誕たん生じよう式典、その日……公式の場で初めて言葉を発する少年王の姿すがたをひと目見ようと、街は笑え顔がおの民みん衆しゆうにひしめいていた。

　だが街を包つつむ歓かん声せいは、瞬しゆん時じに悲鳴と怒ど号ごうへと変わる。

　轟ごう音おんと共に王宮の一角で噴ふき上あがったのは炎ほのおと土つち煙けむり。

　突然の事じ態たいに、少年王は逃にげ惑まどう民衆をただただ瞰かん下かすることしかできなかった。

　だから、気づかなかったのだ。

　遙はるか頭上……空の片かた隅すみでふいに生まれたその気配に。殺気に。

　殺意の視し線せんが行き着く先には少年王の姿があった。

　彼かれの生命を奪うばわんとするその凶きよう弾だんが解とき放はなたれようとした刹せつ那な―――

「……陛下っ！」

　バルコニーに四つの人ひと影かげが躍おどり出でた。

　少年王はその中に見知った顔がいると気づき、振ふり向むきざまに声をあげる。

「ア、アンソン卿きよう!?　ナーシアさん!?」

　王の言葉に応こたえるより速く、四人は彼をかばうように囲み立った。

　ナーシアと呼よばれた紫むらさきの瞳ひとみを持つ少女は、空を仰あおいでその一角を鋭するどく見み据すえ……王と視線を合わせぬままに囁ささやく。

「……あなたには、指一本触ふれさせないから」

　王は、その言葉にどこか違い和わ感かんを覚えた。

　王を守る武ぶ官かんの言葉としては、どこか不ふ適てき切せつなニュアンスを含ふくんでいる……そう感じたからだ。そこに義ぎ務むからもたらされる言葉のような冷たさはなく、むしろ愛あい情じようの念すら込こめられていたように思えた。

　だが、今は疑ぎ問もんの言葉を発する余裕はない。

「―――来る」

　ナーシアが語気を強めてつぶやいたのとほぼ同時だった。




　乾いた銃声が、虚こ空くうに鳴り響ひびいた。





『アリアンロッド・サガ・リプレイ③　殺意のエトワール』









◆Preplay 01◆途方にくれる男たち




「社長、どういうことですか」




　と、私わたしは問うた。




「いや、面おも白しろそうだったもんでつい―――」




　と、鈴吹太た郎ろうは答えた。

　場所は秋葉原にある……深夜の某ぼうファミリーレストラン。

　両者とも、笑顔。

　だが、ふたりの周辺はどこか不思議な緊きん張ちよう感で満ちていた。

　それは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク②　フレイムレギオン』のセッションが終わった数日後のこと。そのセッションにて―――




　鈴吹太郎は、〝やっちゃった〟のである。




　さて、「ブレイク」とはリシャール属ぞくする大国・グラスウェルズ王国に仕える影かげの実行部隊〝ファントムレイダーズ〟の活かつ躍やくを記した物語だ。

　そこで描えがかれる事じ件けんの背後に、バルムンクなる組織の存そん在ざいが浮うかび上あがった。

　アルディオン大陸の暗部に蠢く、正体不明の闇やみの組織である。

　それはいい。

「無印」同様、「サガ」シリーズで想定されていた路線である。

　が、その第四話のラストにて……ファトンムレイダーズの上司たるゴーダ伯はくは言い切った。




きくたけ「……バルムンクの長が、ピアニィってどーゆーことです」

鈴吹「いやあ」

きくたけ「ブレイク二巻……グラスウェルズ王の暗殺計画を実行したのはバルムンクって話ですよね。しかも、ゴーダ伯がきっぱり『ピアニィを殺せ』って宣せん言げんしてますよ」

鈴吹「ええ」

きくたけ「これ、グラスウェルズがフェリタニアを攻せめかねませんが」

鈴吹「たしかに」

きくたけ「たしかにじゃなくてっ!?　どーすんですかこれっ!?」

鈴吹「菊きく池ちさん」

きくたけ「はい」

鈴吹「面白そうだった―――面白そうだったんだ。そういうことなんだよっ」

きくたけ「ええ、それはわかります。しかし私が聞いてるのは、今後の展てん開かいの展てん望ぼうです」

鈴吹「ああ。つまり、このあとをどうするかってことか。それはさ」

きくたけ「はい」




　鈴吹太郎は、どこか威い厳げんのある……しかし、優やさしげな微び笑しようと共に告げた。




「あとはまかせた」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　鈴吹太郎の御お言こと葉ばを聞いたその瞬しゆん間かん―――。

「水戸黄門」の主題曲に合わせて「どんぐりの歌」の歌か詞しが、脳のう内ないでリフレインした。

　その理由は、意味は、今となってはわからない。




　ただただ、途方にくれたことだけは確かく実じつだった。







◆Preplay 02◆それは誤ご解かいなんです。




「あたし、別に殺意が高いわけじゃないと思うんですよ」




　時に、二〇〇九年某ぼう月げつ某ぼう日じつ―――「アリアンロッド・サガ・リプレイ」第五話のセッションは、のっけからそんな大竹さんのすばらしいセリフによって始まった。

　彼かの女じよの言葉に、そこにいた全員が一いつ斉せいに笑いをこらえるような微び妙みような表ひよう情じようとなったのは言うまでもない。その気配を察知したのか、彼女は追つい撃げきの言葉を繰くり出だした。




大竹：な、なんというかですね、殺意以外のところも素す敵てきに書いていただけると～。

きくたけ：ふふふ、わかりました。

鈴吹：具体的にどういうとこを書いてほしいか、言っておいた方がいいよ（笑）。

大竹：そうですね―――……（数秒、思案して―――）。




「……戦せん闘とうが大好きなところとか？」




　いや、おんなじだからそれ。




　―――ではここで、このキャンペーンセッションに参加する面々を紹しよう介かいしておこう！




きくたけ

　本名は、菊池たけし。

『アリアンロッド』を始めとして、『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊かん）など、ＴＲＰＧを糧かてに生きるゲームライター。

　へんなことを思いついたら周囲の迷めい惑わくもかえりみず、それを実行せずにはいられない不良ふくしゃちょー。とにかく読者を驚おどろかし、笑わせ、泣かせることに生命を賭かけており、毎日、いかに読者の予想の斜ななめ上うえに行くかを考えている。




大竹みゆ

　長年所しよ属ぞくしていたアーツビジョンを退たい所しよして、フリーランスになった女じよ性せい声せい優ゆうさん。

　ほわほわふわふわ……そんな言葉が似に合あうことは、誰もが認めるところだろう。

　だが、その笑顔の陰かげにはゲーマーという名の修しゆ羅らが潜ひそんでいる。

　最近は、殺意も潜んでいる。

　そして、それを否ひ定ていする者が最近めっきり減へったのも事実である。




大竹みゆblog　*PrimLog*　http://primlog.jugem.jp/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




鈴吹太郎

　またの名を中島純じゆん一いち郎ろう―――すなわち、Ｆ[image: 〓]Ｅ[image: 〓]Ａ[image: 〓]Ｒ[image: 〓]社の代表取とり締しまり役やくである。

　ＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊）のデザイナーだ。

　おそらく、世界でもっともＴＲＰＧを愛する男のひとりだろう。

「今月は仕事と遊びで一五セッションもＴＲＰＧやってるよ！　もうゲロ吐はきそうだよ～」

　こんな台詞せりふを幸せそうに語る鈴吹太郎の笑顔は、実に輝かがやいていると思う。




クレバー矢野

　本名は矢野俊しゆん策さく……言わずと知れた、ＴＲＰＧ『ダブルクロス』のデザイナーである。

　根っからのツッコミ体たい質しつで、人に隙すきあらばそこを鋭くつつかずにはいられない人間イャンガルルガ（Ｇ級）みたいな男である（←わかる人にしかわからんぞ）。

　今まで薔ば薇らだのアンドロメダだのウメボシだのキーボードを打つとピアノの音が鳴なり響ひびくだのいろいろ言われてきたが―――最終的には〝王子〟という愛あい称しように落ち着いた。

Ｏはた

　本名は、大畑顕あきら。

　なんというか、Ｆ[image: 〓]Ｅ[image: 〓]Ａ[image: 〓]Ｒ[image: 〓]が誇ほこる最強の三下属ぞく性せいを持つ男。

　なにかと言ってはすぐ死ぬ。

　社内ですれ違ちがいざま、「てぃっ！」とチョップを繰り出すと、「げぼはあっ!?　ば、馬ば鹿かなっ、私はあなたの右みぎ腕うでだったはず……っ！」とナチュラルに叫さけぶ。ホントに。

　仕事では主にさまざまなデータの作成を担たん当とうする、ＴＲＰＧ作りになくてはならない男だ。

　すぐ死ぬけど。




　今回も、このようなメンツでお贈おくりしようと思う！




　　　　＊　　　＊　　　＊




きくたけ：じゃあ、そろそろゲーム本ほん編ぺんにいきましょうか！

一同：はーい♪

きくたけ：では、今回予告いきますっ。「時に、帝紀八一二年―――……」




「……今回予告！

　時に帝紀八一二年一一月。

　メルトランド戦せん役えきに端たんを発した戦火は、拡かく大だいの一いつ途とを辿たどっていた。

　その両国のみならず、ラングエンド、ゴルフォード、カムロート……ピアニィの想おもいとは裏うら腹はらに、世界は戦いの渦うずに巻まき込こまれていた」




クレバー矢野：ああ、前回そんなことになってましたね。

ＧＭ：ええ、二大強国の激げき突とつにつられるように、世界各地で戦いが始まっている。

鈴吹：ちなみにゴルフォードとカムロートにからむ話は、「ブレイク②」で描かれているぞ。

大竹：宣せん伝でん♪（笑）

きくたけ：（笑）。はい、続き続き！




「戦いの裏うらで暗あん躍やくする、バルムンクの影。

　バルムンクはすべての竜りゆう輝き石せきの上に立つ〝ひとつの石〟を持つピアニィに、ふたつの大きな災わざわいを差し向ける。

　フェリタニアが滅ほろびるか否いなか。

　運命は、ピアニィの肩かたに重くのしかかっていた。




　アリアンロッド・サガ・リプレイ

　―――第五話『フェリタニア絶ぜつ対たい防ぼう衛えい戦せん』




　……すべては、竜の石の導みちびきの元に」




Ｏはた：絶対防衛戦！　なんでやんすかそのピンチ感にあふれた燃もえるタイトルは！

クレバー矢野：でも、ふたつの災さい厄やくってなんだ。

きくたけ：文もん句くは社長に言ってね。

大竹・クレバー矢野・Ｏはた：文句っ!?

鈴吹：しょうがなかったんだよ。面白そうだったんだよ。

大竹：な、なにをしたんですか……？（←この段だん階かいでは「ブレイク②」のことは知らない）

ＧＭ：うひひ、本編に入ればわかる。では、ハンドアウトにいきまーす！




▼ピアニィ用ハンドアウト／大竹みゆ

コネクション：バルムンク　　　関係：仇きゆう敵てき

　仮か面めんのバルムンクは言った。

「すべての石を統べる〝ひとつの石〟を持つお前の元にはやがて、すべての石が集結しよう。お前には資し格かくがある。〝解き放つ者〟よ」

　その言葉の意味はわからない。

　だが、〝ひとつの石〟の力を目まの当あたりにしたキミは、理り解かいした。

　世界より争いをなくすためになにをすべきかを。

　そう、それはフェリタニアを大きくすること。

　七つの王威の竜輝石を持つものを集めることだ―――。




クレバー矢野：前回の話からすると、世界に平和をもたらすためには王の石をすべて集めることと、フェリタニアを強くすることが必要って流れか。

鈴吹：キャンペーンの目的を提示された感じだな（笑）。

Ｏはた：ふうむ。世界を平和にするために、ピアニィが世界を征せい服ふくするって話でやんすな。

ピアニィ：えぇっ!?

鈴吹：（げらげら笑いながら）Ｏはたの言い方は語ご弊へいがあるが……っ！（笑）

クレバー矢野：な、なんか納なつ得とく力があるというか、しっくりくるというか……（笑顔）。

ピアニィ：ひどいですよーっ！

ＧＭ：わはは、次はアルー。コネクションは……。




▼アル用ハンドアウト／クレバー矢野

コネクション：サイラス　　　関係：同どう志し




一同：待てぃっ!!

ＧＭ：!?　まだコネクションしか読み上げてな……。

クレバー矢野（以下、アル）：サイラス出てくるのっ!?




サイラス

　矢野俊策が手がける「アリアンロッド・サガ」のノベルシリーズ……その第一巻『ルーズ・ソードマスター』に登場するキャラクターだ。

　アルにとってはピアニィと出会う前からの仲間で、気のいい男。でも女好き。

　ピアニィと出会う前、アルはこのサイラスやナーシアと共にバルムンクと戦っている。




[image: ]




クレバー矢野：だめだ、嫌いやな予感しかない……（笑）。

ＧＭ：では、続き―――。




　それはあまりに突然の訪ほう問もんだった。かつて背せ中なかを合わせ、共に戦った仲間……サイラス。

　彼がもたらした情じよう報ほうは、彼との再さい会かい以上の驚おどろきをキミに与あたえることとなった。

　ところで、サイラスは相変わらずお調子者で女好きだった。

　彼がピアニィに送る熱い視線は……。




ピアニィ：あ、熱い視線……？

アル：い、いやそもそも出てくるとは思わなかった……（笑）。

ＧＭ：あ、でも出てくるのはシナリオ中ちゆう盤ばんに入ってからの予定。オープニングでは、アルはピアニィとからんでやってください。

アル：ういっす（笑）。

ＧＭ：でね……矢野くん。先に言っておく。

アル：はい？

ＧＭ： （優しい笑顔で）……―――すまん。

アル：なにがですかっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：いや、小説とはちょっとくらいはキャラ性せい変わっちゃうだろうな、と……。

鈴吹：は、鼻からサイラス……っ!?　鼻からサイラスなのかっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：そこまではやらんわっ!?


アル：じゃあどこまでやるんだよっ!?（笑）　不安を通とおり越こして楽しみだっ!?（笑）




▼ナヴァール用ハンドアウト／鈴吹太郎

コネクション：読者兵士たち　　　関係：同志

　すべては計算通りだった。

　世界中から集まった数千の兵たちを見み渡わたし、キミは満足げに頷うなずく。

　しかし、兵のひとりがもたらした情報は恐おそるべきものだった。

　それはキミの目を持ってしても見み抜ぬけないものであった。




鈴吹（以下、ナヴァール）：世界中から集まった兵って、読者にキャラの募ぼ集しゆうをかけたあれ？

ＧＭ：そうそう。実は、けっこーな数の読者投とう稿こうが集まりまして（笑）。

Ｏはた：見たけど、ベネットの部下になりたいって人がけっこーいる！（笑）

ＧＭ：今回はその読者キャラを使い、ちょっと戦争ちっくなギミックシナリオにしようかと。

アル：もしかして、第四話みたいに兵士をどこの拠きよ点てんにどんだけ配置して……みたいな？

ＧＭ：ええ、そんな感じ。

アル：ほほう……！（ぎらり、と目が輝く）

Ｏはた：で、集まった読者投稿のキャラを前にナヴァールがニコニコしていると。

ナヴァール：では、近きん隣りんの街を回って人を集めてくる……みたいな設せつ定ていでいい？

ＧＭ：ＯＫです（笑）。では、次ー。




▼ベネット用ハンドアウト／Ｏはた

コネクション：謎の黒ローブ　　　関係：仇敵

　キミの明めい確かくな目的にして、敵。

　ディアスロンドから持ち去られた〝石〟は、奴やつが持っているということだけはわかった。




Ｏはた（以下、ベネット）：はっはっは―――っ！　我わが眼がん前ぜんに姿を現あらわすか、モンドーラっ！




　そのモンドーラの情報がもたらされたのは、ある寒い雨の日の午後のことだった。




ベネット：な、なにその少し寂さびしく哀あいし愁ゆう漂ただよう表ひよう現げん…………（一同爆笑）。

ＧＭ：……いや、ネタが思いつかなくて叙じよ情じよう的てきな表現（どこが）にしてみました。では……各自レベルアップを始めましょうか！（笑）




　こうして始まるレベルアップ作業。

　三〇分ほど騒さわいだのち……そこに、新たに16レベルになった四人が姿を現わしたのだった。




ＧＭ：よし、では自じ己こ紹介いってみようか！




▼ピアニィ（16レベル）の場合

ピアニィ：えー、まず今まで着ていた赤い服を脱ぬぎ捨すてました。

ＧＭ：っ!?　脱ぎ捨てるのっ!?

ピアニィ：はいっ、今までのガードローブを脱ぎ捨てミスティックガーブを着ました。

ＧＭ：じゃあ、それも赤い服ってことにしてくれ！　キャラクターのイメージがっ……（笑）。

ピアニィ：はーい（笑）。で、この服の効こう果かで１ラウンドに一回、回かい避ひ判はん定ていを魔術まじゆつ判定で行なうことができま～す♪　これで自力で避さけられるようになる、かも？

ＧＭ：誰の差し金だっ!?　そんなくだらないことを教えやがって!?

ベネット：必ひつ須すですよ、必須（←犯はん人にん）。

アル：そうそう、必須（←犯人その２）。

ピアニィ：崩ほう壊かいの角笛も持ちました。 使つかい捨すてですけど、《ディスコード》の効果＋２Ｄ！

ＧＭ：たしかそれ四〇〇〇Ｇ……使い捨てで四〇〇〇Ｇ……。火力を上げることにお金突つっ込こむのには躊ちゆう躇ちよしないのな。

ピアニィ：うふふ（笑）。で、スキルはついに《フロストプリズム》に到とう達たつしましたっ！　あと、《ミッドナイトサン》も取りました。

ＧＭ：ば、ばりばりに攻こう撃げき指向……（笑）。では、次はアル！
















▼アル（16レベル）の場合

アル：えー……まず、武ぶ器きと防ぼう具ぐはなにも変わってません。

ＧＭ：あれ、そうなのか。

アル：ええ、ああ、いや……紫し電でん剣けんふたつ買うか？　買えば22レベルまで安定だよな？

ベネット：んー、買ってもいい気はするんですが。でも、黒羽のイヤリングがないとなあ。

ピアニィ：あー、そうですねえ……。

アル：19レベルまで待って、スピリッツソードを片かた方ほうだけ買うのがいいか……よし、やっぱり変へん更こうはナシでいきましょう！　あ、フェイトは伸のばしました。12です。

ＧＭ：スキルは……《カリキュレイト》と《ラストアクション》を取ったのか。このあと、どこに向かうんだ（笑）。

アル：サムライに戻もどって《レイジ》と《ディフレクション》のレベルを上げますかね。

ベネット：《ストライクバック》を取るとか。

アル：もしくはニンジャにいくとかですねえ。

ＧＭ：だんだんアルがどんな奴だかわかんなくなってきたぞ。

アル：いやー、はっはっは。

ＧＭ：まあ、そんなとこかな？　では次はナヴァールー。
















▼ナヴァール（16レベル）の場合

ナヴァール：えー、私はあんまり変更がないんですが。レベルが上がったけど、フェイトは変わらず７のまま。ひとつだけ大きく変わったところは、聖せい印いんがなんと高位聖印へ！（笑）

ベネット：ランクが上がった！（笑）

ＧＭ：それは大きく変わったと言うのだろうか。

ナヴァール：で、えー……《ハイプロテクション》のレベルを上げたので《プロテクション》の効果が増ふえて５Ｄ＋42に！

ＧＭ：…………もう好きにしてください（笑）。

ナヴァール：あとは《ブランダームーブ》という、命中判定をマイナス２するスキルを取得しました。２くらいじゃ、たいしたことはないけど。

アル：でもこっからレベルじわじわ上げていくと、効きいてくるようになりますよ。最終的には10までいきましょう！

ＧＭ：むう、アルに続いてナヴァールもメインの装そう備びに変更はなしか。

アル：今は待ちです。次にほしい武ぶ具ぐを装備できるレベルになるまで、お金は温おん存ぞん！（笑）

ナヴァール：うむ、その方向で！

ＧＭ：その時がくるのがこわい……（笑）。では、オチ担当・ベネットどうぞ！（笑）
















▼ベネット（16レベル）の場合

ベネット：ふっふっふ……ついに……ついにこの時が来てしまいました。

ＧＭ：あ？

ベネット：今こ宵よい、エリンディルの大地は裂さけ、海は砕くだけ、天は嘆なげき、人々は泣き、なまはげが子こ供どもをさらっていく―――そんな悲しみがエリンディルを包んでいます。

一同：悲しみ!?

ピアニィ：なまはげっ!?

ＧＭ：いやいやっ、なんでエリンディル!?　お隣となりの大陸大迷惑っ!?

ベネット：ふっ、それくらいの大だい事じ件けんが起きた……っ、とだけ言っておこう！

ＧＭ：いいからちゃんと説明しろよっ！（笑）

ベネット：ついに防具を買ってしまいました。

一同：………………。

ＧＭ：は？

ピアニィ：え……。

一同：えぇ―――――――――っ!?

ＧＭ：おっ、おまえ……っ、全国のベネットファンを敵に回すつもりかっ!?　てゆーかお前、ベネットをなんだと思ってるんだっ!?
















ベネット：防具を着たことによって強くなったのを見ていただければ誰もが納得できるはずっ!!　なんというか、もうセフィロスなんて目じゃないくらいですよ!?　パンチ一発でダウンですよ！

ナヴァール：わかった。今日の戦闘、お前ひとりでやれ。

ベネット：は、マジすいません。

一同：弱っ!?（笑）

ＧＭ：まあ、あれだ。とりあえずレベルアップした内ない容ようを発表せい。

ベネット：は。えー……まず、クラスチェンジしてサモナーになりました。「【ＭＰ】枯こ渇かつは嫌なんじゃ―――っ！」と叫んで猫ねこを捕つかまえ、使い魔にしました。

ＧＭ：猫なの？

ベネット：フェルシアのファミリアの……子供？　お目付け役がついてしまいました。こいつ、あっしより良い猫缶かんを食べながら、いつも物もの陰かげから監かん視しの目を光らせています。




フェルシア

　説明すると長くなるが、ベネットの飼かい主ぬし……もとい、主人とも言える魔ま術じゆつ師しである。
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アル：なるほ…ちょっと待てっ！　お前、いつも猫缶食ってるのかよ!?　狼人アウリルはどうしたんだよっ!?

ベネット：おお、そうだった。あやうくプライドを捨すてるところだった。えー……どこからいこうかな。まず、フェイトが２点上がりました。これで13。

ＧＭ：おお、13か。ナヴァールの二倍くらいないか、それ。

ベネット：ん、まあね？　ナヴァールくんもね、あれでなかなかがんばっているからね？

ナヴァール：今日の戦闘、お前ひとりでやれ。防具も買ったし《プロテクション》もなしな？

ベネット：すいませんマジすいません。調子に乗っただけなんです。

ＧＭ：で、だからレベルアップして主にどこが変わったかを早く……（笑）。

ベネット：は、まず購こう入にゆうしたのは千せん眼がんの衣ころも！　【防ぼう御ぎよ力りよく】が９点も上がる！　【感知】が２点、【行動値ち】が２点上がる！　そして飛燕の帽ぼう子し！　 回避が２点、【防御力】が２点上がる！ 【防御力】が合計13点……[image: 100]レベルエネミーの攻撃すら止められるんじゃないですかね？

一同：うそつけっ!!（笑）

ベネット：ただし【魔ま法ほう防御力】が２点下がって１に！　飛燕の帽子が【精せい神しん】が下がるんで、もしサモナーにチェンジしていなければ、０になるところだった！（一同大爆笑）

アル：物理には強くなったけど魔法には弱くなった！

ベネット：そう、大だい丈じよう夫ぶ！　ベネットはまだ生きている！　俺おれたちの心の中に！（笑）

ＧＭ：わははは！　新生ベネットの活かつ躍やくに期待する！　よし、それではギルドスキル選んだら……セッション本番に入ろう！

一同：ほーい！
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　そして、セッション本番突入を前に、トイレや買い出し……そしてＧＭたる私はシナリオとデータの再確認をする。

　楽しい雰囲気が部屋の中にあふれていた。

　だから、気づけなかったのだ。




　セッションが、あんなことになるなんて。




　……なお、二〇〇九年八月に発売された『スキルガイド』のルールやデータは本書のセッションの段階では適用されていないのでご注意ください。











ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆ひとつの石




　帝てい紀き年八一二年、一一月―――フェリタニア王国・王都バーランド。

　夕ゆう刻こくの街まち並なみはどこか静けさに包まれていた。

　ピアニィはひとり、破は壊かいの爪つめ痕あとが残るその景色を眺ながめ……物思いに耽ふけっていた。




ＧＭ：では、シーンを始めよう！　登場はピアニィ―――舞ぶ台たいは、前回のエンディングから数日の時が過すぎたバーランドだ。

ピアニィ：はーい。どんな状じよう況きようでしょう？

ＧＭ：夕刻が迫せまるその時間……オレンジがかった陽光が無残に破壊された街並みを浮うかび上あがらせる。キミは、その光景を物もの憂うげに眺めている……そんな場面。ぶっちゃけ、前回のおさらいとかネタシーンだ。

ナヴァール：ネタかよ（笑）。

アル：つまり、そのネタシーンに俺おれも出てこいと（笑）。い、嫌いやな予感しかしねえ……（笑）。

ピアニィ：で、あの、バーランドは前回の戦いでぼろぼろに……？

ＧＭ：街の一画はね。外がい壁へきは無残に崩くずれ去さって付近の建物は打うち壊こわされ、その壁かべには焼やけ焦こげた痕あと。たしかにここで戦いがあったと実感させる。現げん在ざい、街の修しゆう復ふくが急ピッチで進められている状況だ。

ピアニィ：……。

ＧＭ：ふと、思い起こされるのは前回の戦いの風景。レイウォール軍の紅あかき鎧よろいの群むれ……悲鳴と怒ど号ごう、剣けん戟げきと破壊音。バルムンク、怪かい物ぶつと化したキンバリー、そしてそれを救った―――キミの手の中にある〝ひとつの石〟。
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ピアニィ：街を見ながら、ぼーっとその時のこと思い出します。

ＧＭ：キミが物思いに耽っていると、背はい後ごから声をかけられる。「ここにおられましたか、ピアニィ陛へい下か。御ご報ほう告こくがございます」

ピアニィ：ナイジェルさん……？
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ＧＭ：「はい―――」　いつものように、おだやかな表ひよう情じようでナイジェルは返事をする。

ピアニィ：ナイジェルさん、街の人にも被ひ害がいは出てるんですよね？

ＧＭ：「ええ、残念ながら。ですが―――」

ピアニィ：ですが？

ＧＭ：「ピアニィ陛下がお戻もどりになっていただけたゆえ、被害は最さい小しよう限げんであったのは事実でございます。民たみも、窮きゆう地ちをお救いになったピアニィ陛下を称えこそすれ、悪く言う者はございません」

ピアニィ：そこはどうでもいいんですけど……あ、キンちゃんは行方不明のままでしたっけ。

ＧＭ：「はい。キンバリー卿きようは、依い然ぜんとして見つかりません」

アル：逆ぎやくモヒカンのまま、どこかに逃とう亡ぼうか……（笑）。

ピアニィ：一いつ緒しよにいた仮か面めんの人は？

ＧＭ：わからないね。ただ、ピアニィの持っていた石の力を目まの当あたりにして、「また会おう」と言い残したわけだし、再ふたたび出会うこともあるでしょう。

アル：つまりピアニィが〝ひとつの石〟を持っていることは、バルムンクにバレたわけだな。

ピアニィ：ナイジェルさん……この〝ひとつの石〟って―――。

ＧＭ：「それは―――」と、ナイジェルが答えようとした時。鈴すずを転がしたような、そして少したどたどしい幼おさない声が割わり込こんでくる。

ピアニィ：幼い声？　スリスちゃん？
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ＧＭ：そう。その声が紡つむいだのは―――

「……神しん竜りゆう王おうのもたらせし竜りゆう輝き石せき




　　風の王より預あずかりしふたつの石は

　　　　世界を放ほう浪ろうする旅人に

　　水の王より預かりし三つの石は

　　　　穢けがれなき乙おと女めに

　　火の王より預かりし四つの石は

　　　　新しき竜の子に

　　地の王より預かりし五つの石は

　　　　思し慮りよ深ぶかい賢けん者じやに

　　闇やみの王より預かりし六つの石は

　　　　武ぶを誇ほこりし戦士に

　　光の王より預かりし七つの石は

　　　　人の世の君に




　　運命の女王より預かりしひとつの石は

　　　　解とき放はなつ者のために―――」

ＧＭ：……そんな竜輝石を物語る〝詩〟だ。声の主はナイジェルの背後にいたスリスだ。彼かの女じよはピアニィの前に来て、言う。「〝ひとつの石〟はピアニィ様がおもちだったのですね」

ピアニィ：あたしは、王おう威いの竜輝石だと思っていたんですけど、ね。

ＧＭ：ナイジェルはつぶやく。「あの力……キンバリー卿にとりついた邪じや悪あくを払はらい去ったのが、よもや〝ひとつの石〟の力だったとは」

ピアニィ：あの、そもそも〝ひとつの石〟って―――。

ＧＭ：キミらがサザーランドと言葉を交かわした時だったかな……竜輝石が魔ま族ぞくを駆く逐ちくするために、神竜王セフィロスが時の英えい雄ゆうウルフリックに授さずけたものだと説明したよね。
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ナヴァール：聞いたな。エリンディルの英雄だったウルフリックは、竜輝石の力も借りて魔族を駆逐したあと、アルディオンへと移うつってきて国を興おこした。

ＧＭ：それが半ば伝説と化している〝フェリタニア統とう一いつ帝てい国こく〟だね。

ベネット：ピアニィ様も自分の国にフェリタニアと名付けるとは、大だい胆たんでやんすなあ。そりゃ、他の国もむっとするわけでやんす。

ピアニィ：ちが……っ、あれはナヴァールが……っ!?


ナヴァール：はて、なんのことやら（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：ともかく（笑）。それぞれの竜輝石には、さまざまな強大な力が込こめられているのはまちがいない。例えば……ベネットが追う〝旅人の石〟は一いつ瞬しゆんで世界中のどこにでもいける、とかね。

ピアニィ：へ～。データあるんですね。

ＧＭ：あるが、ここではまだ明かさない（笑）。で、そのすべての竜輝石を統すべるのがピアニィの持つ〝ひとつの石〟であり、それに秘ひめられた力は世界を変えるほどのものであろう。

ナヴァール：〝ひとつの石〟は歴史の表おも舞てぶ台たいに出たことがないので、能のう力りよくはわからないが（笑）。

ピアニィ：でも、こんな石を持ってたら狙ねらってくる人がいそうですね……よけいに戦いを呼よぶことになりそうな……。

ＧＭ：スリスはその幼い容よう姿しに似に合あわぬ、どこか頼たのもしげな表情でピアニィに言う。「……ピアニィ陛下。たしかに竜輝石はあらたな戦いをよびましょう。それゆえに、竜輝石は……ううん、すべてを統べる〝ひとつの石〟はあなたが持つにふさわしい」

ピアニィ：ふさわしい……のかな。壊こわれた街並みを見ながらそう思うわけで……。

ＧＭ：スリスの言葉をナイジェルが継つぐ。「かつて英雄ウルフリックがそうしたように、竜輝石の大きな力を世界の救きゆう済さいにお役立てなされ。覇はぎ業ようを成なし遂とげるべく、やがて〝ひとつの石〟を持ったピアニィ陛下の元には王威の竜輝石を持った者たちが集まりましょう―――」

ピアニィ：王威の竜輝石って、今どこにあるんでしょう。

ＧＭ：ああ。七つの〝王威の竜輝石〟の所しよ在ざい、確かく認にんをしておきましょうか（がさり、と世界地図を取り出して―――）。
















ピアニィ：あれ、三つも不明なんですね。

ＧＭ：ああ。アヴェルシアの石以外は、それぞれの国の王が持ってるとは思うけどね。

ナヴァール：ちなみに、アヴェルシアの石は「アクロス」が終わらんとどうなるかわからん！

ＧＭ：ええ！　「アクロス」の第二巻かん現在……五年前の段だん階かいでは、マリア王おう妃ひが持ったままだ。




　くわしくは、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』を参照である。




アル：あ、いかん。設せつ定てい話をしてるうちに登場するのを忘わすれてた（笑）。出ていい？

ＧＭ：どうぞ（笑）。伝でん承しようについて話をしているところへ、アルがやってきて声をかけるでいいかと。

アル：あ、ここにいたのか……と、挨あい拶さつもそこそこに登場しよう。

ピアニィ：あ、アル。

アル：なあ、姫ひめさん。ナヴァールの旦だん那なを……知らないか？　こう、肩かたを怒いからせて。

ナヴァール：お？

アル：姫さん、こないだの戦いでナヴァールのしたことを……聞いたか？

ピアニィ：え？

ナヴァール：ぎくり。

ＧＭ：……ああ（笑）。スリスにメルトランドを売らせたってあの話か（笑）。

アル：問とい詰つめる必要がある。

ナヴァール：その話を持ち出すのおっ!?（一同大爆笑）　前回と今回のシナリオの間で、なんだかんだあってみんな納なつ得とくしたとかそういう流れに……っ！

アル：いやいやいや……ここは問い詰めるとこでしょう（笑え顔がお）。

ピアニィ：なるほど、そうですよねえ（笑顔）。

ナヴァール：へ、陛下？

アル：たぶん俺はイザベラあたりから聞かされることになると思うんだが、ノルウィッチとかにいるメルトランド人の反はん応のうは、実じつ際さいどうなの？

ＧＭ：んー……人によるね。シナリオ終わってからあらためて考えたんだけど、前回のナヴァールが取った策さくは、決してフェリタニアだけが得をしてる方ほう策さくじゃないんだよね。

アル：どういうこと？

ＧＭ：たしかに周囲に意見を伺うかがわずメルトランドを売り飛ばすのは微びみ妙ようだけど……あれは同時に、メルトランド人を保ほ護ごする策でもある。聖せいなるヒースが枯かれ、王都が陥かん落らくしたあの状況下だ。メルトランドが独どく力りよくで、グラスウェルズの侵しん攻こうを押おし返かえすのはほぼ不ふ可か能のうでしょ。

アル：まあ、たしかに。

ＧＭ：売り飛ばしたって言葉は悪いけど、少なくともレイウォール軍が正当な理由で常じよう在ざいできるようになることで、メルトランドはグラスウェルズの一方的な蹂じゆう躙りんを受けずにすむ。

アル：……そういう考えもあるか。

ＧＭ：スリスと一緒に、フェリタニア領りように戦火を逃のがれてきた難なん民みんとかもいるだろうしね。それを受け入れるために、旧きゆうアヴェルシア領を「スリスのもの」として、支し配はい下に置いたことに感かん謝しやしているメルトランド人もいる。もちろんそうじゃない人もいるだろうけど。

アル：……なるほど、そうなのか。

ナヴァール：うむ、私もそれを考えてのことだったのだ、ははは。

ＧＭ：…………（笑）。

ベネット：政せい治じは難むずかしいでやんすねえ（しみじみ）。

ピアニィ：ほんとに……。

アル：だが、どうしても俺には納得いかないことがある！

ナヴァール：なにい！（笑）

アル：メルトランド人でナヴァールのことを悪く言ってる人はいるよね？

ＧＭ：そりゃね。グラスウェルズのみならず、レイウォールまで呼よび込こんで、いつ終わるともしれない戦いの戦場にしたわけだし。恨うらんでいる人もいるでしょうよ。

ナヴァール：あ。ステラに「全部ナヴァールのせいだ」と言いふらせって頼んだな……。

ＧＭ：ええ、そりゃもうステラは心で涙なみだしながら忠ちゆう実じつに悪い噂を流してますよ（一同大爆笑）。

アル：それだよっ！　俺たちになんの相談もなくひとりで悪者になりやがって!!

ピアニィ：……あー。

アル：俺たち、仲間のはずだろう？（笑顔）

ピアニィ：そうですね、やっぱり問い詰めないと（笑顔）。

アル：そうだよな（笑顔）。

ナヴァール：……そ、その笑顔はなにかな？

アル：で、当の本人はどこだ？　知ってるか、ナイジェルさん。（ナイジェルになって）「旅に出ました」（アルに戻って）「―――そうか」（一同爆笑）

ピアニィ：実はあたしも問い詰めようと思って、ベネットちゃんを追っ手に放ちました。

ベネット：いつのまにっ!?

ＧＭ：では、怒ってるアルを見てナイジェルがつぶやく。「―――お若わかい」

アル：いやいやいやっ！　これ、戦争が起きてもおかしくないくらいの大だい事じ件けんだから!?（笑）

ＧＭ：「はい。ナヴァール様がお帰りになったら本人の口から釈しやく明めいを聞きましょう」

ピアニィ：ですね♪（笑顔）

アル：だな（笑顔）。

ＧＭ：すばらしい（笑顔）。

ナヴァール：なんだこの流れっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：そんな時。殺気に満ちた笑顔のアルとピアニィに、スリスがほほえみかけて、言う。「……アルさま、ピアニィ陛下」

アル：あ？

スリス：「あたしも大事なことを思い出しました。お聞きしたいのですが……」

アル：あ？

ピアニィ：はい？

ＧＭ：「アル様、ピアニィ陛下、おめでとうございます」

ピアニィ：ありがとうございます！　……って、なにが？

ＧＭ：「アル様と御ご婚こん約やくされたそうで」

ピアニィ＆アル：は!?

ＧＭ：「エルゼリエ様からのお手紙にそう書かれていました」
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アル：おか――――――んっ!?（一同爆笑）

ピアニィ：ち、ちがいますちがいますちがいますっ!?

アル：おいっ、ちょっとおかんに連れん絡らくとってく……っ!!

ＧＭ：「―――アル様、ピアニィ陛下……っ、この私に……っ、フェリタニアの内ない政せいを引き受けるこの私になんの断ことわりもなくそのような……っ、そのようなっ!?」（一同爆笑）

ベネット：ナイジェルさん血の涙流してる――――――っ!?（一同大爆笑）

アル：ちげ―――――――――っ!?（笑）　って、あっ!?　このネタやりたいだけで俺をこのシーンに引きずり出したんだなっ!?

ＧＭ：はて、なんのことやら。

アル：くっそぉ、あのくそばばあ！　そろそろしゃれになってねえぞっ!?

ＧＭ：「アル様!?　お母上にむかってくそばばあとは何事ですっ!?　いいですか!?　子こ供どもというものは、親を大切に……！（うんたらかんたら）」

ベネット：なんか琴きん線せんに触ふれた――――――っ!?（笑）

アル：し、しまった！　思い出した！　この人は子供で苦労をしてたんだった！（笑）

ピアニィ：ちょ、ちょ……今はそんな話をしている場合じゃありませんっ！（笑）

アル：そ、そうだ！　今はナヴァールの旦那を……っ！

ＧＭ：「……では、すべてはナヴァール様とベネット様がお帰りになってから、おふたりの未来についてご相談いたしょう……」　わなわな。

ピアニィ：ちが―――――――――うっ!?

アル：わなわなじゃね――――――っ!?

ＧＭ：……と、アルの叫さけびが虚こ空くうに響ひびいたところでシーンを終えようか（笑）。次は、ナヴァールを追ったらしいベネットのシーンだ。







◆Opening 02◆運命の日




　雨が降ふっていた。

　天より落ちたる冷たい滴しずくが、ベネットの身体を芯しんより冷やす。

　腑ふにしみ通るような熱い一杯ぱいをもって、身体を内より暖あたためる―――。

　酒場の看かん板ばんに目が止まったその時、ふとそんな欲よつ求きゆうがベネットの心の中で首をもたげた。




ＧＭ：えー、シーンはキ……。

ベネット：―――バーボンをダブルでもらおう。

ＧＭ：まだなんも言ってないから！　シーンの舞台くらい聞けよっ!?（笑）

ベネット：は、すみません。さあさあ、状況説明をどうぞ。

ＧＭ：……。えー、キミはとうとうやってしまった。ピアニィの命を受け、ナヴァールを追ったキミの身に、なにかこれまで着ることのなかったサムシングが纏まとわれていた（一同爆笑）。

アル：きっと冷たい雨に打たれて、空から神様が降おりてきたんだよ。「……私は防ぼう具ぐの神。あなたもそろそろ防具を着る頃ころでしょう」（一同爆笑）

ベネット：おお！　あなたはあっしを認みとめてくれるでやんすか!?（笑）　そのあと、長い長い冒ぼう険けんの旅があってですね……。

ＧＭ：ナヴァール探さがしにいくんじゃなかったのか！（笑）　……では、その冒険から再びバーランドに帰ってきたその日、街には冬の冷たい雨が降りしきっていた。身体を暖めようとキミが寄よったのは、バーランドの片かた隅すみにある小さなバーだった。

ベネット：（渋しぶい声で）一流の冒ぼう険けん者しやというものは―――「いつもの」で通じる店をひとつは持っているものさ。俺の懐ふところで震ふるえる使い魔の子こ猫ねこを暖めてやろうと、あっしは店に入った。

ＧＭ：「バーボンを、ダブルで……ニャア」

ベネット：使い魔――――――っ!?　あ、あっしの決めゼリフを取るなよ!?（一同爆笑）

ＧＭ：（笑）。では、いつも通りの落ち着いた笑顔でマスターは言う。「ベネットさん、外は寒かったでしょう？」と、ホットウーロン茶を〝コトン〟と。

ベネット：ふ、マスターにも一杯おごろう……今日は記念日。おごりでやんす。

ＧＭ：「ありがとうございます。……おや？　見かけが少し変わりましたね、ベネットさん」

ベネット：わかる？　わかるでやんすか？（←超ちよう嬉しそう）

ＧＭ：「お、おお……これは防具……っ、防具じゃないですか！　いやあ、防具を着たベネットさんはまたひと味ちがう……っ」

ベネット：そう。このフェリタニアのウイニングロードを走り、やがてはアルディオン大陸を支配し、トップに立つのはもちろんこのあっし！　クラン＝ベルの四英雄たるあっしが！

ＧＭ：「ははは、さすがですね。話は聞いていますよ。今回の件けんは残念でしたけど、きっといつかはいけますよ。すでに話題になってますしね」

ベネット：ははは、いやそれほどでもな……話題？　話題って？　なんのことでやんすか。

ＧＭ：「またまた。噂で持ちきりですよ？　さすがは四英雄、大それたことをしますねえ」

ベネット：はは、まあ、それほどでもないさ。……あ、バーボンもうひとつおごりだ。

ＧＭ：「ピアニィ陛下を含ふくめ、あなたがたの話題でグラスウェルズは持ちきりですよ」

ベネット：も、もちろんメインはあっしでやんすよ？　すべてはあっしがやったんですよ！

ＧＭ：「やっぱり！　あんな大それたことをするのはあなただけだと思っていました！」

ベネット：はっはっはっは、それほどでも！

ＧＭ：「まさかフィリップ国王を暗殺しようとするなんてねえ」

ベネット：はっはっは……は？

ＧＭ：「ははは、隠かくさなくてもいいんですよ？　なんとかいう奴やつらに邪じや魔まされて未み遂すいに終わったそうですが、次の機会がありますよ！」

ベネット：いや、次なんていらないんだけど……ていうか、なんの話……。

ＧＭ：「だってピアニィ陛下と一緒にやったんでしょう？　公式発表が出だされていますよ？」

ベネット：……テレビをつけます。

アル：テレビあるのかよ!?

ナヴァール：新聞の号外くらいにしておけ（笑）。

ＧＭ：「……ええ、こんな号外が」　紙面には「フィリップ国王陛下、暗殺未遂！　首しゆ謀ぼう者しやは、フェリタニア国王一行」と。
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一同：……っ!?

ピアニィ：なんですかそれっ!?

アル：聞いてねえ！（笑）

ＧＭ：でも、グラスウェルズではすっかりそういう話になってるようですよ。

アル：なんでっ!?

ＧＭ：なんででしょうね、社長。

ナヴァール：ふ、不思議不思議。

ピアニィ：ナヴァールっ!?

ナヴァール：あ、あれは鈴吹太た郎ろうがしたことで私には関係ないぞ。




　ないわけあるか。




ベネット：で、マスター……？　つまり、我われ々われはグラスウェルズ王国に生命を狙われる立場になったと……？

ＧＭ：「ええ。期待してますよ、ベネットさん。なんでも、ノール川近辺でレイウォールと対たい峙じしていたグラスウェルズ軍が、部隊を再さい編へんしてフェリタニアに向けて移い動どうを始めたとか」

ベネット：は!?　国王暗殺の未遂の報復で……？

アル：いや、待て！　レイウォールがそれを見み過すごすわけないだろう！　

ナヴァール：ステラはどうしたステラは！　グラスウェルズと対峙してたはずだろ!?　目の前のリシャールやエゼルバルドを見み逃のがすとは思えん。

ＧＭ：「私にも、細かいことはわからないのですがね。両軍の間に、なにか特別なことがあったとしか思えませんねえ」

アル：いったいなにが……？

ベネット：世話になったな、おやじ―――クラン＝ベルの四英雄は霧きりのように消えます。

一同：消えるなよっ!?

ベネット：だってグラスウェルズが国をあげて襲おそってきたら生命いのちが死ぬだろ―――っ!?　は！　そ、そうあっしはベネットではない！

ＧＭ：なんでそうなるっ!?

ベネット：だだだって、あのベネットが防具を着けているわけがないだろう!?（一同爆笑）

ピアニィ：ベネットちゃん……（笑）。

ＧＭ：わはは、ではグダグダになる前に、ちょっとマスターシーンを演えん出しゆつしておこう！







◆Opening 03◆狂気きようき




　グラスウェルズ王フィリップの暗殺未遂事じ件けん―――。

　それは、思わぬ形でフェリタニアに影えい響きようを及およぼした。

　メルトランド侵攻戦以来、レイウォールに向いたグラスウェルズの……いや、フィリップの母、すなわちレアノール王おう太たい后ごうの目が、憤ふん怒ぬをもってフェリタニアへと向けられたからだ。
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　その日、グラスウェルズ王都ベルクシーレ。

　王宮のテラスにレアノール王太后が立ち、国民に向かって怒ど声せいをあげていた。

「おのれおのれ、フェリタニアのピアニィめ！　我わが陛下のお命を狙うとは、不ふ届とどき千万っ！　フィリップ陛下を愛するすべてのグラスウェルズの民よ！　敵てきはフェリタニアにあり！　フェリタニア、討うつべし！」

『……おお！』

　怨えん嗟さを伴ともなう王太后の声に、王宮の前に整然と立たち並ならぶ白はく竜りゆう騎き士し団だん、幻げん竜りゆう騎士団の騎士たちが腕うでを高らかに上げ、一いつ斉せいに鬨ときの声こえを上げる。

　それは、ベルクシーレの街並みを震わせるほどだった。

　だが、熱ねつ弁べんをふるうレアノールの様を見上げ、どこか憮ぶ然ぜんとした表情を見せる者がいた。

　粗そ野やに声をあげる無ぶ骨こつな騎士たちの中にあってひとり、静かにたたずむ夜の薔ば薇ら……そんなものを思い起こさせる男だ。

　エゼルバルドは、王宮のテラスを見上げたままに視し線せんだけをその男に送り、囁ささやいた。

「どうした、リシャール。微びみ妙ような顔をしているな」
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「いや―――」

「次はフェリタニア攻こう略りやく、だとよ」

　その方策を、リシャールは沈ちん黙もくをもって否ひ定ていする。

　エゼルバルドには、そんな彼かれの心しん情じようが理り解かいできた。

「ま、ご命令とあらば仕方あるまい。俺らはフェリタニア方面に派は遣けんされるな。お前がレイウォールを気にするのはわかるが―――」

「いや、そこを気にしているのではないよ、エゼル。ただ……」

　と、言いかけてリシャールは口をつぐんだ。

　王族批ひ判はんの言葉を漏もらすことになると……そう気づいたからだ。

　そんなリシャールの気持ちをあざ笑うかのように―――

『フェリタニア、討つべし！　ピアニィ女王討つべし！』

　王太后の言葉を反はん復ぷくし、兵士らが熱を帯びた声で一斉に唱和しようわした。







◆Opening 04◆フェリタニアの未来を支ささえる者たち




　策は奏そうした―――。

　アルディオン全土より集まった数多くの兵たち前に、ナヴァールは満足げに頷うなずいた。

　だが直後、彼らよりもたらされた報ほう告こくを聞いて思い知る。

　ナヴァールの目をもってしても見み抜ぬけないことが、この世には起こりえるのだと。




ＧＭ：では、ナヴァールのシーンといきましょう。えーと、今は旅に出てるんでしたっけか？　基き本ほん的てきには、募ぼ集しゆうに応おう募ぼしてくれた読者キャラを前に話をするシーンなんですが（笑）。

ナヴァール：その前に、やりたいことが！　ヒューバードと交わした書しよ状じようのことで、スリスから預かった旧アヴェルシア領を回りたいのだ。




[image: ]




ピアニィ：兵士募集で集まった人をお迎むかえに？

ナヴァール：いや、いくつか目的がありまして（笑）。主な目的はふたつあるんですが―――ひとつは、この旧アヴェルシアにいるレイウォールの人々……特に軍人たちに、自分の国に帰ってもらいたいな、と。

ＧＭ：……なるほど。まあ、正せい当とう性せいはあるな。この旧アヴェルシア領をフェリタニアに明あけ渡わたすという……ヒューバードが認めた書状があるしね。

ナヴァール：もともとここに駐ちゆう屯とんするレイウォール軍はアヴェルシアの人が中心で、上じよ層うそ部うぶだけがレイウォールの人間って感じでしょう。退たい去きよはそんなに大変ではないはずだ。

ピアニィ：帰ってくれますかね？

ナヴァール：上層部の人間に、「レイウォールのヒューバード王子がこの地をスリス様に明け渡すと言ったのだ。立たち退のいていただきたい」と言えば、大たい概がいの人は帰るでしょう。

アル：軍隊だし、上から命令が下りれば基本的に帰るだろうな。

ナヴァール：なるべく手て荒あらなことはしないで、説得して回る。今まで部下にしていたアヴェルシア人たちは「やったー！」と解かい放ほうされて、レイウォール人は味方がいなくなる。横おう暴ぼうな態たい度どをとっていた上層部の連中もいそいそと帰るよ。

アル：一巻で出てきたレイウォール人はそんな奴だったな。

ＧＭ：レイウォール人の中で、ここに残りたいって人がいたら？

アル：そんな奴いる？

ＧＭ：読者投とう稿こうにはあったよ（笑）。レイウォール出身の騎士だけど、ピアニィを慕したってフェリタニアに来ちゃったってキャラ。

ナヴァール：ピアニィ陛下はレイウォール出身なのだから、そういう者も当然いるだろう。それに、こっちに住んでいる間に地元のアヴェルシア人と仲良くなったり……結けつ婚こんしたレイウォール人なんかも残りたいって言うだろう。

アル：たしかにそういう人はいそうだな……。

ナヴァール：もちろん、そういうレイウォール人は残れるように手配する。

ＧＭ：ふむ、そしてもうひとつは？

ナヴァール：最初のオープニングシーンで、菊きく池ちさんも言ってたでしょ。メルトランドからの難民もいただろうって。メルトランド難民の受け入れがもうひとつの目的です。

アル：まあ、ノルウィッチのイザベラや、うちのおかんにも協力してもらうとこかね。

ナヴァール：まさに。戦火を逃れてきたメルトランド人を受け入れ、住じゆう居きよや仕事の斡あつ旋せんとかするよう指し導どうするのだ。

アル：でもそれ、すごいことになるな……アヴェルシア人とレイウォール人とメルトランド人が混こん在ざいするのか……。

ベネット：仲良くやれるんでやんすかね……？

ナヴァール：世界すべての人が手を取り合えること……それがピアニィ様の理想なのでは？

ピアニィ：うん、そうです。

ナヴァール：とにかく、会った片かたっ端ぱしから―――ピアニィ様はアヴェルシアとレイウォールの両方の血を引く御方。両国の人間がこのフェリタニアで争あらそう理由はない。また、この土地はスリス様の領りよう地ちである。メルトランド人が肩かた身みの狭せまい思いをする必要はなく……（以下、長々と演えん説ぜつ）。

ＧＭ：ストップ、言いたいことはわかったので（笑）。

ピアニィ：よくそんなにセリフが出てきますね……（笑）。

ナヴァール：ただ、言うことを聞かないで立てこもる人もいるとは思う。そうしたら、「ゆっくり考えてください」と言って、次々と回っていきます。……あ、私もいつまでもここにいるわけにもいかないので、あとはラドフォード伯はくあたりにお任まかせしよう。

ピアニィ：のーぶるふぁーまー（笑）。

ＧＭ：「うむ、任まかされた」

ナヴァール：ピアニィ様の御ご意い向こうは、どこの国の出身の者も公平に扱あつかうこと。かつてアヴェルシアに刃やいばを向けた者に対しても報ほう復ふくはなさらないように、くれぐれもよろしく。今はみなフェリタニアの民なのですから。

ＧＭ：「むう、そなたはなんとできた軍ぐん師しか」

ナヴァール：いえ、すべてはピアニィ様のご人じん徳とくでございます。

ＧＭ：「いや、ピアニィ様は素す晴ばらしい御方だ！　このアルディオンを統べるに相応ふさわしい御方と言えましょう」……って、なしくずしにラドフォードが出てきてますが（笑）。
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ナヴァール：（笑）。すぐにうまくいくとは思っておりませぬ。ですが、少しずつ理想の未来へと向かうことは疑うたがいようもなく―――って、そろそろバーランドに帰ってもいいかなあ、アヴェルシアはなんとかやっていけそうだな、と思っています。

ＧＭ：では、そんなことがありまして―――ナヴァールは旧アヴェルシア領をひと通り回って、一旦バーランドへ戻ってきた、と。

ピアニィ：長かった（笑）。

ベネット：では、シーン終しゆう了りようで……。

ＧＭ：いやいやいや……っ、ここからが想定してたオープニングだから！（笑）　せっかく集めた読者キャラ、まずはここで登場させねば……っ！（と、どさり―――紙束をテーブルの上に置く）

ピアニィ：うわっ、いっぱい！（笑）

ＧＭ：ナヴァールがバーランドに戻ると、城しろにかなりの数の兵が集結していた。

ナヴァール：ふうむ、待たせたな諸しよ君くん―――ええと、キミはなぜ参加したのかな？

ＧＭ：（紙の束からピッ、と一いち枚まい抜ぬき出だして）えー……「私は、エドヴァン・クルーゲル。すべてはスリス女王陛下の御おん身みがために」
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ナヴァール：では、貴き君くんはスリス様にお仕えできるよう検けん討とうしよう。

ＧＭ：「はは……っ」―――って、いきなりそんな重要な立場に（笑）。まあ、すでにここに残ってる人は身元や経けい歴れきなどのチェックをパスしているってことで（笑）。

ピアニィ：（紙の束から一枚抜き出して）えーと……（妖よう艶えんな声を作って）「……ふふ、私は役に立ちましてよナヴァール様？　私はミュール、かつてレイウォールの第二王子ベルフトに故こ郷きようを滅ほろぼされた歌うた姫ひめ。なにとぞ復ふく讐しゆうの機会をお与あたえくださいませ」
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ナヴァール：復讐はなにも生み出さぬ―――が、お前の熱き魂たましいは、ピアニィ様がしかと受けとめてくれよう。

ピアニィ：他には他には？（笑）

ＧＭ：えー、〝拳けん豪ごう〟・ラルゴ。「お前の本気を見せてみろ！」　……修しゆ行ぎようのために来ている人もいるようだ（笑）。
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ナヴァール：（紙の束をぱらぱらめくって）……お、これはいいよ！　名前はイムイム！　ヴァーナの女の子で、「伝令！　伝令！」とか声を上げて走り回る元アヴェルシアの配達屋。今現在も、フェリタニア軍の伝令をしているらしい。
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ピアニィ：あは、イムイムはベネットに憧あこがれているみたいですよ？　かわいいじゃないで……。

ベネット：まずは防具を脱げっ！

一同：そこからか!?（笑）

ＧＭ：まあ、そんな感じでナヴァールの前には、新生フェリタニアのために集まった者が整列しているわけでして―――。

ナヴァール：ふうむ。じゃ、その人たちに志こころざしを説きましょう。

ＧＭ：また長くなりそうなっ!?

ナヴァール：みなのもの―――……。

ベネット：早送りボタンをポチッ。

ナヴァール：〝キュルキュルキュルっ……〟………かちっ。―――……なのである。以上（一同大爆笑）。

ＧＭ：では、そのあまりに感動的な話に、集まった人々は一斉に涙しています（一同爆笑）。

アル：（兵士になって）「いい話だったなあ……！」（笑）

ベネット：（兵士になって）「俺、一生この人についていくよっ！」（笑）

ＧＭ：と、みなが感動にむせび泣いている時……ナヴァールに声をかけてくる青年がひとり。見たところ、ネヴァーフのようだ。妙にかしこまった態度でナヴァールを見上げ……。

ナヴァール：あなたは？

ＧＭ：「失礼します。私はアスピオ・ハス。かつて、アヴェルシアの騎士として戦っていた父を尊そん敬けいし、自分もまた騎士を目指しております」

ナヴァール：それはそれは……。

ＧＭ：「父はレイウォールに従じゆう軍ぐんしておりまして、最後までアヴェルシア復ふつ興こうを願っておりましたが、去年……亡なくなりました。父のため、アヴェルシアの血を受うけ継つぐピアニィ様のため、僕ぼくもお手伝いをいたしたく、ここにはせ参じました」

ナヴァール：おお。その父親のことを知っていたことにしていい？

ＧＭ：どうぞ（笑）。

ナヴァール：「アスピオ・ハス……おお、キミはあの男のご子息か！」と話をします。ということで、お父さんの設定も投稿してください（一同爆笑）。
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ＧＭ：「やっぱりこの国に来てよかった―――父上……」とむせび泣いたあと、はっと我われを取とり戻もどして言う。「……ぜひとも報告したいことがございます」

ナヴァール：報告したいこと？

ＧＭ：「僕が所しよ属ぞくしていたレイウォール軍に動きがあります。ノール川西方に駐屯していたレイウォール軍はこれを再さい編へん成せい、指し揮き官かんを代えて現在、フェリタニア方面に進行中です！」

一同：なに―――――――――っ!?

ナヴァール：安心せよ。そのようなことが起こるはずはない。

ＧＭ：え？

ナヴァール：ふふふ。解かい説せつしよう！　レイウォールもグラスウェルズも、フェリタニアを攻せめることなどできはしないのだ！（次のページのコラムを見ていただきたい！）
















ナヴァール：……というわけだ、わかったかな？

アル：なるほど、そりゃ無理だ。攻めてこれない。はず（笑）。

ピアニィ：あれ、でもベネットちゃんのシーンでは……。

ＧＭ：アスピオ・ハスは言いにくそうに反はん論ろんする。「それが……グラスウェルズ軍と交戦中、不ふ可か思し議ぎな停戦命令が出たのです。どうやら両国間に停戦協定が結ばれたと―――」

ナヴァール：なに―――――――――っ!?

アル：じゃ、ほんとにグラスウェルズだけじゃなく、レイウォールも攻めてくんのかよっ!?

ナヴァール：ちょ、ちょっと待て菊池さんっ!?　なんだそれはっ!?

ＧＭ：し、社長が悪いっ……悪いんやあっ!?　うひひ。

アル：うひひじゃなくて!!（一同大爆笑）

ナヴァール：いや、たしかにグラスウェルズにそういう種をまいたのは私だが……！（笑）

ピアニィ：ブ、「ブレイク②」でほんとになにが……（笑）。

アル：今回は、大国ふたつが同どう盟めいして攻めてくるのをなんとかしろって話か……（笑）。

ベネット：でもなぜにレイウォールとグラスウェルズが休戦……？

ＧＭ：うむ、そこに関してはあとでわかる。とにかく彼の伝えた情じよう報ほうは、本物だ。

ナヴァール：と、とりあえず……馬ば鹿かな！　そんなはずがない！　と叫んで目を見開きます。百年の仇きゆう敵てきたるレイウォールとグラスウェルズが手を結ぶなど……っ、と立ち上がって……。

ベネット：ケセドの杖つえをバキリと折る。

ピアニィ：それはだめえええええええっ！（笑）

ナヴァール：では、これだけは言わせてくれ。持っていた扇せん子すをぱたりと落として……。

一同：……。

ナヴァール：このナヴァールともあろうものが……見抜けなんだわっ！（一同大爆笑）

アル：なんでそこでダメな軍師みたいなセリフ吐はくんだっ!!（笑）

ピアニィ：でも、ステラ姉様は？　指し揮き官かんでしたよね、レイウォール軍の。

ＧＭ：「ステラ様は更こう迭てつされました」

一同：は!?　なんでっ!?

ナヴァール：更迭？　では、指揮官はどうなるのだ。

ＧＭ：「それはその……ここでは……ちょっと」と周囲を見回して口ごもる、アスピオ。

ナヴァール：ふうむ……ステラが更迭とかありえん（笑）。なにがあったんだ。

アル：レイウォールにステラ以上の指揮官なんていないじゃん。

ナヴァール：ともかくこれは、ピアニィ様に報告せねばなるまい。

ＧＭ：「……では、僕もお供に！」

ナヴァール：―――よかろう、ついて参れ！

ＧＭ：「はっ！」と、彼が声を返したところで……次のシーンにいきましょう！







◆Opening 05◆更迭




「……兄上っ、これはどういうことか!!」

　ステラは、激げき昂こうしてヒューバードへと詰つめ寄よった。

　ピアニィが国を出た時から、兄の態度に違い和わ感かんはあるとステラは気づいていた。

　だが、今になって思う。

　ピアニィを失っておかしくなったのではない。

　失う前の優やさしさが、まやかしであったのだと。

　ステラは、眼がん前ぜんで冷れい笑しようを浮うかべるヒューバードを見て―――それを確かく信しんした。




ＧＭ：というわけで、ここはマスターシーンとなりまーす。えー……舞台はレイウォールの王都ノルドグラム。王おう城じようの執しつ務む室しつにて、ステラがヒューバードに詰め寄るシーンだ。いつもは兄ヒューバードにおとなしくしたがう彼女も、今回ばかりは怒いかりにまかせて怒鳴っている。
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ナヴァール：竜りゆう炎えん騎士団の指揮官の任を解とかれたから？

ＧＭ：それもある。が、真の理由は次のセリフでわかる。「―――兄上！　突とつ然ぜんの停戦命令はいったいどういうことか！　……いや、それよりもグラスウェルズと休戦協定を結び、あまつさえ同盟条じよう約やくを締てい結けつするとは何事か！」

アル：同盟!?


ＧＭ：ヒューバードは、ステラの態度に少しも動じることはない。「フェリタニアを攻める理由ができたのだ。が、グラスウェルズと戦った状じよう態たいでは竜炎騎士団主力を動かすことはできないだろう？　だからグラスウェルズと休戦、フェリタニアを攻めるために同盟を組んだ。それだけだ」

ベネット：簡かん単たんに言うな―――っ！（笑）

ＧＭ：「なあに、フェリタニアを攻せめ滅ほろぼすまでのことだ。すると、お前を指揮官から外した理由もわかるだろう？　お前は、ピアニィを本気で攻められまい。加えて、お前は先日、私の命に背そむいてあのナヴァールとやらを逃にがす手伝いをした―――それは我わが国くにの国こく益えきを損そこなうことだと思わないかね？」　そう言われて、ステラは言葉を詰つまらせる。

ピアニィ：が、がんばって反論してお姉様！（笑）

ナヴァール：……ああ、第四話のことか（笑）。

アル：たしかにそこは言いい逃のがれできない（笑）。

ナヴァール：でも同盟した理由になってないぞ。

ＧＭ：では、そこも話題にしようか。ステラは、己の疑ぎ問もんをぶつける。「グラスウェルズは一〇〇年来の仇敵。それをいかなる方法で説得したのだ」

アル：ええ、それが知りたい。

ＧＭ：「説得？」　くく、とヒューバードは愉ゆ快かいそうに口元をゆがめ―――「説得などしていないさ。私にフェリタニアを攻める理由ができた時、たまたまグラスウェルズにもフェリタニアを攻める理由ができた。それだけのこと」

ベネット：グラスウェルズが攻める理由？

ピアニィ：「ブレイク」の国王暗殺未遂のこと……？　あれってバルムンクの仕し業わざですよね？

ＧＭ：そうだよ。

一同：…………。

ベネット：まさか……（笑）。

ＧＭ：ステラはヒューバードをにらみつけたまま、声を抑おさえて問う。「では、質しつ問もんを変える。今、フェリタニアを攻めるその理由とはなんだ。

アル：なんかぼんやり読めてきた……（笑）。

ＧＭ：……うひひ。ステラの質問に対し、ヒューバードはややもったいぶるように言葉を返すね。「―――ステラ、それをキミが知る必要はないのさ。なあ？」と、彼はすぐ背後に立っていた仮面の人物に同意を求める。

アル：仮面の人物？

一同：……。

ベネット：……前回のバルムンクかあ！（笑）　キンちゃんを化け物にしたあいつ!!

ピアニィ：あああああ……！（笑）　え、じゃあ……っ。

ナヴァール：この仮面のバルムンクが、ヒューバードの側近のように振ふる舞まっていたのは二巻の時からわかってたが……。

アル：……待て（笑）。こいつ、ピアニィが〝ひとつの石〟を持ってるのを知ってたわけで……それをヒューバードに報告しててもおかしくないわけで……（笑）。

ピアニィ：目的は〝石〟なんですか!?

アル：おい……グラスウェルズの国王暗殺未遂……ほんとにたまたまこの時期に起きたのか？　なんかめちゃくちゃ作さく為い的てきなものを感じるんだが……（笑）。

ピアニィ：仮面のバルムンクと国王暗殺未遂を起こしたバルムンク……[image: ]つながってる……？

ナヴァール：（素すの声で）うまく[image: ]げてきたねぇ……（笑）。

ＧＭ：「王太后レアノールは、持ちかけた同盟話にすぐ乗ってきたよ。簡単なものさ」

一同：やっぱりお前が仕組んだろ―――――――――っ!?（笑）

ＧＭ：さあ？　実際のところは真実を解とき明あかしてみないとわからんよ？（笑）　……まあ、ともかく―――おもむろにヒューバードは、〝パチン〟と指を鳴らして声を上げる。「……ハーリング伯！」　この声に応じ、部屋にひとりの青年が入ってきて一礼する。

ナヴァール：ハーリング……？

ＧＭ：（鼻から抜ぬけるようなにニヒルな口調で）「ハーリング伯。我が愛いとしき妹ステラを見てくれ。かわいそうに実に疲つかれきった顔をしている。休息が必要だと……思わないかね？」




[image: ]




ピアニィ：きくたけさん、しゃべり方がきもいです（笑）。




　きもいって言うな。




ＧＭ：ハーリングと呼ばれた男……種族はエルダナーン……は、ヒューバードの言葉に薄うすい笑顔でこくりとうなずく。もちろん、ステラは「き、休息なぞ必要ない！」と反論するが―――〝がしっ〟。ハーリング伯の部下と思われる騎士に両りよ腕ううでをとられ、押おさえつけられる。

ピアニィ：え―――っ！

ＧＭ：「ステラ……キミは少し休むといい。その間、竜炎騎士団には代わりの指揮官をつけてあげよう。心配はいらないんだ。なにもね」

アル：で、ヒューバードが直ちよく接せつ指揮を取るってオチ？

ＧＭ：いや。ステラが押さえつけられると同時に、部屋に入ってきた男がいる。それが、新たな指揮官だ。男は部屋に入るや否いなや、縛いましめから逃れようとあばれるステラを見下ろし、愉快そうに声をあげる。「ははは、そんなに心配するなステラ。あとは俺に任せておけ」

アル：誰だれ……？

ＧＭ：ステラは、自分に無礼な声をかけてきたその男に視線を送り……びくり、身体を震わせておとなしくなる。そして喉のどの奥おくから振ふり絞しぼるように、その男の名前を口にした。「も、戻っておられたのですか―――……ベルフト兄様」




[image: ]




一同：ベルフト――――――っ!?

ピアニィ：えぇ――――――――っ!?

アル：うそぉ、こいつが出てくるの―――ぉっ!?




ベルフト

　ヒューバードの弟にして、ステラとピアニィの兄にあたる男。

　アルディオン大陸最強の騎士と言われる人物で、ゲーム的には「シーンに登場した任にん意いのキャラクターすべてを死し亡ぼうさせる」というすさまじい能力を持っている。

　シナリオ集「ロスベルク島攻こう防ぼう記」参照である。




ピアニィ：ベルフト兄様……（笑）。

アル：シナリオ集と少し印象がちがうけど……セリフだけ聞くと意外にまともな奴だ（笑）。

ＧＭ：いや、我が慢まんしてるんです。

ベネット：が、我慢っ!?（笑）

アル：我慢しないと変へん態たいになっちゃうのかっ！（笑）

ナヴァール：まあ、ベルフトの描びよう写しやはお好きにどうぞ（笑）。

ＧＭ：尻しりからベルフト。

一同：っ!?

ＧＭ：―――いや、なんでもない。

アル：演出でもなんでもないじゃんそれっ!?（笑）

ナヴァール：（げらげら笑いながら）いやいや、でもちゃんとなんか演出入れてくれ。キャラをわかりやすく伝えるためにも！

ＧＭ：……なんか期待してませんか。

ナヴァール：してないぞ。ぜんぜんしてないぞ。

ＧＭ：変な笑顔浮かべてるじゃんっ!?　変に期待されると演出を思いつかないんですって!!

アル：いやまあ、思いつくままに！　試ためしに！（笑）

ＧＭ：……。じ、じゃあ……その、どうしようかな……。

ナヴァール：うんうん、なんかステラにひと声かけてあげて！（笑）

ＧＭ：「――ステラぁ、お前の育てた竜炎騎士団を動かせるなんて……ぼかあ、幸せだなあ……！（加山雄ゆう三ぞう風）」

アル：なんで加山雄三なんですかっ!?（一同大爆笑）




　今時の読者にわかるのだろうか。




ナヴァール：（←大爆笑して窒ちつ息そく状態）なぜ加山雄三っ……なぜぇ……っ!?

ピアニィ：あ、あーあ……（笑）。

アル：や、やっちゃった……（笑）。

ナヴァール：もうだめ……っ、もうだめだ……っ！（←げらげら笑っている）

ベネット：だめっ、もうだめっ！（←げらげら笑っている）

ＧＭ：だめって言うためにやらせたろう!?　だから嫌だったんだっ!?　なし、今のはなし！

ナヴァール：こ、こらえろ俺……っ！（と、笑いをこらえながら）ぬ、ぬうっ、ベルフトが出てくるとは一大事……！　これは一いつ刻こくもはやく対たい処しよする手しゆ段だんを講じねばぶははばはあっ!?





　こらえきれなかったようである。




ピアニィ：あ、あのそれにしても今回はリシャールさんに、ベルフト兄様が一緒に攻めてくるってことでしょうか……（笑）。

アル：たぶんアルディオン最強の騎士ナンバー１とナンバー２だぞ、それ……めちゃくちゃ最悪じゃねえか……（笑）。

ＧＭ：うむ。

ナヴァール：しかも加山雄三だ。

ＧＭ：だからそれは忘れろ――――――っ!?（一同大爆笑）　では、最後に……ステラがハーリング伯に連れて行かれたあと、ヒューバードとベルフトの会話で締しめましょう。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　部屋に静けさが戻るのを待って、ベルフトはヒューバードに問うた。

「―――ピアニィは、殺してしまってもよいのか？」

「……かまわん。が、遺い体たいだけは持ち帰れ。それだけは厳げん命めいだ」

　その言葉にベルフトは笑えんでうなずき―――どこか喜びに打うち震ふるえるように、言った。




「ピアニィ―――我が妹ながら一度戦ってみたかった相手よ。

　楽しみにしているぞ……っ」











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆衝しよう撃げき走る緊きん急きゆう会議




　予想しえない事じ態たいだった。




　レイウォールとグラスウェルズによる、フェリタニア同時侵しん攻こう―――。

　それは戦争という流れの中……考かんがえ得うる中で、最悪の状じよう況きようと言えた。

　この報ほうを受け、フェリタニア首しゆ脳のう陣じんに緊急招しよう集しゆうがかかったのはその日の夕方遅おそくのことだ。

　だが、首脳陣はこの会議の席でさらなるふたつの驚きよう愕がくを得ることとなった。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズに入ろう。舞ぶ台たいはバーランド城じよう……その会議室だ。

アル：二大国連合軍対たい策さく会議……ってとこか。

ＧＭ：そうそう。当然、ＰＣは全員登場。ＰＣだけじゃなく……ナイジェルやネルソン、スリス……フェリタニア首脳陣全員が集まっての会議ですな。

ピアニィ：じゃあ、あたしは十分くらい前から会議室で待ってますよ。

ＧＭ：ＯＫ。では、ピアニィやナイジェル、スリスらが待つ会議室に開始時じ刻こくを待たずして、ネルソン、アル……ひとり、またひとりと現あらわれて―――。

ベネット：そしてあっしもやってきて椅子に座る、と。

アル：じー…………（←無む表ひよう情じようでベネットを見る）。

ベネット：う？

アル：誰だれだ、お前。

ベネット：は？

アル：そこは、ベネットの席だ。

ベネット：ま、待て―――っ!?　あっしがベネットでやんす!?　あっしの顔をお忘れか!?

アル：ははは、なにを馬ば鹿かな。ベネットが鎧よろいを着ているわけないだろう（一同大だい爆ばく笑しよう）。

ベネット：土ど下げ座ざします。

アル：……あ…………ああ!?　ベネット！　ベネットじゃないかっ!?（一同大爆ばく笑しよう）

ピアニィ：ベネットちゃん!?　いつの間に!?

アル：お、お前……っ、よ、鎧……鎧っ!?（笑）

ベネット：な、なんというか、防ぼう具ぐを着てスーパーベネットになったといいますか……。

アル：（生なま暖あたたかい目で）そうか……とうとう魂たましいを曲げたか―――。

ベネット：ちがう！　曲げたのではない！

アル：じゃあなんだ。

ベネット：よ、鎧は着ても心は裸はだか……っ！（くわっ）（一同大爆笑）

ＧＭ：（げらげら笑いながら）話がいきなりグダグダだ！　本題に入ろう！（笑）えー……では、会議の開始時刻ちょうど。最後にナヴァールが姿すがたを見せた。

ナヴァール：すまない、私わたしが最後のようですな……とか言いつつ、部屋を見回し気づく。

ＧＭ：気づく？

ナヴァール：（ベネットを見て）……どなたかな？（笑え顔がお）

ベネット：もうそれはええんじゃ――――――っ!!（一同大爆笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




ナヴァール：ともかく本題に戻もどしましょう（笑）。ピアニィ陛へい下か、グラスウェルズとレイウォールの同時侵攻……すでに聞きき及およんでいるとは思いますが……。

ピアニィ：は、はい。

ナヴァール：どちらが歩あゆみ寄よったかはわかりませんが―――。

ベネット：ナヴァール、この件けんにはあんたがからんでるんじゃないでやんすか？　こんなものが出回ってるでやんす……っ、と、バーでもらった号外を差し出だす（笑）。

ナヴァール：どれ―――〝グラスウェルズのフィリップ国王暗殺未み遂すい！　黒くろ幕まくは、フェリタニアの女王ピアニィ！〟。……なんだこれは！　私にはまったく身に覚えがないこと。

ピアニィ：あの、前回、レイウォールとはお互たがいに攻めないって約束しませんでした？

ナヴァール：不ふ可か侵しん条じよう約やく、ですな。

ＧＭ：ああ。ちょうどこの会議の直前に、レイウォールから使者が正式に断だん交こうを伝えに来てますな。「他国の王の暗殺をもくろむような国は信用できぬ」、と。

ナヴァール：おのれ。ヒューバードの陰いん謀ぼうを感じる……（笑）。

アル：メルトランドを売ったという事実は残り、不可侵条約は破は棄き。最悪のパターンだ。

ナヴァール：旧きゆうアヴェルシア領りようをあらかた掌しよ握うあくできたのがせめてもの幸いですな。

ＧＭ：そこで、影かげの薄うすいネルソンが言葉を発する。「加えて、ステラ殿下が指し揮き官かんの任にんを解とかれたのも不幸中の幸いでしたね。レイウォールに彼かの女じよ以上の指揮官はいないでしょう」

ナヴァール：―――たしかに。指揮官、ということであればそうであろうな。

ピアニィ：あたしたち、まだベルフト兄様が指揮官だって知りませんよね？

ＧＭ：ええ、ＧＭシーンで知ったことだしね（笑）。

ナヴァール：では、ネルソンに言おう。たしかにステラが後方に下がったことは僥ぎよう倖こう。レイウォールにはあれ以上の指揮官がいないのもたしか。だが……あとはこの者が語りましょう。竜りゆう炎えん騎き士し団だんに所しよ属ぞくしていた男で、情報を持って我われらの元に来た者です。……アスピオ！

ＧＭ：それに応え、ナヴァールが連れてきた青年が一歩前へ出る。「は、僕ぼくが聞き及んだところでは、ステラ様のあとを継いだのは……レイウォール第二王子ベルフト様であります」その報ほう告こくを受け……ＮＰＣ全員が席を立って叫さけんだ。「……ベルフトだとっ!?」

アル：驚おどろくよなあ……（笑）。

ナヴァール：アスピオよ、まちがいはないな？

ＧＭ：「は、まちがいありませぬ！　通った跡あとにはぺんぺん草ひとつ生えぬ、尻しりからベルフトと言われるあのベルフトでございます！」

アル：誰に言われてんだよっ!?（笑）

ＧＭ：ナイジェルが真しん剣けんな目でピアニィを見み据すえて……藁わらにもすがる気持で問う。「陛下―――ベルフト殿どのについて、情報をなにかお持ちでは……」

ピアニィ：え!?　あ…えー……に、兄様は……。

アル：なるほど、兄きよう妹だいだもんな。姫ひめさん、どんな些さ細さいな情報でもいいぞ。

ピアニィ：……ベ、ベルフト兄様は手芸がお得意でした。

アル：かわいくなっちゃったよっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：萌もえキャラにすんなよっ!?（大爆笑）

ナヴァール：（←大爆笑している）。

ベネット：あのゴツいおっさんが編あみ物ものとかするというのか―――――っ!?（大爆笑）……いやまあ、異い国こく育ちのあっしはベルフトをよく知らないわけですが。

アル：……ベルフトってのはな、この大陸で最強の騎き士しだ。ひとりで千の軍ぐん勢ぜいを倒たおすことなんてざら。万の軍勢とくらべられることすらある……悪あつ鬼き魔ま人じんさ。

ベネット：アルならきっと勝てるでやんすよね？　あの剣けん聖せいの弟で子しでやんしたね!?

アル：（超ちよう笑え顔がおで）……まあ、無理だな！（笑）この間やり合ったリシャールと双そう璧へきと言われてるが、実のところはベルフトの方が強いって噂うわさだ。―――ナヴァール、どうする？

ナヴァール：……うむ、策さくはない。レイウォールとグラスウェルズの連合に対たい抗こうしうる力は、今のフェリタニアは備そなわってはいない。

アル：…………。

ＧＭ：―――と、アルを含ふくめた全員が押おし黙だまったその時だ。ふわり……閉しめたはずの窓まどにかかるカーテンが風に揺ゆれた。

ピアニィ：う？

ＧＭ：カーテン越ごしに見えるのは、窓の縁ふちに立つ黒い人ひと影かげ。みなの視し線せんが集まると同時に、人影はどこか余よ裕ゆうに満ちた口調で声をあげた。




「―――どうやらお困こまりのようですね、みなさん？」







◆Middle 02◆黒衣の男




　いかなる気配もなかった。

　窓から吹ふく風を誰もが気にとめないのように―――男は、ただそこに自然と立っていた。

　だがアルはその言こと葉ば遣づかいに、立たち振ふる舞まいに……既出感を覚えた。




ＧＭ：えー、場面は変わらないけど、イベント差さし込こむのでシーンは変えてみました。部屋の中に突とつ然ぜん知らない声が響ひびいたところからスタートです。

ベネット：では……ば、ばかなあ！　このあっしになんの気配も感じさせないとは―――！

ＧＭ：「いや、気に病やむ必要はないんだ。キミが悪いんじゃない。オレがすごすぎるんだ」

ベネット：なにいっ!?（笑）　い、いい気になってる奴やつがいまーす！　いまーす!?


アル：……で、どんな奴……？

ＧＭ：頭を覆おおい隠かくすフードに、羽は織おうのはだぼだぼとしたローブ―――そのすべては漆しつ黒こくだ。フードからは目線を隠かくすマスクがちらり垣か間いま見みえ……その右手にはぷぉーぷぉーと言わんばかりの角笛を持っている。

アル：〝ぷぉーぷぉーと言わんばかり〟にっ!?　どんな日本語だっ!?（笑）

ベネット：へ、変へん態たい……っ（笑）。

ナヴァール：角笛……？

ＧＭ：「……とうっ！」　ローブの男は颯さつ爽そうと跳とんで……ふわり、音もなくとピアニィの前に降おり立たち、片かた膝ひざをつく。

ピアニィ：ちょ……っ（笑）。

ＧＭ：「お初にお目にかかります、ピアニィ国王陛下。……噂以上に、お美しい方だ―――」と、手を取ってその甲こうに口づけをした。

ナヴァール：またこの手の奴が出てくるのか！（笑）

ピアニィ：え、ええと……あ！　もしかして勇者募集に応おう募ぼしにいらした人ですか？　でしたら、こちらの紙へ記入をお願いします♪

ナヴァール：係の者が隣となりの部屋におりますので（笑）。

ＧＭ：紙は受け取っておきましょう。そのうえで、「私は仕えるべき王がおりますゆえ―――ああ！　私が一いつ介かいの男であったなら、貴女あなたの騎士となるべくフェリタニアに、はせ参じましたものを……！」　ちらり、なぜかアルへと意味ありげな視線を送る。

アル：…………。

ＧＭ：びしっとアルを指さして。「よいですか陛下！　このような女心のわからん輩やからを側に置いておくなどあってはならないこと！　こんな朴ぼく念ねん仁じんのいったいどこがよろしいのか！」

アル：ツカツカツカ……ゴチン！

ＧＭ：「い、痛いっ！　な、なにをするんだ、アル!?」　男は頭を押おさえて非ひ難なんす……っ。

アル：うるさいっ!?　なんのつもりだよサイラスっ!?

ＧＭ：「おいおい、ばらすなよ。相変わらず無ぶ粋すいな奴だなあ、お前……」と、ぶつぶつ言いながら……サイラスと呼ばれた男はフードを脱ぬぎ去る。さらり……そこに、美しい金色の髪かみが流れた。「―――よお。半年振ぶりかな、アル」

アル：ああ。




[image: ]




ＧＭ：「小説とはかなり性せい格かくとか変わってるけど、気にするな？」

アル：メタなこと言うなっ!?（一同大爆笑）　でもだいたいそんな感じのキャラだからよけい腹はら立たつよっ！（笑）

ピアニィ：あのう……ア、アルのお知り合いですか？

アル：あ、ああ……こいつは。

ＧＭ：「知り合いもなにも、巷ちまたではマブダチと呼ばれております、陛下」

アル：巷ってどこだよ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「巷は巷さ。ねえ、陛下」　すりすり。

ピアニィ：あ、あの……離はなして……（笑）。

アル：相変わらずの女好きだなお前……。

ＧＭ：「ははは、人聞きの悪いことを言うな、ア―――」……と、言いかけて。サイラスは、ふとベネットを見据えた。

ベネット：お？

ＧＭ：「おお、あなたもなんて美しい……！」

一同：えぇ―――――――――っ!?

アル：お、おま、お前……っ、いやっ、目をさませ！　それ、ベネットだぞ!?　そいつはベネットなんだぞっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：「？　なにを驚いているんだアル？　服の趣しゆ味みはちょっとオレとは合わないけど、八や重え歯ばのかわいい、中々のナイスバディなお嬢さんじゃないか」

ベネット：おおっ……あんたはあっしをわかってく……っ。

ＧＭ：そして手の甲にぶちゅう。

ベネット：ぎょぇ―――――――――っ!?（ぞわぞわっ）（一同大爆笑）

アル：やばい……ベネットが防具を着たことに続く衝撃だ……（笑）。

ナヴァール：い、いかん、レイウォールとグラスウェルズの同時侵攻って事実の衝しよう撃げき度どがどんどん薄れていく……（笑）。

ＧＭ：「―――ふう（←満まん喫きつ）。ところでアル？　お前が騎士になるなんて驚きだぞ？」

アル：いや、なるつもりはなかったんだ（即そく答とう）。

ピアニィ：すいません、あたしが無理やり……って、アル？（笑顔）

アル：その笑顔はやめろ！　って、そんなことはどうでもよく！　なにしに来たんだお前！

ＧＭ：「―――あ。そうそう、おふたりの美しさに忘わすれるところだったよ。オレは―――」

ナヴァール：（言葉を遮って）……アル殿は、ノーデンスにお知り合いがいたのですな。

アル：……は？

ＧＭ：ナヴァールの言葉に、サイラスの表ひよう情じようから笑えみが消える。……いや、口元は笑っているけど目がすっと細まって―――雰ふん囲い気きが、変わった。

ピアニィ：の、のーでんす？　たしかエストネル王国の……？




エストネル王国

　アルディオンの宗そう主しゆ国こく……すなわち統とう一いつ帝ていを任じる権けん限げんを持つ国である。

　神しん竜りゆう王おうセフィロスより、アルディオンで起こるさまざまな事象の裁さい定ていを行なう権限を与あたえられている。それもあり、この数百年の間、他国に攻められたりしたことはない。




ノーデンス

　エストネルが保ほ有ゆうする、諜ちよう報ほう機関。密みつ偵ていの集しゆ団うだんである。

　各国の情報収しゆう集しゆうを行なったり、エストネルにて決定された裁定を他国に伝える役目を持つ。

　黒いローブに顔を覆おおうフード―――そして、角笛の音と共に人前に現われるという。

アル：いや、ちょっと待て。ノーデンス？　サイラスが？

ナヴァール：うむ、独どく特とくの雰囲気を持った黒いローブ。そして、妙みような角笛―――すなわちそれが指さしし示めすものは……。

ＧＭ：「―――なるほど、フェリタニアの軍ぐん師しは切れ者と聞くが、噂に違たがわぬ御方のようだ」

ナヴァール：ノーデンスの方とは初めてお目にかかるが、窓から入ってこられるとは思わなかった。お座すわりになられよ―――と、席を勧すすめる。

アル：え、ちょっと……？　俺おれ、知らないよ？　そんな設せつ定てい？（笑）

ＧＭ：サイラスは、アルをしれっと無む視ししてニコニコと笑顔を浮うかべながら席につく。

ピアニィ：え、えっと（笑）。ノーデンスの方、ですか？

ＧＭ：「左様にございます。オレの名はサイラス。エストネルの国王の遣つかいとしてこの国に参りまし―――」

アル：ちょっと待て！　と、サイラスの首根っこを[image: ]つかみます。

ＧＭ：「な、なにかな？」

アル：お前、自分がノーデンスだって……ひとっ言も俺に言ってなかったよなあ？（笑顔）

ＧＭ：サイラスは、大げさに驚いた顔して―――「あれえ、言ってなかったっけ？」

アル：聞いてないよ!?（笑）　お前、グラスウェルズ軍に従じゆう軍ぐんしていたって言ったろ！

ＧＭ：「そうとも。エストネルの密偵としてな？」（一同爆笑）　「エストネル国王が、各国へ密偵を放っているという話は、お前も聞いたことがあるだろう？」

アル：そ、それは、まあな。

ＧＭ：「それが……オレさ！」　きらーん☆

アル：きらーんじゃねえよ！（笑）　じゃあ、女にもてたくて神官になったとか、そのあと腕うでを見み込こまれて軍隊に入れられたとかその辺の話はありゃウソかっ!?

ＧＭ：「いや、それも本当の話だ。神官であることとノーデンスであることは矛むじ盾ゆんしないぞ？　それに―――正体不明のノーデンスが正体を明かす瞬しゆん間かんって、かっこいいと思わないか？」

アル：…………。

ＧＭ：「女が惚ほれる瞬間って、そういう時だと思うんだ」

アル：……つまり、女にもてるためにノーデンスに入った、と……ノーデンスって、正体をばらしちゃいけないんじゃなかったっけ？

ＧＭ：「ああ、それを知ったのは入隊後でな……へこんだものさ―――」（一同爆笑）

アル：はー……知ってびっくりな正体だよ……。

ＧＭ：「惚れるなよ？」

アル：あきれるわっ!?

ピアニィ：それで―――ノーデンスの方がなぜフェリタニアに？

ＧＭ：「あれ？　惚れる様子なし？　は、反はん応のうがふつう、ですね……」（しょんぼり）

アル：いつものことだろ。

ＧＭ：「……気を取り直して！　（引ひき締しまった声で）陛下。グラスウェルズ、レイウォールのフェリタニア侵攻について、我わがエストネルには停戦命令を出す用意がございます」

ピアニィ：本当ですか!?

ＧＭ：「はい。そしてこちらの調べでは、レイウォール、グラスウェルズ共にバルムンクが関かかわっているとのこと」

アル：やっぱりグラスウェルズにもか！

ＧＭ：「もちろん、バルムンクが入はいり込こんでいるのはこの二大国だけではございません。ゴルフォード、ラングエンド、カムロート―――世界各国の中ちゆ枢うすうに奴らは存そん在ざいする、と数年前から我われ々われは[image: ]んでおります」

アル：知ってたなら俺にも教えておけよっ!!（笑）

ＧＭ：「ノーデンス内部の情報を易やす々やす話せるわけもないだろ？　禁きん則そく事じ項こうってやつさ」

ナヴァール：確かく認にんしておきたい。バルムンクとエストネルは敵てき対たいしているのか？

ＧＭ：「エストネルはアルディオン大陸の紛ふん争そうを裁さばく〝裁定の国〟。この大陸を侵しん蝕しよくする妖よう魔ませ勢いり力よくたるバルムンクとは、歴史の裏うら舞ぶ台たいでいつ終わるともしれぬ戦いを繰くり広ひろげています」

アル：そ、そうだったのか……（笑）。

ベネット：そんなノーデンスに、女にもてると思って入ったサイラス……。

ピアニィ：ところが全然モテなかったんですね。残念ですねえ。

ＧＭ：「ははは、ピ、ピアニィ陛下はいい感じにオレの心を串くし刺ざしにしてくださる……」

ピアニィ：あ、へこんだ。

アル：そんなことよりバルムンクの話を続けろ。

ＧＭ：それもそうだ。「……バルムンクのことは、あなた方も御ご存ぞん知じのはず。バルムンクは、コードネームに武ぶ器きの名前を冠します」　サイラスはアルの方を見て―――「〝クレイモア〟のファラフナーズ。数すうヶか月げつ、ある事じ件けんを起こしたバルムンク―――覚えているな、アル？」




[image: ]




アル：ああ。

ＧＭ：「レイウォールの情報も[image: ]んでいる。コードネームは〝ベイオネット〟。変へん装そうを得意とするらしく、貴き族ぞくであるアドルフィス・ハーリング伯はくに化けているとのこと」

ピアニィ：ハーリング？　あれ、それって……ステラ姉様を拘こう束そくした人ですよね？

ＧＭ：ですな。「周囲の人間に完全に溶け込み、信しんじ込こませるあたりからも、その能のう力りよくの高さが伺うかがえます」




　ハーリング伯に関しては、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズもご覧らんになってくれると感かん激げきである。




アル：他には？

ＧＭ：「〝ファイアアロー〟のフォード。ゴルフォードにて大量破は壊かい兵器を開発していた研究員のバルムンク。とある事件で研究所が消えてなくなり、そのあとの消息は不明だ」




[image: ]




ナヴァール：それ、「ブレイク」シリーズに登場した奴（笑）。

ピアニィ：あはは（笑）。

ＧＭ：「そして……おっと、こいつを忘れていた。〝デスサイズ〟のモンドーラ。グラスウェルズにて暗あん躍やくしたバルムンク。今回の件にも絡からんでいると思われます」




[image: ]




ベネット：おお、モンドーラ！　奴はどこにいるでやんすか!?

ＧＭ：「それは、オレに聞かれても」

ベネット：役に立たない奴！　ぺっ、ぺっ！（唾つばを吐はき捨すてる）

ＧＭ：「ふふふ、美人が台なしだよ、お嬢さん？」

ベネット：美人ってだけ食っていけるか―――っ、が―――っ！

ＧＭ：「……」　サイラスは、アルに救いを求めるまなざしを向けた。

アル：なんで俺を見るんだ？（笑）

ＧＭ：「オ、オレの口説きが通用しないよ？」

アル：お前、一度でも口説けたことはあったか？

ＧＭ：「ははは、それもそうだな。そうそう、これだけは教えておこう。モンドーラは竜輝石のひとつ……〝旅人の石〟を持っており、神しん出しゆつ鬼き没ぼつ。今回、グラスウェルズとレイウォールが連れん携けいしてやってくるのには、モンドーラが連れん絡らく係がかりを務つとめているからなのではないかと」

ベネット：……さあ、モンドーラに下したっ端ぱフラグが立ってまいりました……っ！（笑）

ナヴァール：なるほどな。本来敵てき同どう士しの国がどうやって連携を取るのかと思っていたが、間をバルムンクが取り持っているのか。それならば合が点てんがいく。

ＧＭ：「今、名前を挙げた四人は、バルムンクの中でも特に強いとされるバルムンク一二人衆しゆうに数えられていると聞き及びます」

一同：一二人衆っ!?（大爆笑）

アル：なんか設定がついた――――――っ！（笑）

ベネット：一二人衆の中でモンドーラは一番の小物っ……！（笑）　ぜったいそうだっ!!（笑）

ＧＭ：「そしてヒューバード陛下の背はい後ごにもバルムンクがいる。おそらくは、グラスウェルズのフィリップ陛下のお側そばにも」

ナヴァール：私の推すい察さつでは、フィリップ王暗殺未遂事件の黒幕はそのバルムンクだ。




　そのシナリオを作ったのはあんたである。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク②　フレイムレギオン』参照（笑）。




アル：これで国王暗殺未遂も、今回の同どう盟めいも……バルムンクが背後で糸を引いているが確かく定ていになったな。その目的も……。

ＧＭ：サイラスはうなずく。「そうだ。バルムンクの目的はピアニィ陛下とその竜輝石」

ピアニィ：や、やっぱり？

ＧＭ：「はい。こっそり襲しゆう撃げきしようにも腕うで利ききの騎士と、優ゆう秀しゆうな軍師がついているゆえ確かく実じつではない。陛下ご自身も優秀な魔ま術じゆ師つしですしね。事実、彼かれらは先日も襲撃に失敗している」

ベネット：あっしは？　あっしの立場は？

ＧＭ：「もちろんあなたもですよ、ベネットさん」

ベネット：ぱあああ……（←笑顔になったらしい）。

ＧＭ：「そこでバルムンクはこう考えたのでしょう。……世界に冠かんたる二大国が攻せめ入いれば、フェリタニアのごとき小国など存在ごと踏ふみつぶせる、と。実じつ際さい、レイウォール、グラスウェルズの両軍に攻められれば、この国はひとたまりもありますまい」

ピアニィ：はい。残念ながら……。

ＧＭ：「それを止められるのは、我がエストネルの王が発動できる停戦命令のみと考えるしだいですが―――いかがでしょうか？」

ピアニィ：停戦命令、お願いします！　できるんですよね？

アル：できるな。あの国は不当な国家間の紛争に介かい入にゆうして、それを止めることができる。逆ぎやくに戦争をけしかけてるんじゃないかと疑うたがいたくなるような命令を出すこともあるが（笑）。

ナヴァール：ふむ。つまりシナリオ的には「停戦命令が発令されるまで、フェリタニアで防ぼう衛えい戦せんを張はって持ちこたえろ」という展てん開かいになるのか。

ＧＭ：そうそう。「外には、ナヴァール殿が集められた多くの兵士がおられる。この者たちを国の要所に配置すれば、オレがエストネルに行って帰るまでは持ちこたえられましょう」

ベネット：前回に続いて今回もミニゲーム仕様！（笑）

アル：……って、ちょっと待て。ナヴァールが集めた兵士って……読者投とう稿こうのキャラをベルフトの前に立たせるのかよっ!?　それはひどいっ!?（大爆笑）

ピアニィ：…………。

ナヴァール：だが、レイウォールとグラスウェルズを打うち破やぶるのではなく、停戦命令まで持ちこたえろ……というのであれば、勝機もあるな。

アル：たしかに……。ベルフトを倒さなきゃいけなかったのが、エストネルの停戦命令が出るまでの辛しん抱ぼう、に変わりましたから。

ベネット：でも、ベルフトがアルの話通りの野や郎ろうなら、停戦命令を無視しないでやんすか？

ナヴァール：そこは平気だろう。ノーデンスは、逆さからった国の王族に〝醒さめない眠ねむり〟という呪じゆ詛そをかけることができる。ベルフトといえど、この呪のろいに逆らうことはできない。

ＧＭ：おお、まさにその通り。

ピアニィ：…………。

ＧＭ：では、読者キャラを配置してもらおうか（と、地図を取り出してテーブルに広げる）。

アル：ほう……！（くわっ、と目が輝かがやく）

ＧＭ：この地図の拠きよ点てんに誰をどう配置するのかによって、その後の判はん定ていに影えい響きようが出ます。

アル：なるほど……（と、兵士カードに目をやる）。

ＧＭ：それそれのＮＰＣにつけたパラメータによって修しゆう正せいをつけて判定をしてもらう。ベルフトのレイウォール軍だけじゃなく、リシャール率ひきいるグラスウェルズ軍も強力なのでバランスをまちがえると、あっという間にバーランドに到とう達たつされるよ。

ピアニィ：んー……。

ＧＭ：ふはは、他の仕事を放ほうり投なげ、三みつ日か三み晩ばんかけて作ったこのミニルール……っ、存ぞん分ぶんに味わうがよい！

ナヴァール：放り投げるな！（笑）

ベネット：（地図を見ながら）……ふうむ、引き付けるだけ引き付けて、この城しろで持ちこたえる手もありそうでやんすな。

ナヴァール：時間稼かせぎが目的である以上、それよりは途と中ちゆうの城で足止めをする方が有ゆう効こうだろう。関せきヶが原はら合戦のおり、中なか山せん道どうを進む徳とく川がわ秀ひで忠ただの軍勢を止めた真田昌まさ幸ゆきの例のように。

アル：またメタな発言を（笑）。

ピアニィ：あのぅ……。

アル：なんだい姫さん。なにか言いたいことでもあるのか？

ピアニィ：はい。……あの、あたし考えたんですけど。

ＧＭ：はあい、なんでしょう？（にこにこ）

ピアニィ：まちがってたら気にしないでいいんですが……。

ＧＭ：うん？（にこにこ）

ピアニィ：……もしかして、あたしがフェリタニアの国外に出たら、グラスウェルズもレイウォールもフェリタニアを攻める理由、なくなりません？




　ぴし……っ！

　室内に、そんな乾かわいた音が鳴なり響ひびいた―――気がした。

　それは、ＧＭ……私だが……の笑顔にひびが入った音だったのかもしれない。




ＧＭ：そ、そ、それはどういう……？

ピアニィ：グラスウェルズは犯はん人にんであるあたしを殺そうと攻めてくるんですよね？　だとしたらあたしがこの国にいなければ、攻める理由はなくなりません？

ＧＭ：へ…………と？

ナヴァール：……ははあ、たしかに。攻めてくる奴らに、陛下が国外へ出たという情報を流せばそれも可か能のうやもしれませんな。しかし、国外に出るとして……どこへ行こうというのです？

ピアニィ：実はメルトランドに行きたくて……。

ＧＭ：メルトランド？

アル：なんでメルトランド？

ピアニィ：まず、あたしたちが勝手に国を売ったことを謝りに行きたいことと……っ。

アル：ああ、そこは気になるとこだよな！（笑）

ナヴァール：…………。

ピアニィ：あと、頼たのめばメルトランドの人たち、味方についてくれたりしないですか？

ナヴァール：……なるほど。メルトランド残ざん党とうを引ひき込こむのは考えてなかった……（笑）。

ＧＭ：たしかに……それは「ブレイク」側の話だと思って気にしてなかった……。

ピアニィ：ど、どうでしょう？

ＧＭ：んー………………。

ピアニィ：あ、いや！　無理ならいいです（笑）。ちゃんと謝りたいだけだったので（笑）

ＧＭ：いや、ちょっと待って！　…五分考えさせて……（笑）。




　さて、どうしたもんか―――ここで本気で迷まよう。

　予定では、北から攻めてくるレイウォール軍、グラスウェルズ軍を相手に、読者キャラをコマに使ったミニゲームを展開する予定だった。

　ここでどれだけ時間を稼げるかの結果を数字で出し……その一方で、ピアニィたちにはエストネルに向かってもらう。ミニゲームで稼いだ時間内に停戦命令の書しよ簡かんを持ち帰れるかどうか―――その結果でキャンペーンを分ぶん岐きさせるつもりだったのだ。

　具体的にはエストネルについたあと、ある試練（戦せん闘とう含む）を行なう予定であり、それをどれだけの時間でクリアできるかを焦しよう点てんにするつもりだった。

　試練のクリアに時間がかかるとバーランドに戻るのが遅おくれ……フェリタニアはレイウォールかグラスウェルズに占せん拠きよされるという展開だ。

　もし、ピアニィの提てい案あんを受け入れると……展開が大おお幅はばに変わるのはまちがいはない。

　というか、用意したミニゲーム部分がパーである（笑）。




ＧＭ：うぬぬ……（笑）。

ピアニィ：や、やっぱり無理？

アル：―――うーん、シナリオが大幅に変わっちゃうだろうしなあ。ＧＭがＯＫすればありだとは思いますが！（笑）

ＧＭ：変なプレッシャーかけんなよ！（笑）




　結果を決められないまま、時計の針はりだけが進んでいく。

　この時、私はＴＲＰＧの醍だい醐ご味みというものを存分に味わっていた（笑）。

　それはシナリオの想定にないアイデアを取とり込こみ、物語をふくらませること。

　シナリオの都合に合わせてプレイヤーの提案を却きや下つかすることだけはしたくない。




　なによりも……大竹さんのアイデアが面おも白しろいと感じてしまったのだからしょーがない。正せい確かくには……メルトランドの人に謝るという展開を面白いと思った、というよりはその後のキャンペーンの展開を面白くできるのではないか―――そう感じたのだ。

　正直に言うと、メルトランドには完全に滅ほろんでもらうつもりだった。

　もし、大竹さんのアイデアを取り込み、うまくストーリーが構こう築ちくできれば……フェリタニア・メルトランド連合国家なんてものも作り出せるかもしれない。

　そうすれば、レイウォールやグラスウェルズに対抗できる勢力を、プレイヤーの意見によって……いや、フェリタニア女王の言葉と選せん択たくによって―――このアルディオンの地図の上に作り出せるのだ。

　そこにわくわくしたのである。




ＧＭ：社長……。

ナヴァール：お？

ＧＭ：「メルトランドの人間に謝りたい、協力を得たい」ってのをやるとして。誰か、それに値あたいするＮＰＣっていますかね？　今の、窮きゆう地ちに立たされたメルトランド人代表みたいな人。

ナヴァール：む。

アル：イザベラは？

ＧＭ：うーん、ピアニィと今まで会ってない人がよくない？　イザベラは協力はしてくれるだろうけど……なんというか、今のメルトランドの状況によって辛しん酸さんをなめていたり、人民代表っぽかったりするような人がいいな。

ナヴァール：まあ、二巻かんのこと考えると今さらイザベラに謝るのも微び妙みようか。

ＧＭ：ええ。あとできれば、なんか軍隊……私し兵へいでもいいけど……を動かせるような人……。

ベネット：い、いたかなあ……（笑）（と、『アルディオン大陸ガイド』をぺらぺらめくる）。




　ここでしばらく、ああだこうだと議ぎ論ろんが行なわれる。




ピアニィ：す、すみません……よけいなことを言って……（笑）。

ＧＭ：いやいやいや、面白いので（笑）。

ナヴァール：あ！　……菊きく池ちさん、オトガルはどう？
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一同：オトガル？

アル：誰だっけ……？




　重ねて言うが、この段だん階かいで「ブレイク」第四話の内ない容ようを把は握あくしているのは私と、「ブレイク」のＧＭであるナヴァール＝鈴吹太た郎ろうだけである。




ＧＭ：…………………………ああ、「ブレイク」第四話に出てきたあいつか！　メルトランド人のテロリスト！

アル：テロリストかよ！（笑）




『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』第二巻で描えがかれた、グラスウェルズ王フィリップ暗殺未遂事件。この暗殺計画を指揮したのがメルトランド人のオトガルという人物である。

　もっとも、すべてはオトガルのメルトランドを想おもう心を利用した、バルムンクの陰謀だったというのが真相だ。




ナヴァール：オトガルはもともとメルトランド王家に仕えていた人間で、今もレジスタンスの仲間たちがいる。指し導どう的てきな立場でメルトランド国内に残っていてもおかしくはないと思う。

ＧＭ：なるほど―――それは使えるな……。

ベネット：え……まさか……。

ＧＭ：………………。

アル：き、菊池さん？（笑）

ＧＭ：ところでみんな、腹はらが減へらない？

一同：は？

ＧＭ：三〇分、休きゆう憩けいを取ろうじゃないか。

ピアニィ：え、それって……？

ＧＭ：ええ―――俺に、シナリオを組み立てる時間をください。

一同：……っ!?

ＧＭ：えー……というわけで、本セッションはこれより―――。




「……現げんシナリオを破棄して、ほぼアドリブモードに突とつ入にゆうします……っ！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ちなみに、大変なのはこのあとだった。

　休憩を挟はさむといいつつも、「フェリタニア女王がメルトランドに行く」という展開に向かうためにはなにを考えるべきか……全員で議論になったからだ（笑）。

　

「まず、今回集まってもらった兵士たちは、牽けん制せいのためにフェリタニア領りよう内ないの要所要所に配置はする。ただし、攻めてくる敵てきに対しては戦わずに逃にげるように指し示じする」

「逃げるってどこへ？」

「エストネル経けい由ゆで国外に脱だつ出しゆつする他はないかな。へたに抵てい抗こうすると国土が荒あれる。このさい有り金を持って国を出て行ってもらうのが、国民にも兵士たち自身にも一番被ひ害がいが少ない」

「そりゃすごい（笑）」

「指揮は、ナイジェルに執とってもらおう」

「メルトランドには、ノルウィッチを経由してギルドメンバーだけで行く。さっきも話題に出てたけど、到とう着ちやく後に〝ピアニィがメルトランドに行った〟という情報を流そう」

「ここは判定いるな」

「でも……そんな情報流したら、ノルウィッチが攻められる可か能のう性せいが高いぞ」

「もしノルウィッチが攻せめ込こまれたら、城にこもって耐たえてもらうしかない（断だん言げん）。メルトランドでの交こう渉しようがうまくいけば敵を撃げき退たいできる。うまくいかなかったらすべての罪つみを我々にかぶせて降こう伏ふくしてもらうことになるか」

「あうあうあう（笑）」

「ミッション失敗すると、元のシナリオよりもひどいことになりそうな……」

「ちょっと待て！　ボスキャラどーすんだっ！　データ、ひとつしか用意してないぞ！」

「クライマックスの敵はモンドーラ？」

「モンドーラか。まあ、そいつがボスとなるように自然な理由を作るしか！」

「う、うーんうーん……（笑）」

「ごめんなさい……きくたけさん…………（笑）」




　……と、おおざっぱにそんなもろもろが話し合われ―――

　気がつけば、予定の三〇分はとっくのとうに過すぎていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：よ、よし、セッション再さい開かいしよう！（笑）

ナヴァール：うむ、まずはノルウィッチに行って、イザベラあたりにオトガルの居い場ば所しよを調べてもらおう。……というか、我々はオトガルという人物を知らないので、イザベラにメルトランド内にいる有力者はいないか、と聞いてオトガルのことを教えてもらう（笑）。

ＧＭ：ＯＫ。では、ノルウィッチまでは判定なしでたどり着けることにしましょう。その先は、必要に応じて判定をする、ってことで。

ナヴァール：次に、諜報活動をする必要があるので何人か兵士を連れていこうか。（用意されていた読者キャラデータを眺ながめ……）―――元メルトランド宮きゆう廷てい魔術師のエドヴァン・クルーゲルと、ルゥ・ジャレーと、アスピオ・ハス！　ついて参れ！
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ＧＭ：「は！」「…………ふひひ」「光栄です！」（笑）

アル：じゃあ、サイラス、エストネルに戻って停戦命令を出してくれるように頼んできてくれ。

ＧＭ：「やれやれ、了りよ解うかいした」

アル：……あ。俺、気になっていることがあるので、最後にサイラスに聞かせてください。

ＧＭ：ん？　なにを？

アル：……サイラス。あのあと、ナーシアには会ったか？　いや、小説一巻のあとのことなんですけど……（笑）。

ＧＭ：なにが知りたいの？

アル：要するにナーシアがファントムレイダーズの一員として活かつ躍やくしていることを知っているのかどうか。もしサイラスが知っているなら、教えてもらいたい。

ＧＭ：ああ、なるほど（笑）。それならば、ファントムレイダーズが仕し掛かけた《偽装情報》を看かん破ぱできるか、【感知】判定をしてもらいましょうか！　難なん易い度どは18よ？

アル：わかりました。俺の【感知】は４。クリティカルするしかないのか。フェイトは……まあ、いいや。素すで振ふります……（ダイスを振る）……達成値は10！　だめだ！（笑）

ＧＭ：「……ナーシアか。わからんな……あれから会ってない」

アル：―――そうか。ちょっと気になる場所で見かけたから、どうしたかと思ってな。まあ、今回の件には関係ないだろうからいいや。




　アルは、前ぜん巻かんでスリス救出作戦のさい、メルトランドの王都・レスノール内でナーシアとすれちがっているのである。

　―――ちなみに、「今回の件には関係ない」という発言は、のちにまちがいであるとわかるのだが……それは後こう述じゆつするとしよう（笑）。




ＧＭ：やれやれ、といった口調でサイラスは言う。「……お前はナーシアに御ごし執ゆう心しんだからなぁ」

アル：怖こわいこと言うなよ！　執着しているのはあっちだ！　会ってないならいいよっ！

ピアニィ：（目を輝かせて）……割わって入ります！　アル？　誰の話ですか？（笑顔）

アル：なんでこーゆー時だけ目を輝かせてるんだ！（笑）　ナーシアってのは……。

ＧＭ：「アルの昔の女の話です」

ピアニィ：ええっ!?（笑）

アル：変なタイミングで割り込むなよっ!?（一同爆笑）　……単に昔の知り合いだ。

ピアニィ：へ～ぇ？（笑顔）

アル：だ、だからそんなに目を輝かすな!?

ベネット：というか、ピアニィ姫。笑顔から殺意がにじみ出てるでやんごばらぶごはあっ!?（←勝手に殴なぐられたらしい）

ＧＭ：「やれやれ。じゃあ、僕はエストネルに戻るとしようか。停戦命令が降おりるまで、短く見積もっても中三日―――その間、フェリタニアを守り抜ぬいてくれ。ま、アルがいれば大だい丈じよう夫ぶでしょうがね？　―――またお会いましょう、ピアニィ女王陛下。それと……ベネットちゃんも！」

アル：またあとでな、サイラス。

ＧＭ：「―――おう」　くるり振ふり向むき、部屋を出て行こうとしたサイラスが……右腕を上げてひらひらと手を振った―――てなところでシーンは終しゆう了りようしよう！

一同：はーい！







◆Middle 03◆仲間




　グラスウェルズとレイウォールを同時に相手どった作戦。

　一歩まちがえれば、フェリタニアは世界の地図から消え去ってもおかしくはない。

　だが、アルには不思議と不安はなかった。




　たったひとつ、不満を持っていることをのぞけば。




ＧＭ：よし、新しいシーンを始めよう！　舞台は、ノルウィッチに到着し―――。

アル：あ、待った！　その前にシーンをひとつ作ってほしい。ナヴァールとふたりで話がしたい。兵士やナイジェルに指示を出し終わったあと、手の空いたナヴァールを捕つかまえて……。

ＧＭ：了解。では、舞台は夜が更ふけ始めたバーランドだ。遅くまでナイジェルと打ち合わせたのち、ナヴァールが城の廊ろう下かを自分の部屋に向かっているところで―――。

アル：俺が、薄うす暗ぐらい廊下……そうだな、ナヴァールの部屋の前がいいか。腕を組んで、壁かべにもたれかかってナヴァールを待まち構かまえている。

ピアニィ：な、なんか怒おこってますよ？

ベネット：こえー（笑）。

ナヴァール：うう（笑）。では、自分の部屋の前まで戻ってきたところで……。

アル：俺が声をかける、と。……準じゆん備びはできたのか？

ナヴァール：おお、アルか。私が国外に出たあとの策は授さずけた。あとは残った者がよろしくやってくれるさ。

アル：正直、旦那が姫さんの策に乗るとは意外だったぜ。戦争目前で国の偉えらいさんがいなくなるなんて正気の沙さ汰たじゃない。

ナヴァール：うむ。たしかにこれが軍ぐん略りやくや政せい略りやくならアル殿の言う通りだろうな。

ピアニィ：えぇっ!?（笑）

アル：ならどうして。

ナヴァール：今回の件がバルムンクという組そ織しきによる謀ぼう略りやくだからだよ。わざわざ国王暗殺という大がかりな仕掛けまでしてピアニィ陛下を捕とらえようというのだ。尋じん常じようなことではない。

アル：だからって……。

ナヴァール：つまりこういうことだ。ピアニィ陛下と竜輝石には、メルトランドでの紛争以上の価か値ちがある。少なくともそう考える者もいるということだ。一国の興こう亡ぼう以上に価値のあるなにか。それを守るためには……。

アル：フェリタニアを見み捨すててもかまわない、と？　メルトランドを売った時のように。

ナヴァール：ああ、その通りだ。

ピアニィ：えええぇええ!?　そんな話だったんですかっ!?

ナヴァール：だがそれだけではない。メルトランド人を味方につける以外に戦局を覆くつがえす方法がないのは事実だ。ピアニィ様は紛まぎれもなく才さい能のうがある。戦いの核かく心しんを見み抜ぬくセンスが。

ピアニィ：も、持ち上げられてるっ。

アル：でもさ、この短期間にメルトランド人を味方につける方法ってのはつまり―――

ナヴァール：……。

アル：あんた、自分の首と引ひき替かえにメルトランド人の協力を取り付けるつもりなんだろ？

ピアニィ：えぇ――――――っ!?

ベネット：なんと！（笑）

ピアニィ：だ、ダメですよナヴァール!?

アル：あ、ちょっとふたりで話をさせてくれません？　俺に考えがあるので。
















ナヴァール：ふむ。ではじっとアルを見つめ返して言おう。―――よくわかったな。

アル：バンと壁を叩たたく！　そりゃわかるさ。レイウォールとの取引をしにひとりで出かけた時と同じだからな！

ナヴァール：……許ゆるしてもらえないのはわかっている。メルトランド人であるアル殿にとっては許し難がたい裏うら切ぎりだからな。

アル：ちがう！　俺が怒っているのはそんなことじゃない。

ナヴァール：え？　あれ？　ちがうの？

アル：ちがうんですよ。俺が怒っているのは……。




　アルは、ナヴァールを真しん摯しに見据え―――言った。




「なんで俺たちにひと言、相談してくれなかったんだ」




ナヴァール：なるほど、そういう流れか！（笑）　これはナヴァールは絶ぜつ句くせざるを得ない！

アル：旦那が姫さんをかばうためにひとりで汚お名めいを着たのはわかってる。俺や姫さんが傷きずつかないようにってな。だけど、俺も姫さんも覚かく悟ごの上で始めたことだ。仲間のために傷つく覚悟はできている。勝手にひとりで抱かかえ込こむのはなしだ。

ナヴァール：アルに反はん論ろんしようとするけど……言葉を飲のみ込こんで、謝ろう。……すまなかった。みなには言うべきだった。心の底から反省しておる。

アル：これから先、どうなるかはわからないがな、次の機会があれば話してくれ。仲間なんだからな。

ナヴァール：もし〝次の機会〟があるならば正直に話そう。今回の件でわかった。いかに策を弄ろうしても、大陸を統一することはできぬ。真の意味で、この大陸を統一することができるのだとすれば……それはきっと、真心なのだろう。

ピアニィ：まごころ？

ナヴァール：この絶ぜつ望ぼう的てきな状況で「メルトランドの人に謝りたい」とは……。ピアニィ様はその真心をお持ちだ。どんな知ち恵えよりも武ぶ力りよくよりも強い。

アル：……たしかにな。

ナヴァール：……アル。ひとつ、頼みがある。

アル：なんだよ？

ナヴァール：メルトランドでの交渉が不ふ首しゆ尾びに終わった時。王国も、大陸も、覇は権けんも、もうどうでもよい。その時はピアニィ様をお守りしてくれ。ひとりの男として。

アル：え。えー……一いつ瞬しゆんなんて答えていいか迷います。ナヴァールの顔をじっと見て、それを本気で言っているらしいと読み取ってやっとひと言―――……ああ、考えておくよ。

ＧＭ：（ナレーション風に）……それは、実にアルらしい言葉の返し方であった。その短い返事の中にある彼の真意、決意を見抜き……ナヴァールは満足する―――。

アル：変なナレーションが入った！（笑）

ナヴァール：では、フッ、と笑って最後にこう言おう。




「ありがとう―――アル」







◆Middle 04◆イザベラ




　メルトランドとフェリタニアの国こつ境きようにそびえ立つ要よう塞さい都市ノルウィッチ。

　ピアニィたちの申し出を受けたイザベラは自信あり気に、頷うなずいた。

　その口元には、なにかを期待するような強気な笑みさえ浮かんでいた。




ＧＭ：では、あらためてノルウィッチのシーンへ入ろうか。キミたちはすべての手配を終えてバーランドを出立。幾ばくかの時を経へて、再ふたたびノルウィッチを訪おとずれた。えっと……シーンはノルウィッチの城しろ―――もうイザベラにいろいろなあらましを話したあとでいいよね？

ナヴァール：いいんじゃないかな。

ＧＭ：では、城の執しつ務む室しつにそろったキミらの話を聞いて……少し思案したのちに言う。「状じよう況きようは理り解かいした。レイウォールとグラスウェルズを相手に、か。そうだな―――」

一同：……。

ＧＭ：「―――実に面おも白しろい……っ」

一同：面白いのっ!?（大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「これを痛つう快かいと言わずになんと言うか！　あの二大国にひと泡あわ吹ふかせようと言うのだ。お前たちの策が成るまで、敵の全軍は我が城に釘くぎ付づけにしてくれよう。ふ、ふふふ……っ」

アル：い、いや、敵てきがここを襲しゆ撃うげきすると決まったわけじゃないんで……（笑）。

ＧＭ：ここで少しイザベラは表ひよう情じようを和やわらげ真しん摯しな雰ふん囲い気きになる。「ピアニィ陛へい下か、感謝する。貴女あなたにとってなんのゆかりもないこのメルトランドのためにここまで―――」

ピアニィ：いえっ、国とかなんとか……そんなの関係ありませんよ。弱い人が一方的に蹂じゆう躙りんされるなんてあっちゃいけないことです。まあ、あたしたちも弱い側ですが（笑）。

ＧＭ：「……すべては民たみのため、か。陛下はいずれ偉い大だいな王になるかもしれないな」　そうつぶやき。「……オトガルという男に会え。我が国に残った者の中でもっとも人望があり実行力もある。今、どこにいるやらわからぬが、おおよその目星はつく」

ピアニィ：これは判はん定ていですねっ。

ＧＭ：です（笑）。イザベラからおおよそのあらましを聞いたのち、キミらは情じよう報ほう収しゆう集しゆうにあたった―――では、【知力】で判定だ。目もく標ひよう値ちは20としよう。

アル：【知力】か。姫ひめさん、まかせた！（笑）

ピアニィ：《メモリコンプリート》を使います！（ダイスを振ふる）……クリティカルしたっ！

ＧＭ：お（笑）。では、ピアニィの立てた推すい測そくにより、連れてきた兵士……エドヴァン・クルーゲルに探たん索さくを命じ……ほどなくして彼かれは情報を持って帰き還かんする。「レスノールとノルウィッチの間の少し外れた位置に、オトガルは拠きよ点てんを持ち、立てこもっているそうです」

ナヴァール：よし！　では、次の計けい略りやくを打つ。アスピオ・ハス！

ＧＭ：「は、ナヴァール様！」

ナヴァール：お前とルゥは二手に別れてレイウォール、グラスウェルズの駐ちゆう屯とん地ちへと向かうのだ。そして、ピアニィ様がメルトランドに入ったことを流る布ふせよ。〝ピアニィ陛下はもはやフェリタニアにはおらず！　もし、フェリタニアに攻せめ込こむのであれば、グラスウェルズ国王暗殺容よう疑ぎは、侵しん略りやくのための口実に過すぎぬことを全世界が知るであろう〟、と！

ＧＭ：うひ（笑）。

ナヴァール：これで進軍の足が少しは止まるだろう。くれぐれも命は大事にな？（笑）

ＧＭ：「はい、行ってまいります！」「ふひひ」―――ふたりは一礼すると、駆かけ出だしていく。

ピアニィ：ふひひ、って（笑）。

ＧＭ：では、流布した情報が流れるかどうか、【知力】判定だ。んー……目標値は24で。

ナヴァール：ここは、フェイトを使っておくか……。

ＧＭ：何点使います？　２点使うとちょうど期待値ですが……（笑）。

ナヴァール：ここは３点使っておく！（笑）これで、10＋５Ｄで24を出だせばいいことになる。

ＧＭ：ファンブルを振ると面白いことになります。

ナヴァール：それは涙なみだが出る！（笑）　では……（ダイスを振る）……14！　あぶね―――っ！

アル：ぴったり24で成功！（笑）

ＧＭ：よし、ではここでマスターシーンを入れよう！







◆Middle 05◆赤と白、そして―――




「ピアニィ女王が……？　たしかな話か？」

　深夜―――部下から届とどけられた火急の報に、リシャールが眉まゆをひそめて問い返した。

　部下からの言葉が変わることはなかった。

「あの方が、この状況下でメルトランドまで来るだと―――？　どういことだ」

　幻げん竜りゆうと白はく竜りゆう―――その連合騎き士し団だんは、四時間後の明朝にはこの駐屯地を出立し―――その日のうちにフェリタニア領りよう内ないへと入るだろう。

　その矢先に飛とび込こんだ情報に、白竜騎士団団長エゼルバルドも疑ぎ念ねんを抱だいたのは当然だ。

「にわかには信じがたい話だな。みすみす死地に赴くようなものだぜ。なあ」

　リシャールに、同意を求める。

「たしかにな。しかし……あの方ならやりかねん。自分を民の盾たてとすること……ありえない話ではない。それにピアニィ様は、かの軍ぐん師し・〝鳳ほう雛すう〟ナヴァールを抱かかえている。奇き策さくを弄ろうする可か能のう性せいは十分にある」

「〝臥龍〟ではなかったか？」

「どちらでもいいさ」

「うむ、その通りだ」

　そう答えて、エゼルバルドがふいに表情をゆるめる。

「それにしてもなんというか……お前を負かしたり、戦火のレスノールに突とつ撃げきしたりと……ずいぶんとアクティブなお嬢じようさんだなあ」

　あきれ顔のエゼルが苦笑した。

　その言葉に、リシャールもまた彼かの女じよの笑え顔がおを脳のう裏りに浮うかべ……ふっ、と笑んだ。

「さて、どうしたものかね、リシャールよ」

　一拍の間を置き、リシャールは対たい応おう策さくを部下に通告する。

「―――レイウォールのベルフトに伝令を出せ！　我われ々われはこの地にて四八時間、侵しん攻こうを停止すると。その間、我々はピアニィ様の捜そう索さくに全力を傾ける」

「お、おい。ここで足を止めるのか!?　レアノール様がまた癇かん癪しやくを起こすぜ!?」

「現げん場ばの指し揮きはそのレアノール様が直々に我らに命ぜられたのだ。問題はない。ちがうか？」

　リシャールは、これで中々の頑がん固こ者ものだ。

　彼の言葉に意見しても、それが覆くつがえらないであろうことはわかっていた。

「オウ、ノウ……」

　グラスウェルズに戻もどったあと、自らに降ふりかかるであろう災さい難なんを想そう像ぞうし―――。




　エゼルバルドは、神に祈いのった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「グラスウェルズが四八時間の進軍停止？　なぜだ」

　ぎょろり、その大きな目を動かし……ベルフトは恫どう喝かつするかのように、報ほう告こくにやってきた部下にそう問い返した。

「いえ、そこまでは―――その……」

　ベルフトの圧あつ倒とう的てきな威い圧あつ感を前に、部下が口ごもる。

　リシャールが送って寄よこした伝令は、ピアニィがメルトランドに入ったことを一いつ切さい伏ふせたまま、進軍停止を伝えていた。そこまで情報を伝える義ぎ理りはない……そういうことだろう。

　だが、それを理解できないベルフトではない。

「くく、リシャールめ。なめたまねを」

　その口元に浮かぶのはどこか余よ裕ゆうを感じさせる愉ゆ悦えつ―――それも当然だった。

　ピアニィがメルトランドに入るとの情報は、当のピアニィ自身が流布したものだ。ベルフトの耳に入っていないわけがない。

　ベルフトにとってリシャール……いや、グラスウェルズの動きなど、もはやどうでもよかった。心の大半を占しめるのは、ピアニィ―――自らがその資し質しつを認みとめた妹のことだけだ。

「さすがはピアニィ。なんという奇策か……！」

　野太く豪ごう快かいに、そして心の底から愉ゆ快かいそうに笑う。

「いいだろう、つき合ってやるぞ、ピアニィ！　……おい！」

　ベルフトは傍かたわらに立つ仮か面めんの男に振ふり返かえりもせず、声をかけた。

「全軍に通達、我らはこの地にしばらくとどまる！」

「なに!?　し、しかし……！」

「ピアニィを探さがせ！　いいか、一いつ刻こくも早く我わが最愛の妹を俺おれの前に引きずり出すのだ！　それと―――」

「……それと？」

「グラスウェルズの動きには注意しろ。もし奴やつらがピアニィを先に確かく保ほするようであれば、まずはそっちをたたきつぶさねばな」

　それは、傲ごう慢まんから来る言葉ではなかった。

　世界最強をうたわれる白竜・幻竜の連合騎士団も、ベルフトの前には道ばたに落ちている石ころのようなもの。ベルフト自身がそう確かく信しんし、また、あながちまちがいではないからだ。

　なにも言わずに天てん幕まくを出て行った仮面の男の背せ中なかを見送り―――

「さて、兄あに貴きと一いつ緒しよになってこそこそ動き回る鼠ども……次にどんな手を打ってくるか」




　……ベルフトが、愉悦と共につぶやいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　そこは、昼とも夜ともしれぬ暗くら闇やみに満ちた場所。

　湿しめった空気が充じゆう満まんし、常じよ人うじんにとっては決して快かい適てきとは言えぬだろうその室内を照らし出すのは、幾いく本ほんかの[image: ]ろう燭そくのみ。

　仮面の男は、傍らに控ひかえる小さな影かげと言葉を交かわしていた。

「……馬ば鹿かな。ピアニィが国を空けて逃にげ出だすなど」

「これはエストネルにより、我々の策が知られたものと考えるべきでしょうか」

「フェリタニアの小こむ娘すめはまちがいなくメルトランドに入ったのだな？　草の根を分けても探し出せ……！」

「……レイウォールとグラスウェルズの軍ぐん勢ぜいはどうします？」

「そんなことは後回しだ。小娘とあの〝石〟を見失ってみろ。あの御方の怒いかりは我々に向けられるのだぞ？　探さがせ！　なんとしてでもピアニィを探し出すのだ!!」

「―――では、その役目はこの私わたしにおまかせを」

　小さな影、モンドーラが、胸むねに手を当て腰こしをかがめて礼を尽つくし―――




　そして光をともない、その場よりかき消えた。







◆Middle 06◆すべては明日のために




　二大国に国土を蹂躙されようと、メルトランドの誇ほこり高たかき魂たましいは未いまだ息づいていた。

　ゆえにナヴァールは半ば覚かく悟ごを決めていた。

　しかしピアニィの立たち振ふる舞まいを見て、言葉を聞いて、




　……ナヴァールは、あらためて彼女が持つ王の器うつわをそこに見た。




ＧＭ：では、新しいシーンにいこうか。舞ぶ台たいはメルトランドの一画―――オトガルが潜ひそんでいるらしい屋や敷しきの前だ。そこは、街から大きく外れた場所で静かにたたずむ朽くちかけた屋敷。時じ刻こくは、まだ朝あさ靄もやの漂ただよう早朝で―――。

ピアニィ：コンコン！（←ドアをノックしたらしい）

ＧＭ：キミが正面玄げん関かんの扉とびらを叩たたくと……しばらくして人の気配が扉の向こうに現あらわれる。（覗のぞき窓から確かく認にんをするジェスチャーをして）「……どなたで？」

ピアニィ：（覗き窓に顔を近づけて）フ、フェリタニアの女王ピアニィですっ！

一同：おい――――――っ!!（大爆ばく笑しよう）

ピアニィ：え、あ、なにかまずかったですか!?

アル：も、もうちょっとこう……っ、警けい戒かいするとか、最初は偽ぎ名めい使うとか……っ！

ＧＭ：安心しろ。扉の向こうの相手も十分あわてふためいているようだ。「いや……っ、ちょっ、ちょっとちょっと……見えないからもう少し下がって……っ!?」（一同爆笑）

ピアニィ：はぁい～♪

ＧＭ：では数歩下がったところで、その狭せまい覗き窓からピアニィの全身が確認できたわけで……「げえぇ……っ、本物だっ!?」（一同爆笑）

ピアニィ：はい♪　わかっていただけま……。

ＧＭ：〝バン……っ！〟　扉が開いて、武ぶ器きを持ったたくさんの人々がキミらを取り囲んだ。

ピアニィ：あ、あれ？（笑顔）

アル：剣けんに手をかけま……。

ピアニィ：あ、待ってアル。戦いに来たんじゃないですから。

アル：そんな悠ゆう長ちような……！

ナヴァール：落ち着け、アル。ここは陛下にお任まかせしよう。

ＧＭ：出てきた兵士風の男たちは、ピアニィから視し線せんを外せないままに確認しあう。「本当に、本物か？　まちがいないか？」「ああ、見たことがある……！」

ピアニィ：本物ですよ♪　ほら、ここに竜輝石もあります。

ナヴァール：あああ……っ、陛下それはほいほい見せるもんじゃ……っ!?（笑）

アル：落ち着け、ナヴァール。もう手て遅おくれだ。

ナヴァール：なんと心しん臓ぞうに悪い……。

ベネット：（兵士になって）「うっわ、マジ竜輝石!?　すげぇ！　サインください！」（笑）

ピアニィ：あ、スリスちゃんから手紙を受け取っていたことにしていいですか？

ＧＭ：ああ、なるほど。ではそれで（笑）。

ピアニィ：じゃあ、それを見せますね。

ＧＭ：男は手紙を受け取ってさらっと一読。「―――ということは、あんたが例の男の飼かい主ぬしってわけだ？　スリス様をたぶらかし、我が祖そ国こくを売うり払はらったあの男の……」

ナヴァール：（ほがらかに）はーい、あの男で～す♪（挙手）

ＧＭ：「き、貴き様さま！　どの面下げてここまでやってきたのだ!?」　若わかい兵士がひとり、剣を抜ぬいて、ナヴァールに切っ先を向けた。

アル：なら、こっちも剣を引き抜……。

ＧＭ：―――いや。殺気に満ちた一いつ触しよく即そく発はつのその状況下……ふいに、どこか威い厳げんを感じさせる声がかけられる。「……まあ、待て。話くらいは聞いてやれ」

ナヴァール：お。

ＧＭ：屋敷の戸口に立っていたのは、短い髪かみに髭ひげをたくわえた初老の男。その落おち着つき払はらった雰囲気は、キミらを囲む兵士たちと格かくの違ちがいを見せつけてくれる。

ピアニィ：あなたがオトガルさん？

ＧＭ：「ほう……これはまさにピアニィ陛下。そして、この男がかの……」と、ナヴァールに視線を転じ、静かな殺気を込こめる。

ナヴァール：いかにも。私がフェリタニアの軍師・ナヴァールである。

アル：（兵士になって）「こ、こいつのせいで俺たちは……！」（笑）

ＧＭ：「ああ、みすみすこんなところまで来て……！」　四人を取り囲む兵士たちが、じりっと包囲を狭せばめる。

ピアニィ：あのぅ、話だけでも聞いていただきたいのですが……。

ＧＭ：オトガルは、瞳ひとみを閉とじて怒りを抑おさえ―――言葉と代える。




「……釈しやく明めいくらいは聞いてやろう。中に入れ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　その古びた屋敷の一室―――

　ピアニィたちは武ぶ装そうした兵士に囲まれたまま、その壊こわれかけたソファに腰こしをかける。

　オトガルはもまた四人の対面に腰を下ろし―――低い声で念を押おした。




ＧＭ：「では、話を聞こうか。内ない容よういかんではこの場で命を取られても文もん句くは言えないぞ？」

ピアニィ：だ、大だい丈じよう夫ぶです。

ＧＭ：「ならば問おう。此こ度たびの一件けん……お前たちの仕し業わざに相そう違いな―――」

ナヴァール：（言葉を遮さえぎっていきなり）……すべては！　すべてはピアニィ陛下は与あずかり知しらぬこと……！　あらゆる責せき任にんはこのナヴァールにあるとお考えいただきたい！

ピアニィ：いいえ！　我わが国くにの軍師がやったことは、あたしの責任です！　どうか、なにとぞお許ゆるしくださいませ……！　責めるならばあたしを……！

ＧＭ：小国とはいえ、ピアニィは一国の王。そのわびの言葉に兵士たちは全員、あっけにとられた表情になる。まあ、そりゃあそうだろう。自分たちの頭とう領りように、一国の王が頭を下げてるんだ。「ど、どうする？」「謝あやまってすむ問題じゃ……ねえよなぁ？」

ピアニィ：わかっております。

ＧＭ：「ナヴァールとやら。ピアニィ陛下が知らぬことというのは、真か？」

ナヴァール：その通りにございます。すべて私が、独どく断だんで行なったこと。

ＧＭ：（アルの方を見て）「その話に、相違ないな？」

アル：黙だまってうなずきます。

ベネット：ええい、どこまで疑うたがい深いでやんすかっ！　そこまで信用できないならばこの英えい雄ゆうベネットの首をもって真実を証しよう明めいしてくれようでやん……っ！

ＧＭ：「首を切れ」

ベネット：すんませんっ!?　マジすんませんっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：……ああ、そうだ。スリスの書しよ状じようはなにを書いてもらったことにします？

ピアニィ：「……この方たちの話を聞いてあげてください。今は、フェリタニアと争あらそう時ではないはずです」みたいなこと？

ＧＭ：そのことも触ふれておくか。「スリス陛下を助け出してくれたことには感かん謝しやをしている。が、お前たちの野望のために陛下を利用した―――そう思われても不思議ではあるまい」

ピアニィ：……はい。

ＧＭ：スリス女王をピアニィたちが救出したことは、この場の全員が知っている。が、メルトランドの国土を売り払った事実、故こ郷きようを失った怒りはその感謝する気持ちを超こえている。「……故郷を失う者の気持ちがわかるか？　頭を下げれば済すむ問題では、ないのだ」

ピアニィ：メ、メルトランド再さい興こうのためにフェリタニアは手を尽くします。

ＧＭ：「そんな理想を聞いているのではない！」　オトガルが声を荒あらげる。

ピアニィ：あたしとスリスちゃんは友人です。フェリタニアとメルトランドもそのような、対等な関係にしたいと思っています。

ＧＭ：「対等？　レイウォール・グラスウェルズに攻せめられる今の状況で、フェリタニアになにができる？　フェリタニアが滅ほろびるのも時間の問題だ。すべてはお前たちの罪つみだ」

アル：口を挟はさんでいいか？　そう言われたら反はん論ろんせざるを得ない。

ピアニィ：が、がんばってアル……っ（笑）。

アル：じゃあ、オトガルに言うぞ。―――メルトランドが滅んだのは俺たちのせい？　それはただの八つ当たりで、本当はちがうってわかってんだろ？

一同：……え？

アル：ナヴァールがなにかしなくても、メルトランドは最初のグラスウェルズの侵攻で滅ぼされていた。スリスもろともだ。ちがうか？

ＧＭ：ああ、なるほど。そうくるか（笑）。では―――その言葉に、がたがた……っ、と若い連中が殺気立つ。それをオトガルが手を挙げて制せい止ししつつ―――。「小こ僧ぞう、貴様は何者だ」

アル：俺の名はアル。ブルックス商会の主人・エルゼリエの息むす子こだ。ここは、偽名は使いません。

ＧＭ：すると、いきり立っていた連中がざわめき立つな。なにせ、エルゼリエはメルトランドでも名の知れた人だ。「ブルックス商会……？　エルゼリエ殿どののご子息か……！」

ベネット：（兵士になって）「すると、あいつが……」

ナヴァール：（兵士になって）「ああ、あの女じよ系けい家族に男がひとりでそれがトラウマの……」

ＧＭ：「母親や姉妹に幼おさない時からひどいめに合わされ続け、頭の上がらぬと言う……」

ピアニィ：（兵士になって）「しかも犬に弱い……」

ＧＭ：「今でもしりに犬の歯形がついてるという……」

アル：なんでそんな偏かたよった情報が広まってるんだよっ!?（一同爆笑）　ていうか、歯形なんかついてないよ!?　ウソが混まざってるじゃねえかっ!!（一同大爆笑）

ＧＭ：では、そんなジョークにも流されず（笑）、オトガルがアルに向かって言う。「エルゼリエ殿の息子だというなら、お前もメルトランド人であろう？　同族がレイウォールに売られ、それでも心が痛いたまぬか」

アル：まあ聞けよ。なぜ、ナヴァールがこんなことをしたかについて、だ。

ＧＭ：「無む論ろん、フェリタニアが利を得るためだろう。このメルトランドを売って、だ」

アル：じゃあなんで、この姫さんはその前にスリスを助けたんだ？

ＧＭ：（……む）「それは……スリス女王を手元に置くことによって、メルトランドを支し配はいするためであろう。あのレイウォールに送った書状を書かせた事実もある」

アル：あの時、ノルウィッチは陥かん落らくの危き機きにあった。ナヴァールは援えん軍ぐんを頼たのむためにレイウォールの王都に出向いたんだぞ？　そして、あのヒューバードに援軍を出させてグラスウェルズ軍と鉢はち合あわせ、ノルウィッチを守った―――お前らも知っているだろう。

ＧＭ：「……」

アル：しかもな、この姫さんは単身、陥落寸すん前ぜんのレスノールに乗のり込こんでスリスを助けた。その間にフェリタニアの王都が落ちる可能性があったにも関わらずだ。

ＧＭ：「それは―――……」

アル：ノルウィッチを助けるのにも尽くしてもいる。今だってメルトランドから逃にげ込こんだ難なん民みんを引き受けて、最さい低てい限げんだが生活できる場所と物ぶつ資しを提てい供きようしている。

ＧＭ：「それは、そうかもしれないが……」

ベネット：だんだん口調が弱くなってきた（笑）。

アル：少しは話を聞く気になったか？　お前さんたちにも言い分はあるだろうが、それでも話し合いをするために姫さんはここに来ている。まずは話を聞いちゃくれないか？

ＧＭ：血けつ気き盛さかんな若わか者ものが、オトガルの不利を見て声を上げ始めるな。「き、聞く耳持たねえ！」「首を差し出させ！　そうでなければ、俺たちの気持ちは収おさまらねえ！」　今にも斬きってかかりそうな勢いきおいだ。その一方で、年長者たちは若者を止めに入っていますな。

ピアニィ：い、今の流れだと、「わかりました」と首を差し出してしまいそう……。

ナヴァール：なるほど、若い者もアルの言ってることに正せい当とう性せいがあると思ってる感じかな。

ＧＭ：うーん……そうなるかな。ちょっと待って、どう切り返そう（笑）。

ベネット：ＧＭ、長考に入りました。

ＧＭ：いやいやいや！（笑）　えー……では、しばらく経たって落ち着いたところで、あらためてオトガルが質しつ問もんをする。「ピアニィ陛下ならびに、軍師殿に聞こう。お前たちはこのメルトランドになにをするためにやって来た。謝罪のためだけではありますまい」

ピアニィ：はい。戦争をするために来ました。




　はい？




ベネット：それじゃ宣せん戦せん布ふ告こくでや――――――んすっ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：（←意表を突つかれて大爆笑している）

アル：ひ、姫さん……？（笑）

ピアニィ：あ、いや……っ、ち、ちがっ、ちがうんです！　そういう意味じゃじゃなくて……っ！　ナ、ナヴァール……！

ナヴァール：（笑いをこらえながら）へ、陛下は、貴き君くんらと共に戦い、両大国をこのメルトランドより追い出そう―――そう言っておられ………ぶっ（←噴ふき出だした）。

ピアニィ：そ、そうですっ、そう言いたいんですっ。

アル：いやあ……とてもそうは聞こえなかった……（笑）。

ＧＭ：……まあ、気を取り直して……（笑）。では、そのピアニィの言葉に、オトガルが応こたえる。「勝手なことを言う。フェリタニアのために我々に犠ぎ牲せいになれと？」

ナヴァール：軍勢を束ねて戦ってもらう必要はないのだ。散発的に敵の補ほ給きゆう線せんを叩く、あるいは叩く振りをするだけでよい。

ＧＭ：「―――それだけか？」

ナヴァール：そうだ。敵はメルトランドを横おう断だんし、その国土の深いところまで進軍している。今、こちらの策によりノルウィッチを前にその進軍を停止している状じよう態たいだ。長くは保もたぬが、あれほどの軍勢だ。一日に消費する兵ひよ糧うろうも馬鹿にはなるまい。つまり……。

ＧＭ：ああ、なるほど。「……つまり、補給線が途と切ぎれる―――あるいはそこに危機が迫せまれば、かのノルウィッチ城を相手に進軍することかなわず、補給線の確保のために後こう退たいする―――」

ナヴァール：そういうことだ。

ＧＭ：よくもそんなにすらすらずるがしこい作戦が出てきますな、社長。

ナヴァール：日ひ頃ごろの鍛たん錬れんの成果だ。




　いやな代表取とり締しまり役やくである。




ＧＭ：まあ、いいや（笑）。「……なるほど、それは理にかなった策だ。だが、メルトランド人の損そん害がいが出ることは避さけられぬ。その代だい償しように我々はなにを得ることができるのか？」

ピアニィ：えっと…………ち、〝力〟？

一同：ぶっ！（笑）

ピアニィ：え、ち、ちがいます!?　あたしたちとメルトランドの人が協力すれば、レイウォールにもグラスウェルズにも負けない力になれる、とか……そういう意味だったんですけど！

アル：いや、それはその通りです……（笑）。

ベネット：ふつうは悪役のセリフでやんす……（笑）。

ナヴァール：だが、事じ態たいの核かく心しんを突いているセリフでもある（笑）。本来、この国が持っている力が発はつ揮きされれば、いかに二大国を相手にしようと易やす々やす侵略されるものではない。むろん、我がフェリタニアの精せい鋭えいもお力を貸かし申す。

ＧＭ：おお、その言い方はプライドがくすぐられるなあ。でも……。「それはこの国を侵略する者がフェリタニアに代わるだけではないのか？」と、オトガルが言います。

ピアニィ：え、えっと……？

アル：どんだけ疑い深いんだっ！（笑）

ＧＭ：ピアニィが言いよどむと、若い連中が尻しり馬うまに乗って騒さわぎ出します。「結局、お前たちとグラスウェルズやレイウォールは同じだ！」「そもそも、その小娘はレイウォールの王族でありながら、反はん逆ぎやくを企くわだてた者！」「そんな輩やからが信用できるか！」「せめてナヴァールの首をよこせっ！」「どうやって今までの責任を取るんだ！」

ベネット：うーん……口を挟んでいいでやんすか？

ＧＭ：お？

アル：ベネット？

ベネット：ちょっとさすがにひと言、言わせてほしい。じろり、周囲の若わか造ぞうに視線をやって……こう言います。お前ら……




「―――黙って聞いてりゃ……いい加か減げんにしろよ？」




　　　　＊　　　＊　　　＊




一同：……っ!?

ピアニィ：べ、ベネットちゃん？

アル：べ、ベネット？　く、口調がちがうよ？（笑）

ベネット：今回ばかりは本気でトサカにきたので……（笑）。よーく考えてみるでやんすよ？　異い国こくより来たあっしの目から見れば、このアルディオンはいろいろまちがってるでやんす。

ＧＭ：まちがってる？　なんだいきなり。

ベネット：〝統とう一いつ帝てい〟とかいうドリームのために国同士が争うように仕し掛かけたのは誰だれでやんすか？　竜輝石を奪うばい合あい、戦争に勝つと〝統一帝〟なんて権けん力りよくがもらえるゲームみたいなルール、誰もおかしいと思わないんでやんすか？　

ナヴァール：……。

ベネット：そんなシステムがなければグラスウェルズもメルトランドに侵攻なんかしなかったし、レイウォールの介かい入にゆうもなかった。

ＧＭ：……まあ、たしかに。グラスウェルズは、スリスの持つ王おう威いの竜輝石を狙っていたし、ずっと統一帝の座ざに座すわり続けるレイウォール王をそこから引きずりおろすのが悲願だ。すべては、このアルディオンのシステムに基もとづいたものだ。

ベネット：じゃあ、そんなルールを作り、もしくはそれに従したがって満足してるのは誰でやんすか。

アル：べ、ベネット……お前、この大陸のルールにくわしいのな。

ベネット：『トラベルガイド』を作るために世界中を回ったでやんすから。

ＧＭ：そこかい！（笑）

ベネット：すべての悲ひ劇げきを作って、ルールを維い持じしているのはこの大陸の大人たちじゃないでやんすかね？

アル：……。

ベネット：本来、ピアニィ様の世代にはなんの責任もないこと。そのピアニィ様自身も……そんなルールに縛しばられた実の兄に理り不ふ尽じんに殺されそうになって逃げ出して！　虐しいたげられる人たちを見てフェリタニアを建国し！　スリス女王を助け！　戦火に追われたメルトランド人たちを助け―――大人たちがやるべきことをすべてピアニィ様はやってきたでやんす。

ＧＭ：「そ、それは……―――」

ベネット：それなのになんでやんすか、あんたたちは！　そんなくだらないシステムに縛られて敗れ、ふてくされて自分たちはなにもせずにピアニィ様を責せめて……それで満足でやんすか？　それでなにかが解かい決けつするとでも？

ＧＭ：…………。

ベネット：（遠い目をしながら）……あっしはこれでもね、生まれ故郷では〝クラン＝ベルの四英雄〟と呼よばれる者でやんしてね―――（一同大爆笑）。

ＧＭ：なんだよいきなり！（笑）

ベネット：いやいや、言いたいことはこのあとでして。―――あっしも英雄なんて言われちゃいますがね……でも、本当はある別の男がそう呼ばれるべきだった。そいつはすべての名めい誉よも、人生さえも捨すて去さって世界を救った男でやんした。

アル：ああ……。

ベネット：しかも人の欲よく望ぼうを煽あおるようなくだらないルールでなく……あいつは、神様の作ったシステムと運命に立ち向かった―――今のあっしらよりぜんぜん弱い男が、でやんすよ？

ピアニィ：あー……。




『銀の輪の封ふう印いん』から始まる、『アリアンロッド・リプレイ』シリーズで描えがかれた物語である。




ベネット：別の男は記き憶おくにも薄うすかった自分の生まれた村を守るために、ひとりで軍勢に立ち向かい、その生命を散らした！　その仲間の少女も、母親と会いたい、救いたい……ただそれだけのために神竜に戦いを挑いどんだ！




『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズで描かれた物語である。

　―――なお、この物語に登場した神竜ゾハールは、アルディオン大陸の神たる神竜セフィロスと同どう格かくの存そん在ざいだ。




ベネット：―――人間、本気になれば……ほんのちょっとかもしれないけど、世界を変えることができるのでやんす。だから……っ！

ＧＭ：だから……！

ベネット：ここで、キラキラとあっしの両手のひらと膝ひざがスローモーションで床ゆかにつき……。

一同：……っ!?

ベネット：土ど下げ座ざします。

一同：土下座っ!?


ナヴァール：（ナレーション風に）―――それは実に見事な、美しい土下座であった。

ＧＭ：（ナレーション風に）見るものすべてを魅み了りようしたそれこそが、のちのアルディオン史にて広く語かたり継つがれることとなるかの有名な〝桃とう園えんの土下座〟である―――（一同大爆笑）。

一同：うそつけっ!?（笑）

アル：ていうか、どこが〝桃園〟だよっ!?（笑）

ＧＭ：いや、この屋敷の周辺は春になると桃の花が咲さき乱みだれて一面、薄うす桃もも色いろに染そまりまして。

アル：ま、またてきとーなことを…………（笑）。

ベネット：……とにかく！　ここでピアニィ様を信じてほしいでやんす！　あんたたちがその気になれば、メルトランドから二大国の軍隊を撤てつ退たいさせることができるはず！　そうなれば今、フェリタニアに逃げ込んだ人たちも故郷に帰れるというもの……！　あの人たちを助けられるのは、あんたたちだけ……！　この通り、伏して頼むでやんす！

ＧＭ：あまりの正せい論ろんと、ベネットの土下座の美しさに……オトガルたちは反論できなかった。（一同大爆笑）

ナヴァール：オトガル殿、いかがであろう。我々はメルトランド女王の王おう権けんを認める。いや、ピアニィ陛下が申された通り、これは支配ではなく、両国家の連合王国を志こころざすものなのだ。

ピアニィ：そうです！　スリスちゃんとあたしはあくまで同じ立場！　支配ではありません！　これがグラスウェルズやレイウォールとちがうところです！

ＧＭ：―――面白い（笑）。では、メルトランドの王権は認める、という条じよう件けんに誰もが沈ちん黙もくした。……が―――そこで若者のひとりが、「信用できるか！」と声を上げる。

アル：まだ説得に応おうじないのか……。

ＧＭ：いや、本当はその若者も周囲で沈黙を守ってる者たちも理解している。おそらくそれが最善の道であろうと。ただ、やはり理り屈くつは理解すれども感かん情じようが納なつ得とくできないでいるようだ。

アル：……ああ、なるほど。

ＧＭ：でもそこで……しばらく腕うでを組んで考かんがえ込こんでいたてオトガルがピアニィを見み据すえる。「その話はまことか？　フェリタニア女王の名にかけてそれを誓ちかうことができるか？」

ピアニィ：誓います！

ナヴァール：それが証しよう拠こに、スリス殿は自身の王威の竜輝石を未だに持っておられる。これこそ、メルトランドの王権を認めるというなによりの証あかし。

ＧＭ：そこまで言うと、血気盛んな若者たちも今度は完全に沈黙し……「オトガルさんはなんと言い返すだろう？」みたいな雰囲気で、視線をそちらへ向ける。

ベネット：お、あと一歩でやんす。

ＧＭ：オトガルはしばらく考えたあと、おもむろにこう言います。「……実はお前たちに伝えていなかったことがある」

ピアニィ：……なんでしょう？

ＧＭ：「お前たちがグラスウェルズから攻められる理由となった、フィリップ王暗殺未み遂すい事じ件けんの犯はん人にんは―――……実は、この私だ」

ベネット：な、なにぃ――――ぃっ、お前が原げん因いんかあぁああぁあぁっ!?　土下座までさせてどう落とし前つけてくれるんじゃコラ―――っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：あれ？　さっき説明しなかったっけ？

ベネット：そこまでは聞いてね――――――っ!!（笑）

ナヴァール：……うーむ、「知らなかった」とも「知っていた」とも言い難がたい微び妙みような気分！（笑）




「ブレイク」第二巻かんでオトガルを演えんじていたのは当然、ナヴァールのプレイヤーである鈴吹太た郎ろうだ。暗あん殺さつ劇げきを考えた当の本人でもある（笑）。




アル：まあ、待てベネット。オトガルがわざわざ言う必要もない情報を言ってくれたのは、こっちの申し出を受ける気があるからだ。そうだろ？

ピアニィ：オトガルさん……。

ＧＭ：「対等の連合というなら隠かくし事ごとをするのは不ふ誠せい実じつであろう。その代わり、こちらの借りはこれで済ませたことにしてもらう」

ベネット：か、勝手なことを……（笑）。

ナヴァール：しかし、なるほど。己おのれの〝借り〟を持ち出すことで、この場にいるメルトランド人の感情を納得させるということか。さすがは、一国の衆しゆうを束ねるだけのことはある。

ＧＭ：え、うん、いやまあ……そうです（笑）。しかし、オトガルはこう続けます。「だが、ここにいる我々が納得しても、他のメルトランド人たちは納得すまい」

ベネット：ま、まだなにかあるでやんすか！

ＧＭ：「……お前たちに、勇者として、戦士として、人間として―――我が同どう胞ほうに肩かたを並ならべるに値するその証として―――試練を受けていただきたい」

アル：試練だと？

ＧＭ：このメルトランドには古来より戦士の証を立てる試練というものがありまして。

アル：そうなのか。

ＧＭ：‥……もともとはエストネルでやろうと思っていたイベントなのは秘ひ密みつです（一同大爆笑）。……無む駄だになるのは悲しいからこの試練―――受けてもらうぞ！

アル：無駄にしたくないだけかっ!?（笑）

ピアニィ：でも試練には慣なれっこです！（わくわく）

ＧＭ：「……せ、戦せん闘とうには自信がありそうですな、ピアニィ陛下？」




　そんなオトガルの言葉に―――ピアニィは、笑顔をもって応えた。




「いいえ？　そんなことは……ないですよ？　ふふ」







◆Middle 07◆お礼とお小言




　勇者の証あかしを立てるべく、幾いく度どとなくかの遺い跡せきの扉とびらは開かれたという。

　遺跡へと向かうまでに、まだ幾ばくかの時間があった。

　そのわずかな時に―――アルは、どうしてもピアニィに告げたいことがあった。




ＧＭ：では、次のシーンに入りますが―――えー、なにかしたいことはありますか！　なければ夜は更ふけ、遺跡へと向かいます！

ピアニィ：その前にアルと話をしたいです！

アル：俺おれは、ピアニィにいろいろと小言を言いたい。

ピアニィ：っ!?（←びくっと身体を震ふるわせ後ずさる）　ま、またあ!?　またお説教!?

アル：お説教じゃないよ～？　俺は優やさしいよ～？（笑え顔がお）

ピアニィ：きくたけさあぁんっ!?　遺跡行きましょう、遺跡っ！　せ、戦せん闘とう戦闘！

ＧＭ：では―――場面は夜の……オトガルの屋や敷しきの一室です。

ピアニィ：いや―――――――――ぁっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：（笑）。では、深夜―――ピアニィは、寝ね付つけないでいた。オトガルと話し合ったことを幾度も思い出し……未来は明るいと、そう確かく信しんする。そして、これからのことを思うだけでどんどん目が冴さえて……。

ピアニィ：ぐ、ぐ―――っ、ぐ―――っ！（←寝ているつもりらしい）

ＧＭ：……目が冴えて眠ねむれない。だから思いついたのだ。「……そうだ、アルとお話しよう」

ピアニィ：お、思いつかなくていいよぉ――――――うっ!?（一同大爆笑）

アル：（←なんか笑顔）

ピアニィ：うぅ、あきらめて……地じ獄ごくのような顔で部屋を出ます……。

ナヴァール：……ふむ、ではアルより先に、私わたしにピアニィ陛へい下かと話をさせてもらいたい。陛下が部屋を出てきたら、そこに私が頭を下げ―――片かた膝ひざをついている。

ピアニィ：ナ、ナヴァール？

ナヴァール：……ピアニィ陛下。此こ度たびのこと、誠まことにありがとうございました。このナヴァール、生命だけでなく……この心も陛下に救われ申した。

ピアニィ：……ああ（笑）。じゃあ、笑顔で言いますよ。次からは、ちゃんと相談してくださいね？　あなたは軍ぐん師しであり、大事な仲間でもあるのですから。

ナヴァール：ははっ、以後は何事も隠かくし立だてせぬことをここにお誓ちかい申し上げます。

ピアニィ：それでこそ、私の軍師です♪

ナヴァール：……さて、ベネット殿どの。我われ々われは日課のプリプリダンスを今日はこなしておらぬ。さあ、共に外へ参ろうぞ。本日は私がつき合いましょう。プリ。プリ♪（一同大爆笑）

ベネット：そうでやんすな、行くでやんす！（←いきなり登場）

ピアニィ：えぇっ……もう行っちゃうの―――ぉっ!?　い、今からあたし、アルの部屋へ行くから……っ、い、一いつ緒しよに……っ。

ナヴァール：ははは、私はそれほど野や暮ぼではございませぬゆえ―――（一同爆笑）。

ピアニィ：い、いやいや……っ、そんなんじゃなくて……いやっ、野暮でいいからっ!?

ＧＭ：そんなピアニィの願いもむなしく、ふたりはその場を立ち去った。ふと振ふり返かえれば……そこは、アルへの部屋へと向かう闇やみに閉とざされた廊ろう下か―――。

ピアニィ：地獄に向かいます。

アル：地獄かよ（笑顔）。

ピアニィ：ヤ、ヤンヤンは？

ＧＭ：『ぐー、ぐー……』

ピアニィ：寝てるよっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：では、重たい足と心を引ひき摺ずって……ピアニィは、アルの部屋の前にやってきた。

ピアニィ：コ、コンコン……。

アル：姫ひめさんか？　鍵かぎは閉しまってねえぞ。入れよ。

ピアニィ：待まち構かまえてるよおぅ!?　は、入ります……がちゃり……。

ＧＭ：すると暗い部屋の中―――ベッドに腰こし掛かけたまま、ぎらり。アルの鋭するどい眼がん光こうがピアニィを見み据すえていた。

ピアニィ：こ、こわっ、こわいっ!?

アル：俺は安あん堵どのため息ひとつ―――今日はなんとかなったな。よくやったよ姫さんも。

ピアニィ：あ、あれ。怒おこられない……？（おそるおそる）

アル：だから怒るわけじゃないって。

ピアニィ：……ふう（←超安堵）。　なら、あらためて言います。あの、今日はありがとうございました。ベネットちゃんと……でもやっぱりアルがいなかったらダメでした。

アル：今回はたまたま、俺の生まれがメルトランドだったから、それを利用しただけだ。実じつ際さい、そうでなけりゃ、あいつらが俺なんかの言うことを聞いてくれるかどうかあやしかったよ。姫さんがいてこそだ。

ピアニィ：そ、そうでしょうか。ただあたしは謝しや罪ざいしなきゃって思っただけで。

アル：―――ただな、なんでも自分でやろうとするのはやめろ。それに、自分が罪つみを全部ひっかぶろうとするのも、だ。

ピアニィ：で、でもナヴァールはここまで私を導みちびいてくれた大切な仲間……。

アル：だから、さ。全部姫さんが責せき任にんを被こうむるというのは、旦だん那なが姫さんのためを思って勝手に動いたのと変わりはないんだぜ？

ピアニィ：……う。

アル：オトガルが納なつ得とくしてくれたからよかったが、収おさまらなかったらお前は生きちゃいない。それでフェリタニアは滅めつ亡ぼうだ。お前は、お前を信じて集った全員を裏うら切ぎることになる。

ピアニィ：ご、ごめんなさい。でも、あ、あたし馬ば鹿かだからあれしか思いつかなくて……と、ちょっと涙なみだ目めに……。

アル：姫さん、あんたはそろそろ自分が欲よく張ばりだってことを本当にわかった方がいい。

ピアニィ：が―――んっ!?


アル：ひとりではできないことでも、たくさんの人間が協力すればできることかもしれない。それはこの間、俺も学んだことだ。だから……（優しい口調で）……あんまり、無む茶ちやをするな。ピアニィに近づいて、ぽんと頭をはたきます。

ピアニィ：……はい。

アル：（いきなり元気な声で）ま、今さら言っても遅おそいんだけどな！　敵てき地ちのド真ん中で、俺たちしかいない状じよう態たいで！　もう無茶以外のなにものでもない！（笑）

ピアニィ：……そうですね。でも、ここからはアルの出番です！

アル：ではニヤリと笑って……よく、わかってるじゃねえか。明日が世界を変える第一歩だ。

ピアニィ：ええ。じゃあ……あたしも最後に笑顔で言います。




「さあ、世界を変えにいきますよ？」







◆Middle 08◆試練の神しん殿でん




　それは、森の中に静かにたたずむ神殿だった。

　苔こけむした石の壁かべ、永ながきにわたって風雨にさらされたであろう崩くずれた石せき像ぞう―――。

　それが旧ふるき時代よる在あるものであると、想そう像ぞうするのはたやすかった。




ＧＭ：では―――試練のシーンに入りましょう！　もう、やることはないね？

ピアニィ：ないでーす♪

ＧＭ：アル、ピアニィに言い忘わすれたこと、説教し忘れたことはない？

ピアニィ：な、ないでーす♪

アル：なんで姫さんが答えるっ!?（笑）

ＧＭ：えー、オトガルに連れてこられたのはとある森の中。獣道のような、森の細い回廊を進んで一時間ほどで開けた場所に出た。そこに佇んでいたのは苔むした古き神殿だ。周囲は不思議と清せい浄じような空気に満ち、深い森でよく感じられる湿しつ気けや、強い緑、土の香かおりさえもしない。

アル：なんか、前にもこんな感じのシチュエーションがあったな。

ピアニィ：……ああ、一巻かんの時の。たしかに似にてますね。

ＧＭ：しょーがないだろう！（笑）　ほんとは、エストネル王おう城じようの地下でやるつもりだったんだから！　少しくらい前と似てるのは気にするな！（笑）

ナヴァール：いいから進めて（笑）。

ＧＭ：えー、では（笑）。目の前に立ちふさがるのは巨きよ大だいな石の扉。英えい雄ゆうの証あかしを立てるべく訪おとずれた者にのみ開かれる門。そこには、古い時代の文字で、こんなことが刻きざみ込こまれている。

ピアニィ：文字？




『信じるものに護まもりの力が与あたえられ、不信心者には目にすることすら能あたわず』




ＧＭ：それには、どこか怨おん念ねんめいたものすら感じられ―――。

ベネット：ま、いいや、ガチャリ（あっさり）。

ＧＭ：（低い声で）『そこな者、ちょっと待てぃ……！』（一同大爆笑）

ピアニィ：ドアがしゃべったあっ!?（笑）

ベネット：は、やり直しやり直しっ!?　（超わざとらしく）わー、なんとふきつなふんいきの門なんだーこれはきをひきしめてかからねばー―――がちゃり（あっさり）。

一同：同じだろっ!?（笑）

ＧＭ：だが、扉はそれで納得したようだ（笑）。扉は〝ズ、ズズズ……〟と鈍にぶい音をたてながらゆっくりと開いていく。開いた扉の向こう側の闇より、冷たい空気が流れ出す。

アル：さあて……ぽきぽき。

ＧＭ：オトガルたちはそこから先へは踏ふみ込こまずに告げる。「ここから先が試練の間である。見事に戦士の証を立てよ。試練に打ち勝てば誰だれもがお前たちを認みとめざるを得ないだろう」

ピアニィ：―――はい、必ずや。

ＧＭ：オトガルの背はい後ごにいる部下たちが……キミらに聞こえないほどの声で囁ささやきあう。「……いや、死ぬだろう」「そうだよなあ」

ナヴァール：（部下になって）「死ぬより辛いだろう」

ピアニィ：あ、あのう……思いっきり聞こえてますけど……。

ナヴァール：まあ、気になさるな。では、行くとしましょうか。

ＧＭ：ＯＫ。部下たちの不ふ吉きつな会話を背せ中なかで聞きつつ……キミたちは神殿に足を踏ふみ入いれた。歩き出すこと一〇分ほどで―――その最さい奥おうの間にたどり着いた。

アル：周囲はどうなってます？

ＧＭ：そこは直径三〇メートルはあろうかというドーム状じようの部屋。その部屋の中央に、巨大なハンマーを携たずさえた高さ三メートルほどの古き甲かつ冑ちゆうが立ってますな。古き時代のメルトランドの騎き士しを模もしたものだ。部屋の外周には、神しん竜りゆう王おうセフィロスの像ぞうがぐるりと一周並ならんでいる。

アル：あの鎧、絶ぜつ対たい動くよな……（笑）。

ピアニィ：部屋に入ります……（笑）。

ＧＭ：ういうい（笑）。では、部屋に一歩踏み込むと同時にキミらの心に直ちよく接せつ声が響ひびいてくる。『―――汝なんじら、試練を受ける者たちか。戦士の証を欲ほつするものか』

ピアニィ：はい！

ＧＭ：『ならば、我を倒たおして見せよ』その声と共に―――金きん属ぞくがこすれ、軋きしむような不ふ快かいな音が鳴り……鎧よろいが動き始める。『我われ、興こう国こくの刻ときよりエストネルの闇にありて、戦士を選別してきたものなり―――』

アル：はい？

ピアニィ：あれ？

ＧＭ：……？　どうした？

ナヴァール：なんかエストネルに由来するもの？

ＧＭ：なにが？

ナヴァール：いや、この騎士甲冑。

ＧＭ：ないよ？

ピアニィ：ええと……？（笑）

ＧＭ：…………俺、さっきなんて言った……？

アル：エストネルの闇にありてとかなんとか！　つまり、ここは最初のシナリオで用意されてたイベントで、シナリオをそのまま読んじゃった、と……（笑）。

ＧＭ：『……わ、我、興国の刻よりメルトランドの闇にありて、戦士を選別してきたものなり―――？』（一同大爆笑）

アル：動どう揺ようすんなよっ!!（笑）

ナヴァール：しかもなぜ疑ぎ問もん形……（笑）。




　総そうツッコミである。




ＧＭ：では、気を取り直してここから試練の戦闘を始めよう！　ここから戦闘になるんだけど……キミらの力の芯しんの部分を見み極きわめるということで、素す敵てきなレギュレーションを用意した。

ベネット：す、素す敵てきな？

ＧＭ：そうだ。甲冑がさきほどの言葉を発すると同時に、キミたちの身体がズン、と重くなった……そんな感覚を自覚する。

アル：なんだ……？

ＧＭ：『今、汝らの力を縛ばく鎖さに捕とらえた。心するがよい。時と共に鎖くさりはその心を縛……』

アル：いいから簡かん潔けつに言え。

ＧＭ：この戦闘では、フェイトが使えません。

ピアニィ：……。

一同：なにい――――――っ!?

ナヴァール：待て、しかも今……時と共にとかなんとか不吉なことを言ったな……（笑）。

ＧＭ：うひひ。解かい説せつすると以下のようなレギュレーションで戦闘を行ないます。

アル：レギュレーション？

ナヴァール：なんだろう、この嫌な予感は（笑）。




レギュレーション１

　戦闘時間が経けい過かするごとに、制せい限げんが加えられていく。

　一ラウンド目：フェイト使用禁きん止し。

　二ラウンド目：リアクション禁止（回かい避ひなどができない）。

　三ラウンド目：ダメージ軽けい減げんや回かい復ふくなど使用禁止。

　四ラウンド目：ギルドスキル使用禁止。

　五ラウンド目：装そう備びとアイテムの使用禁止。




一同：待てぃっ!?


ナヴァール：三ラウンド目になったら私の価か値ちが!?（笑）

アル：敵の火力によるけど、二ラウンド目も十分きびしい……（笑）。

ＧＭ：ダメージ軽減や回復禁止とは、具体的には《プロテクション》や《ヒール》のことね。

ベネット：それよりも五ラウンド目の制限が厳きびしいっ！　せ、せっかく防ぼう具ぐを着たのに……！　世界が絶ぜつ望ぼうし、なまはげが子こ供どもをもっとさらっていくでやんすよっ!?

ＧＭ：そして、もうひとつのレギュレーションは―――。




レギュレーション２

　ナヴァールの【ＨＰ】が０になったら、［とどめをさす］。




ナヴァール：さよなら、みんな……っ！　って、なんで私だけが―――っ!?（笑）

ＧＭ：『我は、このメルトランドのすべてを見守り続ける者。そなたはこのメルトランドに仇あだなし民たみの心を傷きずつけた。その報むくいが、怨えん嗟さが、我に宿ったのだ』

ナヴァール：なんかＧＭから復ふく讐しゆうされてる気がする！（笑）

ＧＭ：一いち応おう言っておくけど、仕し掛かけはこれだけじゃない。すでにヒントは出してるが……ちょっと特とく殊しゆな指向を組くみ込こんだギミック戦闘なのでご注意を！

アル：ギミック……？（ぎらり、なぜか目が輝かがやく）

ナヴァール：ははあ……（←なにか思い当たったらしい）。

ＧＭ：うひひ。では―――試練を開始しよう！




第一ラウンド／フェイトの使用を禁止

行動値（戦闘開始時）

　戦士の鎧：　　33

　ベネット：　　26

　ピアニィ：　　16

　アル：　　　　12

　ナヴァール：　６




[image: ]




ＧＭ：まずは、セットアップ！　【行動値】33でこの戦士の鎧がトップなのでまずは……《陣じん形けい》を使用する！

一同：《陣形》!?

ベネット：ひとりギルド!?　さりげなくいやらしいことを！（笑）　次はあっし！　《クイックステップ》＆《エアリアルステップ》で回避を上げるでやんす！

ピアニィ：あたしは《エンサイクロペディア》を解かい放ほうして……っ。

ＧＭ：あ。フェイト使用禁止なので、封ふう印いんされている《エンサイクロペディア》は使用できないよ？　現げん状じようで封印されているスキルは解放できません！

ベネット：げげぇ――――――っ!?　防具を買った喜びに浸ひたって……《ダンシングヒーロー》を解放するの忘れた―――っ!!（大爆笑）

一同：おい―――っ！（笑）

ピアニィ：だ、ダイスを増ふやしたり振ふり直す以外のこともダメなんですね……（笑）。

アル：必ひつ須すになる封印スキルは、できるだけプリプレイ時に解放した方が安全だよ（笑）。

ピアニィ：じ、じゃあ、《スイフトウェポン》《ブライトウェポン》をアルにかけます。これで命中が上がって、攻こう撃げきが魔ま法ほうダメージになります！

ナヴァール：《ヘイスト》＆《ポストヘイスト》！　ケセドの杖つえも使用して……全員の【行動値】が21点上じよう昇しようしました！

ＧＭ：ぬ。では、セットアップは終しゆう了りよう！　イニシアチブプロセス……【行動値】が一番高いのは……。




行動値（セットアッププロセス終了時）

　ベネット：　　47

　ピアニィ：　　37

　アル：　　　　33

　戦士の鎧：　　33

　ナヴァール：　27




ベネット：あっしの行動でやんす。マイナーで《フェイドアウェイ》、エンゲージを離り脱だつ……！

ナヴァール：ちょっと待ってください！　この神殿に入る時のヒントを思い出すのです！

ベネット：ヒント？

アル：……護りの力が与えられるってやつ？

ナヴァール：ええ。それに不信心者には見えないというようなことも書いてあったような。ギミック戦闘だとすると、きっとなにか仕掛けがあるはず。先に調べた方が……！

ＧＭ：（む、いきなり気づくか）

アル：（少し考えて）……よし、最初にベネットに調べてもらおう。

ベネット：わかったでやんす。じゃあ、怪しそうな周囲の像を調べます！

ＧＭ：ち（笑）。では、【感知】で判はん定ていをどうぞ！　

ベネット：《ダンシングヒーロー》を使……えないんだった！（笑）　しかたがないのでふつうに振り……（ダイスを振る）―――ぶばっ!?　ファ―――ンブルっ!?


アル：いきなりおいしいことすんなよっ!?（一同大爆笑）

ベネット：フ、フェイトが使えないから振り直しもできね―――っ！（笑）

ピアニィ：じ、じゃああたしの番！　攻撃します！　マイナーで《デュアルエフェクト》、メジャーで―――今回、とうとう取った《フロストプリズム》……っ！　《メモリコンプリート》も使用します！

ＧＭ：おお。では、ふいに〝パラっ……サアアア……！〟と鎧の周辺にだけその直上の空間より生まれ出た雨がしたたり始める……！　そして―――。

ピアニィ：いけ―――！（ダイスを振る）……26！　

ＧＭ：直後、ピアニィが突つき出だした手のひらより解とき放はなたれる凍気をともなった冷光！　それは雨の降ふり注そそぐゾーンに到とう達たつすると―――〝パッ、パパ……っ！〟　その雨の一滴てき一滴に乱らん反はん射しやし……瞬しゆん間かんでエンゲージを無数の光が乱らん舞ぶする空間へと変えた！

ベネット：な、なにやら演えん出しゆつが細かい！（笑）　お、おお！　あの光の牢ろう獄ごくからは何なん人びとたりとも抜ぬけ出だすことは不ふ可か能のう……っ！（笑）

ピアニィ：はい（笑）。《デュアルエフェクト》入ってるので二回、回避判定に成功してね♪

ＧＭ：（ほいほい、と二回ダイスを振って）……二回とも回避成功。

ピアニィ：えぇ――――――っ!?（一同大爆笑）

アル：に、二回ともか！　どんだけ回避高いんだよっ!?

ＧＭ：そして魔法の効こう果かが霧む散さんし―――光もかき消える。ぎしり、とそこに再ふたたび鎧の姿すがたが現あらわれる。見れば、一滴たりとも雨に当たってはいないようだ。『―――遅いな』

ベネット：な、なんだって―――っ！（大爆笑）　ばかな―――っ、あの雨と雨の隙すき間まをすり抜ぬけたと言うのか―――っ!!（笑）

アル：あのデカい身体でどうやって……（笑）。よ、よし、次は俺だ……！　《ファストセット》＋《スマッシュ》＋《バーサーク》＋《クロススラッシュ》……いつものパターンで攻撃します。（ダイスを振って）―――命中は46っ！

ＧＭ：（ほい、とダイスを振って）よけました。

一同：!?

アル：に、二撃目……！（ダイスを振る）

ＧＭ：（ほい、とダイスを振って）よけました。

一同：待てっ!!（笑）

アル：お、俺まだ命中の達成値を言ってないよっ！（笑）　……って、ああ！　これがこいつの能のう力りよくか!?　戦闘のギミック部分か!?

ＧＭ：うひひ。すべての攻撃は、自動的に失敗になるという無む敵てきっぷり。実は、ダイスを振ってるのはダミー。

一同：ダミーかよっ！（笑）

ナヴァール：ああ、これが門に書かれていた〝護りの力〟とかいうやつか……？

ＧＭ：ではここで鎧の番だ！　鎧は、にやりと笑ってナヴァールへ攻撃……！

ベネット：鎧が笑った―――っ!?（笑）

ＧＭ：マイナーで《シャインストライク》、攻こう撃げき力りよくを上昇させて……メジャーで《ハンマーフォージ》！　二回攻撃だ！　ついでに《クラッシュインパクト》も使用してさらに攻撃力上昇だ！　（ダイスを振って）……命中は48！　『滅めつせよ……！』

ナヴァール：48か……！　回避するにはクリティカルするしかない……（ダイスを振って）ファ―――ンブルっ!?（一同爆笑）

アル：やば！　ナヴァールを《カバーリング》！

ＧＭ：ナヴァールめがけて振ふり下おろされた巨大なハンマーを……割わり込んだアルが剣けんで受け止める！　（ダイスを振る）ダメージは[image: 102]点。

ナヴァール：《プロテクション》を……。

アル：いや、ここはいらない。連続攻撃の二発目はナヴァールに受けてもらうしかないんで……ダメージをどれほど出してくるか見たかっただけなんだ。

ＧＭ：……なんか余よ裕ゆうぶっこいてる？　（ダイスを振る）……二撃目も48！

ナヴァール：（ダイスを振る）……だめです、クリティカルしないんで回避失敗！

ＧＭ：では……一いち撃げき目から返す刃やいばで……じゃない（笑）、返すハンマーでナヴァールを横から薙なぐ！（ダイスを振る）……また同じ値だ、[image: 102]点のダメージ！

ナヴァール：《プロテクション》！　当然、ケセドの杖も使用！　（ダイスを振る）54点軽減！

ピアニィ：《サモン・アラクネ》使用しま～すっ！　（ダイスを振る）25点軽減です！

ナヴァール：ならばダメージは15点っ！　うむ、いける！　では、私の番ですね。【感知】はとても無理なので、ここは騎士の鎧をエネミー識しき別べつします。

ＧＭ：では、【知力】で判定をどうぞ！

ナヴァール：（ダイスを振る）……達成値は19！

ＧＭ：ぬ、残念ながら19だとわからない。

アル：《パリペィティア》を使おう！　早くこいつの能力を確かく認にんした方がいい。

ナヴァール：では、《パリペイティア》で振り直し！（ダイスを振る）同じく19でまた失敗！

アル：く、フェイトも使えないからどうしようもない！（笑）

ベネット：じゃあ、ここでラウンドが終……。

ＧＭ：いや！　ここで戦士の鎧の特殊効果が発動する！　鎧は、【行動値】20と10のタイミングで未行動状態となって再び行動します！

一同：なにいっ！（笑）

ベネット：なんだこの無敵魔ま神じん！（笑）

ナヴァール：こ、これは死ねる！　ここはがんばって避さけるしかないっ。

ＧＭ：では、いきます！　さっきと同じく《シャインストライク》＋《ハンマーフォージ》＋《クラッシュインパクト》でナヴァールへ攻撃。（ダイスを振る）命中は……51！

ナヴァール：（ダイスを振る）（笑顔で）回避は失敗で～す！（笑）

アル：カ、《カバーリング》っ！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは[image: 103]点！　『……ぺしゃんこになるがよい！』

ピアニィ：《サモン・アラクネ》を使用しま～す。（ダイスを振る）23点軽減しました！

ＧＭ：では二回目の攻撃……（ダイスを振る）48！

ナヴァール：き、きつい！（ダイスを振る）……また回避失敗！

ＧＭ：（ダイスを振る）―――ダメージは[image: 105]点！

ナヴァール：《プロテクション》を使用……！（ダイスを振る）45点ダメージを受けました。

ＧＭ：そして、攻撃が終わったその硬こう直ちよくから再び鎧は解き放たれる！

ベネット：うは―――っ！（笑）

ＧＭ：同じスキルの組み合わせで……（ダイスを振る）一回目の命中は47！

ナヴァール：（ダイスを振る）く、クリティカルしないので回避失敗！

アル：またナヴァールを《カバーリング》！

ＧＭ：『小こ僧ぞう、邪じや魔まだ……どけい！』……と、（ダイスを振る）ダメージは[image: 100]点！

アル：（自分の【ＨＰ】を確認して）このままだと倒れるので、《プロテクション》をくれ！

ナヴァール：うぬう、アルに《プロテクション》！　64点軽減！

アル：13点ダメージを食くらった！　さあ、次だ……（笑）。

ＧＭ：再びナヴァールに攻撃……！　二回目の命中は51だ！

ベネット：ひ、ひたすらナヴァールを……（笑）。もうさっきからブンブンとハンマーを振ふり回まわしてる印象しかない！（笑）

ナヴァール：（ダイスを振る）く……５と６！　惜おしいけど、回避失敗！

ＧＭ：では、ダメージいきますよ……！（と、ダイスを握にぎる）

ナヴァール：こ、ここは……。

ピアニィ：（戦場のコマの配置と全員の【ＨＰ】をチェックして）……んー、ナヴァールっ！　あたしに《キャスリング》をくださいっ！

ナヴァール：ピアニィに？　いや、陛下にですと!?




《キャスリング》

　対象に《カバーリング》を与えるスキルである。




ピアニィ：ここ、たぶんあたしがナヴァールを《カバーリング》するのがいいと思う！

ナヴァール：いや、それはしかし！（笑）　な、ナヴァールとしては非ひじ常ように問題のある……（笑）。ど、どこの世界に女王に自分をかばわせる軍師がおるか！（笑）

アル：（少し考えて）……いや、たしかにここは《キャスリング》で、ナヴァールが誰かにかばってもらうしかない！　俺はもうできないから、姫さんしかいない。それに、ここでナヴァールが倒れたらそれこそ全ぜん滅めつしかねん。

ナヴァール：うぬ……《キャスリング》を陛下に！

ピアニィ：ナヴァールを《カバーリング》!!

ＧＭ：では、ナヴァールに繰くり出だされたこの二連撃……！　これは、飛び込んできたふたりによって受け止められる。一撃目はアルの剣で！　二撃目はピアニィのロッドで……！

ナヴァール：おお……陛下！　もうしわけありません……！

ピアニィ：だ、だいじょぶです！

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは……また[image: 100]点っ！

ピアニィ：ぱたん。倒れました。

一同：大だい丈じよう夫ぶじゃね――――――っ!?（大爆笑）

ナヴァール：《プロテクション》……っ、はさっきアルに使ったんだった―――っ！

アル：さ、《サモン・アラクネ》はどーしたっ！

ピアニィ：そ、そうでした！（笑）（ダイスを振る）《サモン・アラクネ》で28点軽減……っ！　残り【ＨＰ】は……19！

ＧＭ：『ほう、耐たえおったか……！　が、この先はどうかな』　では、次のラウンドに入る！　再び、全員の身体がさらにズシリ、と重くなり……ここからリアクション不ふ能のうになる！

アル：さあ……問題はここからだっ。




第二ラウンド／フェイト禁止に加えて、リアクション禁止

　そして、回避を含ふくめるリアクションのすべてが封ふうじられる第二ラウンドが始まった。

　―――そのセットアッププロセスでは、ナヴァールが《ポストヘイスト》の効果を受けた《ヘイスト》を放って全員の【行動値】が＋25される。




行動値（メインプロセス時）

　ベネット：　　26→51

　ピアニィ：　　16→41

　アル：　　　　12→37

　戦士の鎧：　　33

　ナヴァール：　６→31




[image: ]




ベネット：まずはあっしでやんすが……でも戦士の鎧に武ぶ器き攻撃は効きかないときてるわけで！　ここは、メジャーアクションでギミックをあば―――くっ！　【感知】の得意なあっしなら……！（ダイスを振る）……21！　（おそるおそる）……どうでやんす？

ＧＭ：く……成功だ！　この部屋の壁沿ぞいに並んだ無数のセフィロスの像の中で……ひとつ！　ひとつだけ形が微び妙みようにちがう神像があることに気づく！　騎士の鎧のちょうど真後ろ……部屋の最奥の像だ。距きよ離りにしてキミらのエンゲージから一〇メートル！

ベネット：あれじゃ――――――っ!!　と、指をさす！（笑）

ピアニィ：破は壊かいしますっ！（きっぱり）　マイナーで《デュアルエフェクト》、メジャーで《フロストプリズム》です！　（ダイスを振る）……28！

ＧＭ：二回回避なんて……（ダイスを振る）……無理！　回避失敗……！（笑）

ナヴァール：では、その攻撃に《チェックメイト》を使用します。

ピアニィ：（ダイスを振る）……ダメージは[image: 113]点っ！

ＧＭ：ぶふ！　部屋の奥でほとばしる閃せん光こう！　その煌きらめきが収まると―――そこには、直径数メートルほどの範はん囲いで壁がごっそりこそぎ取られた無残な光景が……！

アル：し、神像……欠かけ片らひとつ残ってねえぜ……（わなわな）。

ベネット：も、もうさからうのはやめるでやんす……（わなわな）。

ナヴァール：で！　神像を破壊した結果、どうなる！

ＧＭ：うむ。像の粉ふん砕さいと同時に、キミたちの身体……もしくは心というべきか……が、ふわり軽くなる。……レギュレーション１、すなわちフェイトやリアクションの制限が消えました。

一同：……よしっ！（笑）

アル：ほう。それじゃあ……この鎧野や郎ろうの能力はどうかなあ……？　マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《クロススラッシュ》！　鎧を攻撃……（ダイスを振る）命中は33！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避、失敗。

一同：当たった―――っ！（笑）

アル：（ダイスを振る）77点の光ダメージ……！

ＧＭ：薄うす暗ぐらい闇に、刀身がおびた光……そして鋼はがね同士がかち合った火花が爆はぜる！　アルが一撃加えた鎧の胸きよ部うぶはひしゃげ、巨大な亀き裂れつが走っている。

アル：おい、どうやらお前の能力……消えてるみたいだぜ？

ＧＭ：『だが、最後まで油ゆ断だんはしないことだ……！』

アル：油断なんかするかよ！　と、二撃目！（ダイスを振る）……命中は34！

ＧＭ：（ダイスを振る）か、回避失敗！（笑）

アル：だあっ！　（ダイスを振る）76点の光ダメージ！

ＧＭ：刃が鎧の肩かた口ぐちをとらえ、そこを覆おおう装そう甲こうを破壊する。が、それだけではまだ鎧は倒れない！　ここでこっちの行動だ！　《シャインストライク》＋《ハンマーフォージ》＋《クラッシュインパクト》で……ナヴァールを攻撃！　（ダイスを振る）命中は、41！

ナヴァール：ま、またこっちにきたか！　《パトロナイズ》を使用！　その攻撃を失敗させる！　魔ま術じゆつ判定で達成値で41を出だせば………（ダイスを振る）……まあ、無理か！

ＧＭ：では、こんどこそナヴァールの身体を木こっ端ぱ微み塵じんにすべく、巨大なハンマーが……！

ベネット：させるか―――っ！　そこで《インターフィアレンス》！　ナヴァールの代わりにあっしがよけちゃうぜ―――っ！　フェイトを１点使用で《ダンシングヒーロー》も解放して使う！　プリプリダンスの極ごく意いを見よ―――っ！（ダイスを振って）……ふ、成功！

ＧＭ：くっ！　ハンマーはナヴァールの残ざん像ぞうを捉とらえたのみだった―――（笑）。では、第二撃目……！（ダイスを振って）二回目の命中は49！

ナヴァール：い、一回くらいクリティカルが出てもいいのになあ……（と、おそるおそるダイスを振って）……ほうら、また回避失敗。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメージは[image: 101]点！　こ、こんどこそ……！

アル：《カバーリング》は？

ナヴァール：ふうむ、いや、結けつ構こう。ではその攻撃はたじろぎもせす、そのまま受けよう。そして……《プロテクション》！（ダイスを振る）61点軽減！

ピアニィ：《サモン・アラクネ》！（ダイスを振る）……27点軽減♪

ナヴァール：……よし、倒れない！（笑）

ＧＭ：うぬぐう……っ。

ナヴァール：では、次は私の番ですな？　アルへ……《ジョイフル・ジョイフル》♪

ＧＭ：こ、ここでアルが未行動状態に戻もどったわけで―――……。

アル：おっし！　再び鎧に攻撃する。もう一度、マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《クロススラッシュ》を使用して……！

ＧＭ：その時、鎧が再びキミたちの心に話しかけた。

一同：お？

ＧＭ：『―――大したものだ、貴君らの戦士としての力は実にすばらしいものだ』

アル：じゃあ、俺は剣を振ふり上あげたまま、聞きます。……それで？

ＧＭ：鎧が、どこか威い厳げんのある……しかし、優しげな声でこう告げた―――。

一同：……。

ＧＭ：『は、話し合おう』

一同：ふざけんな――――――っ!?（大爆笑）

アル：剣を笑顔で振り下ろします。




　アル渾こん身しんの連続攻撃が二度、鉄と鉄がかちあう鈍い音をこの暗い部屋に響かせた。

　ダメージは75点と72点だった。

　永き時にわたり、この神殿にあり続けた試練のゴーレムは……




　ここに、木っ端微塵となった。







◆Middle 09◆帰き還かん




　閉じられたはずの巨大な石扉がゆっくりと、重く、引き摺るような音を立てて開いていく。

　奥の暗くら闇やみより現われるのは、四つの人ひと影かげ―――しかも笑顔。

　帰還したピアニィたちを、オトガルは驚おどろきを隠かくせない表ひよう情じようで出で迎むかえた。




ＧＭ：では、ここがミドルの最後のシーンに…………なるかな？

ナヴァール：なんだその自信なさげな言い方は（笑）。

ＧＭ：ええ、まあ、いや……（と、すでに役に立たなくなったシナリオに視し線せんを落としつつ）そ、それでは―――シーンは、キミたちが試練の遺跡を見事クリアして、外に出てきたところからといこうか。

ベネット：では、あっしは両手で……〝勝しよ訴うそ！〟と書いた紙を持って出るでやんす（笑）。

ＧＭ：（笑）。では、そんなベネットのジョークに動じることもなく―――オトガルは、遺跡から出てきたキミたちを見て、声をあげる。「―――本当に帰ってくるとは……！」

ナヴァール：オトガル殿、これでお互たがい過か去この遺い恨こんを流し……協力しあえる―――そう思ってよいのだな。

ＧＭ：その言葉に彼かれはこくりうなずく。「あなた方は、試練に打ち勝った。この事実を含め……責任をもって、メルトランドの民を説得して回ろう。我々は、フェリタニアに協力することを誓うのだ、と」

アル：じゃあ、さっそくだけどよ……力を借りたい。

ＧＭ：「うむ、グラスウェルズとレイウォールの連合軍への対たい処しよ―――ですな」

ナヴァール：うむ、このメルトランド領りよ内うないで民の蜂ほう起きを促うながしていただきたい。メルトランドはもとより民すべてが戦士の国。レイウォール、グラスウェルズ共に無む視しすることはできまい。

ＧＭ：そんな強力な兵力がいきなり背後……それも補ほ給きゆう線せんを分ぶん断だんする形で出しゆ現つげんすれば、このままフェリタニアに向けて侵しん攻こうするのは自殺行こう為いってわけだ。

ナヴァール：その通り。仮かりに敵てき軍ぐんがとって返してメルトランド軍を攻撃しようものなら、戦わずそのまま退しりぞけばよい。押おしては引き、退いては押す。

ＧＭ：たしかに。このメルトランドの奥おく深ふかくまで伸のびきった補給線……守るのは困難だな。ちくちくと神しん出しゆ鬼つき没ぼつに補給線のあちこちを叩たたいて回るだけで……。

アル：レイウォールもグラスウェルズも動けなくなる！（笑）　立たち往おう生じようしかできないな。

ＧＭ：「わかった、お任まかせ願おう」

ピアニィ：……な、なんか難むずかしい話をしてるよ、ベネットちゃんっ。

ベネット：そのへんはナヴァール殿に任せておけばいいでやんすよ、ははは。

ＧＭ：「では、私はこれにて―――」とオトガルは去……。

ナヴァール：ああ、その前に！　オトガル殿。先に言っておきたいことがある。今回の件けんはは不適切。国家間の戦争という問題ではない。薄うす々うすはお気づきかと思うが、事じ件けんの背後には国家をも動かすバルムンクの陰いん謀ぼうが潜ひそんでいる。

ＧＭ：「バルムンク―――……」　オトガルは、その言葉を聞いて眉み間けんにしわを寄よせる。なにせ、彼も己おのれの理想をバルムンクに利用されたことがあるからね。

アル：まあつまり、バルムンクを俺たちがなんとかしない限かぎり、今回の事じ態たいは完全には解かい決けつしない―――そういうわけだな。

ナヴァール：その通り。メルトランドの人たちの協力を得たところで、おそらくはエストネルの停戦命令がくるまであと少し、時間がかかる。一手まちがえばレイウォールとグラスウェルズは国こつ境きようを越こえて侵攻しよう。

ＧＭ：（←なんか考えている）……うん、そうなればフェリタニアはやはり滅ほろびの運命をたどるしかないな。

ピアニィ：えぇええ……っ！（笑）

アル：あれ、じゃあこのあとは…………どうする？

ＧＭ：……（←用意したシナリオを見直しながら、なにか必死で考えている）。

アル：どうなんでしょう、ＧＭ。

ＧＭ：はて、どうするとクライマックスにもっていけるんだろう。

一同：えぇ――――――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：ぶっちゃけると、ボスはバルムンク、とこのシナリオに書いてある。これは生かさねばなりません（一同大爆笑）。いや、これしかデータを用意してないからなんだが（笑）。

アル：でもこの戦争に関与してるバルムンクをみんなまとめて倒す、ってわけにはいかないよね？　いったいどうやって……？

ナヴァール：んー……今回の事件の鍵になってる奴やつっていないの？　それさえつぶせば、事態が収まるような。

ＧＭ：……え。ああ、そうか、それでいいんだ。（少し考えて）……ああ！　元のシナリオ、それなりに使えるじゃんっ!?

一同：おおっ!?

ＧＭ：よ、よしよし！　いい流れだ！　おお、よし、大だい丈じよう夫ふ！　さあ、どんとこ―――い！（笑）

ベネット：ＧＭの自信が取とり戻もどされたようでやんす（笑）。

ＧＭ：うん、たしかに今回の事態における、鍵となる人物はいる。その情じよう報ほうを得……。

ベネット：情報を得ればよいと！　では、《クウェリィ》を使うでやんす。




《クウェリィ》

　ＧＭに質しつ問もんするサモナーのスキルである。




ＧＭ：……そういえばそんなスキル、取ってたな。で、では質問をどうぞ。

ベネット：クライマックスの敵は誰でやんすか？（一同爆笑）

一同：こらっ!?（笑）

アル：お、お前……！　もうちょっとこう、情じよう緒ちよってもんはないのかっ！（笑）　それに今回のボスが誰だか、ハンドアウトからしてもわかってるだろーがっ！（笑）　どうやってそこに[image: ]つなげるかを考えてるんだ！（笑）

ベネット：マジすんませんっ!?　

ナヴァール：ふうむ、では質問の内ない容ようはさっき言ったまま―――レイウォールとグラスウェルズの進軍を止めるとか遅おくらせるために、バルムンクのいったいどこを叩けばいいのか、ってのは？

ベネット：じゃ、そんな感じでひとつ……。

ＧＭ：……（笑）。では、お答えしよう。みんなの言う通り、今回の件にはバルムンクが関かかわっている。レイウォールとグラスウェルズの同どう盟めいが成ったのもそこに理由が、ある。

アル：だな。

ＧＭ：ただ、それはあくまで臨りん時じで結ばれた細い絆きずなだ。非常に不自然かつ、即そく席せきなもの。両国が連れん携けいを取れているのは、両軍の間をバルムンクが取り持っているからなのだ。まあ、レイウォール軍とグラスウェルズ軍を結ぶ連れん絡らく役やくみたいな奴がいるって話だね。

ピアニィ：じゃあ、それを倒すか捕つかまえるかすれば……？

ＧＭ：うん、同盟は崩ほう壊かいすると考えていい。

ナヴァール：なるほど、同盟が崩壊すれば彼らが同時侵攻することはできない、か。お互い、友軍だと思った軍ぐん団だんがいきなり敵になって側面に現われるわけだからな。

アル：たしかに。

一同：…………。

アル：……そういえば、どっかのシーンでバルムンクの連絡役がいるとか…………聞いたな。

一同：…………。

ベネット：モォンドォ―――ラァァのことか―――っ!!（笑）




アル：つまり、モンドーラをボスとして倒せばいい、と（笑）。

ナヴァール：おお、ちゃんとつながった！（笑）

ピアニィ：おもしろ―――い（笑）。

ベネット：あっしのモチベーション！　〝旅人の石〟を返してもらおうか―――いっ!!

アル：ああ、なるほど。奴は旅人の石を持っているから連絡役にはぴったりというわけだ。

ＧＭ：ええ（笑）。

ピアニィ：じゃ、そのモンドーラさんを倒しに行きましょう（笑顔）。

ベネット：でも、どこにいるでやんすか？

ＧＭ：……そうだな、そこはなんか組み立てないとクライマックスにつながんないや。

ナヴァール：なにか策さくを打つとしましょう。バルムンクの目的はピアニィ陛下のはず。ここを起点に、なにか考えるとしましょう。……ピアニィ様、なにか案はございますか？

ピアニィ：私が囮おとりになればいいのですね？（あっさり）

一同：決けつ断だん、早っ！（大爆笑）

アル：ただ、モンドーラ以外のものも釣つれてしまう可か能のう性せいがありますけど。

ナヴァール：功を焦あせってモンドーラが食いついてくれることを願うしかなかろう。ピアニィ様がそのおつもりなら、その居い場ば所しよの情報を流すとかして……。

ＧＭ：では、「ピアニィが竜りゆう輝き石せきを持ってメルトランドのどこどこにいるらしい」と、細かい情報を流る布ふするってことで。ここは判定かな……？

ナヴァール：うん、それがいいと思う。

ＧＭ：では……んー―――【幸運】の判定で、難なん易い度どは20としよう！

ナヴァール：まず私が試ためしてみてだめだったら、他の人に任せることにしよう。【幸運】は９だから……フェイトを１点使用するとだいたい期き待たい値ちで成功するな。

ＧＭ：２点使うと、かなり安心です。

一同：…………。

ナヴァール：…………いやっ、フェイトは３点使う！　ここで出だし渋しぶると、きっと失敗する！　今日はそんな流れな気がするっ！（一同大爆笑）　い、いくぞ……（と、ダイスを握る）。

ピアニィ：どきどき。

ナヴァール：……てやあっ！（ダイスを振る）…………達成値26！　成功！（笑）　では、この情報はフェリタニアから連れてきた部下に流させたってことで！

ＧＭ：ＯＫ！　では、流した情報をどこかでモンドーラは小耳に挟はさんだ。「くくく、愚おろか者ものどもめ。このような重要な情報をたやすく漏ろう洩えいするなど」（一同爆笑）

ベネット：（モンドーラになって）「ふ、これは手て柄がらを立てる絶ぜつ好こうの機会！　ひとつ、不意を討うって奴らを驚かしてやるとしよう！　〝ひとつの石〟を我わが手にぃ……！」（一同大爆笑）

ＧＭ：……では、それで！（笑）　どうやら彼は動き出した模も様ようです。

アル：よし、じゃあ逆ぎやくに待まち伏ぶせて驚かしてやるということで！

ＧＭ：（笑）。では、ここでシーンを切ってモンドーラと出会うシーンを作ろう！　……って、あ。ミドルフェイズの最後のシーンになってないじゃないか（笑）。では、次がほんとに最後のシーンということで……！

一同：はーい（笑）。







◆Middle 10◆盛せい大だいな釣つり針ばり




　策は打った。

　かの敵、モンドーラが動き始めたという情報も得ている。

　あとは奴が出現するのを暖あたたかく見守るだけ―――

　そのはずだった。




ＧＭ：では、ミドルフェイズ最後のシーンに入ろう。場所はメルトランドの……どっか（笑）。

アル：じゃあ、どこか人家から離はなれた場所がいい。ピアニィ女王がどこぞの街にいるとかしてたら、街中で戦闘になってしまう（笑）。

ＧＭ：ＯＫ、じゃあ街から離れたどこぞの森とかにしておこうか。

ナヴァール：我々はそのへんの茂しげみにでも隠れているということで。

ベネット：モンドーラさん、いらっしゃいますかねえ？

アル：来るだろう。それくらいの価値はあるはずだ。

ＧＭ：それではキミたちがその場にやってきてから……およそ、二時間ほどが経過したころ。天に浮うかぶ太陽が西の山間に向けて傾かたむきだした時じ刻こく―――その気配は、唐とう突とつに現われた。

ベネット：き、来たっ！　来た―――っ！（笑）

ＧＭ：そしてここで、みなさんに大事なお知らせです。

一同：え？

ＧＭ：（シナリオに視線を落として）えー、モンドーラは竜輝石の力を使い、突とつ然ぜん現われるので……不意打ちになります（きっぱり）。

一同：なんだって――――――っ!!（笑）




不意打ち

　不意打ちを行なったキャラクターは戦闘開始の前に一回、メインプロセスを行なえる。

　また、不意打ちによる行動に対してリアクションを行なう場合、そのダイスが一個こ減げん少しようする。




ＧＭ：……とはいえ。ＰＣ側もそこに万ばん全ぜんの体たい勢せいで待ち構えていたわけだし……不意を打たれるかどうかは判定で決めようか。

ピアニィ：優しい（笑）。

ＧＭ：えー……全員、別べつ個こに判定を行なおうか。使う能力値は【感知】！　対決に負けた人は、戦闘の１ラウンド目は最初から行動済ずみの状態で場に登場するということで！

アル：ではそれで！（笑）

ＧＭ：モンドーラの【感知】は13……（ダイスを振って）達成値は20！　彼は、気配を隠しつつ―――その場に現われる。大地に降おり立たった黒づくめの男。その身長は子供と見まごうばかりで……おそらくの種族はフィルボルだろう。フードから覗くその口元には……どこか余裕の笑えみが浮かんでいた。

ベネット：《ダンシングヒーロー》を使って……（ダイスを振って）25！　セーフ！

アル：フェイトを３点使います。（ダイスを振って）うん、クリティカル！（笑）

ナヴァール：残りのフェイトを全部つぎ込みます。それでも期待値以上でないと失敗なんですが（笑）。（ダイスを振って）…………お、クリティカルっ！

ピアニィ：《ダンシングヒーロー》にフェイト１点使います。（ダイスを振って）成功しました♪

ＧＭ：全員成功かよっ!!




　思えばこの瞬間―――

　モンドーラの運命は、決まっていたのかもしれない。




ＧＭ：それでは、これでミドルシーンは終了……クライマックスフェイズに入ります！











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆モンドーラ




　〝デスサイズ〟のモンドーラ―――。

　それは、バルムンク一二人衆しゆうのひとりに数えられるフィルボルの魔ま術じゆつ師し。

　これまでの戦功は華はな々ばなしく、その名を聞くだけで震ふるえ上あがる者は世界中にいるという。

　メルトランド侵しん攻こう戦の過か程ていにおいて一度、ファントムレイダーズなるギルドの前に土をつけたものの―――その威い名みようはバルムンク組そ織しき内ないにいまだ轟とどろいていた。




ＧＭ：では、これよりクライマックスシーンを開始しよう！　舞ぶ台たいはさきほどと変わらず森が近くに見える、とある平原だ。キミらが隠かくれるその茂しげみの前に、彼かれはふわり舞まい降おりた。「さあて、まだピアニィ女王は姿すがたを見せていないようだね、フフン―――」

ピアニィ：こんにちは、モンドーラさん（にっこり）。

ナヴァール：お待ちしておりましたよ。

アル：かかったな！

ベネット：竜りゆう輝き石せきを返すでや―――んすっ!?

ＧＭ：「な、なにい――――――っ!?」（一同大だい爆ばく笑しよう）　あわてて振ふり返かえり、キミたちをその目に捉とらえる。竜輝石の力をもって不意を打つ気満々で来た彼だったが―――。

アル：逆ぎやくに俺おれらに待まち伏ぶせされていた、と。

ベネット：ははは―――っ！　馬ば鹿かめっ、かかりおったな！　貴き様さまの動きなどお見通しよ、くっくっく。

アル：悪役みたいなセリフを吐はくなよ！（笑）

ＧＭ：「ピ、ピアニィ女王!?　こ、これはどういうことだ!?　ま、まさか……」

ピアニィ：はい、二時間ほど前から待っていました♪

ＧＭ：「こ、この僕ぼくをハメた……ハメたなぁ!?」　ここにいたって、モンドーラは自分がピアニィたちの策さくに乗せられたことを自覚する。

ナヴァール：まあ、そういうことです。我われ々われの流した情じよう報ほうに食いついていただき助かりました。

アル：さあ、観かん念ねんしてもらおうか？　お前を叩たたかないと、フェリタニアがやばいんでな。

ＧＭ：「……ち、ちくしょ―――ぅっ！　……こ、この僕が、この僕が……っ、ゆ、許ゆるせない……っ！」　相当、プライドを傷きずつけられたらしく、地じ団だん駄だを踏ふむ。

アル：でも、ウソの情報は流してないぜ？　ピアニィ女王はまちがいなく、まちがいなくこの場にやってきたわけだからな？（笑）

ＧＭ：ぎりっ、奥おく歯ばを[image: ]かみしめて軽口を叩いたアルをにらみつける。だが―――。

アル：だが？

ＧＭ：彼は小声、ぶつぶつと自分に言い聞かせるように……繰くり返かえしつぶやく。「落ち着けっ、精せい神しんを乱みだすな……っ、心を止めろっ！　僕はバルムンク一二人衆がひとり〝デスサイズ〟のモンドーラ……っ、この程てい度どのことで無様な姿を見せてはならない……っ」（一同大爆ばく笑しよう）

ピアニィ：な、なんかぶつぶつ言ってる（笑）。

ベネット：お、おい？　気持ちはわかるでやんすがね？　そこまで自分を責せめなくても……。

ＧＭ：そんなベネットの言葉を聞くまでもなく。ややあって……彼は、心を鎮しずめる。「そうだね、別にハメられたわけじゃない。ここでピアニィ女王を殺し、〝ひとつの石〟を奪うばえば結果は変わらない―――」

アル：おい。あいつ、おもいっきり自じ己こ弁べん護ごしてるぞ。

ＧＭ：す……っ、彼は背せ筋すじを伸ばして、あらためて周囲を見回す。その態たい度どには先ほどまでの狼ろう狽ばいは感じられない。いや、余よ裕ゆうさえ見てとれる。「……少々、見苦しいところを見せたね、キミたち」

アル：あ、立ち直った。

ベネット：さあ、お前が奪っていった〝旅人の石〟、あっしに返してもらおうか―――っ！

ＧＭ：その声に、モンドーラはベネットに視し線せんを転じる。「―――あれ、キミはどこかで会ったことがあるなあ。どこかで会ったかな？　些さ細さいなことは、忘わすれる主しゆ義ぎでさ」

ベネット：忘れたとは言わせね―――っ！　エリンディルはディアスロンドまで乗のり込こんできての狼ろう藉ぜき、絶ぜつ対たいに許さんでや―――んす！

ＧＭ：「ああ……！　思い出したよ。〝旅人の石〟をいただいたその現げん場ばにいた犬娘むすめだ」

ベネット：ふふふ、ようやく思い出したようでやんすな。そう！　あっしは〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう〟と呼よばれたベ……。

ＧＭ：「そうそう、たしか僕にかなわないとみて逃にげだそうとして……あまつさえ、僕に握あく手しゆを求めた子だね」

ベネット：…………。

アル：ベ、ベネット……お、お前……。

ピアニィ：ベネットちゃん……。




『アリアンロッド・サガ・リプレイ①　戦せん乱らんのプリンセス』参照である。




ベネット：い……いくらでも嘲あざけるがいいでやんす！　過か去こは過去！　今のあっしを、あの時と同じだとは思わない方がいいでやんす！

ＧＭ：「へえ？　なにか変わったのかい？」

ベネット：そう！　見よ、この身体に纏まとわれた防ぼう具ぐ！　今回よりあっしはただのベネットではなく、スーパーベネットとして生まれ変わったのじゃ―――っ！　魔ま法ほう防ぼう御ぎよは落ちたけどな―――っ！

ＧＭ：「……」

アル：あれ？　モンドーラって魔ま術じゆつ師だったような。

ベネット：…………。

アル：……ベネット？

ベネット：逃げます。

一同：逃げんなよっ!?（大爆笑）

ＧＭ：「……キミ、最初に会った時とぜんぜん変わってなくないか？」

ベネット：…………。

ＧＭ：「まあ、いいさ。キミがそう言うなら……この僕だって前と同じだと思わない方がいい」

ベネット：なにいっ！　フェルシア様やガーベラ様を屠ほふったあの時とちがうというのか!?




[image: ]




ＧＭ：「……あの時の僕はいわば第一段だん階かい。メルトランド王おう城じようで戦った時は第二段階―――僕は確かく実じつにその強さを増ましている」

ピアニィ：あれ？　メルトランド王城で戦った時って、「ブレイク①」の話ですよね。

ＧＭ：だね。

ピアニィ：モンドーラさん、負けたんじゃありませんでした？

ＧＭ：「………………」

一同：…………。

ＧＭ：「―――やれやれ、死にたいようだね」

ナヴァール：なにか心の琴きん線せんに触ふれたようです、陛へい下か。

ピアニィ：で、ですねっ。

ＧＭ：「こ、心を惑まどわせようと思ってもムダさ。じゃあ、僕がどう変わったか見せてあげよう」……―――〝パチン！〟　モンドーラがそのローブの下で指を鳴らす。と、同時に……っ！　彼の眼がん前ぜんに巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが光を放って展てん開かいされる！

一同：おおっ!?

ＧＭ：ふいに、周辺の気温が一気に低下する。そして……地鳴りと共に魔法陣よりせり出して来たのは―――一匹ぴきの、巨大なドラゴン。氷の鱗うろこに、冷気の息を吐く……竜だ！

ピアニィ：召しよう喚かん魔法！

ＧＭ：そう。でもそれはピアニィが知るサモナーの魔術とはあきらかにちがう。その術式にはどこか禍まが々まがしさすら感じる。

ナヴァール：そういえば、キンバリーと初めて戦った時もこんな術を使っていたな。

アル：これ、本物のドラゴンか。

ＧＭ：「そうさ、僕があの御お方かたから授さずかった、僕の剣けんさ！」

一同：あの御方っ!?

ピアニィ：あたしの魔法、氷だから……相あい性しよう悪い!?

ＧＭ：「この竜の吐と息いきは、あらゆるものを凍いてつかせ、砕くだき散らす！」

アル：下したっ端ぱを連れてきてそれに頼たより、誇ほこるとはね。モンドーラ……聞いていたほどたいした奴やつじゃなさそうだな。

ＧＭ：「安心したまえ。僕自身のもうひとつの力も―――見せてあげるよ」

ベネット：もうひとつの力？

ＧＭ：と、ベネットが疑ぎ問もんの言葉を言い終える間もなく―――ふいにモンドーラの姿が、にじみ、ぼやけた。そして……すう……っ、と音もなくその身体が四つの人型に分かたれた。

ベネット：分身した―――っ!?（笑）

ＧＭ：「さあ、この姿を見て生きのびた者は……いないよ？　きっとキミたちも同じ運命をたどる」モンドーラの言葉に、おごりはない。すべてはその実力に裏うら付づけられた言葉であること―――それだけはキミたちも確かく信しんできる。

ＧＭ：「さあ、そろそろ始めようか？」

アル：ああ！　……と、剣を抜ぬく！

ナヴァール：（落ち着いた口調で）なるほど、これはたしかに我々の力をもってしても……勝つのは苦しそうだ、モンドーラ。

ＧＭ：「命いのち乞ごいは聞かないよ？」

ナヴァール：もちろん。ただ知りたいことがあるだけのこと。お前たちバルムンクの目的はなんなのか。竜輝石を集め、いったいなにをするつもりなのか―――死ぬ前にそれが聞きたい。

ＧＭ：「それは今、語るべき時ではない」（一同爆笑）

アル：こ、こいつ下っ端だからなにも知らされてないんじゃ……。

ＧＭ：「……いいよ、ひとつだけ教えてあげよう。この世界には、キミたちが知らない神しん秘ぴというものがまだまだたくさん存そん在ざいしている。そのもっとも偉い大だいなひとつを、僕たちは追い求めている―――そのためにピアニィ。キミが必要なんだ。そして、その〝ひとつの石〟が、ね」

ナヴァール：なるほど、結局はなにも教えてはもらえない、か。

ＧＭ：では、ここからクライマックスバトルを始めよう！　今回の戦いの結果しだいで、今後のキャンペーンの展開が分ぶん岐きするようなことを考えている。

アル：つまり、きつい戦せん闘とう……っていうことか。

ＧＭ：うひひ。この戦闘では、戦闘不ふ能のうになった者に［とどめをさす］行動を取る。

一同：げ。

ＧＭ：ゆえに、勝てないと判はん断だんしたさいは、この戦闘より［撤てつ退たい］すること認みとめよう。これはメジャーアクションとして扱あつかい、宣せん言げんと同時に戦闘から離り脱だつ……シーンより退たい場じようとなる。

ベネット：ひい。

ＧＭ：細かいルールは、この紙にまとめているので、見てほしい。

アル：（その紙を見つつ……）まあ、ルールだから見ておくけどな……［撤退］なんかしねえよ。

ＧＭ：え？

ピアニィ：アル？

アル：ここで俺たちが負けたら、レイウォールとグラスウェルズの連合軍がフェリタニアに攻せめ込こむ。そうなれば、フェリタニアは終わりだ。そんな結果を俺たちは望まない。

ＧＭ：「望まなくとも、それを選ばざる得ない―――そういうこともある。それに、そちらの軍ぐん師しも言っていたよ？　〝死ぬ前にそれが聞きたい〟って」

ナヴァール：かんちがいされては、困こまる。

ＧＭ：あ？

ナヴァール：私わたしは〝誰だれが〟死ぬかを言ったおぼえはありませんね。死ぬのが我々であるとは、欠かけ片らも思っていないということです。

ＧＭ：く！（笑）

ピアニィ：おお（笑）。

アル：まあ、そういうこった。それにな？　物語で何度も登場する悪役ってのは、再さい登とう場じようするたびに雑ざ魚こになってあっさり負けるっていうのが……相場と決まってるんだ。

ＧＭ：「な……！　ま、まだこの僕を愚ぐ弄ろうするのか……！　ならば、試ためしてみようじゃないか！　いけぇい！　我わがアイスドラゴンよ……！」




[image: ]




　モンドーラの叫さけびと共に、氷の竜が大地を蹴けって咆ほう哮こうをあげる。




アル：いくぞ、姫ひめさん！

ピアニィ：―――はいっ！　《限げん界かい突とつ破ぱ》使用……！




　ここに、戦闘は始まった。

　そして―――。

「再登場するたびに雑魚になってあっさり負けるのが相場」

　そんな含がん蓄ちくのある言葉に習ったわけでもないのだろうが……




　　　　＊　　　＊　　　＊




　―――戦いは、アルの言ったとおりの結果となった。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆嵐あらしの前の……




　バルムンク一二人衆がひとり、〝デスサイズ〟のモンドーラ―――。

　その死し亡ぼうにより、メルトランドに展開していたレイウォール、グラスウェルズ両軍は大だい混こん乱らんをきたす結果となった。

　もとより、それぞれがお互たがいを信しん頼らいしあわない最強の軍ぐん団だんだ。

　モンドーラが間に入り、逐ちく一いち相手の動きを伝えること。

　互いに情報をつかませあうこと。

　それが、両者にある種の安あん堵ど感かんを与あたえ……その疑ぎ心しん暗あん鬼きをぬぐい去っていたのだ。

　そしてモンドーラより提てい供きようされてた情報の突とつ然ぜんの停止。




　―――それは、両陣営の連れん携けいが崩ほう壊かいするのに十分すぎる理由であった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　時に、帝てい紀き八一二年一二月初しよ旬じゆん―――。

　混こん迷めいを極きわめるレイウォール、グラスウェルズ両軍を驚きよう嘆たんさせる事実が発生する。




　―――メルトランド領地内各地における、メルトランド人民の一いつ斉せい蜂ほう起き。




　始めは各地で灯ともされた小さな種火だった。

　だが、メルトランド王家に仕えていた騎き士しオトガルの扇せん動どうにより、それはわずか数週間のうちにひとつへと統とう合ごうされて大きな勢力を形成したのだ。

　互いににらみあい、身動きのとれない状じよう況きようにあった両大国の軍団にとって、それは予想しえないことだった。

　退たい路ろと補ほ給きゆ路うろをふさぐ形で出しゆ現つげんしたこのメルトランド勢力の存在は、レイウォール第一王子ヒューバード、そしてグラスウェルズ王太后レアノール―――その両者に、フェリタニア攻こう略りやくを断だん念ねんさせるに至いたる。

　そして両者がその決定を行なったその日……

　奇くしくも、エストネル王国よりこの戦争に関連する全国家に対し、停戦命令が発令された。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　同日―――グラスウェルズ王都ベルクシーレ




「……なに？　それはまことか!?」

　エストネル王国による停戦命令発令……その情報を受け、ゴーダ伯はくは声を荒あらげた。
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「……はい。その命令には、メルトランドよりグラスウェルズ軍を撤てつ兵ぺいさせること……そのような条じよ項うこうも盛もり込こまれているとのことです。

　撤兵猶ゆう予よ期き限げんは、帝紀八一二年一二月末日であると……」

「……馬鹿な！」

　文官の言葉を遮さえぎり、怒ど声せいと共に両の拳こぶしを机つくえにたたきつける。

「レアノールめ、報ほう復ふくなんぞにこだわるからこういうことになる……！　今は、メルトランド領りようの統とう治ちとレイウォールの撃げき退たい……それに専せん念ねんすべきだったのだ！」

　……グラスウェルズ国王が〝統とう一いつ帝〟の称しよう号ごうを拝はい領りようすること。

　それは、ゴーダにとって人生のすべてを賭としてかなえるべき命題であり、悲願だった。

　そのために、メルトランドを支し配はい下に収おさめること―――それは必ひつ須す条じよう件けんのひとつであった。

　それが今、当のエストネル王国より否ひ定ていされたのだ。

「ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア……あんな小こむ娘すめひとりに、我が悲願を邪じや魔まさせるわけにはいかぬ……」

　そう口にして理り解かいする。

「―――で？　ピアニィ女王の安あん否ぴは」

「……は、健けん在ざいとの報ほう告こくが入っております」

「やはり、フェリタニアは看かん過かできぬ存在……そういうことか」




　ゴーダの胸むねに今、ひとつの決意が宿った。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：―――と、そんなもろもろを説明したところで、エンディングに入りましょう！（笑）

ピアニィ：な、なんか難むずかしい話がいっぱいなんですけど……（笑）。

ナヴァール：わはは、簡かん単たんに説明すると……モンドーラを倒たおしたことで、フェリタニアに攻め込もうとしていたレイウォール、グラスウェルズ両軍は侵攻を停止しました。

ＧＭ：んで、サイラスの雇やとい主ぬしであるエストネル王国が、「おい、グラスウェルズ……お前、ちょっとやりすぎ。今回の戦争は一いつ旦たん停止ね？　メルトランドからも出ておゆき？」と言った。

ナヴァール：で、それを受けてグラスウェルズのえらい人であるゴーダ伯はブチ切れた、と。

アル：ひ、ひどい説明だ……（笑）。

ピアニィ：よくわかりました（笑）。

ＧＭ：で……第五話のラストシーンは、今語った三つのマスターシーンの少し前にあたる。モンドーラを撃げき破はした四人が、オトガルの屋や敷しきへと戻もどったところから始まります。

ナヴァール：オトガルに会うところかな？

ＧＭ：そうそう。キミらからの報告を受け、あらためてオトガルは言うわけだ。「―――恐おそれ入いった。このオトガル、あらためてあなた方を認めよう……いや、我々と共に歩むことを……お願いしたい」

ピアニィ：おおっ（笑）。よろこんで♪

ＧＭ：オトガルの周囲の者も同じ気持ちだ。その反応はさまざまで……ある者は心から喜び、ある者はどこかばつが悪そうに……。

ベネット：ああ、最後までナヴァールの首を斬きれー、とか言ってた奴らでやんすな（笑）。

ピアニィ：気にしなくていいですよ？　立場が逆だったらあたしもどうなるか……わかりませんでしたから（笑）。

ＧＭ：その笑え顔がおと言葉に―――最後まで抵てい抗こうしていた若わか者ものも陥かん落らくしました（一同爆笑）。

アル：なんという天然人たらし……（笑）。

ナヴァール：王たる者の資し質しつと言え。

ＧＭ：（笑）。まあ、おいといて……今後、オトガルら王無きメルトランド勢とフェリタニアは、手を取って歴史を刻きざんでいくことになります。

ピアニィ：このあと、どんな方向に……？

ＧＭ：これまたマスターシーンで語ったように、オトガルの動きによって、メルトランド勢力が息を吹ふき返かえすでしょうな。あちこちの街に散らばっている同どう志しにこの話は伝えられ……協力者は徐じよ々じよに増ふえていくかと。たぶん。

ピアニィ：たぶんて（笑）。

ＧＭ：だって！（笑）　昨日の晩ばんまで、フェリタニアとメルトランドの連合王国なんて話、なかったんだぞ!?

アル：まあ、そんな流れもまた面おも白しろいんじゃないですかね？（笑）

ＧＭ：ええ（笑）。まあ、あとのことはあとで考えるということで……。ああ、ただセッションの最後に一点―――オトガルからお願いがあります。

ピアニィ：お願い？　なんでしょう。あたしにできることなら……？

ＧＭ：「―――すでにおわかりかとは存ぞんじますが、我々の最終的な目標はメルトランドの復ふつ興こうにあります。そのために成さねばならぬ条件は、ふたつ」

ピアニィ：ふたつ？

ＧＭ：「ひとつは、スリス女王の持つ、メルトランドの〝王おう威いの竜輝石〟」

ピアニィ：ああ、国を興おこすのに必要ですもんね。

ＧＭ：「さよう―――そして、もうひとつは〝聖せいなるヒース〟に選ばれし、新たなる巫み女この帰き還かんにございます。そのふたつが合わさった時、メルトランドは不死鳥のように蘇よみがえるのです」

ピアニィ：え、それって……。

ＧＭ：「そう。その、新たなる巫女の名は―――ナーシア・アガルタ様」

アル：あー……（笑）。

ピアニィ：ナーシアさん？

アル：そこで俺は、微妙～な表情を浮かべますよ？（笑）

ＧＭ：「今、ナーシア様はグラスウェルズにいらっしゃいます。あの方は、メルトランド王族の血ち筋すじを引く御方……って、おや？　アル殿どのはナーシア様を御ご存ぞん知じなのですか？」

アル：同どう姓せい同名とか…………いや、よくある名前…………でもないよな。まあ、プレイヤーとしては、ナーシアがメルトランド王家の血筋を引いてることは知ってるわけですが！（笑）

ＧＭ：「（懐なつかしげな口調で）―――紫むらさ色きいろの美しい瞳ひとみをされた方です。そして……子こ供どものころのあだ名は、〝どくまむし。〟―――」（一同大爆笑）

一同：おいっ!!（笑）

ナヴァール：そこでオチつけなくてもいいじゃん！（笑）　オトガルを変な人にするな！（笑）

ＧＭ：さっきのマスターシーン三つでシリアスパワーが尽つきたんだ！

アル：だが、俺は確信した。……まちがいない！　あのナーシアだ！（超ちよ断うだ言んげん）（笑）

ベネット：な、なんという説得力！（笑）

アル：まあ、やっぱりアルとしては驚おどろいたというか、え～……？　みたいなリアクションになりそうですが（笑）。

ＧＭ：「……お願いにございます。メルトランド王家の血筋を引くナーシア様を……この地にお連れくだされ……！」

ピアニィ：え？　あ、は、はい！

ＧＭ：簡単に引き受けたな。ナーシアのプレイヤーは小こ暮ぐれさんだぞ。

ピアニィ：…………そ、そうでした……（笑）。

ＧＭ：しかも、メルトランドに戻ることを拒きよ否ひしている。

ピアニィ：オトガルさん。ナーシアさんを連れて帰るのはちょっと難しいかも（一同爆笑）。




　プレイヤーの大竹さんにとって、小暮さんは先せん輩ぱい声せい優ゆうさんなのである。




ナヴァール：ははは、ピアニィ陛下直々に赴おもむかなくてもいいのです。むしろ、オトガルはピアニィ本人が直ちよく接せつ会いに行くとまでは思ってないでしょう。

ピアニィ：な、なるほど。でも、機会をみつけてなるべく手は尽くします。

ＧＭ：「―――ありがとうございます」　では、ピアニィが承しよ諾うだくをしたところで―――。

ピアニィ：はい。

ＧＭ：「……だーれだ！」　突然、若わかい男の声がして、アルは背はい後ごから目をふさがれた。

アル：俺かよっ！（笑）　つーか、サイラス……お前な……。

ＧＭ：「おお、よくオレだとわかったな。これも愛の成せる業わざってやつかな、アル」

アル：ちげーよ！（笑）　ていうか、手を離はなせ！　お前、やっぱり小説版ばんと性せい格かく変わってるんじゃないかっ!?（笑）

ＧＭ：「ははは、そう邪じや険けんにするなよ」と、笑い声をあげたのちに―――すっ、と引ひき締しまった表ひよう情じように変わる。「―――アル、エストネルからの停戦命令書がおりた。これだ」

アル：ああ、ありがとよ。なにか注意事じ項こうは？

ＧＭ：「うん、この停戦命令の発令に関してだが、エストネル王がピアニィ陛下と会談の場を設もうけたい、とおっしゃっている。全員で、エストネルへ来てくれないか？　これからのことについて、話がしたい」

アル：どうする？

ピアニィ：向かった方がよさそうですね。

ＧＭ：「それと……後日、今回のメルトランドを舞台にした戦争と、その停戦命令について、関連国家を集めての会議が開かれる。これには、ピアニィ陛下の参加が必須だ。わかるな？」

アル：ああ、なるほど。わかった。

ピアニィ：では、みんなで向かいますと……王様にお伝えください。

ＧＭ：「では会議の期日は追って知らせいたします。今日のところは、私はこれにて―――」と、彼はシュパっとその場より立ち去ります。

アル：し、しゅばっ？

ナヴァール：ふうむ、いろいろ大変でしたが……まずはめでたしですな。我々は一旦、フェリタニアへと戻りましょう。いつまでも女王不ふ在ざいというわけにはいきますまい。

ピアニィ：ですね♪

ナヴァール：では、帰り道ですし。ノルウィッチを経けい由ゆしましょう。そして、バーランドへ。

ピアニィ：そうですね（笑）。イザベラさんにも、ナイジェルさんにも今回のことは報告したいですし！（笑）

アル：ああ、そうだな。

ピアニィ：じゃあ、何歩か歩いて……くるっと、みんなの方に向き直って笑顔で言います。




「……帰りましょう！　バーランドへ！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　はしゃぐピアニィに、優やさしく微ほほ笑えみかける仲間たち。

　それを受け……ピアニィの心の内に生まれるのは、未来への希望。

　悪いことなんか起こらない。

　きっとうまくいく。

　そんな想おもいが去来する。




　しかし、ピアニィたちはまだ知らない。

　次なる嵐あらしが……




　〝最強の敵てき〟が、すぐそこまで迫せまっているという……その事実を。








『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

第五話「フェリタニア絶対防ぼう衛えい戦せん」

―ＦＩＮ―













ＩＮＴＥＲＬＵＤＥ









　さて、五話のセッションが終しゆう了りようして数日後のことである。

　きくたけと、「ブレイク」ＧＭである鈴吹太た郎ろうが秋葉原の某ぼうファミレスで顔をつき合わせていた。―――その時の会話を、「ブレイク②」巻かん末まつの続きをここで公開しよう！




鈴吹：返かえす返がえすも―――やっぱりひどいじゃないか、菊きく池ちさん！（笑）　グラスウェルズがフェリタニアにちょっかい出だすとは思ってたけど、なんでレイウォールも攻せめてくる（笑）。

きくたけ：うひひ、社長がわるいんやー……てのは冗じよう談だんですが。面おも白しろそうだったんでつい？

鈴吹：アルには説教されるし。戦せん闘とうで命を狙ねらわれ続けるし。死ぬほど―――面白かった（笑）。

きくたけ：社長、マゾですか。

鈴吹：ちげーよ！（笑）

きくたけ：でもまあ、そんなことより……この先、どうします……？　フェリタニア・メルトランド連合なんて、予定にさっぱしなかったわけですが。

鈴吹：やはりピアニィ陛へい下かをお諫いさめすべきであったか―――あれでゴーダ伯はくの夢ゆめの実じつ現げんがガラガラと……崩くずれないまでも大きく後こう退たいしてしまった。メルトランドからグラスウェルズ軍を撤てつ収しゆうなんて、セッション前は思いもしなかった。この先の「ブレイク」、どうしよう（笑）。

きくたけ：だって、フェリタニアとメルトランドが連合を組むって話を目指すと、メルトランドの国土をグラスウェルズが制せい圧あつしっぱなしってわけには……。

鈴吹：ああ、面白いからそこはいいんだ。……ゴーダ伯には大だい迷めい惑わくすぎるってだけで！（笑）……でもさ、そう考えるとうまく[image: ]つながるんじゃない？

きくたけ：[image: ]がる？

鈴吹：そう、「ブレイク②」のラストで、ゴーダ伯がピアニィを狙うって部分。もともとは〝ひとつの石〟を持っているピアニィがバルムンクの首しゆ領りようである、って情じよう報ほうを得ていたからゴーダ伯は彼かの女じよを狙うんだけど……。

きくたけ：まちがった情報ですがね（笑）。

鈴吹：今回のセッションの結果、ゴーダ伯がピアニィを排はい除じよする理由が明めい確かくについたわけで。ファントムレイダーズをピアニィに差し向ける説得力が増ふえた！

きくたけ：…………すると、少なくとも第六話ではやっぱりやるしかないですね。

鈴吹：うむ、やるしかない―――……




「……フェリタニア陣じん営えいと、ファントムレイダーズの直ちよく接せつ対決……ＰＣ同士のバトルを！」
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◆Preplay 01◆吹ふきすさぶ風がよくにあう九人




　二〇〇九年某ぼう月げつ某ぼう日じつ―――とうとう、運命の日はやってきた。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ』……通つう称しよう〝無印〟シリーズ。

　その第六話のセッション日がやってきたのだ。




　いつもはＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の会議室で行なわれるセッションだが、この日は靖やす国くに神社近くにたたずむ富ふ士じ見み書しよ房ぼうに場所を移うつしていた。

　パーティーションで区切られた会議実のひとつに集まったのは、ＧＭとプレイヤーを合わせて総そう勢ぜい―――九人。

　いや、見学のために笑顔でそこに立つ編へん集しゆうさんもあわせれば総勢一一名である。

　テーブルの上には、定番のペットボトルにお菓か子し……そして、ルールブック類や八枚のキャラクタシートにレコードシート、二枚のギルドシートが散さん乱らんしている。

　女王ピアニィ率ひきいるフェリタニアパーティと、グラスウェルズ王国は幻げん竜りゆう騎き士し団だんに所しよ属ぞくするナーシア率いるファントムレイダーズ―――その対決を前にプレイヤーたちの会話が交こう錯さくし、笑い声が室内に飛び交い……ぶっちゃけ死ぬほど騒さわがしい（笑）。




きくたけ：……うは、なんというか壮そう観かんだな。

鈴吹：そりゃ、いつもの倍以上の人数だからなあ（笑）。

大竹：う～、どきどきする（笑）。

小こ暮ぐれ：みゅーたん、あたしに攻こう撃げきしたら焼き肉だよ？

大竹：えぇっ!?　そっ、それは……っ。

きくたけ：これこれ、ゲーム外で圧あつ力りよくをかけちゃいけませ……。

小暮：おごるのはきくたけさん。




　なんでだ。




小暮：……あれ？　今回、ヘッドセットはなしですか？

きくたけ：今回はなしです（笑）。この人数になるとミキサーが対たい応おうできないの。

小暮：あー、なるほど（笑）。




　ふだんリプレイのセッションを収しゆう録ろくをする時は、ＧＭとプレイヤーは全員ヘッドセットを着用して別べつ個こにその声をマイクで拾い、ミキサーでひとつの音声にミックスしている。

　そのさい、例えば参加者が五人であればステレオ音声の右側に三人、左側にふたりと……そんな具合に声を分けてミックスしているのだ。

　ただし、そのミキサーは六ラインまでの入力にしか対応しておらず、今回の大人数セッションには対応できなかったのである（笑）。




きくたけ：というわけで、今回は最さい低てい限げんの装そう備びで！

一同：はーい（笑）。

見学の編集さんＫ：最低限……これは最低限？（笑）




　と、編集さんがちらり、テーブルの中央を見る。

　そこに置かれているのは、二台のＰＣＭレコーダー〝ＬＳ―10〟と〝Ｒ―09ＨＲ〟。

　天てん井じようを見上げれば、テーブルの上を横切るように設せつ置ちされたアルミ製せいのフレームだ。そこに据すえ付つけられたＨＤカメラのレンズがテーブル中央をにらみつけていた。

　今回のセッションのために、我々が富士見書房に持もち込こんでセッティングしたものだ。




きくたけ：……いや、このレベル帯のキャラが入いり乱みだれると、戦せん闘とうを動画で記録しておかないと内ない容ようの把は握あくが困こん難なんでして。確かく認にんしたい場面があっても音声だけだと探さがしにくいんですよ。

鈴吹：それはまったくそのとおりだけど、半分くらいは菊きく池ちの趣しゆ味みです。

きくたけ：趣味ってゆーな。

Ｏはた：ビデオもあるんだし、サブの録音機材はもっと安いのでいいのでは（笑）。

きくたけ：なにを言うっ！　このレコーダー、内ない蔵ぞうマイクの音でもプレイヤーの位置や距きよ離りまで区別できるんだぞ。会話が混まざった時も別べつ個こに聞き取れる音を録れるのが……っ！

クレバー矢野：そのためだけにここ数年、何回も録音装そう置ちを変えてますもんね……（笑）。

きくたけ：まあ、半分くらいは趣味だが。

一同：やっぱ趣味じゃんっ!!（笑）

久く保ぼ田た：とりあえず、そろそろ始めましょうよ菊池さん。

きくたけ：うい（笑）。えー……コホン。では、これより『アリアンロッド・サガ・リプレイ』第六話を始めたいと思います！

一同：よろしくお願いしま―――す！（笑）




　ではここで、本セッションの参加者をご紹しよう介かいしよう。

　なお、ピアニィを始めとするフェリタニア側のメンバーは簡かん単たんな説明にとどめておく。




▼フェリタニア側パーティ〝アブソリュート〟




大竹みゆ　　　　　　　担たん当とうキャラクター：ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア

　　　　　　　　　　　　　　　　クラス：ウィザード／サモナー

「あ、足を引ひっ張ぱったらどうしよう……っ」などとおろおろしつつ、キャラクターシートのスキル欄らん（主に攻撃系けい）に視し線せんを落として浮うかべる笑顔が―――素す敵てき。




クレバー矢野　　　　　担当キャラクター：アル・イーズデイル

　　　　　　　　　　　　　　　　クラス：ウォーロード／ガンスリンガー

「いやあ、ファントムレイダーズ側はすごく強い。正直言って、苦しいですよ？」

　そう言いつつ、その瞳ひとみに宿る炎ほのおに〝必勝〟の文字が見えるのは気のせいか。




鈴吹太た郎ろう　　　　　　　担当キャラクター：ナヴァール

　　　　　　　　　　　　　　　　クラス：プリースト／フォーキャスター

「ピアニィ陛へい下か、私わたしめはなぜかファントムレイダーズのすべてを知り尽つくしていますゆえ、ご安心ください」の発言に、なぜかじゃねーとファントムレイダーズ側は総ツッコミである。




Ｏはた　　　　　　　　担当キャラクター：ベネット

　　　　　　　　　　　　　　　　クラス：スカウト／サモナー

「防ぼう具ぐを着き込こんでスーパーベネットとなったあっしに、弱点はあまりないでやんすよ、ははは」と冗じよう談だんかましつつ……実は真しん剣けんにデータを検けん証しようしていた事実は見み逃のがせない。




▼グラスウェルズ側パーティ〝ファントムレイダーズ〟




小暮英え麻ま　　　　　　　担当キャラクター：ナーシア・アガルタ

　　　　　　　　　　　　　　　　クラス：エクスプローラー／ダンサー

　実じつ力りよ派くはの女じよ性せい声せい優ゆうさんで、『ナイトウィザード The ANIMATION』ではアンゼロットと緋ひ室むろ灯あかりという二役をこなしていた。マウスプロモーション所しよ属ぞく。

『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』のカミュラ、『アルシャードガイア・リプレイ神薙なぐ御みつ剣るぎ』の神戸屋るんなど、他作品のリプレイでも活かつ躍やくしていただいている。

　必ひつ殺さつ技わざは、おいしいダイス目。それもファンブルしておいしいではなく、クリティカル方面にやたらと強いため……フェリタニア側からもっとも危き険けん視しされている。




久保田悠羅　　　　　　担当キャラクター：カテナ・アウレア

　　　　　　　　　　　　　　　　クラス：ソーサラー／ドラグーン

『アリアンロッド』のシステム・デザイナー、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所属。

　リプレイでは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』を担当し、他にも『ナイトウィザード The 2nd Edition　リプレイ モノクロームの境きよう界かい』など著ちよ者しやとして活動している。

　理知的かつ冷静沈ちん着ちやく、『アリアンロッド』のデータを熟じゆく知ちしているため、このバトルにおいてもっとも頼たよりになる大人の男である。

　大人だけど、困こまったことが起こると「うみゅう」と鳴くぞ。




長田崇たかし　　　　　　　　担当キャラクター：ゼパ・フリンジコルト

　　　　　　　　　　　　　　　　クラス：ナイト／テイマー

『神曲奏そう界ポリフォニカＲＰＧ』のゲーム・デザイナー、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所属。

　社内ではＤＴＰデザインからスケジュール管理までをこなすオールラウンドプレイヤー。

　寡か黙もくでまじめな性せい格かくであるが、胸むねに秘ひめたＴＲＰＧに対する愛は、春の風より優やさしく、真夏の太陽より熱い。

　ゲームはかっきりやり込こむ男で、その熱意の元に生み出された彼かれのキャラの防ぼう御ぎよ能のう力りよくをいかに突とつ破ぱするかが戦いの焦しよう点てんになるだろうと、クレバー矢野とＯはたは真剣けんに語っていた。




きくたけ　　　　　　　担当キャラクター：アンソン・マンソン

　　　　　　　　　　　　　　　　クラス：パラディン／プリーチャー

　この本を書いている男……つまり私のことである。

　リプレイを書き続けて二〇年を超こえるが、自分がプレイヤーの立場で参加したセッションを記事に起こすのは初めてである。たぶん。しかも、ＧＭも兼かねるのだからややこしい。

　〝無印〟シリーズのＧＭゆえにフェリタニア側パーティの戦い方は熟知している……のだが、最近のダイス目の悪さがわざわいしてか、ちっとも恐おそれられていない。ちょほほ。




大竹：……って、きくたけさんは敵てき側がわか～やだな～……（笑）。

きくたけ：貴き様さまらの戦せん術じゆつは手に取るようにわかるぞふはははははは！

大竹：ずる～い（笑）。

小暮：大だい丈じよう夫ぶよ？　きくたけさん、最近すごい出目が悪いから。

きくたけ：あんたはどっちの味方だっ!?

大竹：……あれ？　きくたけさんプレイヤーになるんですよね？　ＧＭは？

きくたけ：ふはは、そのために三人目のＧＭ兼けん審しん判ぱん役やくにこの男を呼よんだのだ！

かわたな：は、審しん判ぱんを務つとめるかわたなです。よろしくお願いします。




かわたな

　〝かわいそうな〟田中、略りやくしてかわたな。本名は、田中信二。

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社の社員で、執しつ筆ぴつ、編集、進行、ＤＴＰとなんでもこなす超ちよ人うじん。

『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズでは、クリス＝ファーディナント役のプレイヤーを担当していた。

　実は「サガ」においては、無印シリーズとブレイクシリーズ両方の進行を担当しており、社長と副社長から原げん稿こうを取り立てるという地じ獄ごくのミッションをこなしている。

　きくたけと鈴吹がプレイヤーに入る今回のセッションにおいて、ＧＭを務めるならこの男しかいない！　ということで召しよう喚かんされた。




きくたけ：―――さて、そろそろ始めようか。今回は大所帯になりましたが、全員、死力を尽くしてがんばってください（笑）。

鈴吹：あんたも死力を尽つくすんだ。

きくたけ：はい……がんばれ、俺おれ。

久保田：このセッション、原稿にするの大変そうだなあ……（笑）。

クレバー矢野：ほんとに……（笑）。







◆Preplay 02◆今回予告とハンドアウト




　そして戦せん慄りつのセッションはここに開始された。

　ＧＭ三人、プレイヤー八人、あわせて九人のセッションだ。

　なんともややこしい。

　とりあえず、ＧＭかわたなの出番はオープニングフェイズで導入を終えた後である。

　この段だん階かいにおいてＧＭを担当するのは私・きくたけであった。




きくたけ／ＧＭ：では、これよりセッション本番に入りましょう！　えー、念のために説明しておきますと―――今回は、『アリアンロッド・サガ・リプレイ』……通称〝無印〟シリーズのフェリタニア王国チームと……。

鈴吹：『サガ・ブレイク』シリーズのファントムレイダーズによる、ＰＣ対ＰＣ……巷ちまたではＰｖＰと言われるものとなります。

大竹：あの、本気で倒たおしちゃっていいんですか？　殺しちゃっても大だい丈じよう夫ぶ？（一同爆ばく笑しよう）

長田：いやいやいやいや……っ（笑）。

小暮：（ふっ、と口を押おさえて笑い）みゅーたん……（笑）。

鈴吹：はいはい、まだ説明の途と中ちゆうです（笑）。

きくたけ／ＧＭ：戦闘のレギュレーションはあとで説明するとして……今回は、あくまでＰｖＰ……対決がメインです。すなわち……っ！

一同：すなわち？

きくたけ／ＧＭ：（シナリオをぺらっと取り出して）……見てください！　毎度二、三〇枚くらいになるシナリオも今回はなんとたったの三枚っ！（一同大だい爆ばく笑しよう）

久保田：そこか！（笑）

クレバー矢野：三〇枚もあったんですか、毎回！

きくたけ／ＧＭ：ええ……二巻かんの時は大変だった……武ぶ将しよう集めの部分、シナリオの中にミニゲームのルールとデータが入ってたから……（しみじみ）。

クレバー矢野：ああ、面白かったけどリプレイではほとんど削けずられたパート！（一同爆笑）

きくたけ／ＧＭ：うるちゃい！（笑）

Ｏはた：前回も投とう稿こう武将のデータをいっぱいとルールも用意したはずなのに……（笑）。

きくたけ／ＧＭ：うるちゃい！　うるちゃい！（笑）　あ、あれは不ふ測そくの事じ態たいが……っ。

大竹：て、てへ。

きくたけ／ＧＭ：では……今回予告いきますっ！　あ。あくまでこのリプレイは無印側の物語なので、今回予告もその視し点てんで読み上げられますのでよろしく（笑）。




今回予告！

「滅ほろびを迎むかえたはずのメルトランドに差さし込こんだ、一ひと筋すじの光明。

　それは他ならぬピアニィがもたらしたものだった。

　前ぜん途とを開く、未来、希望……しかし、その先に待っていたのは殺意に満ちた瞳。

　ピアニィたちの行く手を阻はばむ、最強の敵てき。

　その名は――――。




　アリアンロッド・サガ・リプレイ

　第六話『ファントムレイダーズ』




　すべては、竜の石の導みちびきの下に――――」




小暮：え～、なにそのシナリオタイトル～（笑）。

きくたけ／ＧＭ：かっこいいじゃん！　渋しぶい男だん性せいの声で重々しいナレーションだと思えば！

小暮：そ、そうかな……（笑）。

きくたけ／ＧＭ：えー、今回のハンドアウトはフェリタニア側と、ファントムレイダーズ側に各一いち枚まいずつ。まずはフェリタニア側のハンドアウトからでーす！




▼フェリタニア・パーティ用ハンドアウト

コネクション：ファントムレイダーズ　　　関係：仇きゆう敵てき

　バルムンク一二人衆しゆうがひとり・再さい生せいモンドーラを倒したキミたちは、フェリタニア王都バーランドへの帰き途とについていた。

　未来に向けて開かれた希望と、それを[image: ]つかんだという確かく信しん。

　この事実が、みなの帰途の旅に笑顔と弛し緩かんした空気をもたらす。

　だが、それはふいに満ちた殺気にかき消された。




　そして気づいた―――崖がけの上からキミらを見下す、四つの人ひと影かげに。




小暮：崖の上から岩を落とそう岩っ。

大竹：……こわぁいよっ（笑）。

クレバー矢野：岩を落として《テレポート》で逃にげる（一同爆笑）。

Ｏはた：そんなことより、再生モンドーラ……すごい言葉だ（笑）

クレバー矢野：というか、パーティ別ハンドアウトっていうのが新しん鮮せんだ。

きくたけ／ＧＭ：次はファントムレイダーズ側のハンドアウト！（やや太い声で勢いきおいよく……）




▼ファントムレイダーズ・パーティ用ハンドアウト

コネクション：ピアニィ　　　関係：仇敵

　キミたちは、グラスウェルズ軍幻竜騎士団が誇ほこる特とく殊しゆ部隊ファントムレイダーズである！

　国王誕たん生じよう記念式典に起きたフィリップ王暗殺未み遂すい事じ件けん。

　首しゆ謀ぼう者しやは、フェリタニア王国の王にしてバルムンクの首しゆ領りようピアニィだった。

　奴やつを許ゆるしておくわけにはいかない。

　Dead or Alive !

　今日も、ファントムレイダーズに不ふ可か能のうミッションの指令が下る……！




クレバー矢野：なんだこのノリ（笑）。「ブレイク」はいつもこんな感じですか。

きくたけ／ＧＭ：こんな感じです。

小暮・久保田・長田：うそだ―――っ!!（笑）

鈴吹：きくたけ風「サガ・ブレイク」（笑）。

大竹：というかピアニィ、完全にバルムンクの首領ってことにされてる！

きくたけ／ＧＭ：ではまあ、両方のパーティ向けに、それぞれ簡かん単たんにおさらいしておきましょう。（フェリタニア側に向かって）先日、グラスウェルズのフィリップ王の暗殺未遂事件が起きた……これは前回のセッションでも話したとおりだ。

Ｏはた：でやんすな。

きくたけ／ＧＭ：この事件は、「ブレイク②」……第四話で主題となったイベントで、この実じつ行こう犯はんのうちのひとりは、ファントムレイダーズの手により捕ほ獲かくされている。

大竹：犯はん人にん、捕つかまってたんだ。

きくたけ／ＧＭ：実行犯は「自分はバルムンクの者であり、その背はい後ごには首領の存そん在ざいがある」と白はく状じようした。首領は竜りゆう輝き石せきを集めているとも。そして導みちびき出だされた首領の正体こそが……。

ピアニィ：あたしってことになった。

きくたけ／ＧＭ：……そういうこと。で、その調ちよう査さのためにファントムレイダースが差し向けられたわけだ。実はもう少し細かい話があるんだけど、そこはオープニングでやろうか。

大竹：気になる（笑）。

きくたけ／ＧＭ：うひひ。で、一方……ファントムレイダーズ側にも説明をしておこう。

小暮：「無印」の方ではいったいなにが……。

きくたけ／ＧＭ：まず、無印リプレイ二巻でグラスウェルズがメルトランドに侵しん攻こうしたってのは、キミらも知ってのとおりだ。

長田：ええ。メルトランドの首都を陥かん落らくさせたのは、ワシらですし。

きくたけ／ＧＭ：うん。で、この状じよう況きように対し、フェリタニアも動いた。窮きゆう地ちに陥おちいったメルトランドの女王スリスを救出したまではよかったんだけど―――……。




　と、ここでしばらく「ブレイク」側のプレイヤーに簡単な状況説明がなされる。

　ナヴァールがピアニィに内ない緒しよでメルトランドをレイウォールに売うり渡わたしたこと、グラスウェルズのメルトランド侵攻戦にレイウォールを介かい入にゆうする要よう請せいを出したこと、そして今巻収録の第五話のあらましなどなどである。




きくたけ／ＧＭ：……と、おおざっぱにそんな感じ。

小暮：なるほど……（笑）。

きくたけ／ＧＭ：だいたいおわかりでしょうか。

小暮：ベネットが防具を着たらダメじゃないですか。

一同：そこか―――いっ！（笑）

きくたけ／ＧＭ：まあ、もろもろの細かいことはオープニングでやります。まずは、両りよう陣じん営えいとも自じ己こ紹介にいきましょうか。




　なお、今回はＰｖＰということもあり、両パーティのキャラクターレベルをあわせるためにファントムレイダーズ側のみレベルアップを行なっている。

　ファントムレイダーズの面々は「ブレイク」第四話で得た成長点とお金を使って、あらかじめレベルアップを行なっていた。







◆Preplay 03◆キャラクター紹介




　さて、ここで各キャラクターの自己紹介となるわけだが。

　先ほども説明したとおりフェリタニア側はレベルアップをしていないため、キャラクターシートを提てい示じした上で、簡単な自己紹介のみで済すませている。

　読者のみなさんは、本書33ページのデータを参照していただきたい！




きくたけ／ＧＭ：では、各キャラクターのレベルアップについての報ほう告こくをお願いします！

大竹（以下、ピアニィ）：ピアニィでーす。

クレバー矢野（以下、アル）：アルでーす。

Ｏはた（以下、ベネット）：ベネットでーす。防具を着てスーパーベネットになってまーす。

きくたけ／ＧＭ：そこはいいからっ！（笑）

鈴吹（以下、ナヴァール）：ナヴァールでーす。私自身よりケセドの杖つえが強いでーす！（笑）

ピアニィ：いやいやいや（笑）。

アル：フェリタニア側の自己紹介、終わり！

ＧＭ：はや（笑）。では、ファントムレイダーズ側の自己紹介にいきまーす（笑）。




▼ナーシア・アガルタ（16レベル）の場合

小暮（以下、ナーシア）：まず……【ＨＰ】が[image: 101]＋50、【ＭＰ】が88、フェイトが13になりました。

きくたけ／ＧＭ：スキルは？

ナーシア：ちょっと悩なやんだんですけど……スキルは《クイックムーブ》を４レベル（＝【行動値ち】＋８）に、《ヴォーパルアーツ》を５レベル（＝短たん剣けんによる攻こう撃げき力りよく＋15）に上げました。

アル：なるほど、基き本ほん性せい能のうを底上げしましたか。

ナーシア：装備は両手にシャープダガー、あと異い次じ元げんバックを買ってます。……ハイＭＰポーションを、前の残りもあわせて一〇本持ちましたけど……。

きくたけ／ＧＭ：うん、きっと使い切らない。ポーション飲むのにメジャーアクションを消費するような余よ裕ゆうは生まれない予感がする（笑）。

久保田：（笑）。ファントムレイダーズはもともとあまりＭＰポーション使わないしねー。

アル：……（←じー、っとナーシアのキャラクターシートを見ている）。

ナーシア：矢野さん？

アル：……（←じー）。

ナーシア：矢野さーん！

アル：え、あ、はい。大だい丈じよう夫ぶです。

ナーシア：なにが大丈夫なんだろう（笑）。目が本気だ……（笑）。
















▼ゼパ・フリンジコルト（16レベル）の場合

長田（以下、ゼパ）：【ＨＰ】が[image: 116]＋50、【ＭＰ】が84、フェイトが13です。

アル：スキル！　スキルは！

ゼパ：あ、うー……スキルは《ウィップマスタリー》を１レベル取って、あと《パーフェクトシールド》を３に上げました。

アル：盾たての防ぼう御ぎよ力りよくがそれで＋６―――防御を固めてきたか……。

ゼパ：装備は翼つばさの盾を買って、【行動値】が５点上じよう昇しよう。つまり移い動どう力が10になりました……。鎧よろいもドラゴンメイルから、鉄てつ壁ぺきの鎧に変へん更こうです。防御はさらに高くなった……はずです（笑）。

アル：…………（←じー、とキャラクターシートを見ている）。

ベネット：ふうむ……。

アル：やっぱり、このおじいちゃんだな……。

ベネット：ですなあ……。

ゼパ：な、なにがですか。

ピアニィ：おじいちゃんを殺……倒たおさないと勝てそうもない？

きくたけ／ＧＭ：今、さらっとなにを言いかけた。

ピアニィ：い、いや（笑）。みんなが殺意殺意って言うから、言動に気をつけようと（笑）。

ナーシア：（笑いをこらえながら）もう遅おそいと思う…………（笑）。
















▼カテナ・アウレア（16レベル）の場合

久保田（以下、カテナ）：えー、【ＨＰ】が64、【ＭＰ】が[image: 130]＋[image: 100]、フェイトが13点になりました。

アル：問題は今回取ったスキルです。

ベネット：スキルでやんす。

きくたけ／ＧＭ：だからなんでそんなに目がマジなんだ（笑）。

カテナ：（笑）。スキルは、《ダブルキャスト》という、メジャーアクションの魔ま術じゆつをふたつ使用するスキルを取りました。

ベネット：《ダブルキャスト》か……（笑）。

カテナ：それと《エイミングフォージ》。１シナリオに一回だけ、魔術判はん定ていのダイスを二個追加するスキルを取得しました。

きくたけ／ＧＭ：装備は？

カテナ：胴どう体たいをミスティックガーブに、補ほ助じよ防具をマジックマントに変えました。あとは、あんまり変わってないです。

ピアニィ：ミスティックガーブ、私とお揃そろいの防具です♪（一同爆笑）

カテナ：確たしかにそうですね（笑）。たぶん、デザインはちがうでしょうけど。

きくたけ／ＧＭ：ええ、ピアニィのミスティックガーブは、赤色になるのは確かく定ていです！（笑）では、最後は私だな。ちょっとＧＭからプレイヤーに戻もどって……アンソン！（笑）
















▼アンソン・マンソン（16レベル）の場合

きくたけ／ＧＭ（以下アンソン）：【ＨＰ】が92＋50、【ＭＰ】が[image: 102]＋[image: 100]、フェイトが12になりました。スキルは、命中判定の達成値が上がる《ジャッジアタック》と、自分の命を削けずってダメージを上げる《セルフサクリファイス》のレベルを上げてます。

ナヴァール：真っ当だ（笑）。

アンソン：んで、装備の変更はなし。闘とう士しのバンダナと豊ほう穣じようの花か冠かんを両方つけているという……不思議な格かつ好こうです。

アル：あ。豊穣の花冠は装そう身しん具ぐですよね？　冠という名前ではありますけど、本来は腕うでに巻まいたりして使うものだと思いますよ。

アンソン：なにぃっ!?　誰だれだよ！　「ハートフル」の時、俺のキャラ絵に冠を載のせたのっ！　おかげで俺のキャラ絵が不思議なことになったんだぞ……っ！　犯人は誰……っ！

カテナ：は～い！（←挙手）　理由は面白いから♪（笑）

アンソン：き――――――っ!?（笑）

アル：あー、でも。ちなみにあのデータを作ったの、たしか俺なんですよね。装身具のカテゴリに入れたのも俺です（笑）。

アンソン：お前か……お前らのせいで、俺は恥はずかしい思いをしたのか……っ!?（一同爆笑）

くっそう、今に見てろよっ!?
















アンソン：……と、ここでおもむろにＧＭに戻もどりまして（以下、きくたけ／ＧＭ）ひとつ言い忘わすれた。今回はセッションが特殊なので、通つう常じようの進行とはちがった手順で進めますよん。

大竹：ちがった手順？

きくたけ／ＧＭ：です。自己紹介のあと、オープニングシーンには入るけど、その最後に両陣じん営えいが別々の部屋に別れて、ブリーフィングを行ないます。

アル：なるほど（笑）。

カテナ：そこで戦術とか相談して決めるわけだ。

きくたけ／ＧＭ：そうそう。で、その時にギルドスキルも話し合って決めてくださいませ。

ナヴァール：基き本ほん的てきに対戦しか起きないので、そのつもりで選せん択たくするのがいいでしょう（笑）。

ベネット：つまり《目利き》はいらない、と。

カテナ：《偽ぎそ装うじ情よう報ほう》もいらないな（笑）。

きくたけ／ＧＭ：（笑）。オープニングの最後にそれぞれ今回持って行くギルドスキルを発表してもらうのでよろしく（笑）。他になにか、質しつ問もんはあるかな。

カテナ：特にないかな。

アル：疑ぎ問もんが出たら質問します。戦闘ルールについて、いろいろ出そうですが（笑）。

きくたけ／ＧＭ：そこはあとで解かい説せつする（笑）。では、セッション本ほん編ぺんに入ろう！

一同：はーい！











ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆白き竜の旗の下に




　ピアニィ女王の動向を探さぐれとの命を受けてより数日後―――。

　ファントムレイダーズは、その警けい戒かい網もうを難なんなくかいくぐり、ノルウィッチ周辺にて諜ちよう報ほう活動の任にんにあたっていた。

　だが、密みつ使しを通じて招しよう集しゆう命令がかかったのは……




　活動開始よりわずか二日後のことだった。




きくたけ／ＧＭ：今回のオープニングは、全部で２シーン。フェリタニア側とファントムレイダーズ側にそれぞれ１シーンって形でいきます。最初は、ファントムレイダーズ側のオープニングなので―――はい、社長（と、シナリオを差し出す）。

ナヴァール（以下、鈴吹／ＧＭ）：（シナリオを受け取って）では、ここから私がＧＭになります。

ピアニィ：ＧＭが変わった！（笑）

きくたけ／ＧＭ（以下、アンソン）：んでは、私はプレイヤーに戻りまーす（笑）。

鈴吹／ＧＭ：えー……では、最初のオープニングシーンは……………（と、シナリオに視線を落として）……ってこれ、ほとんどなにも書いてないじゃんっ!?（笑）

アンソン：社長が昨日、「ファントムレイダーズ側のオープニングは任まかせておけ」って言ったんじゃないですかっ！（笑）

アル：とりあえず、書いてあることを読み上げてみるといいんじゃないですかね？（笑）

鈴吹／ＧＭ：シーンタイトルが……「ピアニィ暗殺指令（仮）」（一同大爆笑）。

ピアニィ：えぇぇええええええぇぇぇ……っ!?（笑）

カテナ：対決にもっていかなきゃいけないんだし（笑）。

アンソン：うひひ、そうそう（笑）。

鈴吹／ＧＭ：ええと、このシーンはファントムレイダーズの全員が登場で、舞ぶ台たいはグラスウェルズ軍のとある駐ちゆう屯とん地ちです。

ピアニィ：駐屯地？

鈴吹／ＧＭ：ああ。グラスウェルズの軍がメルトランドに侵攻したでしょ？　その軍が、メルトランド国内のとある平原に作った陣じん地ち……と思ってください。

カテナ：きっと、天てん幕まくとかがいっぱい張はられているんだな。

鈴吹／ＧＭ：まさにそのとおり。

アンソン：で、なんで駐屯地にいるんです？　前回（「ブレイク」第四話のことです。ああ、ややこしい）でゴーダ伯はくからフェリタニアを探れ、って命令を受けて出しゆつ撃げきしたんじゃ？

鈴吹／ＧＭ：ええ。その諜報活動中、密使がやってきて招集命令を受けたんです。この駐屯地に来い、と。で、このシーンは夕ゆう刻こく……ゴーダ伯の天幕に、ファントムレイダーズの四人が呼よばれたというところから始まります。




ゴーダ伯

　グラスウェルズ軍の軍ぐん師し。

　グラスウェルズ王国がアルディオン大陸の覇は権けんを握にぎるために、全ぜん知ち全ぜん能のうをかける陰いん謀ぼうの人。

『ブレイク』シリーズでは、いつもこの人から命令を受けるところからセッションが始まる。

　顔は悪人。

　はたしてその心の中は……？




きくたけ／アンソン：あれ？　ゴーダ伯、前線に出てきているんだ？

鈴吹／ＧＭ：はい、さすがにグラスウェルズ軍がピンチですから。

ナーシア：ピンチなの!?

鈴吹／ＧＭ：ピンチです！　「ファントムレイダーズの諸しよ君くん、よく来てくれた。すでに知っているかと思うが現げん在ざい、グラスウェルズのメルトランド攻略は思わぬ事態に陥おちいり、頓とん挫ざした」

ナーシア：頓挫？（と、大竹さんの方を向いて）いったいなにがあったのかしらねえ？

ピアニィ：て、てへ。

鈴吹／ＧＭ：ゴーダ伯は大陸中央部の地図を広げて説明します。「―――先日、エストネルから停戦命令が届とどいてな。これ以上の侵攻を続けることができなくなった」　ゴーダ伯は、忌いま々いましそうに言う。

ゼパ：停戦命令？　メルトランド侵攻の陰謀がばれたのかのぅ？

ナーシア：しーっ！

鈴吹／ＧＭ：「諸君らも知っての通り……我わがグラスウェルズはピアニィ女王制せい裁さいのため、急きゆう遽きよレイウォールと休戦協定および同盟を結び、フェリタニアへと同時侵攻を行なった」

カテナ：……グラスウェルズとレイウォールの同どう盟めいとか、ありえない（笑）。

アンソン：まあ、背後でバルムンクが動いていたから。ここについては、ファントムレイダーズのＰＣも知らないけどね。

鈴吹／ＧＭ：そういうこと。独どく立りつを宣せん言げんしたとはいえ、フェリタニアはまだまだ国としての体もなしてはいない。両大国とまともに戦えば、ひとたまりもないはずだったのだが……。

アンソン：そうはいかなかったわけで……（笑）。

ピアニィ：て、てへ。

鈴吹／ＧＭ：「もとより我が軍の目的はフェリタニアの侵しん略りやくではない。あくまで、〝フィリップ陛下暗殺計画の黒くろ幕まく〟の討とう伐ばつだ。レイウォール軍と打ち合わせたとおりのルートでメルトランド内を進軍中に突とつ如じよ、当のピアニィ女王がそのメルトランドへやってきたのだ」

カテナ：……それは思い切ったことを。同盟したと言っても、お互たがい相手を信用してるわけじゃないからね。どっちかが予定にない動きをされたら……。

アンソン：ええ、お互いに相手を警戒するし、両者の目的からしてもピアニィの捜索のために侵攻が止まる。

ゼパ：大胆なプリンセスなのじゃ……。

鈴吹／ＧＭ：「おかげで前線は大だい混こん乱らん。……しかもだ、ピアニィはあろうことかメルトランドの残ざん党とうと手を組んだのだ」

ゼパ：ほほう。

鈴吹／ＧＭ：「前線が混こん乱らんする中、ピアニィの発見もできぬまま―――ノーデンスがやってきて停戦命令を伝えられたのだ。我が軍は進むもならず、退ひくもならず、活気づいたメルトランドのレジスタンスのまっただ中で立たち往おう生じようだ！」　ゴーダ伯は、珍めずらしく怒ど気きをはらんだ声をあげ、〝ドン！〟と机つくえを叩たたく。

カテナ：なるほど。

鈴吹／ＧＭ：「おそらく―――」　彼は、少しだけ気持ちを落ち着け、声を低くして言います。「（静かな声で）おそらくピアニィには、よほど優ゆう秀しゆうな軍師がついているのだろう」




　一同大爆笑である。




アンソン：し、社長……（笑）。

カテナ：自分で言っちゃだめ……（笑）。

ゼパ：と、ともかくそのあおりでメルトランド侵攻は頓挫したわけじゃな。

ナーシア：停戦命令無む視しして、押おし切きるとかできないんですか？

鈴吹／ＧＭ：そもそも、グラスウェルズの戦せん略りやく目的は、レイウォールと直ちよく接せつ対決して戦果を上げ、統とう一いつ帝ていの称しよう号ごうを奪うばうこと。審判しんぱん役のエストネルを無視して戦争することには、まったく意味がないです。

カテナ：だったら、フェリタニアなんか攻せめなければいいのに……（笑）。

鈴吹／ＧＭ：まったくその通りです。珍しくゴーダ伯が愚ぐ痴ちりますよ。「だから、私はフェリタニア侵攻には反対だったのだ……」

アル：え、そうなのかっ!?　てっきりこの人がグラスウェルズ側の黒幕だと思ってた。

鈴吹／ＧＭ：どうやら、ゴーダ伯とは別の思おも惑わくがグラスウェルズを動かしたようですね。

ナーシア：すると、ゴーダ伯は本当にバルムンクとは関係ないんだ？

鈴吹／ＧＭ：それについてはお答えしません。「ブレイク」シリーズの今後の展てん開かいをお楽しみに（笑）。

アンソン：ゴーダ伯に関して確かく実じつなのは、顔が悪人ということだけだな。

カテナ：いや、そこはどうでもいいから（笑）。で、ゴーダ伯。このあといかなる手を？

鈴吹／ＧＭ：「うむ、こうなれば我らが逆ぎや転くてんできる方法はひとつしかない」

ゼパ：どうするのじゃ？

鈴吹／ＧＭ：「―――まもなく、エストネルが各国の代表者を集め、停戦会議を開くことになるだろう。その席に一方の当事者が参加しなかったらどうなる？」

カテナ：あ、なるほど……。

鈴吹／ＧＭ：「ピアニィ・ルティナベール・フェリタニアを停戦会議が始まる前に殺せ！　あの小こむ娘すめがいなくなれば、フェリタニアは雲うん散さん霧むし消ようする。王位継けい承しよ者うしやもいない」

アル：そういえば、継承者いないな（笑）。

ベネット：ピアニィ様。すぐに跡あと継つぎを作るしか。

ピアニィ：………………ベネットちゃん？（笑顔）

ベネット：す、すみません。

鈴吹／ＧＭ：「フェリタニアがなくなれば、メルトランドも黙だまる。また、レイウォールとの対決に戦力を集中できるというものだ」

カテナ：ピアニィがバルムンクの首領だということについては？

鈴吹／ＧＭ：「ブレイク」第四話から今の間までに、ピアニィについてもバルムンクについても、たいした情報はつかめていません。

アンソン：なにしろ、このあたりは大混乱だったしね。

鈴吹／ＧＭ：「……もはやバルムンクがどうであるかは問題ではない。グラスウェルズの未来のためにピアニィ女王の存在そのものが看かん過かできんのだ。様々な理由で、な」

ピアニィ：えぇえええっ！（笑）

アンソン：殺せ、ってことですよね？　（超ちよう笑え顔がおで）「グラスウェルズの未来のために」と言われると、やらないわけにはいかないなあ（笑）。

ピアニィ：その笑顔はなんですかっ（笑）。

鈴吹／ＧＭ：「―――そう急くな。あの女の生命いのちは、外交上のカードにも使える。可か能のうならば捕獲し、私の前に連れてくるのだ。だが、グラスウェルズに来ることを拒こばむようなら殺せ」

ナーシア：わかりました。

ピアニィ：なんでそんなに力強く……っ。

ナーシア：必ずや、ピアニィはこの手で。

ピアニィ：小暮さん、殺意高い！（笑）




　そこで全員、大竹さんに生なま暖あたたかい笑顔を向けるのはなぜだろう。




鈴吹／ＧＭ：「メルトランドに少人数で侵しん入にゆうしたピアニィたちは、バーランドへの帰途についている。今、襲しゆう撃げきすれば世間が混乱しているこの状況下―――誰がやったのかわかることもあるまい」

カテナ：つまり今回のシナリオで《偽装情報》は絶ぜつ対たいに持って行かなくていい、と。

鈴吹／ＧＭ：そうです！

アル：社長！　そんな敵を強くするような発言を（笑）。

鈴吹／ＧＭ：あ、そうか（笑）。ええい、でも今のわたしはゴーダ伯なんだ！　「なんとしてもピアニィを倒たおせ！　行けっ、ファントムレイダーズ!!」

ナーシア：わかりました。ピアニィ女王は必ずや、この手で！

ピアニィ：私、小ぐ……ナーシアさんに殺される～!?（笑）

ナーシア：（笑顔）。

鈴吹／ＧＭ：では、これにてシーンを終しゆう了りようします（笑）。







◆Opening 02◆夕ゆう闇やみ迫せまる、戦いの舞台にて




　沈しずみかけた陽の光が、ピアニィたちの歩む道をオレンジ色に照らしていた。

　道の脇わきで風になびく草木も、岩いわ肌はだも、空を流れる雲も、空そのものも―――。

　そして空気までもが夕焼け色のフィルターを通して見たような輝かがやきに彩いろどられ……四人の足下から伸のびる影かげの黒だけがくっきりとしたコントラストを作り出している。

　笑顔あふれる、四人の旅路。

　しかし世界に夜の訪おとずれを知らせる群ぐん青じよう色いろが侵入してくる頃ころ―――




　観客のいない舞ぶ台たい劇げきの幕は、上がった。




アンソン：さて、社長。シナリオ返してください（笑）。このシーンは私がＧＭに戻りますので！（以下、きくたけ／ＧＭ）　……それでは、フェリタニア側のオープニングを始めましょうか！　社長は、このシーンはナヴァールになります。

鈴吹／ＧＭ（以下、ナヴァール）：はーい。

きくたけ／ＧＭ：このシーンはまず、フェリタニア側のＰＣが全員登場になります。舞台は、第五話の事件を終え―――バーランドの帰途へとついた、その道の途中だ。夕日が西の空に沈みつつある中……四人は笑顔で言葉を交わしながら街道を歩いている。

ナヴァール：さて、エストネルからの停戦命令も出たし、ちょっとほっとして家へ帰る道すがら、ってとこですな。

きくたけ／ＧＭ：です。ふと気がつけば、太陽は山間にほぼ沈み……夜が訪おとずれようかという時じ刻こくになってくる。そろそろ、今日の野や営えいの場所を考えなければならないが―――。

アル：周囲に宿とか民家はない……ですよね？

きくたけ／ＧＭ：ない（きっぱり）。ここは町から遠く離はなれた、ある山の麓ふもとに沿そって伸びる街道だ。しかし……ああ！　安心してほしい！　ふと視線を正面にやれば―――そこに夜よ露つゆをしのげそうな、張はり出だした崖があるではないか！

一同：…………。

ベネット：なんでやんしょうな、この嫌いやな予感は。

アル：どんな場所だ、そこ。

きくたけ／ＧＭ：左右を山やま肌はだにふさがれた、その合間に伸びる街道だ。張り出した崖の下に入れば雨風は防ふせげよう。おお、なんと野営に適てきした場所であろうことか。

ピアニィ：超ちようあやしいよ……（笑）。

ベネット：別に雨は降ふってないでやんすが……（笑）。

ナヴァール：ふうむ、ベネットよ。この地はなんと呼ばれる場所かな？

ベネット：は、〝落ピアニィ坡〟と呼ばれる場所にございます（一同大爆笑）。




　それは前ぜん巻かんのネタである。




ピアニィ：ちょっ……とぉっ!?（笑）

アル：ま、まあ……先に進もうぜ。立ち止まる理由もない……（←なぜかにやける）。

きくたけ／ＧＭ：では、四名が薄うす暗ぐらくなった山間の道へと入る―――その時であった。

一同：…………。

きくたけ／ＧＭ：ふいに、場の空気が緊きん張ちよう感に満ちる。緊張感？　いや、ちがう―――それは、殺気だ。

ピアニィ：わくわく。




　陛下、口にした擬ぎ音おんがまちがっておりまする。




ナヴァール：戦いの予感に、陛下のご尊そん顔がんが微笑に満ち満ちておるようですが（一同爆笑）。

ピアニィ：そ、そんなことはありません、ナヴァール。

アル：で！（笑）　その殺気とやらは？　とりあえず、その気配を察して立ち止まります。

きくたけ／ＧＭ：では、立ち止まって周囲に意い識しきを飛ばすアルに向かって―――声が飛ぶ。「……ほう、気配を察するとは大したものだ」　声は、崖の上から聞こえた。

ピアニィ：そっちを見ると……？

きくたけ／ＧＭ：崖の上に視線を転じれば、そこに立たち並ならぶのは四つの人影。それが、キミたちを見下ろしている。

ベネット：誰でやんすか！　いやっ、超ちよう予よ想そうはついてるでやんすが！（笑）

きくたけ／ＧＭ：その声に応こたえるかのように、四人のうちのひとり……そう、巨きよ大だいなハンマーを持った騎士らしき人影がずいっと前に出る。

一同：…………。

ピアニィ：ハンマーを持った騎士……。

アル：あ、あの……髪かみの真ん中一列が焼やけ焦こげてなくなってる人……？

きくたけ／ＧＭ：「そう。実は僕ぼく、かのキンバリーの弟で……って、ちが―――う!?」（一同爆笑）

ナヴァール：そこはわざわざ拾わなくていいだろうっ!?（笑）

きくたけ／ＧＭ：お、おほん。気を取り直して―――ハンマーを持った男は、キミたちを見下ろしながら余よ裕ゆうの態たい度どで告げる。「……フェリタニアのピアニィ女王陛下とお見受けする」

ピアニィ：は～い、そうで～す♪（一同爆笑）

ナーシア：ピ、ピアニィって……アホな子だったっけ……？（笑）

アル：…………いや、その、すまん。

ベネット：アホっていうか、戦闘のことで頭がいっぱいなだけで……（笑）。

ピアニィ：そんなことないですよ？　戦闘は好きですけど！

一同：……（笑）。

きくたけ／ＧＭ：えー……崖の上の男は、二ミリだけ肩かたを落として仲間に囁ささやきかける。「あ、あんなのでしたっけ？　話とちがいますよ？」　……では、ここでファントムレイダーズも登場ということで！

ナーシア：（冷静な口調で）……気をつけて。こちらを油ゆ断だんさせようとしている。

きくたけ／ＧＭ：「―――ふ、なるほど」

アル：……このあと、菊池さんがえんえんとかっこいい台詞せりふを言うような気がするんですが……飛ばしまして―――（笑）、あのセリフは言わねばなるまい。

ピアニィ：あのセリフ？

アル：……お前ら、何者だっ！

ゼパ：おお、名前を聞かれたのじゃー……キラーン☆

きくたけ／ＧＭ：「ああ。これは、名乗らないわけにはいくまいな」

ナーシア＆カテナ：………………。

アル：誰だれかあの恥ずかしいセリフを言ってくれるんだな！　お、俺らは正せい座ざして待ちます。

きくたけ／ＧＭ：「（ややニヒルな口調で）……そう、我われ々われは、グラスウェルズは幻竜騎士団に所属する影の実行部隊―――」

カテナ：アンソン、幻竜騎士団に所属することは言っちゃだめ。

ゼパ：人呼んで……。




　その声に、頭にベレー帽ぼう子しを乗せた小こ柄がらな少女……その人影が前に出る。

　そして、背せ筋すじが凍こおりつくほどに冷たく……抑よく揚ようのない声で言った。




「……ファントムレイダーズ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




フェリタニア一同：…………。

ファントムレイダーズ一同：………………。

ナヴァール：……ぷ。

きくたけ／ＧＭ：あんたが笑っちゃダメだろ――――――っ!?（一同大爆笑）

ナーシア：……やっぱりこのギルド名、問題があるんじゃ……（笑）。

きくたけ／ＧＭ：まあ、おいといて！　その崖の上に立つ彼らの顔は、キミたちの位置からだと顔まではよく見えない。だが、そこから放たれる殺気は本物だとわかる。

ベネット：えー、では聞くでやんす。……ファントムレイダーズ？　もしかして、あのモンドーラを一度は倒したという奴らでやんすか！

ナーシア：（抑揚のない口調で）……それが、なにか？

ベネット：よ、よくも我わが友ともを……っ！

アル：おい、その発言は問題だと思うが……（笑）。

ナーシア：（冷たい声で）―――フェリタニア女王ピアニィ。その命、もらい受けます。

ピアニィ：あ、あなたに命を差し出す理由がありませんが……！

きくたけ／ＧＭ：「理由ならある。フィリップ陛下のお命を狙ねらったこと―――これ以上の理由はなかろう。グラスウェルズの騎士として、看過できようはずもない！」

アル：待て！　グラスウェルズにはエストネルから停戦命令がいったはずだ！　今、お前たちが俺たちに刃やいばを向ければ、停戦命令に背そむくことになるぞ！

きくたけ／ＧＭ：「それは事態が表おもて沙ざ汰たになればのこと。我々は影の実行部隊。証しよう拠こを残すようなことはしない。相手がフェリタニア女王だとて原げん因いん不明の失しつ踪そうということになろう」

ピアニィ：……それ、アンソンのセリフ？

きくたけ／ＧＭ：そう。ＰＣの時よりよくしゃべるのは仕様だ！（一同大爆笑）

アル：ＧＭをやっているとスイッチが入る（笑）。

カテナ：ふだんはアホなことしか言わないからなあ（笑）。

きくたけ／ＧＭ：アホって言うなっ!?

ナヴァール：一いち応おうは言っておこう。グラスウェルズ国王の暗殺未遂事件に、フェリタニアは[image: ]かんでおらん。すべては誤ご解かいだ。

アル：だいたいよ、うちの射しや撃げき手にポジトロンライフル（←実行犯が使った武器）なんか使えると思うか？　見ろ、この三下を！（と、ベネットを指さす）

ベネット：ふふふ、そのとおり！

ピアニィ：ベネットちゃん、そこは自じ慢まんするとこじゃない……（笑）。

きくたけ／ＧＭ：「ほう、ならばあなたがたには釈しやく明めいの機会と権けん利りが与あたえられる。グラスウェルズに御ご同どう行こう願おう。それを断ことわるのであれば、主しゆ犯はんであるとみなさざるを得ない」

ナヴァール：いずれこの戦争を終わらせるための会談がエストネルにて行なわれるであろう。釈明が必要であれば、その場で行なう。グラスウェルズには行かぬ！

きくたけ／ＧＭ：「―――その会議、ピアニィ陛下に出てもらっては困こまるのだよ」

アル：本音が出た――――――っ!?（一同大爆笑）

カテナ：てぇぃっ！（と、チョップを繰くり出だし）アンソンっ、それを言ったらただの悪役だ！

ナーシア：やっぱり私たちが悪役ですよねえ……（笑）。

アル：とにかく、俺たちはグラスウェルズに行くつもりはない。どうしても、ってのなら……と言って、剣を抜……。

ナーシア：―――アル、無む駄だだから。あなたは、私に勝てない。

アル：は？　……と、ここで初めてその四人の中にナーシアがいることに気づきましょう（笑）。お前……ナーシアか！　なにやってるんだ、こんなところで。

きくたけ／ＧＭ：では、ここでアルは思い出します。第二巻に収録された第四話―――偉い大だいなるヒースの樹の間に行った時、ナーシアと目が合ったことを。これでいろいろ話がつながる。ナーシアがあの場にいたことや……。

ナヴァール：ああ、ヒースが枯かれた時、現げん場ばに立ち会っていたのがファントムレイダーズなる謎なぞのギルドであった噂うわさも―――。

アル：なるほどな。メルトランドの首都が陥落した時、謎のギルドが動いてたって話は聞いていたが……お前らか！　そして、その謎のギルドの正体はグラスウェルズの実行部隊だ、と。

ナーシア：……だから？

カテナ：その事実と、お前たちに犯おかした罪つみをあがなわせること……関かん連れん性せいはないだろう？

ピアニィ：あたしが暗殺未遂の犯人だというのは誤解です～。

ナーシア：話はグラスウェルズで聞きます。

アル：……ナーシア。ひさしぶりに会ったが、ずいぶん人の話を聞かない奴になったな。

ナーシア：……私はなにも変わっていない。

アル：そ、そういえばそうだ。前から人の話は聞かない女だった……（笑）。

きくたけ／ＧＭ：あんたが自分で小説にそう書いたんだ（笑）。

アル：まあ、問答無用って言うなら……と、剣を抜ぬきます！

ナーシア：（素の声に戻って）……早っ!!（笑）

ゼパ：さ、殺意の波動がピアニィからアルにも伝でん染せんしているのじゃ。

きくたけ／ＧＭ：いや、あれはもともとだ。

アル：こっちは、おとなしくしているつもりはねぇぞ。

カテナ：―――先に剣を抜ぬいたな？　と、アルの動きを見てから銃じゆうを抜きます（一同爆笑）。

ピアニィ：え？　え？　アルさん、ナーシアさんとお知り合いなんじゃないんですか!?　なんで剣を抜ぬくんですか！

アル：知り合いだろうとなんだろうと―――あの声の女は容よう赦しやしねえ……（笑）。




　いちおー説明しておくと―――（笑）。

　アルとナーシアに限かぎらず、過か去こに矢野俊策の作ったキャラクターが、小暮さんが声をあてているキャラクターにひたすらいぢりたおされるという定番のギャグがあったのだ（笑）。




ピアニィ：あの女性のことにくわしいですね、アル？　過去になにが？（笑顔）

アル：その怖こわい笑顔はなんだよっ!?　単たん純じゆんに、あいつとは同じ師しし匠ように師し事じして剣を習った立場でな……まあ、ステラとナヴァールの関係みたいなもんだ。

ピアニィ：それだけ？

アル：それだけ。

ピアニィ：じゃあ……あのっ、あらためてナーシアさんにお話があるんですけど～……っ。

ナーシア：……こちらにはない。

ナヴァール：だが、我々はオトガルから事件の真相をすべて聞いている。ナーシア殿どのをメルトランドにお連れするのが、未来を開く道であると認にん識しきしている。

ピアニィ：そうですっ。

アル：ナーシアはメルトランドにとってなくてはならない人物だって、あのオトガルって奴は言っていたぞ？　メルトランドを再さい興こうするためには、ナーシアが必要だと。

ナーシア：……オトガル、断ことわったはずなのに。まさか「無印」に登場してくるなんて思いもしなかった（笑）。

きくたけ／ＧＭ：うむ、俺も思わなかった（一同爆笑）。

ピアニィ：て、てへ。

ナーシア：……それに、メルトランドがどうなろうと、私の関知するところではない。

アル：おい、その言い方はないだろう！　グラスウェルズの考えがそれじゃ、裏うらで動いているバルムンクにつけいる隙すきを与あたえるだけだぞ！

きくたけ／ＧＭ：「―――笑えない冗談だな。バルムンクの人間のセリフとは思えないぞ？」

アル：は？　……と、意味がわからないって顔をします。

きくたけ／ＧＭ：「バルムンクの首領は、そこにいるピアニィ女王であろうが！」

ナヴァール：それはなにかのまちがいだ！

ピアニィ：まちがいです！（力説っ）

カテナ：ならば問おう。ピアニィ女王―――貴女あなたは〝ひとつの石〟を持っているか。

ナヴァール：そこまで知られているのか、マズいな……と小さな声でつぶやく（笑）。

ピアニィ：ええとぉ……と、ナヴァールの方を見ます。ど、どう答えよう。

カテナ：その態度だけで十分だ。持っているんだな？　ならバルムンクと認みとめざるを得ない。

ピアニィ：ちょっと待ってください！　フェリタニアにもバルムンクが襲おそってきて、あたしたちが倒しています！　あたしがバルムンクなわけがないじゃないですか！

ゼパ：実に凝こった偽装作戦じゃのう。

ナーシア：……〝ひとつの石〟を持っているのが、なによりの証拠しようこ。

きくたけ／ＧＭ：「……そう、歴史の表おもて舞ぶ台たいに現あらわれた〝ひとつの石〟の元に、やがて七つの〝王威の竜輝石〟は集結しよう。そしてすべてがそろう時、世界に闇やみが訪おとずれる」

ピアニィ：スリスちゃんは希望が開かれるみたいなことを言ってたような……。

ナヴァール：大陸に新しい時代を迎むかえるために、すべての石を集めるのは必要なこと！

カテナ：やはりな！（一同爆笑）

アル：……待てよ。なんでこいつら、〝ひとつの石〟をピアニィが持ってること知ってるんだ。

ベネット：あれ？　たしかあの時……近くにはバルムンクの奴しかいなかったような。

アル：……グラスウェルズにも、バルムンクに通じてる奴がいる？　ファントムレイダーズみたいな実行部隊を動かせるような……中ちゆう枢すうに近いとこに。

ナヴァール：（にやりと笑み）。




　そこは、ナヴァールが笑みを浮かべるところではありません。




きくたけ／ＧＭ：こら！　「無印」パーティが「ブレイク」側のシナリオを推すい理りするな！（笑）

カテナ：そろそろ話が平行線だな。

ナヴァール：―――ピアニィ様、いずれにせよ彼らをそのまま帰すわけにはいきません。ピアニィ様が持っておられるのが、アヴェルシアの王威の竜輝石ではなく、〝ひとつの石〟だとふれて回られてはやっかいなことに。

ピアニィ：た、たしかに。

ナーシア：（いきなり大きな声で）ピアニィが持っているのは〝ひとつの石〟だぞ―――っ！（一同爆笑）

ナヴァール：ぬう!?　それを言うならば、私はキャラ性せいを崩ほう壊かいさせてでも言って回るぞ！

ファントムレイダーズはグラスウェルズの幻竜騎士団の者たちだぞ―――――っ!?（一同超ちよう爆ばく笑しよう）

カテナ：ひ、ひどい言い合いだ……（笑）。

きくたけ／ＧＭ：ならば、俺も言わせてもらおうか！　巨大なハンマーを持った黒い鎧の騎士……アンソンですが……が、アルをにらみつけて言います。

アル：は？　俺？

きくたけ／ＧＭ：「フェリタニア第一の騎士アル・イーズデイル殿に言いたいことがある！」

アル：なんだ？　俺はお前と初対面だぞ。なにが言いたいんだ。

きくたけ／ＧＭ：「ふっふっふ……貴様、セッションの中に自分で考えた設せつ定ていを大量に持もち込こみやがって！」（一同爆笑）

アル：そこかよっ!?（笑）

一同：それアンソンのセリフじゃないっ!!（笑）

きくたけ／ＧＭ：（超笑顔で）シナリオ作るのが大変になるんだ……（笑）。

アル：（笑いをこらえながら）……これから先も覚かく悟ごしてもらおう。小説二巻での設定も……かなり重たいぞ？（笑）

きくたけ／ＧＭ：「（笑いをこらえながら）ほう……楽しみにしていよう―――」

カテナ：あんたら、なに仲良くじゃれあってるんだ（笑）。

きくたけ／ＧＭ：「それに、僕はお前に負けるわけにはいかない。その理由がある」

アル：なぜだ。

ピアニィ：きっとナーシアさんを取り合って……。

アル：ちげえっ!?

きくたけ／ＧＭ：「恐ろしいこと言うなっ!?」

ピアニィ：っ!?

ナーシア：……アンソン、アル。あとで話があるから。

きくたけ／ＧＭ：と、ともかく！　「……負けるわけにはいかないのだ。なぜなら……」

アル：なぜなら？

きくたけ／ＧＭ：「著ちよ者しやの名誉ってもんがあってね？」（一同爆笑）

カテナ：だからあんたらなんの話をしてるんだっ!!（笑）

ナヴァール：もう、ただのプレイヤー同士の応おう酬しゆうになってる（笑）。

ピアニィ：ベネットちゃん……さっきから静かだけどどうしたの？

ベネット：いや、ゼパと見つめ合ってます。




　なんでだ。




アル：ゼパは攻撃が通らないキャラ、ベネットは攻撃が当たらないキャラ。対たい極きよくにいるふたりの間に、妙みような感かん情じようが湧わきあがっていると……（笑）。

ベネット：じー……。

ゼパ：うむ？　ああ、どうも、初めまして……（お辞じ儀ぎ）。

ベネット：これはどうもご丁てい寧ねいに……（お辞儀）。

ゼパ：申しわけないんですが、倒されてくれんかのう……？

ベネット：……聞いてくれるか、じーさん。あっし、宿命のライバルたるモンドーラなんでやんすがね？　あっしらの前にあんたらが倒したでやんしょう？

ゼパ：うむ。

ベネット：前にファントムレイダーズに倒されてからあっしの前に再生怪かい人じんで登場したおかげで……奴はバルムンク一二人衆の中でも一番の小物になってしまいやしてね？（一同爆笑）

きくたけ／ＧＭ：お前もなんの話をしてるんだよっ!?

ベネット：だからファントムレイダーズ、許ゆるさん！　……と、モチベーションを上げたかったわけでして……（一同爆笑）。

アル：ただの八つ当たりじゃねーか！（笑）

ゼパ：ふむ、これは愛について語らないといかんのう（笑）。

ベネット：愛などいらぬ！（笑）　あっしは〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう〟がひとり・ベネット！　退ひかぬ！　媚こびる！　顧かえりみぬ！




　媚こびてどーする。




ゼパ：……やはり、戦うしかないようじゃのぉ。

ピアニィ：あ、じゃああたしも！（笑）　ヤンヤンがピアニィに「……ピアニィ、あのナーシアとかいう女はやり手だ。お前も本気を出すのだ」と言い出します！　

きくたけ／ＧＭ：じゃあ、ヤンヤンが渋い声でそう言った。

ピアニィ：それに対して、あたしは言います。ナーシアさんとは話で解かい決けつしたいけど……ヤンヤンが言うなら、あたしがんばるっ！

一同：こらっ!?（笑）

きくたけ／ＧＭ：戦う理由を華か麗れいにヤンヤンのせいにするなっ!!（一同大爆笑）

ナーシア：―――まあ、いい。来ていただけないのなら、力ちか尽らづくでいくのみ。……先に剣を抜いたのは、あっちだし。

きくたけ／ＧＭ：「ああ。僕個こ人じんとしても、ピアニィ王女を倒したい理由がある」

アル：理由？

ベネット：なんでやんすか。

きくたけ／ＧＭ：「そいつが、リシャール先せん輩ぱいを倒した女だからだ」

一同：そこか―――いっ!?（笑）

鈴吹／ナヴァール：最近さ、リシャールがピアニィ様に心が向いていて……アンソンは相手にされてないからねえ。きっと嫉しつ妬としてるんだ（一同爆笑）。

ピアニィ：あの、リシャールさんはあたしのことをどう思っているんですか？

きくたけ／ＧＭ：「……お、おお、俺……じゃない、僕の口から言わせる気か！」

ベネット：動どう揺ようするな（笑）。

アル：まあ、いいさ。ともあれそっちがその気なら、こっちも本気出すぜ。

きくたけ／ＧＭ：「望むところ！　グラスウェルズの騎士の名めい誉よに懸かけて、マンソン家の名に懸けて！　―――お前たちと剣を交えよう！」

カテナ：ハンマー。

きくたけ／ＧＭ：「……ハンマーを交えよう！」（一同大爆笑）

ナーシア：きくたけさん、やっぱりＰＣの時よりアンソンがイキイキしゃべってるよ！（笑）

きくたけ／ＧＭ：ＮＰＣだと思うとこの背に翼が生えたかのように心が軽くなる！（笑）

ナヴァール：では、グダグダしてきたのでこのへんでシーンを切って、対決のレギュレーション説明にいきましょうか（笑）。

きくたけ／ＧＭ：ですな（笑）。では、最後くらいシリアスに締しめよう。

ナーシア：最後くらい（笑）。

ピアニィ：じゃあ、アンソンって人に言います。あたしには、まだやることがあります。ここで退たい場じようするわけにはまいりません！

カテナ：それはこちらも同じこと。

ゼパ：愛のために戦うとしようかのう。

きくたけ／ＧＭ：では、アンソンも先ほどまでの冗談めいた態度はどこへやら―――表ひよう情じようを引ひき締しめ、言葉を紡つむぐ。「―――所しよ詮せん、我々もキミたちも歴史という名の舞台にあがった単なる一役者に過すぎない。台本が変わって、予定よりほんの少しだけ退場が早まるのはよくあること」

ナーシア：（抑揚のない声で）……そう―――。

　

　ナーシアが二刀の短剣を引ひき抜ぬき、その瞳に殺意を宿し―――

　戦いの合図となる言葉を囁ささやいた。

　

「この観客のいない舞台で踊おどること。それが、我々にはふさわしい」







◆Opening 03◆戦いのレギュレーション




きくたけ／ＧＭ：では、今回の戦闘レギュレーションを説明しまーす！

鈴吹／ＧＭ：えー……ＧＭ陣じんで話し合った結果、ルールは以下のようになりました。




①一〇メートル離はなれたところに、ギルドごとに１エンゲージになった状じよう態たいでスタート。




②【行動値】が同どう値ちの場合、未み装そう備び状態の【行動値】、【敏びん捷しよう】、【感知】の順でくらべ、高い方が先行する。それでも行動順が同じ場合、１Ｄ６を振ふって高い目が出た人が先に行動する。

　これは判定扱あつかいとし、フェイトを使用して振り直すことは可能とする。




③お互いが、相手ギルドのギルドリーダーを目的としているため、戦闘の勝利条じよ件うけんは「相手のギルドリーダーが戦闘不ふ能のうになる」とする。

　具体的には、リーダーとはピアニィとナーシアを指す。




④タイミングが同じスキルなどについては、攻こう撃げき側がわが先に宣言する。

　同じチーム内では、宣言の順番は自由。




カテナ：攻撃側が「タイミング：ダメージロールの直前」のスキルを宣言する→防御側が「タイミング：ダメージロールの直前」のスキルを宣言する→ダメージロールをする―――という流れかな？

きくたけ／ＧＭ：はい、ていねいな解説をありがとう（笑）。で、次は……。




⑤ポーションや矢などの消しよ耗うも品うひんは補ほじ充ゆうしてよい。




きくたけ／ＧＭ：これはぶっちゃけ、フェリタニア側へのフォローですね。ファントムレイダーズ側はレベルアップしたてで、消耗品も補充してるので。

カテナ：ああ、フェリタニア側は消耗品も前回そのままでしたっけ、今。

ベネット：ですな。まあ、補充で必要なのは矢とか、生命の呪
じゆ符ふとか？

きくたけ／ＧＭ：大事だ（笑）。……で、次がもっとも大事なルールです。

アル：もっとも大事？




⑥「とどめを刺す」はやめて。




一同：おいっ!!（大爆笑）

きくたけ／ＧＭ：なぜ笑うっ!?　大事だろうっ!?

ベネット：大事だけどさあ……っ!!（笑）

ナーシア：他に言い方ないんですか……！（笑）

鈴吹／ＧＭ：これは紳しん士し協きよう定ていです（笑）。ＰＣが死ぬと今後のシナリオの展開がさすがに困るので、やめてください（笑）。

アル：ところでこの戦い、どっちが勝つかで話が変わったりします？

きくたけ／ＧＭ：それについては社長とよく打ち合わせて来ました。

鈴吹／ＧＭ：どちらが勝っても、無印、ブレイクどちらのシリーズもちゃんと展開できるように、分ぶん岐きする形で先の展開を考えました。心おきなく戦ってください。

アル：それを聞いて安心しました（超笑顔）。

ナーシア：矢野さん、笑顔がこわいよ！（笑）

きくたけ／ＧＭ（以下、アンソン）：それじゃ、これから私と社長はプレイヤー専せん念ねんになります。

鈴吹／ＧＭ（以下、ナヴァール）：かわたな、あとはよろしく。

かわたな（以下、ＧＭ）：は、それではＧＭのかわたなです。あらためてよろしくお願いします。ではまず……三〇分の休きゆう憩けい兼ブリーフィングタイムにしましょう！

一同：はーい（笑）。







◆Opening 03―１◆フェリタニア側ブリーフィング




ナヴァール：では、フェリタニア側のブリーフィングを始めましょうか。

ピアニィ：よろしくお願いしま～す！

アル：まず、ピアニィを狙ねらわれた状態で真っ当に戦うと、俺たちに勝ち目はほぼありません。カテナがピアニィにとって致ち命めい的てきともいえる［転てん倒とう］を与あたえてきますので……それをなんとかしてかわすしかないですね。

ナヴァール：ピアニィをとにかくエンゲージから離はなすしかないな。

ベネット：ですな。ピアニィが二〇メートルも離れてくれれば、ファントムレイダーズはなにもできなくなるはず。

ナヴァール：あんまり離れすぎても守りにくくなるけどね。でも、それしかないのか。

アル：まともにやり合ったら、ピアニィは三撃くらいで落ちますよ。怖いのは、カテナのリソースをつぎ込こみみまくった魔ま法ほう攻撃です。たぶん、《カリキュレイト》で割わり込こんで最初に撃うってくるはず。

ピアニィ：とにかく全力でそれをかわすのが必ひつ須す、と。

ナヴァール：仮かりにその魔法をかわしても、続くこっちの攻撃ラッシュでファントムレイダーズを押おし切きれなかったら―――負けになりかねないな。

ベネット：先にピアニィさえエンゲージから離はなしておけば、すぐに負けにはならないかと。

ナヴァール：いや……ファントムレイダーズには、アンソンの《テレポート》がある。あれでピアニィのエンゲージに一気に突つっ込こんでくる可か能のう性せいが高い。

ベネット：そ、そうか！　そんな戦法が！（笑）

ナヴァール：ファントムレイダーズの得とく意い技わざだ。

ピアニィ：あ、でも《カウンタースペル》があるんで、打ち消せますよ。

ナヴァール：ああ、そうか。まず、アンソンがメジャーアクションでピアニィのいる場所をマーキングして―――。

アル：（戦闘を脳のう内ないでシミュレートしつつ）……即そく座ざに《エンカレッジ》で《テレポート》を使う。それをこちらが《カウンタースペル》で打ち消す。ただ問題は……（ぶつぶつ）。




　と、このあとはしばらく《テレポート》に関して話し合われる。




ベネット：《テレポート》された時のために、ピアニィを守りやすいよう同じエンゲージのままで戦うと……？

アル：……いや、だめだ。ピアニィを俺がひたすら《カバーリング》する展開になる。これだとさすがに耐たえきれない。

ナヴァール：だな。ピアニィは、最初に自分のメジャーアクションで移動するしかないのか。

アル：ええ。んー……ナヴァールはまちがいなくなにもできずに落ちますが、いいですか？

ナヴァール：いい。私が助かる術はないだろう。一度捨すてた生命、ピアニィ様のために……っ！　―――ああ、俺は今、最高にかっこい（以い下かり略やく）（一同爆笑）。

アル：ナヴァールが生き残る方法が思いつきませんでした（笑）。ゼパが最初に打ってくるだろう《プロヴォック》に抵てい抗こうし、カテナの最初の攻撃を避さける。これが揃そろわないと無理です。

ナヴァール：フェイトは《プロヴォック》の抵抗につぎ込こむつもりではあるが、どうなるか。

ピアニィ：ナヴァールがいなくなると厳きびしいですよね……。

ナヴァール：その上で、彼らは通常の攻撃がほとんど二回攻撃してくるので、私のケセドつき《プロテクション》も絶ぜつ対たい的てきに信しん頼らいがおけるわけではないという。

ピアニィ：そ、そか。

アル：ええ。カテナ、《ダブルキャスト》を取得してたので、初撃で二発撃ってきますねえ。完全にかわすなら《カバーリング》と《ガーディアン》を切るしかない。

ピアニィ：ミスティックガーブ使って、回かい避ひできるようにがんばります！

ナヴァール：あと大事なのは……《エンカレッジ》の使いどころか。ピアニィに使えればいいんだが……。

アル：そうですね。んー……とにかくピアニィを最初に下げて、戦う。この作戦が通用しなかったらどうしようもない。瞬しゆん殺さつされます。

ナヴァール：まあ、ゼパとアンソンの攻撃はそんなに効きかないのは救いか。

アル：いやいや、攻撃回数が多いのでやっぱり俺が《カバーリング》しきれなくなりますよ。

ピアニィ：むー……下がるしかないかあ……アルに守ってもらいつつ、《アヴェンジ》をバシバシ撃うちたかった……（笑）。

アル：いや、まじで俺が倒たおれますからそれっ！（笑）

ピアニィ：そうですね（笑）。……あ、ギルドスキルはなにを持っていきます？

ナヴァール：そうだねえ……（ふと、ちらり、ファントムレイダーズ側のブースに視線をやって）……なんかあっちは楽しそうに笑ってるぞ。

ベネット：なんだあの余裕の笑顔！　

ピアニィ：くつろいでる（笑）。

アル：俺たち、なんか見落としてる……？　（少し考えて）……ちょっと頭から想そう定ていされる展開をおさらいしてみよう。まずは―――……。




　―――こうして。

　以下、ぶつぶつとシミュレートを開始するフェリタニア陣営であった。







◆Opening 03―２◆ファントムレイダーズ側ブリーフィング




アンソン：ファントムレイダーズのブリーフィングを始めましょうか。

カテナ：戦法は……まず最初に《陣形》で全員エンゲージ状態にしてしまう。これでいい？

アンソン：それしかないかな。

ナーシア：固まってるとピアニィから範囲攻撃を食らいません？

ゼパ：ピアニィの範囲攻撃は、ワシがまとめて引き受けるのじゃ。

カテナ：ゼパはまず、《プロヴォック》をナヴァールにかけようか。

アンソン：え、ピアニィにじゃなくて？　こっちが全員で突っ込んだらたぶん、エンゲージからピアニィを逃にがそうとするんじゃ？　逃にがさない方がよくない？

ナーシア：ピアニィを足止めしたら、魔法を範囲で撃うたれますよ？

カテナ：ですね。最初にお互い《限界突破》を使う。ナヴァールは《ジョイフル・ジョイフル》あるから行動を縛しばらないと《限界突破》持続中にピアニィかアルがもう一回攻撃してくるよ。

アンソン：ぬ。……最初にピアニィの《フロストプリズム》くらって［放心］になったとこをアルの攻撃と、もっかいアルかピアニィの攻撃か。それもやだな。

カテナ：ナヴァールに《プロヴォック》を通せば、ピアニィは第一ラウンドは逃げるだけに。

アンソン：なるほど。《限界突破》中に攻撃を受ける回数が、がくんと減へるか……。まあ、ナヴァールに《プロヴォック》でいいか。《プロテクション》は防ふせげないけどね（笑）。

ナーシア：《プロテクション》で何点くらい、ダメージ軽けい減げんされます？

アンソン：70点くらいかな。

ナーシア：70 !?

アンソン：で、なんだっけ。最初に《陣形》で全員で敵エンゲージに突っ込んで……。

カテナ：ベネット、アルのあとにカテナが《カリキュレイト》で割わり込こみます。《ダブルキャスト》を使用して、シーン全体に範囲攻撃を二連続。そのあと、できれば《エンカレッジ》もらって《ホーリーウェポン》？

アンソン：だね。こっち、手数は多いから《ギルドシンボル》との効こう果かもあいまって、かなり攻撃力が高くなる。なるべく序じよ盤ばんに《ホーリーウェポン》はほしいな。

カテナ：ただ……それやったあと、カテナはすることなくなりますけどね。あとは任まかせます。

アンソン：うい（笑）。で、以後―――基本的にはピアニィに集中砲ほう火か？

カテナ：いや、ナヴァールを先に落とさないと。《プロテクション》を延えん々えんかけ続けられるのは、なんだかんだ言ってつらい。

アンソン：アルが《カバーリング》してダメージをコントロールするんじゃ？　……まあ、そもそも最初にピアニィをエンゲージの外に出すだろうからピアニィ集中砲火は無理か。

カテナ：そうそう。

アンソン：すると……ナヴァールに攻撃を続けてアルにかばわせて……か。アルが耐えきれなくなってナヴァールが落ちてからが、本番だな。

カテナ：ですねえ。

アンソン：で、ナヴァールが落ちてアルのワントップになる。《ディフェンスライン》持ってるし、こっちの攻撃は極きよく端たんに通りにくくなるな。天てん魔まの兜かぶとの効果でエンゲージ封ふう鎖さするし。

ゼパ：アルが誰かをかばってるうちに、《ボルテクスアタック》とか切る方が確実かのう。

アンソン：《ガーディアン》か《ソウルバスター》されるかだろうけど（笑）。

カテナ：アルの《ソウルバスター》には《ガーディアン》を切るしかない。

アンソン：アルの《レイジ》は？　【ＨＰ】減へってきたら打ってくるでしょ。

カテナ：ゼパに頼たのむしかない（きっぱり）。

ゼパ：ま、任せるのじゃ……（笑）。

ナーシア：私も《レイジ》持ってますけど、打つことできますかねえ？

カテナ：ベネットとアルがナーシアを集中砲火してくるはずなんで、適てき当とうに食らってダメージを調節して、《レイジ》への体たい勢せいを整えるのがいいと思います。

アンソン：こっちも《レイジ》が切り札だからなあ、どこで使うかが重要だ。当てられるとしたら、アルになるんだけど……かばわせて当てるんじゃなければ、きつい。ナーシアがクリティカルを出すのが前ぜん提ていだ。よろしく！（笑）。

ナーシア：無理ですよ、そんなの！（笑）

カテナ：順当にいくと―――ナヴァールを落としたら、次にピアニィを集中したい。アルはこちらの攻撃が当たらないので放置。

ナーシア：ベネットは？

カテナ：さっきも言ってたけど、ベネットは最初にエンゲージから離脱するだろうから放置。どうでもいいです（笑）。

アンソン：ひどい言われようだ（笑）。んー……アルがワントップになったら《テレポート》で直接ピアニィのエンゲージに斬きり込こむしかないな、やっぱ。

カテナ：ですねえ。

アンソン：くー、相手にナヴァールがいなかったらその戦法も有ゆう効こうなのに……《テレポート》は読まれてるだろうなあ（笑）。

ナーシア：ねえ、一ラウンドじゃナヴァールは落とせない？

カテナ：落とせないと思う。あ、ナーシアは二ラウンド目には……にゃ、にゃにゃにゃ～……なんだっけあのスキル。にゃ、にゃ……。

アンソン：なんの断ことわりもなしにいきなり萌もえキャラにならんでほしい。

カテナ：断りを入れないといけないのか！（一同大爆笑）　言いたいこと忘れた！（笑）

アンソン：ところでカテナ、１レベルの魔術ってなにを持ってる？

カテナ：魔術？　《ヒール》《フライト》《ファイアウェポン》かな。なんで？

アンソン：ピアニィが《カウンタースペル》を１レベル持ってるんだよ。《テレポート》できなかったら致ちめ命いし傷ようになりかねん。

カテナ：あー……ピアニィの《カウンタースペル》、けっこーやっかいだな。

アンソン：わはは。まあ、考えてもしかたねえ（笑）。とにかく序盤の動きを見てから臨りん機き応おう変へんにいこう、臨機応変に！（笑）

カテナ：てきとーだ（笑）。

アンソン：……と、そろそろ休憩時間は終わりか。フェリタニア側はどうかな……（と、視線をそちらに移し）…………って。な、なんだ向こうの真剣な表情は。

ゼパ：どこか殺意に満ちているのじゃ。

ナーシア：も、もっとこっちも相談するふりしなくちゃ！（一同爆笑）

カテナ：いやいや（笑）。もう時間ですし……。

アンソン：うん、そろそろ―――行こうか！




　　　　＊　　　＊　　　＊




　……こうして。

　休憩とブリーフィングが終わり……ファントムレイダースの面々が待つ会議室に、フェリタニアの一行が入ってきて、席につく。




ＧＭ：両者ともよろしいか？　では、持って行くギルドスキルを宣言してください。

ピアニィ：えーと、こっちは……。




▼フェリタニア側ギルドスキル

《蘇生》《陣形》《祝福》《限界突破》《力の泉いずみ》《ギルドマンション》




▼ファントムレイダーズ側ギルドスキル

《蘇生》《陣形》《祝福》《限界突破》《クローゼット》《ギルドシンボル》《再行動》




ＧＭ：フェリタニア側は《力の泉》を持っているので、スキルの指定をお願いします。

ピアニィ：《フロストプリズム》です！

アル：もちろん《ディフェンスライン》（笑）。

ナヴァール：《パトロナイズ》ですな。

ベネット：《ダブルショット》でやんす。

ＧＭ：じゃあ次に、封ふう印いんしているスキルをここで解かい放ほうしましょうか。

アンソン：ふふふ、これでフェイトの点数に差がつく。

カテナ：こっちは《クローゼット》を持ってるのでスキル解放にフェイトを支し払はらう必要なし！

アル：《ファミリア》と《インテンション》です。

ピアニィ：えっと、《ディスコード》と《ダンシングヒーロー》です。

ベネット：《ブルズアイ》と《ダンシングヒーロー》でやんす。

ナヴァール：《ファミリア》のみ！

ＧＭ：ＯＫ、ではこれで準じゆん備びはいいかな？

ピアニィ＆ナーシア：平気でーす。




　両ギルドマスターの返事を聞いて、ＧＭはうなずき―――

　そして用意されたシナリオに視線を落とし、宣言をした。




ＧＭ：では、これにてオープニングフェイズは終わり……




「―――クライマックスフェイズに入りますっ!!」











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆激げき突とつ




　夕ゆう闇やみが、世界を覆おおい尽つくそうとしていた。

　黄たそ昏がれ時どきのオレンジ色と赤みがかった雲の色に、群ぐん青じようと黒が浸しん食しよくを始める時じ刻こく。

　街道の右手にそびえる崖がけの上にあった気配がふいにかき消えた。

　気配を追って視し線せんをさまよわせたその時、ふいに―――

「さあ、始めようか？」

　漆しつ黒こくの鎧よろいを纏った騎き士しが、ピアニィたちの背はい後ごから声をかける。

　振ふり向むけば、そこに立つのは四人の人ひと影かげ。

　すなわち、




　―――ファントムレイダーズ。




第一ラウンド

ＧＭ：では、ここから戦せん闘とう開始になります！　初期配置は先ほど説明された通りです（と、テーブルの上にコマを置く）。まずは第一ラウンド……【行動値】を宣せん言げんしてください！




行動値

　ナーシア：　　27

　ベネット：　　26

　ピアニィ：　　16

　アル：　　　　12

　カテナ：　　　９

　アンソン：　　７

　ナヴァール：　６

　ゼパ：　　　　５




アンソン：あ、あらためて見ると……【行動値】だけでも実に対照的だな。

ＧＭ：では、セットアップに入ります！　【行動値】順に宣言をどうぞ！

ナーシア：《クイックステップ》＋《ファイアステップ》。攻こう撃げき力りよくが10上がりました。それから……《陣じん形けい》を使用します！　

ＧＭ：どのように移い動どうしますか？

アンソン：全員で突とつ撃げき！　フェリタニア側にエンゲージ！（笑）




[image: ]




アル：うわ、全員で突つっ込こんできた！　いや、まあそうなるか。

ベネット：これがファントムレイダーズのやり方かー（←棒ぼう読よみ）。

アル：俺おれがワントップで全員バラバラになるのが理想なこちらとは正反対だ！（笑）

アンソン：いきなり団だん子ご状じよう態たい！　……アル・イーズデイル、覚かく悟ごっ！

アル：なんで俺を名指しなんだ！（笑）　ちなみに、俺は天てん魔まの兜かぶとを装そう備びしてるのでエンゲージは封ふう鎖さ状態になる！

ナーシア：―――《限げん界かい突とつ破ぱ》も使用します。

アンソン：これで判はん定ていに＋10、ダメージに＋10！　

ベネット：続いてあっしでやんす！　《クイックステップ》＋《エアリアルステップ》！　そしてピアニィ様、《限界突破》を！

ピアニィ：はい、受理します♪

アンソン：むう、我われ々われの放った必勝の気合いに呼こ応おうするように、フェリタニア側から放たれたのは……殺気！　ぬう、なんだこの殺意の波動は……っ！

ナーシア：……気をつけて。あの女王よ。

ピアニィ：言われ放題だっ!?（一同爆ばく笑しよう）　じゃああたしは《スイフトウェポン》《ブライトウェポン》をアルへ飛ばします。（ダイスを振ふる）……判定は成功！

アル：サンキュー、姫ひめさん！　剣けんをぐっ、と握にぎり直す！　これで命中に＋１Ｄ、ダメージが魔ま法ほうの光ひかり属ぞ性くせいになるっ。

アンソン：ＯＫ、そこまでは貴き様さまらのいつもの動き！　見える、見えるぞ！（一同爆笑）




　続くアル、カテナはセットアップにおける宣言はなく、次のアンソンはハンマーを天高く掲かかげ―――唱えたスキルは、《セルフサクリファイス》だ。

【ＨＰ】を10点消費し、攻こう撃げき力を＋SLＤ６するスキルである。アンソンの《セルフサクリファイス》は４レベルゆえ、上乗せされた攻撃力は＋４Ｄ６だ。




アル：あそこのハンマー持ちの兄さんの顔に「自じ己こ犠ぎ牲せい」の文字が浮うかんだ！（笑）

ナヴァール：では、私わたしの番だ。……《ヘイスト》＋《ポストヘイスト》！　ケセドの杖つえを使用して……（ダイスを振る）……ふつうに成功。問題は効こう果かの出目……（と、ダイスを握にぎる）。

アンソン：１が出ると、展てん開かいが変わる（笑）。




　解かい説せつすると―――。

　ナヴァールのケセドの杖つき《ヘイスト》の効果は、１Ｄ＋20。

　ここで１を出すとナヴァールの【行動値】が27となって、ナーシアと同一となるのだ。

　すなわち、[image: 269]ページのルール②により、ナーシアの行動が先となるのである。




ナーシア：いーち！　いーち！

ナヴァール：（ダイスを振る）……５！　こっちの【行動値】が＋25されます！

ナーシア：（囁ささやくように）……高いな。




行動値

　ベネット：　　51

　ピアニィ：　　41

　アル：　　　　37

　ナヴァール：　31

　ナーシア：　　27

　カテナ：　　　９

　アンソン：　　７

　ゼパ：　　　　５




アンソン：は、速い！　51とか意味わかんねえ（笑）。

ＧＭ：最後、ゼパになります。

ゼパ：……は、はい。で、では……。

アンソン：なんでそんな死にそうな声なんだ。

ナーシア：……おじいちゃん。死なないで。

ゼパ：ナ、ナヴァールを挑ちよ発うはつします……《プロヴォック》。

ナヴァール：えー、こっちなの!?（笑）　そうなの!?

ゼパ：は、はい。フェイトを……（少し考えて）……えー……。

アンソン：ゼパの【精せい神しん】は15、ナヴァールは11か。

ゼパ：んー……（少し考えて）フェイトを２点使います。15＋４Ｄで（ダイスを振る）……31じゃ。あ、《限界突破》があるから41じゃ。

ナヴァール：てことは、ダイス目だけでこっちは20出さないとだめ。ここで《プロヴォック》がかかったら私はなにもできませんからフェイトを全部使います（あっさり）。

ゼパ：……!?

アンソン：ここが序じよ盤ばんの重要ポイントだと予よ測そくしてたな。




《プロヴォック》が通るか否いなか―――。

　これは、両チームがその重要度を認にん識しきしていたポイントだった。




ナヴァール：もうフェイトなんかいらぬ！　21＋８Ｄ（ダイスを振る）……49で抵てい抗こうに成功。

アンソン：ば、馬ば鹿かな！　ゼパ様の、あの誘ゆう惑わくに耐たえただと!?（笑）　誰だれもが、あの死にそうなじーさんの態たい度どには手をさしのべたくなるはず……！

アル：そ、それって誘惑だったんだ……？

アンソン：今にも倒たおれそうなおじいちゃんの魅みり力よくがわからないとは……っ（一同爆笑）。

ナヴァール：ははは。お前たちのこと、なぜか手に取るようにわかるぞ。

カテナ：なぜかじゃな―――いっ！（笑）

ＧＭ：では、セットアップは終しゆう了りよう―――イニシアチブプロセスに入りま……。

カテナ＆ベネット：《カリキュレイト》を使います。

ナーシア：ハモった！（一同爆笑）

ＧＭ：カテナとベネットの行動がかち合うと、ベネットの方が先です。

カテナ：……取り下げます。

ＧＭ：では、ベネットの《カリキュレイト》が効果を発はつ揮き、メインプロセスに入ります。

ベネット：まず、《ウェポンチェンジ》で武ぶ器きを乾けん坤こん一いつ擲てきに変へん更こうするでやんす！　弓を装備したので、【行動値】が46まで下がって……マイナーアクションは《フェイドアウェイ》！




《フェイドアウェイ》

　マイナーアクションで移動する、ガンスリンガーのスキル。

　エンゲージの離り脱だつも可か能のうである。




カテナ：……予想通りの展開。

ベネット：では……（テーブルの上の自分のコマをぐいっと遠くに離はなして）……一気に50メートル離はなれるでやんすっ！




[image: ]




アンソン：っ!?　これは予想外っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ベネットは、ばびゅーんと光の速さで遠ざかりました（一同大だい爆ばく笑しよう）。

アル：ま、待て！　そこまで離はなれるかっ!?（笑）　《インターフィアレンス》の射しや程ていはっ!?




《インターフィアレンス》

　１ラウンドに一回まで、【器用】判定で他人が行なう回かい避ひ判定を代行するスキルである。

　ベネットは【器用】が高いゆえ、フェリタニア側の守りの要のひとつと考えられていた。




ベネット：大だい丈じよう夫ぶ！　シーン内にいれば問題なしっ！

アル：そ、そうか。なら問題な……。

ベネット：なのでそのまま希望の未来へと駆かけ出だします。

アル：どこまで行くんだよっ!?（一同爆笑）

ナーシア：（笑いをこらえながら）ベ、ベネットって……いつもこんな感じなの？

アル：い、いや―――いつもは、もうちょっとひどい。




　フォローする気はないようである。




ベネット：……で、メジャーアクション！　《ダブルショット》で……ちょっとビクビクしつつ……ナーシアに攻撃するでやんす。

アンソン：ナーシア、ベネットが攻撃するって言ってますよ。

ナーシア：え、あ。ごめん、聞いてなかった。ベネットは気にしない作戦なのでっ。

ベネット：ゆ、許ゆるせん！　あの女は許せん！　あっしを見てくれ――――――っ!?

ナーシア：あ、よく見えないや。五〇メートルも先なので（一同大爆笑）。

ベネット：まず一発目……乾坤一擲の効果を使用しつつ、（ダイスを振る）……命中は42。

ナーシア：回避は21＋３Ｄ。んー……３Ｄで21以上出さないとだめ？　

アンソン：それは無理（笑）。クリティカル狙ねらいで《ダンシングシーロー》使って４Ｄ振ぶりにするのがいいか。

ナーシア：クリティカル狙いなら、３Ｄでも４Ｄでも同じですよ。出ます。

一同：ふつう出ね――――――っ!!（笑）

アル：ファントムレイダーズはそこが怖こわい……（笑）。

アンソン：ふはは、出す……っ、この女はここぞという時にクリティカルを出す！

ナーシア：そういうこと言わないで！　言っちゃうと出ないから！　《ダンシングシーロー》使っておきまーす！（ダイスを振る）……あ、ぜんぜんダメ！　アンソンのせいだ！

アンソン：なぜっ!?

ＧＭ：では、ダメージロールを。

ナヴァール：では、そのダメージロールに合わせて《チェックメイト》を………………。

一同：…………。

ベネット：あ。

ナヴァール：《チェックメイト》、届とどかね―――――――――っ!?（一同大爆笑）

ベネット：《チェックメイト》の射程忘れてた――――――っ!?（一同爆笑）

ピアニィ：ベ、ベネットちゃん……（笑）。

ベネット：い、いいでやんす！　そのまま振るでやんす！

ゼパ：《カバーリング》するかの？

アンソン：いや、《ダブルショット》のもう一発に備えよう。そこで切り札を切ってくるとも思えないけど、念のため。それにこのくらいなら、こっちの《プロテクション》だけでも、そこそこ軽減できる。

ゼパ：では、そうするのじゃ。

ベネット：（ダイスを振る）……63点の物理ダメージ！

ナーシア：え、けっこう高い？　防ぼう御ぎよは６、このままだと57ダメージ入る。

アンソン：……ならば《プロテクション》！　５Ｄ＋12……（ダイスを振る）……ぶっ!?




　ダイス目―――１、２、２、２、２。




ナーシア：ちょっとなにっ、使えな―――いっ!?（一同爆笑）　５Ｄ振ふって……９!?（大爆笑しながら）アンソン、もしかしてフェリタニア側のスパイっ？

ピアニィ：きくたけさん、優やさしーい！（笑）

アンソン：リ、リプレイを盛もり上あげるために序盤の危き機きの演えん出しゆつをね……？

ナーシア：いらないから！　そんなの！（笑）

アンソン：……とにかく21点減げん少しよう。

ナーシア：さ、36ダメージくらいます。

ベネット：では、二発目！　こんどはリンメルの矢を使用、ダメージを＋10して……！（ダイスを振る）　む、出目がよくないので、フェイト１点使用して振ふり直しします。

ナーシア：出目、そんなに悪い？

ピアニィ：アンソンよりいいよ？（一同爆笑）

アンソン：しくしくしく……。

ベネット：で、命中判定！（ダイスを振る）……39！

ナーシア：３Ｄで回避……（ダイスを振る）―――４、５、６！　惜おしい！　36なので、回避失敗！

ゼパ：《カバーリング》します。

ベネット：……では、ダメージロール―――特に追加スキルなしで、そのまま振るでやんす（ダイスを振る）……48！　相手がおじいちゃんだから、やる気が出ないらしい（笑）。

ゼパ：では、防ぼう御ぎよ力りよく42に……《アイアンクラッド》で（ダイスを振る）17点軽減。ダメージは受けませんでしたのじゃ。

アル：ほ、ほんとに硬かたいな……っ。

ピアニィ：たしかにこれは……（笑）。

ナーシア：おじいちゃんは頼たよりになるね♪　どこかのアンソンと大ちがい！（笑）

アンソン：どこかのってモロに名指しじゃねーかっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：では、ベネット終了。次は……。

アル：《カリキュレイト》！　ナーシアに攻げ……っ。

ナーシア：（優しげな声を作って）―――私とアルの仲じゃない。

アル：い、いやっ、そんな声を出してもだめ！　俺が小説で書いた小こ暮ぐれさんの知らない、俺の小暮さんへの恨うらみが！（一同爆笑）




　小暮さんへの恨みでなく、ではなくナーシアへの恨みである。

　矢野の書いた『アリアンロッド』の小説において、アルはナーシアにひどい目に合わされているのである。

『ルーズ・ソードマスター』参照である。




アル：……ナーシア。悪いがここは引けない。あん時、俺を牢ろう獄ごくの中に置き去りにしやがって……っ！（一同爆笑）

ナーシア：知らないよっ（笑）。

アル：マイナーで《ファストセット》！　《バーサーク》と《スマッシュ》、メジャーで《クロススラッシュ》！




　―――翻ほん訳やくしよう！

　アルがマイナーアクションで唱えた《ファストセット》は、続けて宣言する［使用タイミング：マイナーアクション］のスキルをふたつ、同時に使用するスキルだ。

　これによって、戦闘終了か解かい除じよを宣言するまで回避のダイスがひとつ減へるものの、攻撃力を上じよう昇しようさせる《バーサーク》、そして【筋きん力りよく】の値だけやはり攻撃力を上昇させる《スマッシュ》を使用したのである。

　さらに、アルは《オーヴァドライブ》なるパッシブスキルを持っているため、《バーサーク》しているさい、命中のダイスを＋一個こできるおまけつきである。

　つまり《ディフェンスライン》……命中値でリアクションの判定をする……を防御の主しゆ軸じくにしているアルは、《バーサーク》すると回避性せい能のうが下がるどころか大きく上昇するのだ。

　メジャーアクションで使用した《クロススラッシュ》は、二回連続で攻撃するスキルだ。




アル：まずは一発目！（ダイスを振る）……クリティカルっ！

ナーシア：っ！（ダイスを振る）……クリティカルせず、回避失敗！　

アル：ナヴァールの旦那っ！

ナヴァール：《チェックメイト》！　ケセドの杖も使って５Ｄ＋20で……！（ダイスを振る）

アンソン：うあ……っ!? 　５と６ばっか!?

ゼパ：!?

ナヴァール：……アルのダメージを＋44！

ナーシア：……おじいちゃん。

ゼパ：うむっ、ナーシアを《カバーリング》じゃ。

アンソン：（ナレーション風に）……アルの繰くり出だした剣がナーシアを捉とらえた―――かに見えたその瞬しゆ間んかん、両者の間に人影かげが割わり込こんだ。ファントムレイダースの守しゆ護ご神しんゼパ様だ！　悪しき剣の切っ先はナーシアのか細い肢し体たいではなく、ゼパの構かまえる分ぶ厚あつい、そして正せい義ぎの盾たてに阻はばまれる！　夕闇やみに満たされた風景の中に、散るのは鋭するどい火花。そう、その程てい度どの一いち撃げき、ゼパ様の前には……っ！

アル：なんか演出入ったっ!?（笑）

ナヴァール：しかもなぜかファントムレイダーズ寄よりの演出だっ!?（笑）

アンソン：演出担たん当とう・アンソンでございます（一同爆笑）。

ゼパ：ふふふ、青年……あと五年もすればお前もよい剣けん士しとなったであろう。じゃがその程度では……！

アンソン：―――そう声をあげ、にやりと笑みすら浮かべ、ゼパは冷静な表情で盾を構える。

ナーシア：じゃあ、私はおじいちゃんを信じているので、冷静な顔で目もつぶります（笑）。

ピアニィ：よ、余裕!?（笑）

アル：ほう、いい態度じゃねえか……！（と、ダイスを握り―――）

ゼパ：さあ、お前の力、見せてみるのじゃ！

アル：（ダイスを振る）……紫し電でん剣の効果を合わせて[image: 131]点の光ダメージ！

ゼパ：ぬおっ！　魔法防御は36で……ア、《アイアンクラッド》＋《スティールクラッド》！（ダイスを振る）出目は……17。




《アイアンクラッド》

　受けた物理ダメージをSLＤ６点軽減するスキル。

《スティールクラッド》を取得している場合、魔法ダメージにもこの効果を発揮する。




アンソン：《プロテクション》をゼパに！（ダイスを振る）お、出目高い！　33点軽減！

アル：お、おじいちゃんは好きなんだっ!?　その気持ちはわかる！（笑）

ナーシア：アンソンの《プロテクション》は人を選ぶんだ……？　ふーん？（笑）

アンソン：ナ、ナーシア。その笑顔はやめてほしい。

ゼパ：魔法防御は合わせて、36＋17＋33で86！　[image: 131]から86引いて……45点ダメージじゃ!?

ナーシア：……ゼパの装そう甲こうを抜ぬいた!?

ゼパ：ぬう……。

ピアニィ：いけますねっ。

アル：いや、やっぱ硬てえ……。《チェックメイト》がなかったら１点しかダメージが通ってねえ。だが、二撃目がある！（ダイスを振る）……命中は53！

ナーシア：―――53は無理だな。基き本ほんの回避が11、《限界突破》で＋10……。

アンソン：ベースが21か。それに《ダンシングヒーロー》込こみでダイスは４Ｄ。フェイトは３Ｄまで使えるから７Ｄ……期き待たい値ちは24[image: 〓]５。ベースと合わせて45[image: 〓]５！　期待値で２Ｄ以上は届とどけかない計算だ。

カテナ：でもここはダメージを受けたくない。期待値は届かなくても、回避にフェイトを。

ナーシア：フェイト３点と《ダンシングヒーロー》を使います。

ナヴァール：７Ｄか。ぬう、小暮さんなら出すかも……っ。

アンソン：そう、小暮さんならいける！

ナーシア：やあ……っ、期待されると出ないから（ダイスを振る）……だめ！　合計45！　ほらあ！　クリティカルを期待されていると、出目が悪くなるっ！　ダメでしょ、アンソン！

アンソン：じ、じゃあ次から期待しないよっ。ナーシアだめな子やーいやーい……っ。

アル：子こ供どもですか！（笑）

ピアニィ：だ、だめな子供とお母さんみたいな……。

ナヴァール：「ブレイク」のセッションでは、実はいつもこう……（笑）。

カテナ：「ブレイク」セッションの真実が今、白日の下に……（笑）。

ＧＭ：では、ダメージロールをどうぞ。

アル：ナーシアの現在【ＨＰ】は[image: 115]……（少し考えて）……《ボルテクスアタック》を使用っ！　姫さん、《ディスコード》を！　

ピアニィ：え、《ディスコード》も乗せたら《ガーディアン》されません!?




《ディスコード》

　対象が行なうダメージロールに＋CLＤ６するバードのスキルである。

　１シナリオに一回のみ使し用よう可か能のう。




《ガーディアン》

　対象が受けたダメージを０に軽減する、サモナーのスキル。

　１シナリオに一回のみ使用可能。




アル：逆ぎやくに言えば、確かく実じつに《ガーディアン》を切らせることができる！

ピアニィ：あ、なるほど。……《ディスコード》します！

アル：これでダメージは89＋22Ｄ６点！（と、ダイスを握る）

ナーシア：89＋22Ｄ!?　それ、何点ダメージくるの!?

アンソン：22Ｄの期待値が77！　合計で[image: 165]点プラマイ10くらいくる。これは……《プロテクション》の軽減を抜いて、致ち死しダメージに届とどく数すう値ちだ。

アル：これでそちらの切り札を切らせようと思ってるんで（笑）。

アンソン：く、それをわざわざ口にするところがやらしいな、アル・イーズテイル。こっちの思考を誘ゆう導どうしやがって（笑）。

アル：ふふふ……って、なんでさっきから俺のことをいちいちフルネームで呼よぶんだ。

アンソン：なんとなくだアル・イーズデイル。ちなみに私……じゃない、僕ぼくがナーシアをかばうこともできるんだぞ？　これで切り札は温おん存ぞんできる。そっちはふたつの切り札を消費するのに対して、な。

ピアニィ：え。88＋22Ｄですよ……？

アンソン：―――ピアニィ陛へい下か。こと、単たん純じゆんに【魔法防御力】だけくらべるなら、僕はゼパと互ご角かくなのですよ。

ピアニィ：な、なるほど。

アル：まあ、かばってもいいぜ？　貴き重ちようなメジャーアクションを消費してくれるなら。

アンソン：ふ、また思考の誘導か？　その手には―――。

カテナ：（少し考えて）……いや、《ガーディアン》か《蘇そ生せい》を切ろう。

アンソン：みすみす敵てきの誘導に乗るのか？

カテナ：―――相手は切り札を二枚まい使うんです。こちらが一いち枚まいで済すむなら、価か値ちはあります。フェリタニア側の先せん制せいラッシュをしのいで、反はん撃げきすることに専せん念ねんしましょう。攻撃回数が減へったら、押おし切きられる。

アンソン：……わかったよ。任まかせる。

アル：ではあらためて……！（ダイスを振る）……[image: 175]点の光、魔法ダメージっ！




　アルの放つ二連撃―――。

　一撃目がゼパの装甲に火花を散らした直後、刹せつ那なの差で二撃目がナーシアに打うち込こまれた。

　衝しよう撃げきが、その小さな身体を貫つらぬくと同時にナーシアはつぶやく。

「―――《蘇生》」

　これによってナーシアとゼパの【ＨＰ】がフルまで回かい復ふくし、そこにアルからのダメージがあらためてナーシアを襲おそう。

　対して、アンソンは４点のフェイトをつぎ込こんだ《プロテクション》を放った。

　一いつ旦たんは全ぜん快かいしたナーシアの【ＨＰ】は……




　―――残り18。




アル：ぐ、届かないか！

アンソン：……あ、危ねえ！

ナーシア：アンソン？（笑）　《プロテクション》のダイス目に１と２が多いのは気のせい？

アンソン：だ、だからそれを見み越こしてフェイトを４点積んだろ！

アル：《ガーディアン》じゃなくて《蘇生》だったから持っていけるかと思ったんだがな。




　……そう、実はこれはファントムレイダーズ側にとっては賭かけだった。

　ナーシアを戦闘不ふ能のうにしないためには《蘇生》よりも、ダメージを完全に打ち消す《ガーディアン》の方が確実だ。

　だが、フェリタニア側の決きめ技わざがアルの《レイジ》を乗せた一撃なのはわかっている。

　その攻撃から繰くり出だされるダメージは、仮かりに《蘇生》を使っても全快した【ＨＰ】ごと一気に戦闘不能まで追おい込こむ。

　つまりその時のために、多少のリスクよりも《ガーディアン》の温存を優ゆう先せんしたのである。

　また、アルもそれを理り解かいしていたゆえ、《ガーディアン》を切らせるべく誘導しようとしたのだ―――。




アル：……ち、やっぱりこっちの戦せん術じゆつには乗ってくんねえか。

アンソン：―――さすがに、ね。

ゼパ：ところでワシも【ＨＰ】が全快なのじゃ～。

アル：（突とつ然ぜん、超ちよ嬉ううれしそうに）ああっ……おじいちゃんが艶つや々つやに!?（一同爆笑）




　どんだけじーさんの類が好きなんだ。お前は。




ＧＭ：ではアルの行動が終わって、イニシア……。

ベネット：ではそこで《アデンダム》でやんす！

アンソン：ぐ。




《アデンダム》

　即座にメインプロセスを行なうスキル。

　１シナリオに一回のみ使用可能だ。




ベネット：《ウェポンチェンジ》で、乾坤一擲を、予よ備びの乾坤一擲に持もち替かえるでやんす！

アンソン：どこが乾坤一擲だ!?　乾坤二擲じゃねえかっ!?（一同爆笑）




　乾坤一擲―――運命を賭けて、のるかそるかの大勝負をすること。




ベネット：その瞬間瞬間はいつでも乾坤一擲でやんす！　マイナーアクションで《デスターゲット》、メジャーで《ダブルショット》！　ナーシア先生を狙ねらうでやんす。

アンソン：集中砲ほう火かだな……。

ベネット：一撃目は、乾坤一擲の効果を使用……（ダイスを振る）……えー……フェイトを使って振り直します！（笑）　（ダイスを振る）……44！

アンソン：このあともしばらくラッシュが続くのでよけてくれ！　クリ……。

ナーシア：（じろり、とアンソンを見る）

アンソン：ああ、もちろんクリティカルなんて期待しないぞお？（一同大爆笑）

ナーシア：……《ダンシングヒーロー》を使って４Ｄで回避します。（ダイスを振る）……あ、クリティカルっ♪

一同：きたあぁあああああああああ……っ!?（笑）

アル：や、やべえ！　この流れはやばい！　ナヴァール……っ！

ナヴァール：《パリペイティア》！　その判定、ダイスを振り直し！

ナーシア：!?

アンソン：ま、まあしかたないっ。

カテナ：問題ない。二回しか使えない《パリペイティア》を一回使わせたのは大きい。

ナーシア：では、そのまま４Ｄで回避（ダイスを振る）……34っ。だめ、命中！




　ここで、ファントムレイダーズ側は悩なやむことになる。

　ナーシアの残り【ＨＰ】は18で、ベネットの攻撃は二発飛んでくる。

　さっきも説明した理由で、《ガーディアン》は使いたくはない。

　しかし、切り札を切らずにナーシアを守るためには、一回はゼパが《カバーリング》するのは確実として……もう一回はどうするか？

　一撃目にゼパが《カバーリング》したあと、二撃目にベネットが《ブルズアイ》を乗せてきたら目もあてられない。

　アンソンが、［かばう］作戦もあったが……それではアンソンが行動済みになってしまい、反撃時の手数が減ってしまうか……少なくともじり貧ひんになる。

　

　思考した末、ファントムレイダーズ側が取った戦術は―――。




ゼパ：では……ナーシアを《カバーリング》じゃ！

ピアニィ：え!?　二発目をアンソンが［かばう］……？

アンソン：さあね？　とりあえず、ダメージロールをどうぞ！

ベネット：あっしの愛を受け取ってほしい―――っ！（ダイスを振る）……83点の物理！

ゼパ：《アイアンクラッド》！　（ダイスを振る）14点軽減じゃっ。

アンソン：《プロテクション》!!　30点軽減！

ゼパ：合計で86点軽減……っ、ダメージは０じゃ！

ベネット：げ――――――っ!?　か、かてぇ―――っ!?

アル：こ、これは……っ（笑）。




　そして、さみしげな瞳ひとみから繰り出されるベネットの二撃目！

　最後のリンメルの矢を使ってダメージを底上げし、必中の思いでこれを放つ。

　盛せい大だいに転がったダイス目を見て―――ベネットは、言った。




ベネット：（ダイスを振る）……フ、フェイトを使って振り直すか……（一同爆笑）。




　出目は、とことん悪かった。

　だが、絶ぜつ望ぼうに打ちひしがれた暗い声と共に振ったダイス目は―――クリティカル！

　対してナーシアは再ふたたび《ダンシングヒーロー》をもってクリティカル狙いの回避を試みるが―――成功せず。




ベネット：……よしっ。あっしの時代が来たでやんすっ！

ナーシア：（落ち着いた声で）……ゼパ。

ピアニィ：……え？

ゼパ：では、ナーシアを［かばう］。

ベネット：げぇ――――――っ!?　そ、そうか。その手があった!?

カテナ：そう、《カバーリング》と［かばう］は別もの。

アンソン：《カバーリング》を使ったあとでも、ゼパが連続攻撃の二発目を防ふせぐことは可能……！

ベネット：あっしの時代は終わったようでやんす……。




　その通りだった。

　ベネットのダメージロールが77点だったに対し、ゼパの《アイアンクラッド》で16点、さらにはアンソンの《プロテクション》の出目がやたらと走った結果―――。

　ダメージ、０。




ベネット：ぐは……！　77ダメージのとこに、93点軽減とか!?（笑）

アル：だ、だめだ！（笑）　ベネットの火力だとあのおじーちゃんを抜ぬけないっ！

ベネット：その通りでやんす！　

ＧＭ：ではベネットの行動が終了しまして、再びイニシアチブです。

カテナ：……《カリキュレイト》で行動に割わり込こむ！

ベネット：ははは、その前に……っ……に…………に？　………あ…………………。

一同：あ？

ベネット：いや、その、別に。ではここで《エンカレッジ》！

カテナ：《エンカレッジ》もここで使うのか。順番が回ってこない……！（笑）




《エンカレッジ》

　対象に即座にメインプロセスを行なわせるダンサーのスキルである。

　１シナリオに一回のみ使用可能だ。




アンソン：……《限界突破》の効果中に、とにかく先制してラッシュか。

アル：まあ、それが俺らの戦法ですから（笑）。

ピアニィ：あれ？　《カリキュレイト》と《エンカレッジ》が同時に宣言されたら、どっちが優先ですか？

ＧＭ：……あ、そうか。ここもルール②の裁さい定ていに基もとづいて、【行動値】の高い側に優ゆう先せん権けんがあるとしましょう。

ナヴァール：まあ、妥だ当とうな線かな。

アンソン：ええ。

カテナ：く（笑）。《カリキュレイト》あるのに順番が回ってこないって……（笑）。

ベネット：では、《エンカレッジ》を自分に使用！　再び行動するでやんす!?

アル：え、自分!?　だからお前の火力じゃあのじーちゃんの装甲を抜けないって！

ナヴァール：そうだ。ここはアルに行動させるべ……き……………………………あ。

ピアニィ：……あ。

アル：……ああっ!?　ま、まさかベネットお前……っ！（笑）

ベネット：そう!!　なんと《エンカレッジ》の射程は二〇メートル!!（一同大爆笑）

一同：ベネット―――――――――っ!?（大爆笑）




　……ここに至って痛つう恨こんのミスに気づく。

《チェックメイト》が届かないことも含ふくめ、期待される火力は本来たたき出せるであろうそれにくらべてガタ落ちである。

　とはいえ、ナーシアの【ＨＰ】は変わらず18だ。

　ファントムレイダーズ側に苦しい展開である。




ベネット：すまんでや―――んすっ!?　あっしは腹はらかっさばいて詫わびる……前に。やっぱり攻撃じゃ―――っ！　えー……今回は一撃はナーシアにダメージ入ると思うので……武器を雷らい鳴めいの弓に変えるか？

アンソン：［放心］狙いか！

アル：それは悪くないかな？　じゃあそれで！

ベネット：ではあらためて！　《ウェ……。

カテナ：待て。ベネット、ひとつ言っていいか。

ベネット：な、なんでやんすか。

カテナ：雷鳴の弓、射程は―――四〇メートルだ（一同大爆笑）。

ベネット：ぎょわ―――っ、ぼごぶらばああっ!?（一同爆笑）

ピアニィ：ベ、ベネットちゃん……（笑）。

アル：い、いや……っ、ここは火力重じゆ視うしでいい！　雷鳴の弓に変える必要はないんだ！（笑）

ベネット：そ、そう！　その通り！　マイナーで《デスターゲット》、メジャーで《ダブルショット》……対象はナーシア！

ナーシア：またきたっ!?　い、いつまで続くのっ!?（笑）

ベネット：倒たおれるまで！（笑）　えー……今回もリンメルの矢を使いまして……攻撃力＋10でやんす！　ちょ、ちょっとでもダメージ……っ！（笑）

ピアニィ：ベネットちゃん、いけっ、がんばれっ！（笑）

ベネット：ひどいミスしたあっしにその暖あたたかいお言葉―――っ!?　ベネットの忠ちゆ誠うせ心いしんが上がった！（笑）　では、いくぜ―――っ！　ダイスは５Ｄで……（ダイスを振る）ぎゃ―――――――っ!?

一同：えぇええええ――――――っ!?（一同大爆笑）




　ダイス目……１、１、１、１、２。




ベネット：５Ｄなのにあやうくファンブル――――――っ!?

アル：振り直せ――――――っ!?　ここででおいしいことしなくていいんだ―――っ!?

ピアニィ：ベネットちゃ――――――んっ!?（大爆笑）

ナヴァール：（←大爆笑している）

ファントムレイダーズ一同：（←笑い転げてテーブルに突つっ伏ぷしている）

ベネット：フェイト払はらって振り直し！（ダイスを振る）……命中は38！

ナーシア：……38。アンソン、期待値は？

アンソン：ナーシアの回避が《限界突破》込みで21。ダイス目だけで17を出す必要がある。期待値で言えば５Ｄ。余よ裕ゆうを見て６Ｄは必要。《ダンシングヒーロー》含めて４Ｄなので、フェイトは最低２点入れてください。

ナーシア：……ここは確実に回避したい。《ダンシングヒーロー》に、フェイトを３点使用します。いい？

アンソン：ＯＫ！

ナーシア：７Ｄで（ダイスを振る）……27！　合計で48！

ベネット：ぎょば――――――っ、よけられた――――――っ!?

カテナ＆アンソン：……よしっ！

ナヴァール：（少し考えて）……むう―――。

ナーシア：……ん？




　ナヴァールは、ナーシアの回避判定を《パリペイティア》で振り直させるか考えていた。

　だが回避に再度、フェイトを使われれば７Ｄ振ることには変わりなく、回避が失敗になる可か能のう性せいは低い。




ナヴァール：いや、いい。なんでもない。続けよう。

ベネット：では、二撃目にいくでやんすっ！　《ダンシングヒーロー》を使っておこう……。

アル：落らく胆たんするなよ！（笑）　ほ、ほら、まだクリティカルするかもしれないじゃないか！

ベネット：もうしないでやんすよ……さっきのクリティカルは人生最後の輝かがやき。




　人生で最後かい。




ベネット：（ダイスを振る）……とりあえず42！　なんかオチが見えてるけどな―――っ！

ナーシア：（ダイスを振る）……回避失敗。

ゼパ：ナーシアを《カバーリング》じゃ。




　それは、ベネットの見たオチの通りだった。

　〝カ―――ン〟

　ベネットの放った一撃は、甲かん高だかい音と共にゼパの装甲の前に火花を散らしただけだった。




ゼパ：ダメージは０じゃ。

ベネット：しくしくしく。

アル：アンソンの《プロテクション》もこうなると馬鹿にできない……それのせいで、ほんとに１点も通らない！

アンソン：うむっ、アル・イーズデイルがいいことを言った。

ナヴァール：まあね、アンソン君だったね？　キミの《プロテクション》もなかなかだね？

アンソン：やかましいっ!?（一同大爆笑）




　念のために説明しておくと。

　アンソンの《プロテクション》の効果が５Ｄ６＋12であるのに対し……

《ハイプロテクション》を持ち、ケセドの杖を使うナヴァールの《プロテクション》は、最大で５Ｄ６＋42なのだ。

　ただし、アンソンは《ワイドプロテクション》を取得しているため、一回の攻撃に複数回の《プロテクション》を使用できる点では優れていた。




ＧＭ：では、ここで再びイニシアチブプロセスです。

カテナ：……《カリキュレイト》を使用しま～す！　他に誰も割り込んで……こないよね？

一同：しーん。

アンソン：……や、やっと……やっと俺たちの番が回ってきた！（笑）

アル：さあて、攻こう守しゆ交代だ……思ったほどダメージを通せなかったぞ……（笑）。

ベネット：地じ獄ごくの、始まりでやんす。

ピアニィ：うう（笑）。

カテナ：では、そんなセリフを聞いて―――……。




　身み構がまえるピアニィたちにカテナは視線を転じる。

　やがて彼かの女じよは口元に笑みを浮うかべて、スッ……と目を細め―――言った。




「―――では、反撃に移うつらせていただきましょう」




　　　　＊　　　＊　　　＊




カテナ：マイナーで《ランニングセット》！　《エンハンスブレス：風》、《アーティラリィマジック》を使います。メジャーで《ダブルキャスト》使用、《サモン・リヴァイアサン》を二回撃うつ！　これに、《フォースブリンガー》と《デモンズウェブ》が乗って―――対象はベネット以外の全員！　ベネットはもう無む視しする！（笑）

アル：き、きたきた……っ！




　―――翻訳しよう！

　マイナーアクションで唱えた《ランニングセット》とは、アルの使った《ファストセット》のように、続けて宣言する「タイミング：マイナーアクション」のスキルをふたつ、同時に使用するスキルだ。

　これによって、武器の属ぞく性せいを〈風〉に変える《エンハンスブレス：風》、《エンハンスブレス》の効果中に装備している武器のダメージを魔法の攻撃力に上乗せる《アーティラリィマジック》を使用したのだ。

《ダブルキャスト》は、カテナが宣言している通りの効果で、《サモン・リヴァイアサン》は対象に６Ｄ６の攻撃力を誇ほこる攻撃魔法であると共に、１点でもダメージが通った場合、さらに［転てん倒とう］を与あたえるサモナーの攻撃魔法だ。

《フォースブリンガー》と《デモンズウェブ》はパッシブスキル……すなわち、取得しているだけで効果を発揮するスキルだ。

　前者は、属性のない魔ま術じゆつ……この場合は《サモン・リヴァイアサン》のダメージに＋５Ｄ６するもので、後者は［転倒］の効果を解除するのに、マイナーアクションとメジャーアクションを必要とさせるものである。




アンソン：……カテナ。きっとな、お前がなにをやったか説明するのに文庫で１ページくらい必要だと思う（一同爆笑）。

カテナ：……まだまだ。では一発目！　魔術判定に《エイミングフォージ》＋《ドラゴンソウル》、それとフェイト４点を乗せます。




　……ほ、翻訳しよう！

《エイミングフォージ》は、魔術判定のダイスを＋二個するスキルである。

《ドラゴンソウル》は、判定のダイスを＋一個するスキルだ。




アル：さあ、こいつをどれだけよけるかが命運を分けるぞ……。

アンソン：―――どこか冷めた目で、魔法の詠えい唱しようを行なうはカテナ。数秒後に解とき放はなたれるであろう魔ま力りよくに耐たえるべくおのが武器を身構がまえるピアニィたち三人。ああ……！　しかし無む情じようにも……。

ピアニィ：無情って!?

アル：変なナレーション入れるなよっ!?（笑）

カテナ：では、魔術判定は10Ｄ＋14になって……（ダイスを振る）……あ、クリティカル！

アル＆ピアニィ：……ナヴァールっ!!

ナヴァール：《パリペイティア》！

アンソン：よし、《パリペイティア》使い切った！

カテナ：（ダイスを振る）……こんどはクリティカルしない。命中は48。

ナヴァール：ならばクリティカル狙いで……《パトロナイズ》！　（ダイスを振る）……ぬう、無理かっ。




《パトロナイズ》

　対象の攻撃を失敗させるプリーストのスキル。

　攻撃の命中判定、もしくはダメージを与える魔法の魔術判定を難なん易い度どとして魔術判定に成功した場合、対象の行なった攻撃を失敗させることができる。




ＧＭ：カテナの召しよう喚かんしたリヴァイアサンを打ち消そうとナヴァールは魔力を放ったものの―――それは、あっさりかき消されました。

アンソン：おお、演出入った。

カテナ：ここでピアニィ女王の足を……止める！　エンゲージから出すわけにはいかない。

ピアニィ：エンゲージから離脱しようとしてるのばれてる！

アル：んー……姫さんのフェイトを温存した方がいいか―――ベネット！

ベネット：がってんでやんす！　では、フェイトを４点使用……ピアニィへ《インターフィアレンス》！（ダイスを振る）…………おおおっ、クリティカル!?

カテナ＆アンソン：なにいっ!?

ＧＭ：今まさにピアニィを飲のみ込こまんとしたリヴァイアサンの突とつ進しんを―――ひらり、彼女は回避しました。

アル：よしっ、よくやったベネット!!

ピアニィ：やったぁ！

ナヴァール：私も一いち応おう、回避判定しよう（笑）。（ダイスを振る）……やっぱりだめ！

アル：《カバーリング》は二撃目の魔法くらった時のために姫さんに使う。ナヴァールには使用しない……っ。

ナヴァール：もちろんだ。

アル：で、俺は―――《サモン・リヴァイアサン》に対して《ディフレクション》！




《ディフレクション》

　受けた攻撃魔法を術者に跳はね返かえす、サムライのスキル。

　魔術による攻撃を受けたさい、その魔術判定の達成値を難易度として命中判定を行ない、それに勝利すると術者にその攻撃を跳ね返す。




アル：フェイトを使用して……（ダイスを振る）53で成功……っ！　弾はじき返かえした！

カテナ：く！　ならば、《マジックフォージ》は乗せません（笑）。

アル：乗せてもいいんだぜ!?（笑）

ＧＭ：では、弾き返されたリヴァイアサンがカテナに襲おそいかかります！

ゼパ：カテナを《カバーリング》！

カテナ：（ダイスを振る）……67ダメージ！

ゼパ：《アイアンクラッド》＆《スティールクラッド》！（ダイスを振る）９点ダメージを受けたのじゃ……っ。

アンソン：ゼパへ《プロテクション》！（ダイスを振る）

ナヴァール：自分に《プロテクション》！




　戦場の二カ所で、同時にプロテクションの光が疾る。

　その光の障しよ壁うへきの前にリヴァイアサンははじかれ、四散した。

　ゼパ、ナヴァール共に―――受けたダメージは０！




アル：……よしっ、一発目をしのいだ！

アンソン：あれが噂うわさに聞く、ケセドの杖……っ！　《プロテクション》のみでこの攻撃をはじいたか！

ナーシア：だ、誰だれかさんの《プロテクション》とは大ちがい……っ。

アンソン：なにが言いたいのかな？（笑顔）

ナーシア：……なにも？（笑顔）

アル：お、お前ら仲がいいのか悪いのか……。




　一いつ瞬しゆん、弛し緩かんする空気―――。

　が、その隙すきを突つくかのように……すでにカテナの二撃目、再さい度ど召喚された海かい竜りゆうは、すべてを飲み込まんと戦場の直上より襲おそいかかっていた。




カテナ：……二撃目は《ドラゴンソウル》のみ乗ります。フェイトを２点使い……６Ｄで……（ダイスを振る）――――――クリティカル。

ピアニィ：うあ……っ！

アンソン：よぉし……っ！

ナーシア：輝かがやいてる！　こっち、三人輝いてる……！

アンソン：ほう、三人。誰だろう。

ナーシア：（無言でカテナ、ゼパ、自分を順番に指さす）（一同爆笑）。

アンソン：フェリタニアに亡ぼう命めいするぞコラっ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：うぇるかむ～どうぞっ、どうぞっ（笑）。

アンソン：ああ、ピアニィ女王が素す敵てきな人に見えてきた……っ！

ピアニィ：フェリタニアでは、出目が悪くてもちゃんと優やさしくす……。

アンソン：誰が亡命するかっ!?（一同大爆笑）

アル：じゃれ合ってないで！（笑）　全力で回避に専念……っ！　旦那！

ナヴァール：《ドラゴニックシンボル》をピアニィ陛下へ！　これで判定にダイス＋１！

アル：姫さん、フェイトなくなってもいいからここは回避を！（ダイスを振る）俺はダイス一個しか振ふれないので……無理！　

ピアニィ：ミスティックガーブの能力で魔術で回避します！　フェイトも４点使って……ダイスは９Ｄ！




　ここが、勝敗を分かつ大きなポイントのひとつであった。

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、テーブルの上に九個のダイスがばらまかれ―――。




一同：……うあっ!!

ピアニィ：……クリティカルっ！　クリティカルした!!

カテナ：さすがに９Ｄなら出るか……っ。

ナヴァール：（ダイスを振る）もちろん私は失敗です。

カテナ：（少し考えて）……ピアニィは逃のがしたけど、やはり《限界突破》中にナヴァールを落とさないとだめか。……《マジックフォージ》を使用！　ダメージが23Ｄ＋24！（ダイスを振る）……ん、ちょっと低いか……[image: 101]点！

ナヴァール：私の魔法防御は13。《プロテクション》は使えない！

ピアニィ：ナヴァールに《サモン・アラクネ》！　（ダイスを振る）……26点軽減ですっ。

ナヴァール：73ダメージ受けて【ＨＰ】は残ったが……魔法の効果で［転倒］！　ばたり。

アル：こっちは67点ダメージを受けて、［転倒］は《インデュア》で打ち消す。

カテナ：まあ、倒たおしきれないのは計算済み。ちなみに今の攻撃で使った【ＭＰ】は87。

ピアニィ：わ、高い！（笑）

ＧＭ：では、以上でカテナの行動は終了！

アル：よしっ、最初の魔法をしのいだ！　カテナの行動が終われば……！

アンソン：まだだ。まだ、終わらんよ。

一同：え？

アンソン：《エンカレッジ》を使用！　対象はカテナ！

カテナ：マイナーは再び《ランニングセット》！　《ファストドロウ》で魔法の対象を四体までに増ふやし……《リミットブレイク》！　メジャーで使う《ホーリーウェポン》のレベルを＋２して７にして、全員にかけます。（ダイスを振る）……成功、こっちのメンバー全員の武器攻撃のダメージが＋21点！

ナヴァール：（死ぬほどわざとらしい口調で）ぬう……っ、奴やつらの戦せん闘とう力りよくがどんどん上がっていく……！　これが、ファントムレイダーズの戦法！（しれっとふつうの口調に戻もどって）これに《ギルドシンボル》も乗るんだよな。＋２Ｄ。

ピアニィ：アンソンは《セルフサクリファイス》で４Ｄ増ふえてるし、け、けっこー嫌いやな感じに……。

アル：やっぱ、姫さんをこのエンゲージに残しておけないな。

ＧＭ：では、ここで再びイニシアチブプロセス！　割わり込こみがなければピアニィの番です。

ピアニィ：じゃあ、メジャーでエンゲージを離脱します。二〇メートル離れま―――。

アンソン：……ほう？　ほんとにそれでいいのかな？

ピアニィ：え!?（自分のコマを動かそうとした手がぴたっと止まる）　な、なにが!?

アンソン：本当にそれでいいのか、と聞いてるんだ。

ピアニィ：な、なに!?　なんかまずそう!?

アル：ただのはったりだから！（笑）　迷まよわせようとしてるだけだからっ！　このままこのエンゲージに残ったら、範はん囲い攻撃で瞬殺されるって！

アンソン：そう思うか？　―――うむ、その通りだ（一同大爆笑）。さあ、遠えん慮りよしないで50メートルばかり離れてもいいんだぞ？

ピアニィ：いやいやいやっ、それ無理だし絶ぜつ対たいダメだから！（笑）




[image: ]




ベネット：しくしくしく……。

カテナ：なんか遠くで泣き声が（笑）。

ＧＭ：では、特になにもなければイニシアチブプロセスになります。

ナヴァール：割わり込まれないな？　では、《ジョイフル・ジョイフル》をアルに！　ただし、［転倒］しているので判定は１Ｄ６！　１が出るとファンブルで失敗にっ！（ダイスを振る）…………４で成功！　アルが未行動状態になります。

ＧＭ：では……アルの【行動値】が一番高いので、あらためてアルの順番になりますな。

アル：ではマイナーで《スマッシュ》、メジャーで《クロススラッシュ》！　で、ナーシアに攻撃。（ダイスを振る）―――命中は58！

ナーシア：回避のダイスは３Ｄ６！（ダイスを振る）……だめ、32で失敗！

ゼパ：ナーシアを《カバーリング》じゃ！

アル：く……っ（笑）。（ダイスを振る）……98点の光ダメージ！

ゼパ：《アイアンクラッド》《スティールクラッド》を使用、します。（ダイスを振る）えー……合計で56点軽減しました。

アンソン：《プロテクション》！　（ダイスを振る）……33点も軽減。

ナーシア：お、高い!?　なんでおじいちゃんへの出目は高いの！（笑）

アル：ファントムレイダーズはおじいちゃんにメロメロだ！（笑）

ゼパ：９点ダメージを受けました。

アル：二発目、いきます！　（ダイスを振る）……命中は55！

アンソン：ま、まずいな。

カテナ：よけてくれると大きいけど―――。

ナーシア：３Ｄで回避……（ダイスを振る）35！　失敗！

アル：よし……っ、（ダイスを振る）95点の光ダメージ！

カテナ：（間かん髪はついれず）《ガーディアン》を使わざるえない！

ＧＭ：では、アルの一撃が、ナーシアの眼がん前ぜんに張はられた障しよう壁へきにはじかれました。ナーシアはダメージを受けず、アルは行動済み、と。

アンソン：次は、ナーシア―――（と、戦場の配置を見て）……あーなって、こうなって……あれ使って……んー……。

カテナ：（同じく戦場の配置を見て）こうで、こう……足りないな。だめだね。

アンソン：うん、だめだ。このエンゲージにいるナヴァールを殴なぐるしかない。

ピアニィ：な、なんか計算してる（笑）。

アル：ピアニィを攻撃できないか考えてるんだろう（笑）。たぶん、無理だと思う。

ナヴァール：ははは！　さあ、私を殴なぐりたまえ！　私は［転倒］中なので回避に１Ｄ６しか振れないぞ！　ピアニィ様を殺したくば、まずこのナヴァールを殺せ！

ナーシア：ナヴァールを攻撃。

ナヴァール：ち、ちょっと小暮さんっ、少しはためらうなり会話につきあうかしてよ！（笑）

ナーシア：（抑よく揚ようない口調で）……任にん務むだから。

ナヴァール：目にためらう気持ちがぜんぜん見えないよ！（一同爆笑）　殺意、高ぇ―――！

ナーシア：マイナーで《ピンポイントアタック》、メジャーはふつうに攻撃♪　（ダイスを振る）……命中は41です。

ナヴァール：回避が１Ｄなので絶対によけられない。私の【ＨＰ】は28点！　だがケセドの杖ある限かぎり、私は倒たおれぬ！　さあ、殺せるものなら殺してみるがい……。

ナーシア：……《ボルテクスアタック》。

ナヴァール：決けつ断だんはやっ!!（大爆笑）　死ぬかもっ！

アル：《ボルテクスアタック》が乗るなら、《カバーリング》はしません（笑）。

ナヴァール：やはり、打ち合わせ通りの運命か……っ！（笑）

ナーシア：《ボルテクスアタック》……使って、いいよね？

カテナ：ええ。ピアニィの【ＨＰ】はそもそも少ないので……それよりも防御が硬いのとか、邪じや魔まなのを排はい除じよするのに使う方がいいでしょう。

ナーシア：じゃあ、使うっ！

アル：（計算して）……《カバーリング》しても俺は耐たえるけど、このあとのことを考えて《カバーリング》はしません。

ナーシア：ダメージロールはダイスだけで……14Ｄいきます！（ダイスを振る）……うわっ、６ばっか！　出目で……61！　

アンソン：高い……っ!?

ナーシア：61に《限界突破》で＋10、《ファイアステップ》で＋10、《ホーリーウェポン》で＋21……《ヴォーパルアーツ》とかスキルと装備もろもろで＋27、ベースの攻撃力が24で―――合計[image: 153]点の物理ダメージ！

ピアニィ：[image: 153]て！

ナヴァール：うぬ、これは《プロテクション》をしても意味がない。うわあ、ぶはあ……死んだっ！　死んで、生命の呪符を発動、（ダイスを振る）【ＨＰ】が……６点で生き残りました。やばい、俺は今、最高にかっこわるい（一同爆笑）。

ピアニィ：そんなことないですよ！（笑）

アンソン：さて、ここでようやく―――僕の番だ。ここで二回攻撃を繰くり出だせばナヴァールは仕し留とめられるな……でも―――。

カテナ：（戦場を見ながら）……それはそうだけど……ああなってこうなって……。

アンソン：こう来て、ここでこう……（残る味方のスキルをチェックしつつ）……だめだ、一手順足らない。カテナに任すわ。

カテナ：ＯＫ。

アル：（戦場を見ながら）……ははあ、なるほど。

ピアニィ：な、なに？　なに？

アル：いや、たぶん問題ない。戦線はこっちの理想通りに形成されている。すると、アンソンがやることは―――。

アンソン：くそ、ここはナヴァールを見み逃のがし！　マイナーはなし、メジャーアクションでピアニィのいる場所をマーキング！

アル：来た……っ！

ピアニィ：来た！（笑）

ナヴァール：ファントムレイダーズお得意の戦法！　それはすでに見み抜ぬいておる！　くるぞ、《テレポート》が！

ＧＭ：では、ここで全員が行動済みになりますが……っ！

ナーシア：ここでギルドスキル《再さい行こう動どう》！

ＧＭ：ファントムレイダーズ側は、縛ばく鎖さより解き放たれ……全員未行動状態に！

カテナ：（即そく座ざに）アンソン以外は全員、待機！

アンソン：では、再び僕の番だ！　ピアニィのいるエンゲージへ……《テレポート》！（ダイスを振る）発動判定は成功！

ピアニィ：カ、《カウンタースペル》……！

アンソン：ＯＫ、《テレポート》は打ち消された。じゃあ……。

アル：……（ちらり、ナーシアを見る）。

アンソン：……ナーシア！

ナーシア：《エンカレッジ》をアンソンへ！

アル：やっぱそう来るか―――っ！

アンソン：当然！　ここでもう一度、《テレポート》！（ダイスを振る）……成功！　ピアニィのエンゲージへ全員移動！（と、コマを全部動かす）

ベネット：ぐ……！

ピアニィ：うあ……っ!?

ＧＭ：アルとナヴァールのいるエンゲージから、ファントムレイダーズのメンバーの姿すがたが一いつ斉せいにかき消える！　そして、次の瞬間……二〇メートル離はなれたピアニィを取り囲むように、ナーシアたちが出しゆ現つげんした……っ！



















[image: ]




ベネット：やべ――――――っ!!（笑）

ピアニィ：ア、アル……っ!!

アル：（戦場見つつ、スキルシートをチェックして）こう、こう……こうでああきて……い、いや、まだなんとかなる……！　はず！

ＧＭ：では、ここでゼパの番になります。

ゼパ：やっと捉とらえたのじゃあ……っ、マイナーで《クローズショット》、メジャーで《ダブルショット》！　は、始めての攻撃なんで……ドキドキします。

ナーシア：お、おじいちゃん……っ（笑）。

ゼパ：24＋……（ダイスを振る）―――命中は38じゃあ！

アル：姫さん、ここはがんばってよけろ！　フェイトを全部使ってもいい！

ピアニィ：《ダンシングヒーロー》、フェイト４点を使用して７Ｄで回避！（と、ダイスを握る）。

アンソン：これでクリティカルとか言われたら大だい惨さん事じだがな（笑）。

ピアニィ：（ダイスを振る）……………………クリティカル―――っ!!

ファントムレイダーズ一同：なに――――――いっ!?

アル：よおしっ!!

ゼパ：まだじゃ！　さっきと同じスキル使って二撃目！（ダイスを振る）……合計で53！

ピアニィ：《ダンシングヒーロー》を使うけど……（ダイスを振る）……31！　無理です！

ゼパ：（少し考えて）んー……ここしか使うタイミングがないと思いますので《ブルズアイ》を使用！　ワシの愛の鎖くさり鎌がまをくらうのじゃ―――っ！（ダイスを振ふろうとして……）

アル：待て！　《カバームーブ》で姫さんを《カバーリング》!!




《カバームーブ》

《カバーリング》の射程を二〇メートルにするスキルである。




ゼパ：お、おのれ若わか造ぞうが……！（笑）（ダイスを振る）……[image: 101]点の物理ダメージ。

ナヴァール：《プロテクション》でケセドの杖も使用！（ダイスを振る）60点軽減。

ピアニィ：《サモン・アラクネ》ですっ！　（ダイスを振る）……33点軽減。

アル：防御力が23あるので……。

ゼパ：ダ、ダメージを全部消されたのじゃ……しょんぼり。

アル：ああっ、おじいちゃんが落おち込こんでる―――っ!?（笑）

アンソン：なんでお前がじいさんを心配するんだっ！（笑）

カテナ：まあ、いい。ここからはこちらの攻撃タイムだから。

ＧＭ：では、そう冷ややかかに告げるカテナの手番です。

カテナ：……マイナーで《ランニングセット》、《アーティラリィマジック》と……《アニマルパクト》で攻撃の対象をシーン全体にします。メジャーは《サモン・リヴァイアサン》！（ダイスを振る）……35で命中！

ベネット：おおっ、35でやんすか！（わくわく）久々の攻撃嬉しいでやんす！




　嬉き々きと語るベネットは、その勢いきおいに乗ってカテナの攻撃をクリティカルで回避する。

　だが襲いかかった海竜に対し、アル、ナヴァール、ピアニィはことごとく回避に失敗。

　すでに生命の呪符を使っているナヴァールを守るべく、アルは彼を《カバーリング》……88点の魔法ダメージ二発を受ける。

　さすがのアルもこれには耐えきれず、生命の呪符を使用して戦闘不能を回避……しかし、その【ＨＰ】は残り３点に―――。

　一方、《カバーリング》を受けたナヴァールは、ケセドつき《プロテクション》をアルではなくピアニィへと飛ばした。

　ダメージを56点軽減し……《サモン・アラクネ》とあわせて彼女が受けたダメージは、０。

　そしてやってきたのは、ナーシアの手番だ。




アル：正直、勝つつもりで戦ってたけど……。

ナヴァール：どっちが勝つかわからなくなってきたな……。

アル：このナーシアの攻撃をピアニィが避さけてくれれば……。

ナーシア：……外さない。マイナーで《ピンポイントアタック》。メジャーはふつうの物理攻撃で……（ダイスを振る）――――――クリティカルっ!!

アル：うわっ！　ここでくるのか……っ。

ピアニィ：《ダンシングヒーロー》……（ダイスを振る）回避は無理ですよぉっ!?

ナーシア：ふふ……死んで？

ピアニィ：小暮さんっ、殺意高いですよぉ!?

ナーシア：小暮さんじゃないから！　ナーシアだから！（笑）




　苦笑しつつ放ったナーシアの攻撃がたたき出したダメージは[image: 128]点。

　しかし、この必殺の一撃もナヴァールとピアニィの防御魔法により大半のダメージが軽減されることとなった。

　それでも、ピアニィの残り【ＨＰ】は―――37。




ナーシア：私も、残り【ＨＰ】は似にたようなもの。

ＧＭ：さあ、これで全員行動は終了ですね？　では、クリンナップですることなければ……ここで第二ラウンドに入ります！

ナーシア：な、なんて長い一ラウンド……（笑）。




　　　　＊　　　＊　　　＊




第二ラウンド―――

　そして戦いは運命の第二ラウンドへ。

　ベネットが弓を持もち替かえていたため行動順番は変化し、以下の通りとなった。




行動値

　ナーシア：　　27

　ベネット：　　21

　ピアニィ：　　16

　アル：　　　　12

　カテナ：　　　９

　アンソン：　　７

　ナヴァール：　６

　ゼパ：　　　　５




ＧＭ：では、第二ラウンドのセットアップになります。まずはナーシアから！

ナーシア：《パワースマイト》を使います。

ベネット：特にすることなし！

ピアニィ：《ウィークポイント》を自分へ使いま～す。（ダイスを振ふる）……発動成功です。これで次の攻こう撃げきのダメージロールが＋13ですっ。

アル：（力強く）……ない！

カテナ：特にありません。

アンソン：もちろん《セルフサクリファイス》！

ナヴァール：《ヘイスト》《ポストヘイスト》をアルと私わたしがいるエンゲージへ！　私は〝適てき度どに早い〟方が望ましいので、ケセドの杖つえはあえて使いません。

ＧＭ：では、魔ま術じゆつ判はん定ていをどうぞ。

ナヴァール：［転てん倒とう］してるから《ヘイスト》の判定が２Ｄ６か……（ダイスを振る）……６ゾロぉっ!?　なぜにこんなところでクリティカルするのかっ!?（一同爆ばく笑しよう）

一同：（←大だい爆ばく笑しようしている）

ナヴァール：（ダイスを振る）【行動値】が22上じよう昇しよう……ここでギルドスキルの《陣じん形けい》をお願いします、陛へい下か。

ピアニィ：はい！　《陣形》を使いますっ。




[image: ]




　この効こう果かにより、アルがピアニィのエンゲージへと移い動どうする。

　ファントムレイダーズの四人よりピアニィをかばうように立ち、アルは剣けんを構かまえる。

　ナヴァールは離はなれた戦場に倒たおれたままであった。




アル：さあて……正念場。

ピアニィ：―――うん。こう、アルのすぐうしろできゅっと杖を構かまえます……っ。

ゼパ：セットアップの最後は、ワシの《プロヴォック》じゃ。フェイトを１点だけ使って、対象はピアニィを。

アル：もう、エンゲージから出さないって腹はらか。

ゼパ：そういうことじゃ（ダイスを振る）……ひ、低い!?　達成値は25っ、ごほっ、げほ。

アンソン：おじいちゃんが苦しそうに咳せき込こんでいる！

ピアニィ：（ダイスを振る）……でも、抵てい抗こうは失敗。

ゼパ：ほう……よかった……ゲホゴホ。

ピアニィ：お、おじいちゃん大だい丈じよう夫ぶですか!?（笑）

ナーシア：「（ピアニィの声色で）あたしが今、楽にしてあげます！」（一同爆笑）

ピアニィ：ひどぅいっ、あ、あたしのイメージがっ！

アンソン：い、いや、そこはもはや手て遅おくれ……。

アル：同感だ。

ピアニィ：……アル？　お城しろに帰ったらちょっとお説教よ？

アル：ああ、城に帰れたらな……―――いや、ちがうか。




　アルは、不ふ敵てきな笑みと共に立ちはだかる敵てきを見み据すえ―――言い切った。




「俺おれが、俺たちが……お前を城に帰す。

　そのあと、説教は聞いてやるよ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




セットアッププロセス終しゆう了りよう後の行動値

　アル：　　　　34

　ナヴァール：　28

　ベネット：　　21

　ピアニィ：　　16

　カテナ：　　　９

　アンソン：　　７

　ゼパ：　　　　５

　ナーシア：　　[image: ]　←《パワースマイト》の効果で最後になっている




　戦いの終しゆ幕うまくが近づいていた。

　アルは静かに息を吸すい込こみ……呼こ気きと共に大地を踏ふみ込こみ、跳とぶ。

　視し線せんの先にいるのは―――。




アル：《スマッシュ》＋《クロススラッシュ》！　ナーシアに斬きり込こむ……！

ナーシア：……アルっ。

アル：（ダイスを振る）出目が低いっ、《バトルコンプリート》で振ふり直し！（ダイスを振る）……51っ！

ナーシア：《ダンシングヒーロー》はなし、ふつうに回かい避ひ……（ダイスを振る）22で失敗！

ゼパ：ふふふ、若わか造ぞう。これが物語でお前がその主人公ならその剣はナーシアに届とどいたじゃろう。しかしな―――ナーシアを《カバーリング》。

アル：あんたが堅かたいのは知ってるよ！　それでもたたき続けりゃ……崩くずれない壁かべはねえよ！

と、（ダイスを振る）……78点の光ダメージ！




　崩くずれない壁はない―――それはおそらく、アルの本心だったのだろう。

　しかし、敵てき側がわにも譲ゆずれないものがあった。

　アルはこのあと、絶ぜつ望ぼうを味わうこととなる。




ゼパ：《アイアンクラッド》＆《スティールクラッド》！　（ダイスを振る）19点軽けい減げん。

アンソン：……《プロテクション》！（ダイスを振る）……24点軽減！

アル：ぐ！

ＧＭ：アルの渾こん身しんの一いち撃げきが、ゼパのヘルメットを打ちつけ、鈍にぶい残ざん響きよ音うおんを響ひびかせます。

ゼパ：コキコキ……（←首を鳴らした音らしい）。ダメージは……０じゃ！

アル：く！　……二撃目！（ダイスを振る）……16！　フェイトを使って振り直しっ！　クリティカルを出したい……っ！

ゼパ：そう都合よくはいかぬも……。

アル：（ダイスを振る）……よしっ、クリティカル！　これでダメージに２Ｄ上乗せ！

ナーシア：（ダイスを振る）……20で回避は失敗。

カテナ：（即そく座ざに）……メジャーアクションを放ほう棄きしてナーシアを［かばう］。

ナヴァール：ぬう、なんの迷まよいもなくか！　魔ま術じゆつ師しがアルの剣を受ければ……っ。

カテナ：問題はないわ？　ナーシアを守り抜ぬくことが最さい優ゆう先せん。ただ、それだけ。

アル：ナーシアを守る壁を一いち枚まいずつはがすしかねえわ！　まずは倒たおれろ！（ダイスを振る）……89点の光属性、魔法ダメージ！　

アンソン：いいや、倒たおれないよ少年。……《プロテクション》！　28点軽減！

アル：くそっ！

カテナ：40点のダメージ―――まだ立っている。

アル：……ナヴァール！

ナヴァール：アルへ《ジョイフル・ジョイフル》！　ダイスは一個こしか振ふれないので１が出たらファンブルだが……（ダイスを振る）よかった、成功！

アル：んじゃ、もう一撃！　《スマッシュ》＆《クロススラッシュ》でナーシアへ！（ダイスを振る）ぐ、また低い！　フェイトで振り直し！（ダイスを振る）……命中48！

ナーシア：もうアルの攻撃は回避するのは、無理ね。クリティカルのみ回避で……（ダイスを振る）―――失敗。

ゼパ：……ナーシアを《カバーリング》。

アル：（ダイスを振る）……73点の光ダメージ！　もう、幾いくらでも耐たえるがいいさ！

ゼパ：《アイアンクラッド》！（ダイスを振る）……14点軽減。

アンソン：《プロテクション》！（ダイスを振る）……30点軽減っ！

ゼパ：ダメージは―――０じゃ！

ピアニィ：か、堅かたい……っ。

アル：くそ！　二撃目！（ダイスを振る）……48ぃ！

ナーシア：（ダイスを振る）……25で失敗。もう、ゼパを信じて、冷静な目でアルを見たまま動きもしません（笑）。

ゼパ：―――ナーシアを［かばう］。

アル：（ダイスを振る）……76点の光ダメージ！

ゼパ：《アイアンクラッド》！（ダイスを振る）18点軽減。

アンソン：《プロテクション》！（ダイスを振る）……34点軽減！　もはや周囲の景色は、闇やみに包まれつつある。その中で、アルの斬撃が鉄とかち合い火花を散らし……。

ナヴァール：そう。その衝しよう撃げきが轟ごう音おんと共に土つち煙けむりを巻まき上あげる。そして、ほんの数秒で……煙けむりは晴れゆき、その中から首を鳴らしながら現あらわれた人ひと影かげがつぶやく。




「―――ダメージは、０じゃ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　アルが、ピアニィが、絶ぜつ望ぼう的てきな気分に襲おそわれる。

　最後の気合いを振ふり絞って放った四連続攻撃が、一撃たりともナーシアに届とどかない。

　もはやアルに残された技わざは、最強最大の《レイジ》のみだった。

　だが―――。




アル：こ、こいつら……やっぱり強えぇ……。

ピアニィ：おじいちゃんがどうしようもない……。

アンソン：さあ、そこまでか？

アル：いや、まだだ。ベネット、頼たのむ！　

アンソン：そうか、まだベネットがまだ二連攻撃できたな。

ベネット：あ、あっしの番でやんす！　マイナーで《デスターゲット》、メジャーで《ダブルショット》！　《ダンシングヒーロー》も使ってナーシアに攻撃っ。

アル：ここで一撃でも当てれば……っ！　じーさんはもう［かばう］はできないからな！

ベネット：い、いくでや―――んす！（ダイスを振る）……34!!

ナーシア：34？　……フェイトを３点使用。《ダンシングヒーロー》も入れて７Ｄ６で回避判定―――。

ベネット：あ、当たれ……当たれ……！

ナーシア：（ダイスを振る）……クリティカル。

フェリタニア一同：げぇ―――――――――っ!?

ピアニィ：ここで出すのぉ!?　な、７Ｄ振ふってはいるけど……。

ナーシア：首をすっと振るだけで矢をかわしました。

ベネット：うおぉ！　《ダンシングヒーロー》を使って二発目！　（ダイスを振る）……さ、38！　さっきより高い……！

アル：い、いや……。

ナーシア：これははふつうに回避でいい？

カテナ：ＯＫ、問題ない。

ナーシア：（ダイスを振る）じゃあ……19で失敗。

ゼパ：ナーシアを―――《カバーリング》じゃ。

ベネット：……（ダイスを振る）56点の物理ダメージ……っ。

ゼパ：《アイアンクラッド》！（ダイスを振る）ダメージは―――０じゃ。

ベネット：くっそぉ――――――――――――っ!!（笑）

アル：ここで姫ひめさんか……頼たのむ。もう姫さんの魔ま法ほうであのじーさんをなんとかしてくれ……。

ピアニィ：は、はい……っ！　じゃあ、ナーシアさんたちをキッ、と見て……マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《フロストプリズム》！　《メモリコンプリート》も使って魔術判定のダイスを＋一個します！

アンソン：さて、こっちもここが正念場だな。

カテナ：範はん囲い攻撃、か。

ナーシア：ちょっと身み構がまえます。

ナヴァール：では、なにか甲かん高だかい音がピアニィを中心に鳴なり響ひびき……温度が急きゆ激うげきに下がっていく。おお、陛下の周囲の空気が……！（笑）

アンソン：こ、凍こおりついていく……！（笑）

ピアニィ：い、いきますっ！（ダイスを振る）……28！　（即座に）フェイトを使って振り直し！（ダイスを振る）……37っ！

ＧＭ：ＯＫ、ピアニィの放った凍いてつく魔法光が轟ごう音おんと共に吹ふき荒あれて……ファントムレイダーズの立つ位置で炸さく裂れつした！　回避をどうぞ！

ナーシア：これは苦しい……クリティカルのみで回避！（ダイスを振る）17で失敗！

カテナ：（ダイスを振る）……13。

アンソン：（ダイスを振る）……11！

ゼパ：（ダイスを振る）……５じゃ！

ナヴァール：……《チェックメイト》！　ケセドの杖も使用っ！

ピアニィ：《マジックフォージ》……！




　今、ピアニィらが持てるだけの……ありったけの力を込こめたその一撃は―――。




アンソン：この魔法、たぶん[image: 150]点以上のダメージがくるぞ。でも……。

ゼパ：【ＭＰ】が枯こ渇かつしたので《祝福》を頼たのみたい。

ナーシア：……了りよう承しよう。

ゼパ：では、【ＭＰ】が回かい復ふくしたので―――……っ！

アル：……っ。

ＧＭ：では、ピアニィの放ったファントムレイダーズの面々を捉とらえ……！




　瞬しゆん間かん、巻まき起おこった閃せん光こうが夕ゆう闇やみに落ちた周囲の景色を照らしだし、白一色に染そめ上あげた。

　光は凍気を伴ともない、浮うかび上あがった木々や岩いわ肌はだ、草木……いや、大気すらも凍いてつかせる。

　ダメージは[image: 161]点―――。

　この氷ひよ霧うむに囚とらわれた存そん在ざいすべては、そこに砕くだけ散ちる―――。

　そうなるはずだった。

　のそり、ふいに氷ひよ霧うむの中に四つの人影かげが蠢うごめいた。

　その中でもっとも背せの低い影が、こう告げた。




ゼパ：……【ＨＰ】を、半分ばかり持っていかれたのう。

ピアニィ：半分!?　今ので半分……っ!?




《アラウンドカバー》―――。

　範囲攻撃の対象を自分自身に変へん更こうするこのスキルを、ゼパは使ったのである。

　ゆえに他の三人はダメージを一切受けず、《アイアンクラッド》＆《スティールクラッド》……そしてアンソンの《プロテクション》をもってゼパもまた最さい低てい限げんまで被ひダメージを抑おさえこんだのだ。

　ちなみに、ゼパはこの《アラウンドカバー》をあと二回使えるのである。




ピアニィ：このおじいちゃん、倒たおせるの……？

アル：いや、《アラウンドカバー》までは想定通り。じーさんの【ＨＰ】を半分まで削けずれたならそれでよかった。

ピアニィ：まだなんとかなる……？

アル：なる。ただし、このあとのアンソンとナーシアの攻撃をどうしのぐかしだい、だがな。

アンソン：では―――グラスウェルズ王国・マンソン家が嫡ちや男くなんアンソン……ゆくぞ！　……と、ハンマーを構かまえる！

アル：さあ、きやがれ！

ナーシア：……アンソン、コンボは？

アンソン：コンボはだめだ。ピアニィに当てられない。

ナーシア：そうか。

アンソン：露つゆ払はらいの役は僕ぼくが受け持とう。あとはナーシア……任せた。

ナーシア：……露つゆ払はらい？

アンソン：見ていればわかる！　（フェリタニア側の残りスキルをチェックしつつ）まあ、完全に道を開くってのは難むずかしいが……ここをクリアせねば、先につながらない。

カテナ：……。

アンソン：では、マイナーで《シャインストライク》っ、メジャーで《ハンマーフォージ》！　ピアニィを攻撃……っ！　リシャール先せん輩ぱいの無念はここではらそうっ！（一同爆笑）

ナーシア：私、死にそうなのにそこなのっ!?

アンソン：なに、シリアスは苦手なのでお茶目なジョークだ。（ダイスを振る）……よしっ、クリティカルっ！

ピアニィ：あうっ!?

ナーシア：アンソンが輝かがやいてる!?（笑）

ナヴァール：《パトロナイズ》！　その攻撃を失敗させる！（ダイスを振る）……だめかっ、判定失敗！

アンソン：無む駄だだ、無駄あ！　騎き士しの誇ほこりの一撃に軍ぐん師し風ふ情ぜいが割わり込むな！

ナヴァール：むうっ、この気き迫はく！（笑）　ベネット！

ベネット：《インターフィアレンス》をピアニィに！　

アル：フェイトも全部ぶち込こめ！　そしてあとは戦場を蝶ちようのように好きに飛び回るがいい！

ベネット：おう！　そして蜂はちのように落とされよう！（一同爆笑）。フェイトは残り３点全部使って……（ダイスを振る）ぐあ、失敗！

ナヴァール：と、止められん！（笑）

アンソン：裂れつ帛ぱくの気合いをもって、ナヴァールもベネットも蹴け散ちらし……！

ベネット：ぐぼはあっ!?

ナヴァール：こんないい気になってるアンソンは初めて見た……っ!?

アンソン：ピアニィ陛下……お覚かく悟ご！　67＋３Ｄがベースで、クリティカルで＋２Ｄ、《セルフサクリファイス》で＋４Ｄ、《ギルドシンボル》で＋２Ｄ……っ！　さらに《ボルテクスアタック》で＋10Ｄ！（ダイスを振る）……ダメージロールは[image: 135]っ!!

ピアニィ：[image: 122]点のダメージ！　生命の呪符がはじけて……の、残り【ＨＰ】が４点っ！

アンソン：ひと―――つ！　二発目はフェイトを３点使用！（ダイスを振る）……命中41！

ピアニィ：ミスティックガーブを使用っ！　……41をよけろ（ダイスを振る）……失敗っ！

アル：いや、まだ！

ピアニィ：あ！　幸運のペンダントを使います！　振ったダイスを一個振り直して、それが６だったらクリティカルに……（ダイスを振る）……失敗！

アンソン：よし、もらった……！

ピアニィ：まだまだ！　最後のフェイトで振り直します！（ダイスを振る）……失敗。だ、だめでした……！（笑）

アンソン：では、ダメージロール……！　67＋７Ｄで（ダイスを振る）……97ダメージ！

ピアニィ：くぅ……《ガーディアン》でダメージ打ち消し！

アンソン：ふたつ……っ！

ピアニィ：ヤ、ヤンヤンがかばってくれた演えん出しゆつで……っ！

アンソン：じゃあ、ヤンヤンは死んだ。

ピアニィ：やめてくださいよ!?　大事な【ＭＰ】タンクなんですから！

一同：おいっ!?（笑）

アル：か、可か愛わいがってる、とかじゃなく【ＭＰ】タンクだから……なのか……（笑）。

アンソン：ともかく敵の防ぼう御ぎよ切り札を二枚まい切らせた！　ナーシア、頼たのんだっ！

ナーシア：……あ、そういうことか。




　このラウンド、ゼパがその防御能のう力りよくの高さを遺い憾かんなく発はつ揮きしていたゆえ、ファントムレイダーズ側には余よ裕ゆうがあるように見えたが……その内ない情じようは苦しいものだった。

　フェリタニア側はなかなかゼパの防御を抜ぬけなかったとはいえ、《ガーディアン》をふたつ残した上、ピアニィは生命の呪符を保ほ持じしていたからだ。

　ゼパが倒たおれる前になんとしてもその防御系けいの切り札をすべて使わせ、ピアニィを戦せん闘とう不ふ能のうに追おい込こまなければならない。

　アンソンの攻撃により、三つのうちふたつを使わせたとはいえ―――残る《ガーディアン》が問題だった。

　次のナーシアの攻撃はピアニィを狙おうとも確かく実じつにアルに《カバーリング》されるゆえ、勝利を得るためには次のラウンド以い降こうに戦いを持もち込こまねばならない。

　だが、次のラウンドの行動トップには、おそらくは《ヘイスト》の効果を受けたアルとピアニィが待まち構かまえており―――そのすべての攻撃をゼパとカテナで受け止め、アンソンとナーシアが攻撃を行なえる状じよう況きように持もち込こまねばならない。

　つまり、この第二ラウンドと同じ展てん開かいだ。

　ただし、第二ラウンドと決定的にちがうのは、ゼパの【ＨＰ】が半はん減げんしていること。

　ゼパが攻撃を受け止めきれずに落とされれば、もはやファトムレイダーズ側に勝利はない。

　逆ぎやくにアンソン、ナーシアまで回れば、第二ラウンドで見せたようなピアニィにダメージを与あたえる展開に持もち込こめれば―――そこに勝機はあった。

　もっとも、お互たがいに《レイジ》や《ソウルバスター》など攻撃系けいの切り札スキルを保ほ持じしていたゆえ―――戦いの流れが第二ラウンドと大きく変わることはほぼ確実ではあった。




アンソン：（残りスキルをチェックしながら）ああなってこうなって……ここでこれ使って……く、苦しいな。ついでに頭がこんがらがってきた。




　戦闘は、すでに三時間近くになろうとしていた。

　思考能力の低下も著いちじるしい。




ナーシア：大だい丈じよう夫ぶ、やることは変わらないから。あとは、アルがどう反はん応のうするか見て考えるしかない。

アンソン：だな。

ナーシア：じゃあ、マイナーアクションで《ピンポイントアタック》。メジャーは通つう常じようの武器攻撃でピアニィに！（ダイスを振る）……30！

ピアニィ：《ダンシングヒーロー》でクリティカル狙いの回避……（ダイスを振る）……惜おしい、失敗です！

アル：ピアニィを《カバーリング》！　ナーシアが繰くり出だした短たん剣けんを身体で受け止める。

ナーシア：……あくまで、その子をかばうのね？

アル：あたりまえだ。

ナーシア：―――残念ね、アル……と、《パワースマイト》分を足して……（ダイスを振る）……99点の物理ダメージ！

アル：《ピンポイントアタック》で物理防御は０、このままだと99ダメージで戦闘不能！

ナヴァール：ならば、ケセドつき《プロテク……！

アル：いや、待った！（と、なにか考えて―――）

ピアニィ：アル……？

アル：姫さん、ちょっと賭かけに出ていいか？

ピアニィ：賭け……？

アル：そうだ。このままずるずる続けるとミスひとつでこっちが負ける可か能のう性せいもある。だからまず、この攻撃を……。

ピアニィ：ん、信じる。

アル：説明、聞かないのかよ。

ピアニィ：お城に連れて帰ってくれるんでしょ？　任せるっ。

アル：…………よしっ。なら、そのナーシアからもらった99ダメージに《ソウルバスター》！　そのままダメージを返してやる！

ナーシア：！　ポーチに入れてた生命の呪符がはじけます。（ダイスを振る）残り【ＨＰ】６。でもそれじゃ……。

アル：そう、こっちが戦闘不能になるので、そこで―――《ラストアクション》！




《ラストアクション》

　戦闘不能状じよう態たいになった直後に宣せん言げんする。

　ただちに、メインプロセスを一回行なうガンスリンガーのスキル。




ＧＭ：戦闘不能に追おい込こまれ、崩くずれかけたアルが……ズン、大地を踏ふみ込こんで身体を支ささえた。

アル：剣を構え直すして、ナーシアをにらむ。

ナーシア：―――そう。けりをつけようってことね？　二刀の短たん剣けんを構え直します。

アル：そうだ。一いち応おう、聞いておくぞ。引く気は……ないな？

ナーシア：ない。貴方あなたに戦う意味があるように、私にも引けない理由があるから。少しロッシュのことを思い出して……。




[image: ]




ロッシュ

　ナーシアの実の弟。

　グラスウェルズ王国にあって、フィリップ国王に仕える少年。

　ナーシアとは顔見知りではあるが、彼かの女じよが実の姉であることは知らない。

　現げん状じようで、ゴーダ伯はくの管理下にある。

　ナーシアは、影ながら彼かれを支ささえることこそが自分の生きる意味だと信じ、その手を血に染そめている。




ナーシア：貴方あなたと剣を交えることになるなんてね。でも修しゆ行ぎよう時代、貴方は私に勝てなかった。

アル：ああ、でもあの頃ころの俺と同じと思うな。これが共に学んだ……師しし匠ようの剣だ！　と、最後の攻撃を繰くり出だす……！　マイナーで《ファストセット》、そこから《レイジ》＆《スマッシュ》！　メジャーは《クロススラッシュ》！

ナーシア：―――《クロススラッシュ》を《インタラプト》。

ベネット：その《インタラプト》を《インタラプト》……！　アル、いくでやんす！

アンソン：くそっ、《インタラプト》の射しや程ていは視し界かい内かっ。

アル：ありがとよベネット！　命中にフェイトを３点使用……！（ダイスを振る）……クリティカルっ!!

ナーシア：!!　《ギフト》、フェイトを３点使用……全力で回避！　８Ｄでクリティカル狙い……！

アル：さあ、緊きん張ちようの一いつ瞬しゆん……っ。

アンソン：よけろ、ナーシア！
















ナーシア：（ダイスを振る）……っ!?　クリティカルしないっ!?

アル：よしっ！

ナーシア：いいえ、まだ！　（冷静に）フェイトを使用して振り直し―――《ギフト》のみで（ダイスを振る）……だめっ!?

アル：あぶねぇ……っ！（笑）　くらえ……っ！

ゼパ：ぬううっ……させんのじゃああああっ！　ナーシアを《カバーリング》！

ナーシア：……ゼパっ！

アル：ダメージロール！（ダイスを振る）…………[image: 275]ダメージっ!!

ゼパ：《インヴァルネラブル》！　ダメージを消す！

アル：ああ、そうくるよな……！　だが、二発目……！　フェイトを２点使用！（ダイスを振る）……―――よしっ、クリティカル!!

アンソン：なにいっ!?

ナーシア：《ダンシングヒーロー》！　４Ｄで回避（ダイスを振る）……っ!?　回避失敗……っ！

ナヴァール：よおし……っ！

ピアニィ：アル……！（笑）

アンソン：ナーシアっ！

アル：ダメージロール！（ダイスを振る）―――[image: 269]……っ！

ナーシア：く！　これは……。

カテナ：打つ手が、ない。

アンソン：相打ちか……っ。

アル：でも、俺も【ＨＰ】０で戦闘不能。ナーシアを倒たおしたのを見ながら……倒たおれ込こみます。

ナーシア：じゃあ、最後にこう、崩くずれ落おちながらつぶやきます。アル―――。




　ナーシアもまた、倒たおれゆくアルの身体と交差するように崩くずれ落おちながら……

　囁ささやくように、言った。




「……ちぇ、強く―――なったわね」




　言葉と共に地面に伏ふしてナーシアが意い識しきを失う。

　その口元の微び笑しように、




　アルが気づくことは―――なかった。











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆それぞれの道へ




　夜のとばりが降おりる頃ころ―――戦いは、終わった。

　それは、両者共に引けない戦い。

　決着がついてなお、進まねばならぬ道がそこにあった。




ＧＭ：では、戦いが終わり……ここからがエンディングになります。

アル：一いち応おう、勝った……。

アンソン：一応って言うな（笑）。

アル：いや、最後はかなりひやっとした。ナーシアが回かい避ひに８Ｄ振ふった時は、ぜったいクリティカルされると思った。

アンソン：まあね……。

ナーシア：クリティカルが出なかった……。

アンソン：あ、かわたな、ここからは俺おれがＧＭするのでシナリオを返してくれ（笑）。

ＧＭ：は、ではこれを―――（と、シナリオをきくたけに渡わたす）。

アンソン（以下、ＧＭ）：……では、エンディングシーンに入ろう。周囲は、先ほどの喧けん噪そうがウソだったかのように静まりかえっている。最初に意い識しきを取とり戻もどしたのはアルだ。戦場の中央、疲ひ労ろう困こん憊ぱいという感じで……。

アル：剣けんを杖つえがわりに、必死に立ち上がって肩かたで大きく息をします。もう、立っているのがやっとという感じで……。

ピアニィ：アルのとこにたたっと、駆け寄ります！

ＧＭ：うい（笑）。で、アルの足下に倒たおれているのは、ナーシアだ。もちろん息はある。

アル：ナーシ……。

ＧＭ：と、名前を呼よびかけ、手をさしのべようとした時、アルはふいに突つき飛とばされ―――。

アル：突つき飛とばされた!?

ＧＭ：「……ナーシア！」と、黒い鎧よろいを纏った聖せい騎き士し……アンソンが、ハンマーを放り投げて彼かの女じよの元に駆かけ寄よる。

カテナ：同じく、ナーシアの元へ。

ゼパ：ワシもじゃ。

ピアニィ：あたしはアルに肩を貸して支えます。

ナヴァール：では、私わたしとベネットも陛へい下かの元に。

ベネット：でやんす。

ナーシア：意識を取とり戻もどしていいです？

ＧＭ：ＯＫ。

ナーシア：（どこか色っぽい声で）ん……と、目を開けて仲間を見上げます。

ＧＭ：最初に目に入ったのは、しゃがみこんでキミの顔をのぞき込こんでいる三人の仲間だ。「……大だい丈じよ夫うぶか、ナーシア」　アンソンが語りかける。

ナーシア：（抑よく揚ようなく）―――平気。それより……と、アンソンの肩かた越ごしに、アルを見よう。ピアニィも近くにいる？

ＧＭ：いるね。ピアニィは、力を使い果たしたアルを支ささえるように立っている。

アル：ナーシア、気づいたか。俺の話、落ち着いて聞いてくれるか？

ナーシア：じゃあ……アルと、アルに抱だきついているピアニィを交こう互ごに見て……。

ピアニィ：だ、抱だきついてないっ（笑）。支ささえてるだけだからっ。

ナーシア：えー。まあ、いいけど（笑）。とりあえず、身体を起こしながら、アルの言葉をスルーして……。

アル：スルーするなよっ!?

ＧＭ：「ナーシア、無理はするな」とアンソンが心配そうに……。

ナーシア：アンソンもスルーして……。

ＧＭ：スルーすんなよっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ナーシア：いや（笑）、ピアニィしか目に入ってない感じなんです。ピアニィに向かって、痛いたみをこらえながら腕うでを伸のばして……。

ピアニィ：!?

ナーシア：（息も絶たえ絶だえに、低い声で）……ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア。お前を連れていかなければ、ならない。

ピアニィ：なぜそこまでっ!?　一歩、下がりますよ。

ナーシア：お前に来てもらわねば、ならない―――と、がくがく震ふるえながら立ち上がります。

アル：とりあえず、ピアニィを背せ中なかに隠かくすように立つ。

ナーシア：……どいて、アル。私は、ピアニィを連れて帰らないといけないの。

アル：いいから、説明をしろ！　それだけじゃわからないだろ！

カテナ：では私は、我われ々われの負けだ、ナーシア―――と、止めに入りますよ。

アル：おお！　大人のキャラ、ありがとう！　こっちには微びみ妙ように腹はら黒ぐろい大人しかいないんだ！

ナヴァール：はい、腹はら黒ぐろい大人です（挙手）。

ナーシア：……離はなして、カテナ。

カテナ：その傷きずでは無理だ。

ピアニィ：あ、あの、ナーシアさん。あたし―――あなたに、お願いがあるんです。

ナーシア：……願い？

ピアニィ：はい。あの、メルトランドに来てはいただけませんか？　あなたの帰き還かんを待っている人たちがいるんです。

ナーシア：あなた、オトガルと同じことを言うのね―――。

アル：ナーシア、今のメルトランドの状じよう況きよう……知っているだろ。お前を必要としている人がいるんだ。メルトランドには、王が必要だ。

ナーシア：それでも、私はメルトランドに行くことはできない。それはオトガルにも言った。

ピアニィ：な、なんでですか。

ナーシア：……答えるつもりはない。

ピアニィ：えーと……じゃあ、メルトランドの人たちがどうなってもいいんですか。

ナーシア：……かまわない。

ピアニィ：!?　言い切られた！　あなたそれでも……っ。

ＧＭ：では、ピアニィの独どく善ぜん的てきな雰ふん囲い気きにアンソンが少しいらだったような表ひよう情じようで割わり込む。「……こっちにも、事じじ情ようってものがあるんだよ」

ナーシア：……アンソン。だめ。

ＧＭ：「いや、言わせてくれ。ナーシアにはたったひとりの、実の弟がいる。ロッシュと言ってな―――気立てのいい少年だ。彼かれは今、ゴーダ伯はくの庇ひ護ごの元にある」

ナーシア：アンソン！

ＧＭ：「……わかるか？　グラスウェルズの影かげの実行部隊たるナーシアが、任にん務むに失敗したらロッシュがどうなるか。ロッシュは、ナーシアを縛しばる鎖くさりなんだ」

ピアニィ：人ひと質じち……ってことでしょうか。

ＧＭ：「さあね。ゴーダ伯の心の内はわからない。でも両親もなく、実の姉が生きていることも知らない彼を置いたまま―――ナーシアがメルトランドに行けると思うか？」

ナーシア：―――アンソン。今日はしゃべりすぎ。

ＧＭ：「今回のシナリオで想定していたセリフだからな」

アル：いきなりメタな発言するなよっ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：「まあ、そんなわけだ。ナーシアを連れていかせるわけにはいかない」

アル：うーん……姫ひめさん、どうする？

ピアニィ：んー……（と、ナヴァールを見る）。

ナヴァール：陛下の思うままを、言葉にされればよいでしょう。

ピアニィ：あの、んー……簡かん単たんだと思うんですよ。

ゼパ：か、簡かん単たん？

ピアニィ：まず、そのロッシュさんを解かい放ほうしにいきましょう。で、そのあとにナーシアさんにメルトランドに来てもらう。ほら、簡かん単たん。

アル：待ていっ!!（笑）　じゃあなにか？　お前、こんどはグラスウェルズに乗のり込こむつもりかっ！　フェリタニアの女王自ら!!　じ、ＧＭ！　その展てん開かいでいいの!?

ＧＭ：（ピアニィから言い出すとは面白い）

ナヴァール：（うむ、実に面白い）（←「ブレイク」シリーズＧＭとして）

カテナ：その笑顔はなに（笑）。

ピアニィ：あたしがナーシアさんの弟さんを助け出します！　当然、アルもついてきてくれますよね？

アル：左を見て、右を見て―――ため息をつきます。こ、この状況で行かないなんて言えるわけねえだろ……。

ピアニィ：さすがはアルです♪　というわけで、ナーシアさん。弟さんを助け出したあとでいいので、もう一度あたしの話を聞いてくれませんか？
















ナーシア：……考えておく。

アル：や、やれやれ……こんどはグラスウェルズくんだりまで行くのかよ……。

ＧＭ：がっくし肩かたを落としてため息をつくアルに、アンソンが近づいて囁ささやく。「……お、おい？　よその国の女王をつかまえてこう言うのもなんだが―――いいのか、こんな行き当たりばったりな女王で」

アル：言うな……。

ＧＭ：「大変なんだな、お前も―――」

アル：それも言うな……。

ＧＭ：「立場が上の人間がやっかいな人物だと、大変だよな。わかるぞ」

アル：では、ちらりとナーシアを見て―――。

ナーシア：……なに。

アル：アンソンだったな。お前もきっと大変なんだよな―――わかるぞ……（一同爆笑）。

ピアニィ：な、なんか……。

ナーシア：……すごく失礼なことを思われているような。

アル：この男との間に奇きみ妙ような友ゆう情じようが芽生えました（笑）。

ピアニィ：ま、いいや。ではナヴァール、それでいいですね！

ナヴァール：―――陛下、その前に考えるべきことがひとつございます。

ピアニィ：考えること？

ナヴァール：陛下の姉君、ステラ様についてです。あれを捕とらえたのは、バルムンクであるという噂うわさのあるレイウォールのハーリング伯と聞ききおよびます。

ピアニィ：あ……。

ナヴァール：これを看過するは得策ではないかと。陛下、ここは私めにお命じください。ステラ・ヴェレンガリア・レイウォールを救出せよ、と―――と、かしこまって言います。

ピアニィ：あ……た、たしかにそれは助け出してほししいかも……。わかりました、ナヴァール。姉の救出はあなたに任せます。でも、ナヴァールひとりで行くのは、危あぶなくないですか？

カテナ：く……（笑）。ナヴァールとやら、ならば私も同行させていただこう。

ピアニィ：なぜっ!?

ナヴァール：手伝ってくれると言うのか？　なぜ。

カテナ：それはな―――。

ゼパ：愛じゃ。




　変なタイミングで割わり込まないでいただきたい。




カテナ：えーと……キャリバーに刻きざまれている紋もん章しようをナヴァールに見せます。

ナヴァール：（非ひじ常ようにわざとらしい口調で）……おお！　あなたがあのカテナ・アウレアか。聞いたことはある！　……菊きく池ちさん、ナヴァールは事じじ情ようを知っていてもいい？（笑）

ＧＭ：ど、どうぞ（笑）。

ピアニィ：え？　え？　なに？

カテナ：簡かん単たんに言うと、さっきステラを幽ゆう閉へいしたハーリング伯って、私の家族の仇かたきなのだ。私はその仇かたきを取ることが目的で……その名前を出されたら、そっちに行かざるを得ない……（笑）。

ピアニィ：な、なるほど……（笑）。




　くわしくは『アリアンロッド・サガ・アクロス』シリーズをお読みになっていただきたい。




ＧＭ：そんなカテナにアンソンが話しかける。「カテナ。僕ぼくは、グラスウェルズに戻もどる。リシャール先せん輩ぱいへの報ほう告こくもあるしな」

カテナ：だが、ゴーダ伯への報ほう告こくはどうする。ピアニィ女王を確かく保ほ、もしくは抹まつ殺さつせよという命令だったんだぞ。

ＧＭ：「ああ、そこについては―――」　アンソンは一いつ瞬しゆん、目を伏ふせがち言葉を濁にごし……。

カテナ：そこについては？

ＧＭ：「到とう着ちやくまで道すがら考える！」

ナーシア：うわっ、適てき当とうだ！

ＧＭ：「だって、フィリップ国王を暗殺しようとしたのは……お前たちじゃないんだろう？」

ピアニィ：ちがいますちがいます！

ＧＭ：「ま、今ならそれも信じるよ」

ナヴァール：ふむ、では陛下、グラスウェルズで成すべきことを成したのち、エストネルへと赴おもむかれるがよかろう。幸い、時間はまだある。

ピアニィ：はーい…………え？

アル：……え？　あれ？　ちょっと待って（笑）。これ、次回どうなるの？　俺とピアニィは、アンソン、ナーシアとグラスウェルズ行くんですよね？　まさか……。

ＧＭ：（笑顔）。

ナヴァール：（笑顔）。

アル：まさか、パーティメンバーのシャッフルかよっ!?（笑）

ピアニィ：え、えぇ――――――っ!?

ＧＭ：さあ、ベネットとゼパはどうする？　

ベネット：こ、これは……っ、データバランス的にもナヴァール組について行くしか!?

ゼパ：ど、どうやらそのようじゃの……（笑）。

ベネット：って、ゼパじーさんと一いつ緒しよか――――――っ!?　そ、それは心強いっ!?（笑）

ピアニィ：え……あああ―――っ!?　な、ナヴァール!?

ナヴァール：は、なにか。

ピアニィ：ケ、ケセドの杖――――――っ!!

ナヴァール：気になるのはそこか――――――っ!?（一同大爆笑）　……って、なんでしたら、アンソンにでも渡わたしておきましょうか？（笑）《プロテクション》使いだし。

アル：貸かしたまま、忘わすれちゃったら大だい惨さん事じだ。

ピアニィ：そ、そうしたら命がけで取りに行きますから……っ！（一同大爆笑）

アル：ひ、姫さん……そんな発言、リプレイに書かれたらまたいろいろ言われる……（笑）。

ピアニィ：やめてください～！　か、書いちゃだめですよっ!?（笑）

ＧＭ：わかりました！　任せてください。

ピアニィ：その笑顔が信じられない～！（笑）

ＧＭ：ＯＫ、そろそろ会話がグダグダになってきたな。では、今回のセッションはそんな笑いが起こる中で終えましょうか。交こう錯さくする人間関係、期待と不安をはらみながら……次回へ続きます！

一同：お疲つかれ様さまでした―――っ！（笑）




　　　　＊　　　＊　　　＊




　時に、帝てい紀き八一二年一二月―――。

　ここに、竜りゆうの石の力に連なるふたり……ピアニィとナーシアは邂かい逅こうした。

　それがのちのアルディオン全土にもたらす意味も、今はなにもわからぬままに。

　八人は今、それぞれに馴な染じんだ仲間と別れを告げて、

　そして新たな仲間を得て……東と西へと別れて歩む。




　―――再さい会かいのその日を、胸むねに誓ちかって。








『アリアンロッド・サガ・リプレイ』

第六話「ファントムレイダーズ」

―ＦＩＮ―










……次回、第四巻かんはパーティ混こん成せい編へんでお贈おくりします！













超ちようあとがき＋解かい説せつ






　……えー、今回はあとがきのページ数が少ないのでとっと各話解説いってみよう！（笑）




▼第五話

　解説と言いつつ……第五話のシナリオについて詳しよ細うさいは必要はほとんどないだろう。

　なぜなら―――用意したシナリオは使われなかったからだ……っ！

　私わたしが用意したシナリオは、配置したフェリタニアの武ぶし将ようたちが時間を稼かせいでいる間にピアニィたちがエストネルへ行き試練を受け、停戦命令を持ち帰る……というものだ。これはいつか、別の機会に使えると信じてしまっておきたいと思う。きー。

　まあ、クライマックスの敵てきが〝旅人の石〟を使って大陸中に出しゆ現つげんすることが可か能のうなモンドーラであったことは不幸中の幸いであった。戦せん闘とうの舞ぶ台たいが、エストネルでもメルトランドでも問題なく登場することができるからだ。

　それはそれとして……本リプレイ第一巻かん『戦せん乱らんのプリンセス』において、ディアスロンドに乗のり込こんであれだけ強さを見せつけたモンドーラさん。

　あの時の勇ゆう姿しはいったいどこに行ってしまったのだ―――ご冥めい福ふくをお祈いのりしたい。




▼第六話

　第六話のシナリオは、さすがに「ブレイク」シリーズのＧＭである鈴吹太た郎ろうと、かなり綿めん密みつな打ち合わせをした。

　もっとも頭を悩なやませたのは、ふたつのパーティが戦う理由ではなく……どちらが勝っても「無印」と「ブレイク」……どっちのシリーズも展てん開かいを続けられるようにすることだ。

　結果しだいでリプレイ・シリーズの展開がつまらないものになることが予想される場合、〝空気を読んだ〟プレイヤーが全力を出し切れないのではないかと思ったからだ。

　……もっとも、テーブルを挟はさんでギラギラする目で見つめ合うプレイヤーたち（特に誰だれが、とは言わない。こわいから）を見た時―――それは杞き憂ゆうであるとわかりはしたが……（笑）。

　なお、もしもファントムレイダーズが勝利した場合、ピアニィはファントムレイダーズに拉ら致ちされて、グラスウェルズに連れていかれる予定だった。すなわち、次のシナリオは捕つかまったピアニィの奪だつ還かんシナリオ―――そんな内ない容ようが想定されていた。

　フェリタニア王国側が勝利した場合の展開は、本ほん編ぺんのエンディングで語られた通りだ。




▼ピアニィの勇者たち

　さて、読者のみなさんにはひとつ謝あやまらなくてはいけないことがある。

　それは今回シナリオの大変更のせいで、応おう募ぼしてもらった「ピアニィの勇者たち」の活かつ躍やくを描えがけなかったことだ。すんません、マジすんません。

　第五話でＰＣたちがメルトランドへ赴おもむき、赤白両軍の侵しん攻こうを牽けん制せいしている間、フェリタニア防ぼう衛えいに力を尽つくしてくれはずだが、今回のリプレイに登場させることはできなかった。

　―――そんなわけで、ここに予告しよう。

　西せい暦れき二〇一〇年早々……




『アリアンロッド・サガ・リプレイ』、第四弾を開始します……！




　今回、あまり取り上げることのできなかった読者キャラや、世界各国よりフェリタニアのために集ってきた戦士たちにスポットを当てたリプレイとなる予定だ（笑）。

　そして気になるゲームマスターは―――なんとかわたな！　執しつ筆ぴつもかわたな！

　その名に恥はじぬ、かわいそうな目にあうことうけあいのこのリプレイ、詳細は順次発表していくので続ぞく報ほうをお待ちいただきたい。

　そんなわけで、今回は「ピアニィの勇者募ぼし集ゆう」の記事は掲けい載さいしていない。近々、新リプレイに合わせた形のリニューアルを行なう、新たに募集をかける予定なのでこちらも期待して待ってほしい！




▼最後に

　―――さて、紙面がなくなってきたので次巻の予告も少ししておこう。

　エンディングでのＰＣたちの会話から想そう像ぞうできる通り、「ブレイク」シリーズとのコラボレーションはまだ終わらない。

　次回は、ロッシュ救出にグラスウェルズへ向かう、ピアニィ、アル、ナーシア、アンソンの四人と、ステラ救出にレイウォールへ向かう、ナヴァール、ベネット、カテナ、ゼパの四人……それぞれのパーティの物語を二本立てでお贈おくりする予定である。

　もちろん、前者のパーティで私はアンソンのプレイヤーとして参加しなくてはならないため、ＧＭは鈴吹太郎が行なう予定である。

　さて、このまったくパーティのバランスを考えられていない、急きゆう造ぞうパーティがどのような活躍をするのか、楽しみにしていただきたい！





二〇〇九年八月　菊きく池ちたけし












アリアンロッド・サガ・リプレイ③




殺意のエトワール
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